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安全上のご注意 

１．まえがき 
 

この取扱説明書は、お使いになられる方や他の人々への危害や損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使

いいただくために、守っていただきたい重要な事項を示しております。製品をお使いになる前に、必ずこの

取扱説明書をよくお読みになり、理解され記載事項をお守りください。 

 

■取扱説明書のほかにクリーンルームに取り付けられている警告ラベルや定格銘板を、ご         

使用の前に必ずお読みください。また、これらのラベル、銘板は常時読めるように良好な状態   

で保持し、決してはがしたり取り外ししたりしないでください。 

 

 取扱説明書は、お読みになった後も、大切に保管し、機器使用の際には適宜ご使用ください。 

 

■この取扱説明書は当社の所有財産であり、ノウハウ、機密情報などを含んでおりますので、記載され

た技術情報を第 3者に開示されることのないよう、十分注意してください。 

 

■問合わせ先・相談窓口 

 

     〒２３５－８５２３ 神奈川県横浜市磯子区新杉田８ 

       株式会社 東芝 電力システム社 磯子エンジニアリングセンター 

             原子力開発設計部   先端システム担当 

             電話  ０４５－７７０－２４０３ 

             FAX   ０４５－７７０－２３１７ 
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２．表示と図記号について 

 

この取扱説明書は、ご使用になられる方や他の人々への危害や損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使

いいただくために、守っていただきたい重要な事項を示しております。 

 次の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

 

 ［表示の説明］ 

   表   示          表  示  の  意  味 

   危険 

誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険の状態が

生じることが想定されかつ危険発生時の警告（切迫の度合い）の

緊急性が高い限定的な場合の内容を示します｡ 

     注意 

誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり、物理的損害の発生

が想定される内容を示します。 

 

（１）重傷とは、失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残      

      るもの、及び治療に入院、長期の通院を要するもの。 

（２）傷害とは、治療に入院、長期の通院を要しないけが、やけど、感電などが該当、物理的   

      損害とは、財産の損害及び機器の損傷にかかわる拡大損害をいいます。 

 

 ［図記号の説明］ 

   図 記 号        図  記  号  の  意  味 

      

禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な内容禁止内容は記号の中や近くに文章で指示します。 

      

強制（必ずしなければいけないこと）を示します。 

具体的な内容は、文章で指示します。 
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３．運搬・据付について 
 

お取扱いになる方は、下記内容を守り、本装置を安全にご使用ください。 

 

 

    危 険 

 クリーンルーム機器が運搬中に落下・転倒すると大変危険です。安全のため下記事項を必ず

お守りください。 

                      

■質量表示銘板に記載されている質

量に見合った運搬機材を使用する

こと。   

■専用の吊り穴にアイボルト又

はリンクボルトを使用して、吊

り上げてください。 

 また、アイボルト・リンクボル

トにゆるみがないことを必ず

確認してください。 

      

■ワイヤロープは、力の方向がなる

べく垂直になるように、バランス

をとって吊ってください。      

 

■屋外では、雨などの水滴がかか

らないようにしてください。 

 

■吊り荷の下には、絶対に入らない 

こと。 

 

■クリーンルーム機器に急な吊

り上げ、吊り下ろし、移動によ

る衝撃やハンマー等による衝

撃を与えないでください。 

 

■規定の設置方向以外で置かないで

ください。 

 

■固定用ボルトやストッパーは

しっかり取り付けてください。 

 

■仕様書で定められた周囲条件を厳

守してください。 

 

■盤の排気口・吸気口を塞がない

でください。 
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４．接続工事について 
 

お取扱いになる方は、下記内容を守り、本装置を安全にご使用ください。 

 

 

    危 険 

 クリーンルーム機器の配線、一次側接続は、資格・知識のない方が行うと、感電等の重大事

故や機器の破損を起こす恐れがあります。安全のため下記事項を必ずお守りください。 

                      

■入、出力のケーブル、信号線の接

続は電気工事士、又はそれと同等

以上の電気に関する知識を有する

方に行わせてください。 

 

■接続工事を行う場合、いかなる

理由があっても活線での作業

は行わないでください。 

  

■接地工事は、必ず電気設備技術基

準第１８条に基づいて行ってくだ

さい。      

 

■接続工事が終了したときは、

扉、パネル、カバー等は全て元

通り塞いでください。 

      

■入力ケーブルを接続するときは、

必ず正しい相順をＲ．Ｓ．Ｔ又は

Ｕ．Ｖ．Ｗの順に接続してくださ

い。 

      

■水冷式の製品は、水の入口、出

口の配管を行った後、仕様書で

定められた水圧試験を実施し、

水漏れがないことを確認して

ください。 

 

■電源ケーブル等の余長は、トグロ

状にして巻いておかないでくださ

い。 
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５．運転について 

 
お取扱いになる方は、下記内容を守り、本装置を安全にご使用ください。 

 
 

    危 険 

 クリーンルーム機器の操作は、知識のない方が行うと、感電等の重大事故や機器の破損を起

こす恐れがあります。安全のため下記事項を必ずお守りください。 

     

■給電されているとき、又は信号線

が活線となっているときは、外周

パネル及び扉は絶対に開けないで

ください。 

      

■運転中に異常が発生したとき

は、供給側（入力側）の電源を

切り、異常の原因を取り除いた

後、再運転してください。 

      

■配電盤及び空調機スイッチを操作

するときは、あまり力を加えない

ようにしてください。 

 

     

■クリーンルーム機器の運転中

は、ケーブル、端子には絶対の

手を触れないでください。 
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1.初めに 
 
1.1 概 要 
ＢＸユニットは、除湿ロータ、処理ファン、再生ファン、再生ヒータおよびコントロール用電気部品に

よって構成されています。コントロール用電気部品は、ケーシングに収納されていて、前面パネルを開

けることによって点検ができます。また、ＢＸシリーズは下記の特長をもった最新の乾式除湿機です。 
 
●省スペース 
ケーシング内部構造の徹底した小型化で、当社Ｂシリーズにくらべて体積比 70％を実現。 
（BX600 の場合） 
●省エネ運転 
インバータを使用し、ファンモータの回転数を無段階に可変速することにより必要な風量に合わせて最

適運転を行ない省エネルギーを実現。 
●50/60Ｈｚの統一化 

ファンモータ電源にインバータを使用し、周波数の異なる地域でも設定を変更する事なく運転が可能で

す。 
●メンテナンスが簡単 
分割ユニット方式の採用によりパーツごとの交換が簡単におこなえます。 
●電気工事の簡略化 
ユニット側の配線工事は不要で、現場設置後は電源を接続するだけです。 
 
 
1.2 据付前の注意事項 
除湿機が保管されている場所では、保管期間の長短にかかわらず、塵埃などの異物が除湿機内に入り込

まないための処置が必要です。除湿機は保護カバーがかけられて出荷されますが、除湿機を保護する上

で必要な限りは、保護カバーはかけたままにしておいて下さい。 
 
 
1.3 運転の原理 

除湿する空気（処理空気）は処理ファンにより除湿ロータの 270°セクター部に入り、その湿分は除湿ロ

ータに吸着されます。そして除湿された乾燥空気は室内（或いは対象物）へ送風されます。 
 
同時にもう一方の空気流（再生空気=外気）は再生ファンにより再生ヒータに入り加熱されて除湿ロータ

の 90°セクター部に入ります。この加熱空気は、処理空気から吸着した除湿ロータ内の湿分を放出させ、

機外へ排出されます。 
 
除湿ロータはゆっくり回転し（10RPH）、上述の手順が連続して行なわれる事により、安定した乾燥空気

を供給します。 
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 除湿ロータ 
除湿ロータのポイントはドラム状に形成された          除湿ロータ      再生ヒータ   フィルタ 

ハニカム構造のロータです。特殊な加工により、       湿り空気 

吸着剤が強力に結合されている独特の設計です。 

このハニカム構造により、多大な接触面積にも                           再生ファン 

かかわらず、コンパクトタイプとなっています。                         乾燥空気 

                        フィルタ  処理ファン 

                                          駆動モータ 

 
 
1.4 ユニットの構造 
①ユニットケーシング   ⑦再生フィルタ 
②ロータ駆動モータ    ⑧再生ヒータ 
③除湿ロータ       ⑨コントロール用電気部品 
④処理ファン       ⑩CA 熱電対 
⑤再生ファン       ⑪温度ヒューズ 
⑥処理フィルタ 
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 5

2.設 置 
 
2.1 設置場所 
必要十分なサービス・スペースを確保してください。 
ユニットは点検時や除湿ロータの交換・清掃時を考慮して、正面パネルが外しやすいような低い位置に、

また同時に運転ランプなどが見やすく操作しやすい高さに、水平に設置願います。 
フォークでの吊り上げは定められた位置で行なって下さい。ベースプレートを手前に外すと、吊り上げ

位置が確認できます。また必要ならば、基礎ボルト用孔を使用して、床面に固定して下さい。 
 
 
2.2 ダクトの接続 
空気出入口には、相フランジが設けてあります。アングル型相フランジには、最大長さ 20ｍｍのＭ6 ボ

ルトを使用してください。 
 
●プレクーラが設置される場合の注意事項 
プレクーラの凝縮水が除湿機内に入ることは、絶対に避けて下さい。 
低面速（最大 2.5ｍ/ｓ）のク―ラを採用し凝縮水の飛散を抑制するか、クーラ後に効果的なエリミネー

タを設置してください。 
●外気取入口(処理および再生) 
処理と再生の取入空気が排気された多湿空気（再生出口空気）によって湿潤化されることがないように、

外気取入口は少なくとも 2ｍ離した位置に設けて下さい。また、再生空気排出ダクトには、多湿な空気が

流れるため、ダクト内で凝縮水が発生します。この凝縮水が除湿ロータ部分に流れ込まないようにダク

トは排出側に傾斜をつけて下さい。本装置が地下室などの低いところに設置され、再生排気ダクトが本

体の上部に立ち上がっている場合は、凝縮水が外部に排出されるようにダクトの最下部に 5mmφ位のドレ

ン抜穴を開けてください。また、再生空気排出ダクトは凝縮防止のため、断熱施工を行なってください。 
 
 
2.3 設置要領 
ユニット外形寸法、重量、サービス・スペース等は別紙・納入仕様図面に記載されています。ユニット

に梱包材など運転に支障をきたす閉寒物や被覆物がないことを確認し、ユニットが運転のための正しい

状態にあることを確認してください。 
 
 
2.4 電源接続 
電源接続を行なう前に、当ユニットの電気回路図を参照願います。 
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！  警 告 

 
装置には高電圧部分があります。電源の接続は電気規則で定める有資格者によって施工願います。 

 

 
電源接続口と電源側遮断器間のケーブルは、電線管を使用してください。また電源側遮断器はユニット

に近い位置に設置してください。別紙・納入仕様図面を参照して、適正太さの電線をユニット側遮断器

の R,S,T とアース端子に接続してください。 
電源側とユニットの入電遮断器を「ON」にしてください。ユニットの電源表示灯（白色）が点灯します。 
 
 
 

2.5 代表的なユニット設置例 

 

 

 

 

         グラスウール               処理給気 

 

 

                                               再生排気 

                                                    2m 

                                                    以上 

   ドレン穴 

 

 

   処理入口                                        再生入口 
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3.運転管理 
 

 

 

 

     運転ランプ（押しボタン）                  異常ランプ（押しボタン） 

         （緑色）                          （黄色） 

 

                                      再生温度調節計 

                                              

 

                                     電源ランプ 

                                     （白色） 
 

 
 
3.1 ユニットの起動 
●電源が接続されている事を確かめてください。 
●ユニット側遮断器を「ON」にしてください。電源ランプ（白色）が点灯します。 
●ユニットは運転準備モードに入ります。 
●「運転」ランプを押して下さい。ユニットが起動し、「運転」ランプが点灯し再生温度調節計が作動し

ます。 
 
 
3.2 ユニットの停止 
「運転」ランプを押して下さい。「運転」ランプが消灯しますが、再生ヒータ内の温度が 40℃に下がるま

で再生ファンは運転を続行します。 
再生ヒータ冷却の後、ユニットは停止し再生温度調節計も停止します。そしてコントロールは運転準備

モードに戻ります。 
 

 
！  注 意 

 
ヒータを冷却するために再生ファンの残留運転中は、ブレーカをきらないで下さい。 
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3.3 設置値の確認と変更 
●ヒータ温度調節計のキー名称と機能 

 

 

        モード LED                      上段表示部：PV 値 

     EV1,EV2 が ON のとき点灯                  （現在の温度を表示） 

 

 

                                   下段表示部：SP 値 

                                （コントロール温度を表示） 

        （PARA）キー                   （ ）（▽）（△）キー 

     表示の切替えをします。3 秒以上              数値の増減、桁送りに 

     押し続けるとモードが切替ります。             使用します。 

 

 
 
●ヒータ温度調節計の設定値の確認 
 再生ヒータコントロール温度  ……………………………………  140（℃） ・ SP 値 
 再生ヒータハイリミットサーモ  …………………………………  170（℃） ・ EV1 
 再生ヒータ冷却停止温度  …………………………………………   40（℃） ・ EV2 
 

 
！  注 意 

 
工場出荷時に設定してある設定値をむやみに変更しないこと。 

 

 
●再生ヒータコントロール温度（SP 値）の変更 

 
操作手順①（電源投入） 
      約 6 秒間表示 

 
操作手順② 運転モードが 
       表示されます。 
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操作手順③ （ ）（▽）（△）キー 
       で数値を設定します。               変更中の桁が点滅します。 
                                    4 → 2 

 

 
 
操作手順④ 約 2秒間キー操作をおこな 
      わなければ、点滅が終了し 
      確定されます。                   点滅が終了し確定。 
 
 
 
 
● 再生ヒータハイリミットサーモ（EV1）、再生ヒータ冷却停止温度（EV2）の変更 

 
 

！  注 意 
 

設定値の変更によって火災などのおもわぬ事故を引き起こす場合があります。 
 

 
 
操作手順① 運転モードが表示されている              EV1（ハイリミットサーモ）が 
      状態で（PARA）キーを数回               表示されている状態で（PARA） 
      押す。                        キーを押すと EV2（冷却停止） 
                                 に表示が変ります。 

 9

 
 
操作手順② （ ）（▽）（△）キー                 EV1（ハイリミットサーモ）を 
       で数値を設定します。                変更します。EV2（冷却停止） 
                                 の場合も操作方法は同じです。 

                                 変更中の桁が点滅します。 
                                     7 → 5 
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 10

操作手順③ 約 2秒間キー操作をおこな 
      わなければ、点滅が終了し 
      確定されます。                   点滅が終了し確定。 
 

 
 
操作手順④ 運転モードが表示されるまで 
      （PARA）キーを数回押す。 
 
 
 
 
 
 
●インバータのキー名称と機能 

 

                           表示部（現在の周波数を表示） 

 

 

                            単位表示：運転状態表示 

 

                            周波数設定ボリューム 

                        （30Hz から 60Hz まで変更できます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           カバーを開いた状態 
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●インバータの設定値の確認 
 再生ファン用インバータ（INV1）  ……………………………………  30（Hz） 

     （工場出荷時） 
 処理ファン用インバータ（INV2）  ……………………………………  60（Hz） 

     （工場出荷時） 

 

インバータの設定値はダクト接続後、定格風量になるように再度設定して下さい。 
設定を怠った場合、除湿能力に影響が出る場合があります。 

 

 
●インバータの設定値の変更 
 
操作手順① 運転モードが表示されて 
      いる状態でボリュームを                ボリュームを右いっぱいまで 
      右に回す。                       回すと表示部の周波数値が大きく 

                                  なり 60.00（Hz）を表示します。 

 11

 
 
 
 
操作手順② 運転モードが表示されて 
      いる状態でボリュームを                 ボリュームを左いっぱいまで 
      左に回す。                       回すと表示部の周波数値が小さく 

                                  なり 30.00（Hz）を表示します。 
 
 
 
 
 

 

  注 意 
 

その他の設定値は工場出荷時に設定してあるので変更はおこなわないこと。 
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3.4 保護機能 
異常が発生すると保護機能が動作し、異常ランプ（黄色）が点灯し除湿機が停止します。どのような異

常であっても、ヒータを冷却するために再生ファンの残留運転を行ないます。異常が発生した場合、前

面パネルを開いて原因について調べてください。 
 
●保護機能 

名  称 内  容 

再生ファン用インバータ 
電子サーマル作動 

◯ 再生ファンモータの過熱をインバータに内蔵の電子サーマルが感知し 
  インバータよりの異常出力信号により除湿機を停止します。 

処理ファン用インバータ 
電子サーマル作動 

◯ 処理ファンモータの過熱をインバータに内蔵の電子サーマルが感知し 
  インバータよりの異常出力信号により除湿機を停止します。 

ロータ駆動モータ用 
サーキットプロテクタ作動

◯ ロータ駆動モータの配線短絡事故をサーキットプロテクタが感知し、 
  サーキットプロテクタよりの異常出力信号により除湿機を停止します。

ロータ駆動モータサーマル

プロテクタ作動 
（除湿機は停止しません。） 

◯ ロータ駆動モータの焼損防止のため高温になると停止します。また 
  温度が低くなると自動復帰します。 

再生ヒータハイリミット 
サーモ作動 

◯ 再生ヒータの過熱を温度調節計により感知し、異常出力信号により 
  除湿機を停止します。 

再生ヒータ温度ヒューズ 
溶断 
（異常ランプは点灯しません。） 

◯ 再生空気逆流または、空焚き時の火災防止のため、再生ヒータボックス

  内の温度ヒューズが溶断し除湿機を停止します。（取付け位置は、1.4 

  ユニットの構造を参照の事。） 

 
該当する異常内容の修理が終わっていれば、異常ランプ（黄色）を押すことで、ランプが消灯しコント

ロールは運転準備モードの戻ります。 
 
 
 
3.5 故障探知 
故障が発生した場合には下記要領に従って原因の究明、処置を行なって下さい。万一、いずれにも該当

しない場合や、機器類が破損した場合、ムンタース㈱サービスエンジニアへお問い合わせ下さい。 
 
● 除湿機が作動しない 

原 因 確認事項 処 置 

電源が供給されていない ◯ 電源ケーブルがつないであるか調べて下さい。 

○ メインブレーカが「ON」になっているか調べて下さい。 

・ケーブルの交換 
・ブレーカの交換 

コントロール回路に原因 
○ コントロール回路用サーキットプロテクタが「ON」に 

  なっているか調べて下さい。 

○ 再生ヒータ温度ヒューズが溶断しているか調べて 

  下さい。 

・サーキットプロ 
 テクタの交換 
・温度ヒューズの 
 交換 
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●除湿能力が低下した 
原 因 確認事項 処 置 

 再生温度が低い 
◯ 再生ヒータに通電されているか調べて下さい。 
◯ 再生温度調節計が作動しているか調べて下さい。 
◯ ヒューミディスタットが損傷しているか調べて下さい。 

・ヒータの交換 
・調節計の交換 
・ヒューミディ 
 スタットの交換 

 再生風量が少ない ◯ 風量を測定して下さい。 
◯ フィルタが目詰まりをおこしているか調べて下さい。 

・風量調整 
・フィルタの洗浄 
 または交換 

 処理風量が少ない ◯ 風量を測定して下さい。 
◯ フィルタが目詰まりをおこしているか調べて下さい。 

・風量調整 
・フィルタの洗浄 
 または交換 

 ロータが回転を停止 
 した 

◯ ロータがスムーズに回転しているか調べて下さい。 

◯ ベルトが切れていないか調べて下さい。 

◯ ロータ駆動モータが異常に過熱しているか調べて 

  下さい。 

・ロータの調整 
・ベルトの交換 
・モータの負荷を 
 軽くする 

 
 
 
3.6 点検保守 
除湿機の保守の頻度については、温度、湿度、塵埃などの使用環境の影響や使用部品の経年変化、寿命

などの状態により異なります。 
トラブルを未然に防止するため、定期的な保守作業を行なってください。 
 
●点検保守 

間 隔 点検箇所 処  置 

1 ヶ月 
（必要ならばそれ以上の頻度で）

◯ 処理および再生空気フィルタ 
・フィルタのホコリを払い水または 
 ぬるま湯で清掃する。 
・清掃しても汚れが除去できない場合 
 はフィルタを交換する。 

毎 年 

◯ 除湿ロータ駆動部 
 
◯ ロータ・シール 
 
◯ すべての構成部品 

・ベルトの張り具合をチェック 
 
・ロータ・シールの隙間と磨耗の 
 度合をチェック 
 
・すべての機能をチェック 
 必要ならば消耗部品交換 

 
 
効果的な除湿を維持するには、ムンタース㈱サービスエンジニアによる定期的な能力チェックが必要で

す。ムンタースの年間保守サービス契約システムをおすすめします。 
 
 
サービスネットワーク（お問い合わせは下記へどうぞ） 
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ムンタース株式会社 
東京サービス 〒174-0041 東京都板橋区舟渡 3-27-2 ………… TEL（03）5970-3371 
                                  FAX（03）5970-3197 

大阪サービス 〒564-0052 大阪府吹田市広芝町 7-12 ………… TEL（06）6368-6680 
                                  FAX（06）6368-6690 
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4.テクニカルデータ 

 
4.1 仕 様 

BX タイプ BX300 BX600 BX900 BX1200 

処理風量 1） m³/hr 300 600 900 1200 

再生風量 1） m³/hr 90 180 270 360 

電  源 三相 AC200V 50/60Hz 

処理ファン Kw 0.2 0.3 0.75 0.75 

再生ファン Kw 0.2 0.2 0.2 0.3 

再生電気ヒータ Kw 3.0 6.0 9.0 12.0 

ロータ駆動モータ Kw 0.01 0.01 0.01 0.015 

消費電力 Kw 3.41 6.51 9.96 13.07 

運転電流 2） A 9.6 19.2 30.2 39.0 

外形寸法 

（高さ×幅×奥行） 
mm 900×800×500 1040×850×550 1200×950×650 1250×1000×700

質量 Kg 100 120 180 220 

処理側 m² 0.0294 0.0584 0.0877 0.117 
ロータ 

面 積 
再生側 m² 0.0098 0.0195 0.0292 0.039 

 

 1） 温度：20℃ DB、比重量：1.20Ｋｇ/m³ 
 2） 定格風量時 
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4.2 インバータ周波数値による機外静圧 
 
BX300（処理風量・300m³/hr）            BX300（再生風量・90m³/hr） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
BX600（処理風量・600m³/hr）            BX600（再生風量・180m³/hr） 
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BX900（処理風量・900m³/hr）            BX900（再生風量・270m³/hr） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
BX1200（処理風量・1200m³/hr）           BX1200（再生風量・360m³/hr） 
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4.3 除湿性能表 定格風量時（300m³/hr , 600m³/hr , 900m³/hr , 1200m³/hr） 
                再生入口空気絶対湿度（XRI）=[21g/Kg']   ロータ回転数 10RPH 
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除湿性能表 2/3 風量時（200m³/hr , 400m³/hr , 600m³/hr , 900m³/hr） 

                再生入口空気絶対湿度（XRI）=[21g/Kg']   ロータ回転数 10RPH 
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4.4 除湿機外形図 BX300 
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BX600 
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BX900 
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BX1200 
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4.5 電気回路図 BX300 
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BX600 
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BX900 
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BX1200 
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4.6 制御器取付板図 BX300 
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BX600 
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BX900 
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BX1200 
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5.安全にお使いいただくために 

 
5.1 安全上の注意 

ご使用の前に、この「安全上の注意」をよくお読みの上、正しくお使い下さい。ここに示した注意事項

は、安全に関する重要な内容を記載していますので必ず守ってください。この取扱説明書では、安全注

意事項のランクを「警告」「注意」として区分してあります。 
 

！  警告 
誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示し

ます。 

 
 

！  注意 
誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり物的損害の発生が想定される内容を示

します。 

 
なお、注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも重

要な内容を記載していますので必ず守ってください。 
 
 
 

!  警告 
 

○ 据付工事は、この取扱説明書に従って確実に行なって下さい。据付に不備があると、感電、火災の 
  原因になります。 
○ 搬入、据付は重心、重量に注意して行なって下さい。重心、重量を無視すると落下、転倒の恐れが 
  あります。 
○ 電気工事は「電気設備に関する技術基準」「内線規定」に従って施工して下さい。施工不備がある 
  と感電、火災の原因になります。 
○ アース線を正しく接続して下さい。アースが不完全な場合は、感電の原因になります。 
○ 再生空気排気系ダクトには、25ｍｍ以上の断熱施工を行なって下さい。この部分は 100℃を超える 
  高温になる事があり、断熱施工を怠り人体が触れると焼けどの恐れがあります。 
○ 保護装置の設定値変更は、しないで下さい。設定を変えると火災、機器破損の原因になります。 
○ 取扱者以外の人は、装置に触れないで下さい。取扱者以外の人が装置に触れると、思わぬケガを 
  する事があります。取扱者の人は、この取扱説明書に従って正しく装置を使用して下さい。正しい 
  使用を怠ると、思わぬ事故の原因になります。 
○ 運転中は、点検扉を開けたり、パネルを外して装置内に入らないで下さい。装置内には、回転部、 
  高温部等があり、ケガの恐れがあります。 
○ 制御器は、関係者以外の方が手を触れたり、開けたりしないで下さい。内部には電圧がかかってい 
  る部品類があり感電の恐れがあります。 
○ ファンには、手を触れたり紐や布等を近ずけないで下さい。ケガや巻きこまれる恐れがあります。 
○ ロータ駆動モータ部いは、手を触れたり紐や布を近ずけないでください。ケガや巻きこまれる恐れ 
  があります 
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!  注意 

○ 装置停止と同時に電源を「OFF」にしないで下さい。電気ヒータが異常高温になり、周辺部品に影 
  響を及ぼすことがあります。 
○ 再生空気排出ダクトには、断熱施工を行ない、ダクトは排出側に下がり勾配にして下さい。ダクト 
  が立ち上がる場合は、最下部に 5ｍｍ位のドレン穴を設けて下さい。再生空気排気ダクトには、多湿

  な空気が流れるため、ダクト内で凝縮水が発生する事があり、サビの原因にもなります。 
○ 装置を点検する時は、装置が停止していることを確認し、かつ電源ブレーカを「OFF」にしてから 
  点検してください。インバータ内部は充電されており感電の原因となります。配線作業や点検は電 
  源遮断後、10 分以上経過したのちに、テスタなどで電圧を確認してから行なってください。 
○ 装置全般にわたり定期的な点検を行なって下さい。定期的な点検を怠ると、思わぬ事故の原因にな 
  ります。 
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＜付表＞　ＢＸ型除湿機　標準パラメータ設定値一覧
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本器をご使用になる前に(必ずお読みください)

●人体に有害な物質を測定する場合は、その性質を熟知し、手袋や
  マスクを付けるなど十分に注意してください。特にプリズムにサ
  ンプルを載せ、採光板を閉めて目盛を読むときに、載せたサンプ
  ルが垂れる場合がありますので、ご注意ください。

取扱説明書

2828-J01

　この度は「ショウブラインテスター」をご購入いただき、誠にあり
がとうございました。
本器は液体の濃度を全反射の原理に基づき、屈折率を利用して簡単な
操作でスピーディに測定できる光学機器です。本器のご使用に際し、
次の点にご注意くださるようお願い申し上げます。

ショウブラインテスター

ＢＲ－Ｔ２

ご使用上の注意

目盛について

1.左側はショウブラインＰＦＰ用です。

 （※ショウブラインＳも測定可能）

2.中央はショウブラインブルー用です。

 （※ショウブラインＰＥレギュラーも測定可能）

3.右側はコールドブラインＦＰ-４０用です。

　それぞれ、縦線の右側に濃度(wt%)を、左側

　に凍結温度を目盛ってあります。

※上記以外のショーワ製品の濃度と凍結温度を

　測定する場合は、換算表を発行しますので、

　担当営業まで御用命ください。

●取扱説明書をご使用前によくお読みになり、各部の機能や操作を十分に理解した上で

　ご使用ください。

●取扱説明書に従って、基準合わせ（ゼロ合わせ）などの必要な確認操作を行なってく

　ださい。

●ご使用のブラインの種類を確かめて目盛を選択してください。

●本器の測定精度は濃度において ±２％、凍結温度において ±２℃以内です。ただし、

　液の状態により変動して、精度が悪くなることがあります。

●携帯の際は、落下などによって強い衝撃や大きな力が加わらないようにご注意くださ

　い。

●本器を本体の目的以外に使用した際の故障などの損傷については、弊社は一切の責任

　を負いません。予めご了承ください。

●測定するサンプルと接する部分であるプリズムは、消耗品として取り扱われます。予

　めご了承ください。

●絶対に水をかけたり、水の中につけないでください。故障の原因になります。

販売元： 本 社  〒502-0843 岐阜県岐阜市早田東町二丁目1番地

　　　　 TEL.058-232-1131　　FAX.058-294-2231　
　　　　 http://www.showa-water.co.jp

弊社では、高い品質保証の基準の基に厳重な検査を行ない合格した製品を出荷しています。

製造元：
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1 2

3 4

5 6

使 い 方

　本ブラインテスターは、弊社ブラインのショウブラインＰＦＰ、ショウブライン

ブルーおよびコールドブラインを簡便に測定するために開発された測定器です。本ブ

ラインテスターは、これらの濃度目盛と凍結温度目盛を備えており、ブラインの管理

に欠かせない測定器です。

特　長

仕　様

1.わずか１、２滴のサンプルで正確な測定ができます。

2.小型、軽量で、持ち運びに便利であり、測定場所を選びません。

3.数秒の操作で簡単に濃度と凍結限界温度がわかります。

●ショウブラインＰＦＰの測定範囲

　濃度目盛　　　0～80％     　凍結温度目盛　0～-30℃

●ショウブラインブルーの測定範囲

　濃度目盛　　　0～80％     　凍結温度目盛　0～-40℃

●コールドブラインＦＰ-４０の測定範囲

　濃度目盛　　　70～110％     凍結温度目盛　-30～-60℃

●測定温度範囲

　標準測定温度は20℃です。この温度からずれる場合には、濃度、凍結温度

　に誤差が生じます。

採光板を開いてプリズム面に蒸留水又は水
道水を１、２滴滴下し、採光板を閉じます。

ブラインテスターの先端を明るい方向に向
け、接眼鏡をのぞきます。目盛がハッキリ
見えるように接眼鏡をまわして調節します。

視野には０％目盛付近にブルーと白の境界
線が現れます。付属のドライバーで目盛規
正ネジをまわして０％の目盛線と境界線を
一致させます。

採光板を開き、プリズム面と採光板の蒸留
水を又は水道水をきれいに拭き取ってから、
測定したい液を１、２滴プリズム面に滴下
し、採光板を閉じます。

接眼鏡をのぞいて、境界線の示す目盛を読
み取ります。

水を含ませたティッシュペーパーでサンプ
ルをきれいに拭き取ります。

ショウブラインテスター取扱説明書

接眼鏡

目盛規正ネジ

採光板

プリズム
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エアーシャワー（FAS-8015AS） 

取 扱 説 明 書          
 

 

 

この度は、エアーシャワーをお求め頂き誠にありがとうございます。 

・ この取扱説明書をよく読まれまして、正しくご使用下さい。 

・ 製品の知識、安全の情報、そして注意事項の全てに習熟してからご使用下さい。 

不適切な取扱いは、重大な事故につながりかねません。 

・ 本説明書は、装置の近くに置き、常時利用して下さい。 

・ 本装置の運転管理者を必ず定めて頂き、故障・不具合等が発生した場合は、直ちに管理者

へ報告して下さい。 

・ 本説明書は、標準装置用に書かれております。特殊装置については本書を添付書と合わ

せてお読み下さい。 

 
 

目  次 
1. はじめに 1 

2. 製品受入れ時のご注意 1 

3. 安全上のご注意～必ずお読み下さい。 1 

4. 特  長 3 

5. 仕  様 3 

6. 各部の名称 3 

7. 据え付け 4 

8. 操作及び取り扱い方法 5 

9. 動作仕様 6 

10. DC ブラシレスファンの特長 6 

11. オプション機能と使用方法 7 

12. 保  守 8 

13. 不具合とその対処 9 

14. 連 絡 先 10 

CE5000476
作成日 2011 年 06 月 13 日
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1. はじめに 

 

本装置は、HEPA フィルターとファンを内蔵したクリーンエアー機器です。安定した性能で安全にご使用

頂くために、この取扱説明書をよくお読みになり十分に理解された上ご使用下さい。 

また、不明な点等がございましたら、お問い合わせ頂きますようお願い致します。 

 

2. 製品の受入れ時のご注意 

 

① 輸送中に破損した箇所がないか、確認して下さい。 

開梱時に扉の取手及び窓ガラスを破損させない様、注意下さい。 

② ご注文通りの製品か、確認して下さい。 

③ 製品の製造・梱包・出荷には細心の注意を払っておりますが、万一不都合な点がございましたら、受

領後 3 日以内にご連絡下さいますようお願いします。尚、ご使用になられた場合及び改造等された

場合は、補償対象外となりますので、ご了承下さい。 

 

3. 安全上のご注意～必ずお読み下さい。 

 

・ 『安全上のご注意』には、使用上の安全に関する重要な説明が記載されています。 

注意事項、警告内容は必ずお守り下さい。 

・ 本書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として示しています。 

 

安全事項ランクの定義 

表  示 意  味 
 

 危 険 取り扱いを誤った場合に危険な状態が起きえて、死亡または重傷を受ける可能性

が想定される場合。 

 ご注意 取り扱いを誤った場合に危険な状態が起きえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可

能性が想定される場合及び物的損害だけの発生が想定される場合。 

  

 

３－① 基本的注意事項 

  危  険 ～ 床面に確実に固定して下さい。 

  ご注意 ～ 水平で安定の良い場所に据え付けて下さい。 

・装置が傾いた状態に据え付けるとケースが歪み、扉部に支障をきたします。 
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 ご注意 ～ 床強度が十分な場所に据え付けて下さい。 

･本装置は装置内に人が入って使用します。本体重量＋150 ㎏／連の重量に耐 

えられる床構造として下さい。 

 

 ご注意 ～ 吸い込み部を塞がないように据え付けて下さい。 

・吸い込み量が少ないと清浄化能力及び吹出風速が低下します。 

 

 ご注意 ～ 次のような場所で使用すると、故障の原因となりますので避けて下さい。 

・低温や高温になるところ。（10～40℃の範囲可） 

・湿気が多く、結露するところ。 

・発塵が多いところ。油煙や湯気のあたるところ。屋外。 

・特殊な場所への据え付けは、代理店または弊社営業所にご相談下さい。 

 

 ご注意 ～ 電源コードは天井部プルボックス内端子に接続して下さい。 

 

３－② 使用上の注意事項 
 

 危  険 ～ 機器の充電部に触れることにより、感電することがあります。 

・メンテナンス時は、電源を遮断してから行って下さい。 

 

 危  険 ～ 電気部品は濡れた手で触れないで下さい。感電することがあります。 

 

 危  険 ～ ファンの運転中に吸い込み口へ手や物を入れないで下さい。 

・指が切れたり、破片が飛び散ってケガをすることがあります。 

 

 危  険 ～ 電源コードを傷つけないで下さい。 

・電源コードの上に重いものを置いたり、挟み込んだりしないで下さい。 

コードが破損すると火災や感電の原因となります。 

 

 ご注意  ～ 操作パネル、帯電防止樹脂、吹出ノズルは、シンナーで拭かないで下さい。 

・表面のコーティングが溶け、帯電防止性能が失われるとともに表面状態が変化し 

ますので、薄めたアルコール等で拭いて下さい。 

 

 ご注意  ～ DC モーターの高周波電流により、建屋の漏電ブレーカーが誤動作する場合があり

ます。 
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３－③ 移設・修理等の注意事項 
 

 ご注意 ～ 弊社サービスマン以外の人は絶対に分解したり、修理を行わないで下さい。 

・ケガ、火災、感電等の原因となります。 

 

 ご注意 ～ 故障時は運転を停止し元電源を切り、代理店または弊社へご連絡下さい。 

・故障したまま運転を続けると、火災や感電の原因となります。 

 

 ご注意 ～ 移設時は本書据え付け上の注意事項に従い、不備のない様にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

4. 特  長 

  

DC ブラシレスファンの採用により、高速／低速切換によるエアージェット・循環動作の切換を行ってい

ます。 

50/60Hz の各地域で同一の性能を維持出来ます。 

高効率のターボファンを採用したことにより、従来より大幅に消費電力が抑えられました。 

 

5. 仕  様 

 
添付図面の仕様欄を参照願います。 

 

6. 各部の名称 

 
添付図面を参照願います。 
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7. 据え付け 

 

７－① レベル調整 
 

下図の様に正しくレベル出しをして据え付けて下さい。 

床面が平面でない場合はライナーを入れ、水平度を出しドアの開閉がスムーズになる様に据え付け

て下さい。 

 

正しい据付方 悪い据付方

ライナー

 

 

 

７－② 固 定 
 

レベル調整が終わったら、アンカーボルトにて床固定を行って下さい。 

 

本体ケースノズル下のパネルをはずすと、アンカー穴が３個あります。 

 

 

 

送風機

本体ケース

アンカー打ち込み方向

床穴加工及び、

アンカー穴
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8. 操作及び取り扱い方法 

 

８－① 操作パネルの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) ブレーカー 

装置電源の入切が行えます。 

 

2) タイマー 

ダイヤルを回す事でエアージェット時間を変更出来ます。 

数値は 5～60 まで変更可能です。（単位は秒（sec）です。） 

初期設定時間は 15sec です。 

 

3) 循環ファンスイッチ 

   ON にする事で、エアージェット後エアーシャワー室内をクリーンアップ出来ます。 

 

4) 照明スイッチ 

照明の入切が行えます。 

 

８－② エアージェット起動 
 

前室側扉を開き、エアーシャワー内に入り、扉を閉めた後、光電管スイッチを遮る事によりエアージェ

ットが起動し、タイマー切換スイッチにて指定したタイマー設定時間分、エアージェットが起動します。 

タイマーにより停止後は、どちらかの扉を開けない限り、タイマーがリセットしませんので２度吹きは

有りません。又、どちらかの扉が開いているとエアージェットは起動しません。クリーンルームより前

室へ出る時はエアージェットは起動しません。また、ファンの特性上、エアージェット停止後、再起動

は５秒程度致しません。 
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８－③パンカーノズルの調整方法 
 

パンカーノズルは、向きを変える事が出来ます。 

吹出部を指でつまんで任意の方向に設定し、ご使用下さい。 

 

 

9. 動作仕様 

 
添付の動作仕様書を参照願います。 

 

10.  ＤＣブラシレスターボファンの特長 

 

・ ファンにコントローラーが装備されていますので、回転数制御が可能です（吹出風速設定可能）。 

・ 消費電力が大幅に抑えられ、省エネ化を行えます。 

・ 50/60Hz の各地域において、同一性能を維持出来ます。 

・ 大風量化が可能となり、吹出風速、ノズル数を UP する事で脱塵効果を向上させる事が出来ます。専

用ローダーにてパラメーター設定が行えます。（別途ご購入頂けます） 

 

216



 7

11.  オプション機能と使用方法 

 

11－① 

①電磁ロック機能 

・ 扉と扉とのインターロック 

・ 扉とエアージェットのインターロック 

・ 外部信号と扉とのインターロック 

 

②標準電磁ロック動作（オートモード時使用可能） 

・ 片側開時、逆側扉施錠となります。 

・ エアージェット中は両側扉施錠となります。 

・ 停電時、扉は両側共解錠となります。 

・ 施錠表示灯(赤色)は施錠中点灯します。 

・ 解錠スイッチ(黄色)は非常時におけるインターロック解除に使用して下さい。 

カバーを上に押し上げ、スイッチを押して下さい。 

解錠スイッチ作動中はランプが点灯します。 

もう一度押すとリセットされます。 

カバー引き上げ 押す

 

 注 意  

・ 扉のガタツキ等が発生した場合、ネジの増し締め等を行い調整して下さい。 

・ 棒式ロックの場合、扉を強く引いたりすると故障の原因になります。 

・ 棒式ロックの場合、電磁ロックの芯棒に摩擦などによる無理な負荷がかかると故障する場合が

あります。 

・ 吸着ロックの場合、扉側吸着ロック受部に黒い汚れが付着します。こまめに清掃下さい。又は、

吸着ロック受部汚れ防止フィルム(オプション)をご利用下さい(吸着力は減少します)。 

 

11－② 

 

ゼラチンマットは、クツ底部の汚染を粘性により除去します。ゼランチンマットが汚れてくるとその効果

が低くなる為、使用頻度に応じて 1 枚づつフィルムをはがして使用して下さい。 

コーナー１ヶ所に三角状のツマミ部があります。１枚つまんで強くひきはがして下さい。新しい粘着部が

露出します。 

217



 8

12.  保 守 

 
本装置の性能を維持するために、次のような保守・点検を行って下さい。 

 

 ご注意   点検は電源を切ってから行って下さい。 

 

① プレフィルター 
プレフィルターは比較的粗大な粒子を捕集するものです。目詰まりすると処理風量が低下し清浄度も

低下しますので、定期的に清掃して下さい。 

目安としては、一週間に一度清掃して下さい。（汚れの少ない場合は、必要ありません。） 

 

 危  険   プレフィルターを取り外す時は、ファンを停止させて下さい。 

・ファンに異物を吸い込んだり、指等をケガする恐れがあります。 

 

 手 順  

 

・ ファンを停止させ、プレフィルターを取り外す。 

（プレフィルターはローレットビスで固定しておりますので、指で回して取り外す事が出来ます） 

・ 汚れを掃除機で吸引後、水で洗浄。（あまり汚れていない場合は、掃除機だけでも可） 

・ 自然乾燥（強制乾燥は、ろ材を変形させることがあります。） 

・ プレフィルターを取付け、ファン運転。 

 

② HEPA フィルター 

HEPA フィルターは運転による目詰まりで圧力損失が大きくなり、風量が徐々に減少します。目詰まり

した HEPA フィルターは交換が必要です。（再生使用は出来ません。） 

風速のチェックは少なくとも月 1 回実施して下さい。 

 

③ 扉 部 

ヒンジや取手のネジが緩んだ時は増し締めを行って下さい。 
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13.  不具合とその対処 

 

不具合のある場合は下表を参照し、点検して下さい。 

故障原因が不明な時、その他使用上ご不明がございましたら、弊社へお問い合わせ願います。 

 不具合のまま使用しない。 

 ご注意  点検は電源を切ってから行って下さい。 

現 象 原 因 処 置 

・ 電源が供給されていない ・ 電源チェック 

・ ファンエラーが発生 

・ ファン点検 

・ 誤動作の場合は、一度ブレーカーを

切り 30 秒後にブレーカーを入れ、再

 度確認して下さい。 

・ ブレーカーがトリップしている ・ 回線総点検 

・ ヒューズ切れ ・ ヒューズ交換、回線点検 

・ モードが OFF になっている ・ モードスイッチ設定 

・ ドアーリミット不感知 ・ ドアーリミット交換 

・ 光電管不感知 ・ 光電管交換 

エアージェットが

起動しない 

・ 断線または端子のゆるみ ・ 配線チェック 

・ ファンエラーが発生 ・ ファン点検、エラーリセット 

・ ファンスイッチが OFF になっている ・ ファンスイッチ ON する 

・ 断線または端子のゆるみ ・ 配線チェック 

循環ファンが 

起動しない 

・ ファンスイッチが ON できない ・ 基板交換 

・ 照明スイッチが OFF している ・ 照明スイッチ 

・ 一部点灯しない ・ LED 交換 
LED 照明灯が点

灯しない 

・ 断線または端子のゆるみ ・ 配線チェック 

・ 解錠スイッチが ON している ・ 解錠スイッチを OFF する 

・ 電磁ロック故障 ・ 電磁ロック交換 

・ 芯棒が穴をこする(棒式ロック) ・ 扉立て付け調整 

・ 吸着面に隙間がある(吸着ロック) ・ 隙間の調整 

電磁ロックが 

作動しない 

・ 断線または端子のゆるみ ・ 配線チェック 

219
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14. 連絡先 
 

 
本社

HEAD OFFICE

〒110-8686  東京都台東区入谷1丁目14番9号 

TEL 03-3872-6611   FAX 03-3872-6615 

14-9.1CHOME.IRIYA.TAITO-KU.TOKYO 110-8686 
  

大阪営業所 〒531-0071  大阪府大阪市北区中津1丁目11番11号（第1リッチビル） 

TEL 06-6373-0473   FAX 06-6373-0827 
  

名古屋営業所 〒460-0003  愛知県名古屋市中区錦1丁目18番11号（第18KTビル） 

TEL 052-219-7100   FAX 052-219-7200 
  

仙台営業所 〒980-0013  宮城県仙台市青葉区花京院2丁目1番61号（タカノボルビル） 

TEL 022-268-2881   FAX 022-268-2883 
  

福岡営業所 〒815-0035  福岡県福岡市南区向野2丁目12番8号（真鍋ビル） 

TEL 092-553-1288   FAX 092-561-7284 
  

広島営業所 〒732-0825  広島県広島市南区金屋町2丁目14番（アフロディテビル） 

TEL 082-568-7522   FAX 082-263-1505 
  

南九州営業所 〒899-4332  鹿児島県霧島市国分中央3丁目38番28号（ショーヤ105号） 

TEL 0995-47-7422   FAX 0995-47-7433 
  

草加工場 〒340-0002  埼玉県草加市青柳2丁目10番20号 

TEL 048-936-3033   FAX048-936-3307 
  

サービスセンター 〒340-0002  埼玉県草加市青柳2丁目10番21号 

TEL 048-936-3246   FAX048-936-3199 
  

加須工場 〒347-0032  埼玉県加須市花崎5丁目12番地 

TEL 0480-67-0200   FAX 0480-67-0233 
  

群馬工場 〒379-2214  群馬県伊勢崎市下触町250番1号 

TEL 0270-63-3700   FAX 0270-63-3701 
  

クリーンサプライ

草加工場

〒340-0002  埼玉県草加市青柳2丁目18番12号 

TEL 048-931-9445   FAX 048-931-9605 

  
ホームページ http://www.airtech.co.jp 

  

 

 

 

製品受け入れ時のお願い 
 

このたびは当社製品をご採用頂き、有り難くお礼 

申し上げます。 
製品の運送には充分な注意を払っておりますが、 

万一の製品損傷につきましては受領後 3 日以内に 

ご連絡下さいますようお願い申し上げます。 
尚、ご使用になられた場合及び改造等された場合

は、補償対象外となりますのでご了承下さい。 
 
日本エアーテック株式会社 

草 加 工 場 
TEL 048－936－3033 
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　　　　　　　　　　　　取扱説

　　　　　　　　　　　　圧カスイッチ

形式一SNS・ANS・FNS・HNS・DNS形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯固胴㎜1遡
はじめ1こ

　　このたびは、N　S形圧カスイッチをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。
　　ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください．

　　なお、お読みになった後は、お使いになる方がいっでも見られる所に必ず保管してください。

安全上のご注意

△警告
　　⑧通電中はカバーを縫対外さないでください。感電の恐れがあります。
　　⑧必ず電源を切ってから配線してください。感電の恐れがあります。
　　⑧製品に水をかけないでください。感電の恐れがあります。　（防滴形は除く）

　　⑧コード入ロゴムを外さないで配線してください。または、コンジットを使用してください。
　　　コードが傷付いて感電の恐れがあります。　（防滴形は除く〕

　　⑧取榊ねじは、付属のねじ（珊4XO．7×8座金付）を使用してください。無くした場合は、本体底部より
　　　挿入深さ5ヨm以下になるねじを使用してください。感電又は誤作動の恐れがあります。　（防滴形は除く）

　　⑧防滴形は下記の項目にご注意ください。水が浸入して感電の恐れがあります。
　　　・電線グランドサイズの適合、グランド締め付けなど確実に行ってください。
　　　・防滴カバーの繍め付けはバランスよく、確実に締め付けてください。　（締め付けトルクエ～工．5刊・皿1）

　　　・完全防水ではありませんので、屋外敢付の際はひさしのあるところに取り付けてください。
　　　・調整ねじぶたは、斜めに入れないでください。

取付方法

　　スイッチはどのような拉置にも取り付けできます。又、壁面やパネル板に取り付ける時には、本体底部にある本体敢付用ねじ

　　穴（盟4XO．？）をご利用ください。

　　鮒鮒付けには下記の囎にご注意ください涌作動やr破損の原因となり紙　　　く注1〕

　　⑧調整ねじ・端子ねじ・アースねじ以外の部品は操作しないでください、

　⑧落下させないでください。

　⑧塗装しないでください。

　⑧圧カスイッチを配管ラインに取り付ける飾には必ず管内のゴミ・異物を取り除いてください。
　　麟には縫手都に餉後、就、上下方向に鍍の勅が加わらないようl1配管形状を整えた上で⇔　■前蜜

　　敢付けください。　（注1〕また、配管接続後に配管を押ヨさえて整える事は行なわないでください。　　　左海

　⑧スイッチの配管時は相スパナ（注2）を使用してください。
　　　（1／4フレアー継手の繍め付け推奨トルク＝12～i州・皿）　　　　　　　　　（注2）稲スパナの使用方法

取付条件

　　スイッチは次の条件でご使用ください。譲作動、牲能低下の恐れがあります。
　下言己の範囲を超える辮で使用される場合一ま当社へご梱談ください。　　　　　　　圃

　⑧振動9．s皿／呂里以下の所に取り付けてください岨

　⑧本体周囲温度一20～70℃以内、流体混度一20～120℃以内でご使用ください。

　⑧鍋合金を浸さない液体にご使用ください。腐食性流体の場台はステンレス品をご使用ください。

　⑧最高使用圧力以内でご鍾用ください回また、衝撃圧力、遁度の圧力変動、脈動（湖）等のない所に取対けください。

配線方法

　電線の接続はマイクロスイツチに端子ねじが付いていますので・　　　　く注3〕脈動の確認は目視又は手指で本体角穴部の

　結錬図をご参照の上・各用途に台わせて配線してください拮　　　　　　　　作動板に触れ、搾動被の動き、ぶれの有無で

　　なお・次の項目にご注藍ください由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認することができます。

　⑧電気定格以内でご使用してください。
　⑧端子ねじは装着されている砧4XO．7×6をご使用してください。　　　　　　　　（本体角穴部〕

電気定格

　　　由稜電圧｛V〕　力率　　　　AC　　　　　　DC

　125　　　250　　　450　　　24　　　125

0，05～　O．05～　O．05～　O．05～　　〇一05～

　10　　　　5　　　　2　　　　5　　0．5

0．05～　O．05～　O．05～　O．05～　　O，05～

　萬．　　　　5　　　　1　　　2　　0，2

0．05～O．05～O．05～O．05～O．05～
　40　　　　　　20　　　　　10　　　　　10　　　　　5
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結線図　　　DNS形
睨

1。留
D3…H

　　　　！

○ヨ…肚 ○筍 ○畳・・“’， 05…脇1

矢印↓Lは低圧儲圧力上昇時作動方向を示します。　矢印†llは高圧倒圧カ上昇時作動方向を示します．

HNS形　　　　　　　　　　　　　　　SNS，ANS，FNS形
HHS－01呂O　　　　　　　　　　　　　H…S－01ヨO蛆1

矢印ulは手動復掃方向を示します自

べ　　峠唱　　　　　　舳励蝋鮒を示蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　失印i肥と旦咀1は手勤鐘掃カ南を示します．

繰作方法・調整方法
　　調整手頗として圧力止と昇時、上昇作動値をレンジ調整ねじで最初に設定し、その後庄カ下降時、下降作動燈を入切差調整ねじで
　　セットしてください由

　　レンジ調整ねじを反時計方向に回すと、設定圧力が高くなります．又、入切差調整ねじを時計方向に回すと入切差が犬きくなりま
　　す坦この両方の調整ねじの操件で希望の設定値に合わせることができます。　（州S形の入切差調整ねじはマイクロスイッチに付いて
　　います。）

　　設定燵変更の際は、ゲージと合わせながら設定値を確認してください。目盛板は目安となります回

　　（注〕FNS－lNSとDHS形の高圧鰯は、入切差が固定式のため調整は出来ません。　（入切差調整ねじは付いておりません）

　　（注）手動復帰形も入切差は調整出来ません岨手動復婦の際は規定圧力下降〇二昇）後にリセットボタンを榔してください口

　　　　規定圧力下降（上昇）前にリセットボタンを押すと、誤作動の原因となります。

作動確認

　　本製晶を正しく取付け・調整後、必ず試運転を実施し、全システムが完全に機能することを確認してください。

使用上の制限
　　本製晶は、人命にかかわるような状況下で使用され．る機器あるいはシステムに用いることを目的として設計・製造されたものではあ

　　りません由また、特に高信頼性が要求される用途に使用される際は、あらかじめ当社へご相譲ください。

保証範囲

　　本製品の保証期間は、届■」途に両社間で定めのない限りは、納入後1年問とさせていただきます。保証期間内に当桂の責による故障が

　　生じた場合には、製晶の修理または交換させていただきます、
　　ただし、次に該当する場合は、この保証範囲外とさせていただきます。

　　①貴社の不適切な取扱い、または使用による場合。
　　②当社以外の改造、または修理による鋸合。
　　③天災、災害、争乱その他不可抗力による場合坦

　　また、ここでいう保証は本製晶単体の保証を意味し、本製品の敬障や蝦漉により誘発される損害は除かさせていただくものとします。

　　　　　　　　　　　ANS　PNS　SNS形　　　　　　　　　　　　　　　　DNS形　　　　　　　　　　HNS形
　　　調整ねじぶた　　　　　　　　　　　　　マイクロスイツチ　　　　調整ねじぶた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防溺ケース
　入切差調整ねじ　　　　レンジ調整ねじ　　　　　　　　　　　　　　　　レンジ調整ねじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入切差調整ねじ　　　　　　　　　　　　　防溝ケース　　レンジ調整ねじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　マイクロスイッチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母　　五一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1≡
　　　　　　　　　　硅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊抽…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　牟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　咀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　垣副由　毎　　　　　　　　鰯’㊥　　　　　　i・　　　肚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　十｛舌　　由　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

端子ねじ

　　　ベローズキャップ　端子ねじ　　　アースねじ　　　　　ベローズキャップ　　　　　　　　　ベローズキャップ

　　　　　　　　注）オープン形の場舎防滴ケースは付きません曲
　　　　　　　　注）アースねじは、調整範囲H＾噛O．馴P固以内のみ付属しています。O．瓢腕以上の形式で必要な場合はご」報ください咄

不具含発生時の処置
　　作動に異常がありましたら、当社にご連絡ください。

驚鷺富製佗研榊蝋鵬篇㌶
営業本鵠■東　　京O舐5ヨ相〕釧OO　　大阪支店ノ大　　睡日昔㈱眺旭酬1

福覇営業所■福　　岡O舶㈱刷ε廿01

本製品1＝襲するお悶い舎わせばお魔い求めていただきました飯売店
もしく1ま下言直…一mallアドレスヘお悶い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　正一m日il｛oki＠；叩i日omiソヨ、ω初
呈O呈］、O｛　　咀S一嗜月242



安全上の要点

PS-3S/4S/5S

取 扱 説 明 書

オムロン製品をお買い上げいただきありがとうご
ざいます。この製品を安全に正しく使用していた
だくために、お使いになる前にこの取扱説明書をお
読みになり、十分にご理解のうえ、正しくご使用く
ださい。お読みになった後も、いつも手元におい
てご使用ください。

形 
電極保持器

5497180-4C

安全上のご注意

注意

稀に感電の恐れがあります。
通電中に端子等の充電金属部には触らな
いでください。カバーは確実に取付けて
ください。

稀に感電の恐れがあります。
電源を入れた状態で分解したり、内部に
触ったりしないでください。

● 警告表示の意味

● 警告表示

・使用周囲温度・湿度、保管温度（輸送時含む）
は定格範囲内でご使用ください。

・腐食性ガスの雰囲気中、屋外､直射日光の当た
るところでの保管（輸送時含む）・使用するこ
とは避けてください。

・爆発性、可燃性の粉塵・ガス引火性の蒸気、腐
食性ガス、過度の粉塵、塩水の飛沫及び水滴に
さらされない状態で保管（輸送時含む）・使用
してください。

・冠水・被油のかかるところでの保管（輸送時含
む）・使用は避けてください。

・取り扱い及び保守は取扱説明書､カタログ本文
をよく理解してから行ってください。
感電・けが・事故・故障・誤動作の恐れがあり
ます。

・電極保持器に接続している電極間が液中で接触
するときは、別売品のセパレータ（形F03ー14）
で防いでください。

・電極固定ネジ(M3.5)は規定トルク(1.18N・ｍ)で締
付けてください。
ネジがゆるむと電極棒の脱落の恐れがあります。

・配線を間違えないようにしてください。
接続図・回路図等をもう一度確かめてください。

・廃棄する場合は、各地方自治体等の指示に従っ
てください。

・分別廃棄の際の分解は怪我等にご注意ください。

● 定　格

絶縁抵抗 100MΩ以上

使用温度 -10 ～ +70℃（但し、氷結しないこと）

使用圧力 大気圧

■ 仕　様

標準型 2線式

PSー3S3 PSー3SR

PSー4S4 PSー4SR

PSー5S5 PSー5SR

極
数

注　意

正しい取り扱いをしなければ、この危
険のために、時に軽傷・中程度の傷
害を負ったり、あるいは物的損害を
受ける恐れがあります。

20
40

13

80

ゴムブッシュφ9（内径）

PF2管用平行ネジ
（有効径58.135）J IS B 0202

E1

E2

E3

8026

92

φ34

■ 外形寸法図

この図はPSー3Sで書かれています。ー4S、ー5Sについては、
電極棒の極数が増えるだけで外形寸法の変化はありません。

PF2 φ65穴φ65穴

96

96

■ 取付け加工方法

カップリング
使 用 にて 取
付けの場合

取付け方法１

取付け枠にて取付けの場合

取付け方法2

４ーM５またはφ６穴

M3.5ネジ

締付けトルク
1.18N・m

スプリング
ワッシャ

ロックナット
電極棒

入れる
しめる

ねじ込む 本体

φ54カップリング

カバー

キャップ

配線用端子
（M4ネジ）

ケース締付けネジ

ケース

ケース締付けネジ取付け穴
（4カ所）

本体

キャップ
ノズル

カッターナイフ
キャップ

E1

E1

E2

E3

E2

E3

電極帯用
接続ナット

電極固定ネジ

ケース

電極帯

電極帯の
取付け用

ケースへの
取付けネジ

 割シズ（SUS 304製） ガイド

絶縁キャップ

φ115

φ82
φ72

96

100
70

80
60

ゆるめる

上げる
ケース

1

2

（　　  ）

φ120

60 10

96（取付けピッチ）

ネジ
4XM5X25

φ112

接着剤

エンドキャップ（ゴム製）

切断面

タンク断面

取付け枠

電極保持器

下記用途に使用される場合、当社営業担当者まで
ご相談のうえ仕様書などによりご確認いただくと
ともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、
万一故障があっても危険を最小にする安全回路な
どの安全対策を講じてください。
Ａ)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気

的妨害を被る用途またはカタログ、取扱説明書
等に記載のない条件や環境での使用

Ｂ)原子力制御設備、焼却設備、鉄道、航空、車
両設備、医用機械、娯楽機械、安全装置、およ
び行政機関や個別業界の規制に従う設備

Ｃ)人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・
装置

Ｄ)ガス、水道、電気の供給システムや24時間連
続運転システムなど高い信頼性が必要な設備

Ｅ)その他、上記A)～D)に準ずる、高度な安全性が
必要とされる用途

・上記は適合用途の条件の一部です。当社のベス
ト、総合カタログ、データシート等最新版のカタ
ログ、マニュアルに記載の保証・免責事項の内容
をよく読んでご使用ください。

【技術のお問い合わせ時間】
■ 営業時間：9:00～12:00／13:00～19:00
　（土・日・祝祭日は17:00まで）
■ 営業日：年末年始を除く

【営業のお問い合わせ時間】
■ 営業時間：9:00～12:00／13:00～17:30
　（土・日・祝祭日は休業）
■ 営業日：土・日・祝祭日／
　　　　　春期・夏期・年末年始を除く

●営業にご用の方も、技術お問い合わせの方も
　、フリーコールへ。音声ガイダンスが流れま
　すので、案内に従って操作ください。
　0120－919－066（フリーコール）
　直通の制御機器の技術窓口は　
   055－982－5000です。
　携帯電話・PHSなどは　055－982－5015です。

〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-1
               ゲートシティ大崎ウエストタワー14F

営業統轄事業部

ご使用に際してのご承諾事項

■ 形PS電極保持器施工方法

(1)　ドライバーを前部の溝に入れ、
こねるようにしてカバーを外す。

  （キャップの左右について同じこと
を繰り返す）

（本体構成）

1 カバー・ケースを外す

( 1 ) 本 体をあらかじめ施 行されて
いるφ5 4カップリングへ 取 付
ける。

2 施行手順

(3)ケースをベースに取付ける。 ( 5 )カバー後 部のツメをケース後 部
の穴へ入れる。カバー前 部をパ
チンと音がするまで確 実に押し
て取付ける。

(2)ケース締付けネジ2本をゆるめ、
ケースを持ち上げて外す。

(2)ケースに電極棒を回転が止まる
までねじ込み、ロックナットで締
付ける。その 後、電 極 固 定ネジ
M3.5ネジを締付ける。

  （ケース締付けネジは2カ所とも締
める）

    締付けトルク：0.69N・m MAX
(4)電線を配線用端子に接続する。
  （キャップノズルについては右図

参照）

・キャップノズル部は配 線の太さに
応じて、カッターナイフなどで切り、
配線径に合わせてください。

取付け枠に
ワンタッチ
取付け

■ 形F03ー11 保護カバー

(1)形F03ー12取付け枠に電極保持器を取付ける。
(2)施工終了後、保護カバーを上部よりハメコミ取付ける。

(注)保護カバーの両サイドネジ穴は、形PS保持器には
使用しません。形BF保持器の場合使用します。

   （但し、BF-3、-4、-5のみ）

■ 形F03ー13 コンクリート埋込枠

(1)コンクリート埋込みに便利な枠です。コンクリートの深さ
に合わせて切断する。

(2)形F03ー12取付け枠をコンクリート埋込枠上部に取付
ける。

(3)形PS電極保持器施行方法及び形F03ー12取付け枠（取
付け方法1）の施行手順に従い作業を行なう。

注）カバー取外しの場合は、引っかかり部をこねるようにして
外して下さい。

■ 形F03ー12 取付け枠

●取付け方法1
(1)取付け位置に穴をあける。

■ 電極帯

● 電極帯及び付属品
　 電極帯／形F03ー05 3P、4P、5P

セパレータ（1極用）

接続ナット

ロックナット

電極棒

スプリング
ワッシャ

■ 電極棒と電極棒の接続

・下図の通りに行ってください。なお、長い電極棒を使用するとき
には、接触防止のためにセパレータを使用してください。

外被：塩化ビニール
芯線：φ0.3X21芯
　　 より線、SUS304
長さ：最長50m

・電極帯は 3P、4P、5Pの3種類があり、それぞれの付属品の必
要個数は下表のとおりです。

(2)前記、穴加工部に取付け枠（形F03ー12）を取付ける。
(3)形PS電極保持器の施行方法を参照して、電極保持器

の本体を取付け枠へねじ込み取付ける。
・電極の取付け、配線は施行手順に従い作業を行なう。

●取付け方法2
＊施行対象物に、電極保持器用取付けネジ(PFー2)加工や、

取付け枠のネジ固定が出来ない場合に使用します。
(1)下図のように、電極保持器を挿入し取付け枠を下方より

ねじ込み、ナットがわりに取付け固定する。
（形F03ー11）

（形F03ー13）

（形F03ー12）
PF2

電極帯
3P 4P 5P

付属品

（付属品は全て別売りとなっています）

接続ナット 3 4 5
割シズ 3～4 4～6 5～8
エンドキャップ 3 4 5
絶縁キャップ 2 3 4
接着剤 1 1 1

割シズの取付(1)電極保持器と電極帯の接続
（注）下記内容に従い施行を行ってください。

● 電極帯の施行方法

電 極 帯を電 極 帯 用 割シズではさみ、Aま
たはBのネジ穴にネジ2 本を十 分 締 付け
れば中の芯線に接続され、これらが電極
になります。（必ずA、Bどちらかのネジ穴
を使ってください）
割シズ接続用ネジを芯線の中心に正しく
挿入できるよう、電極帯には矢印のように
接続用ネジのガイドがあります。

電極帯用接続ナットをケースに取付けます。
電極帯の先端を被覆したままの状態で電
極 帯 用 接 続ナットの穴へ完 全に挿 入し、
側 面のネジ2 個を十 分 締 付ければ、中の
芯線と接続ナットが接触導通します。

エンドキャップの取付け

電源帯先端にエンドキャップをかぶせ、被
覆とエンドキャップの間に水が侵入しない
よう、別売の接着剤で十分接着します。

絶縁キャップの取付け割シズの取付け(2)

割シズを絶 縁キャップでおおい、水 槽
と電極との接触による事故（誤動作）
を防止します。
絶縁キャップはダ円形に圧して割シズ
にかぶせてください。

割シズは高さをかえてE 1、E 2、E 3の位 置
でそれぞれの電 線に取 付けます。これが
液 体と導 線との接 触 面になり、それぞれ
が短、中、長電極となります。

ー

黒色印（幅1mm）

20 25
φ5
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Precautions for Safe Use

E1

E2

E3

8026

92

φ34

PF2 φ65Holeφ65Hole

96

96

4-M5 or φ6 Hole 

20
40

13

80

PF2parallel thread for pipes 
J IS B 0202

(Effective diameter 58.135)9-dia. rubber
bushing (inner)

INSTRUCTION MANUAL

Model PS-3S/4S/5S
Electrode holder

Safety Precautions

Indicates a potentially hazardous 
situation which, if not avoided, may 
result in minor or moderate injury or in 
property damage.

CAUTION

Do not touch charging metal parts such as 
terminals, etc., while power is being 
supplied. Doing so may possibly result in 
electric shock. Be sure to install cover(s). 
installcover(s).

Do not allow pieces of metal or wire 
clippings to enter the product while 
power is being supplied. Electrical shock, 
fire or malfunction may result.

● Definition of Precautionary Information

● Precautionary Information

・Use and preserve within the proper 
temperature and humidity described in the 
specifications.

・Avoid preserving (including during 
transportation) and using in a humid place, in a 
corrosive gas environment, outdoors and in a 
place which receives direct sunlight.

・Preserve and use without exposing to danger 
of explosion, flammable dust, gas and vapor, 
excessive dust, and saline spray or droplets.

・Avoid preserving (including during 
transportation) and using in a place which is 
vulnerable to flooding  or oil spillage.

・Read the instruction manual and catalog 
before operating and maintaining the product. 

・Make sure that electrode probes in the liquid 
do not come in contact one another as it may 
cause malfunction. Use separator when 
connecting.

・Tighten electrode setscrew(s) (M3.5) with 
specific torque of 1.18N･m. If the screws are not 
tight, electrode probe may come off.

・Be sure not to make mistakes in wiring. 
Recheck attachment diagram, circuit diagram, 
etc.

■ SPECIFICATION

● Ratings

■ DIMENSIONS

● Mouting and working method

Insulation resistance 100MΩ min.

Ambient operating temperature -10℃ (not to get icing) to 70℃

Operating pressure Ambient pressure

Standard
type

 Two-wire 
system

PSー3S3 PSー3SR

PSー4S4 PSー4SR

PSー5S5 PSー5SR

Number
of

Poles

CAUTION

This drawing is drawned for PSー3S. To ー4S and ー5S their outline 
dimensions are not changed, but the number of poles in their electrodes 
are added.

Mounting method１

Mounting with the mounting frame
Mounting with 
the coupling

Mounting method 2

Thank you for purchasing the Model PS-3S/4S/5S 
Electrode holder. 
Before using it, thoroughly familiarize yourself with 
that instruction in this  manual. It is recommended
that you save this sheet for future reference.

OMRON shall not be responsible for conformity 
with any standards, codes, or regulations that 
apply to the combination of the products in the 
customer's application or use of the product.
Take all necessary steps to determine the 
suitability of the product for the systems, 
machines, and equipment with which it will be 
used.

Know and observe all prohibitions of use 
applicable to this product.

NEVER USE THE PRODUCTS FOR AN 
APPLICATION INVOLVING SERIOUS RISK TO 
LIFE OR PROPERTY WITHOUT  ENSURING 
THAT THE SYSTEM AS A WHOLE HAS BEEN 
DESIGNED TO ADDRESS THE RISKS. AND 
THAT THE OMRON PRODUCT IS PROPERLY 
RATED AND INSTALLED FOR THE INTENDED 
USE WITHIN THE OVERALL EQUIPMENT OR 
SYSTEM.

See also Product catalog for Warranty and 
Limitation of Liability.

OMRON EUROPE B.V.
Phone: 31-23-56-81-300  Fax: 31-23-56-81-388

OMRON ELECTRONICS LLC
Phone: 1-847-843-7900  Fax: 1-847-843-8568

OMRON ASIA-PACIFIC PTE LTD
Phone: 65-6835-3011  Fax: 65-6835-2711

OMRON CHINA CO.,LTD BEIJING OFFICE
Phone: 86-10-8391-3005  Fax: 86-10-8391-3688

Suitability for Use

Contact Information

M3.5 screw

(Tightening torque:
1.18N・m)

Spring
washer

Locknut
Electrode

Put the 
case into
the base

Tighten
the case

Screw in Base

φ54 coupling

Cover

Cap nozzle

Wiring terminal
M4 screw

Case tightening 
screw

Case

Case tightening screw 
mounting holes

（4 parts）

Base

cap
 nozzle

Cutter-knife

Cap nozzle

E1

E1

E2

E3

E2

E3

Connecting
nut

Threaded
portion

CASE

Electrode band

for
electrode
band

To
electrode
holder

 Weight（SUS 304） Guide

Insulation cap

Separator

Connecting nut

Lock nut

Electrode

Spring washer

φ115

φ82
φ72

96

100

70
cutting face

80
60

Loosen the screws

Lift the case
Case

1

2

φ120

60

10

96（Mounting pitch）

4XM5X25
screw

φ112

Adhesive

Minus type driver

Black mark（width:1mm）

20 25
φ5

15

■ CONSTRUCTING METHOD
     FOR THE Model PS 
     ELECTRODE HOLDER

(1)With a minus type driver putting 
into  the front groove, remove 
the cover twisting the driver. 
(Repeat this on the right and left 
in the same manner)（Base construction）

1.Remove the case cover

(1)Mount the base to φ54 coupling 
which is worked in advance.

2.Construction procedure

(3)Mount the case to the base. (5)Put the cover rear side pawl into 
the case rear side hole. Push the 
cover front firmly until it sounds 
with a click and mount it.

(2)Loosen two case tightening screws, 
and then lift and remove the case.

(2)Screw the electrode rod into the 
case until its rotation is stopped, 
and then tighten it with the 
locknut. After that, tighten it with 
the electrode fixing M3.5 screw.

 (4)Connect the electric wire to the 
wiring terminal.

    (Refer  to the right drawing about 
the cap nozzle)

(Tighten the case tightening screws  
  at two parts)
(Tightening torque:0.69N・m MAX)

・Cut the cap nozzle part in 
accordance with its wiring diameter 
with a cutter-knife and adjust it. 

One-touch
mounting to
the mounting
frame.

■ Model F03ー11 PROTECTIVE COVER

(1)Mount the electrode holder to the F03ー12 type mounting 
frame.

(2)After finishing the construction, fit in and mount the 
protecting cover from the top.

(Note)The tapped holes in both sides of the protecting cover 
are not allowed to use for the PS type holder.These 
holes are used for the BF type holders(however, only 
for BFー3,ー4, and ー5 )

■ Model F03ー13 MOUNTING FRAME FOR 
    INSTALLING IN CONCRETE　

(1)Useful frame for burying in concrete. Cut as required 
based on the concrete depth.

(2)Mount the F03ー12 type mounting frame on the upper 
part of cement filing frame.

(3)Work shall be done in accordance with the PS type 
electrode holder constructing method and the 
construction procedure for the F03ー12 type mounting 
frame(the mounting method 1).

(Note)In removing the cover, remove it in a manner of 
twisting its booked part.

■ Model F03ー12 MOUNTING FRAME 

● Mounting method 　(flange mounting)
    Bore the mounting positions.

■ ELECTRODE BAND

● Electrode Band
　 F03ー05 3P,4P and 5P

● Connecting One Electrode to Another

When the required length of electrode is more than 1 m, 
use a separator at each joint of two electrodes so as to 
prevent the electrodes from contacting one another.
(NOTE : Avoid use of the separators in dust-containing liquids.)

Sheath：Vinyl chloride
Core：SUS304, straight       
         wire,0.3dia×21
Length: 50m max.

(The electrodes come in three types : 3P,4P and 5P. 
Each of them requires the following accessories)

・Referring to the constructing method for the PS type 
electrode holder, screw in and mount the electrode holder 
body to the mounting frame.

・Mounting of the electrode and its wiring shall be carried 
out in accordance with the construction procedure.

● Mounting method
・This is used for the cases where threading can not be 

carried out for the electrode holder(PFー2) mounting holes 
on a working object, and the screw clamping of the holder 
mounting frame is impossible.

・As shown in following figure, insert the electrode holder 
and screw the holder mounting frame from below and 
clamp with it instead of a nut.

（Model F03ー11）

（Model F03ー12）
PF2

Electrode
3P 4P 5P

Accessories

Connecting nut 3 4 5
Weight 3 to 4 4 to 6 5 to 8
End cap 3 4 5
Insulation cap 2 3 4
Adhesive 1 1 1

Mounting weight(1)Connecting electrode holder and electrode band

● HOW TO INSTALL ELECTRODE BANDS

To mount an electrode band weight on 
an electrode band, simply tighten the 
screws. The needle screws will come 
into contact with the electrode 
wire(conductor) allowing the electrode 
band weight to be an electrode plate.( Be 
sure to use screw holes A or B)
Electrode band has the guide for 
connecting screw as shown by arrow, so 
that weight connecting screw may be 
inserted into the center of conductor 
accurately.

Mount  electrode band connecting nut to case.
Insert the end of electrode band, with the condition as it is covered, completely into 
the hole of electrode band connecting nut and tighten two side screws enough, so 
that the conductor in electrode band may be contacted with the connecting nut, 
providing continuity.

Mounting end cap

Glue an end cap on the end of the 
electrode  band so  that no water intrudes.

Mounting insulation capMounting weight(2)

Cover each electrode band weight 
with an insulation cap so as to prevent 
false detection due to contact 
between the electrode and tank. 
Deform the insulation cap to an 
ellipsoid before installing it on the 
electrode band weight. 

Install electrode band weights in three 
positions.  The electrode band weights 
work as short, medium, and long electrodes, 
allowing the electrode band to detect 
high, medium, and low levels of liquid.

（Model F03ー13）

Tank section

Electrode holder

Holder mounting frame
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 Ｅ６５８１３８０ 

1 

I Ⅰ．安全上のご注意 

インバータ本体およびこの取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産の損害を防ぎ、安全に使用し

ていただくために、重要な内容を記載しています。次の内容（表示、図記号）を良く理解してから本文をお読みに

なり、記載事項をお守りください。 

 

表示の説明 
表示 表示の意味 

警告 
「誤った取り扱いをすると人が死亡する、または重傷を負う可能性のあるこ

と」を示します。 

注意 
「誤った取り扱いをすると人が傷害(*1)を負う可能性、または物的損害(*2)の

みが発生する可能性のあること」を示します。 

(*1)傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、感電などをさす。 

(*2)物的損害とは、財産、資材の破損に関わる拡大損害をさす。 

 

図記号の意味 
表示 表示の意味 

 禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。 

 必ず従う必要のある内容を示します。 

具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。 

 警告もしくは、注意を示します。 

具体的な警告・注意内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。 
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 Ｅ６５８１３８０ 

2 

I ■用途限定について 

本インバータは、一般産業用の三相誘導電動機の可変速用途にご使用いただけます。 

 安全上のご注意 

▼インバータの故障や誤動作が直接人命を脅かしたり、人体に危害を及ぼす恐れ

がある装置（原子力制御用、航空宇宙用、交通機器用、生命維持や手術用、各種

安全装置用など）にインバータを使用することはできません。本装置を特殊用途

にご使用の場合には、事前に販売担当まで相談ください。 
 

▼本製品は厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、重要な設備への適用に

際しては、例えば、インバータの故障信号出力の不動作が発生しても重大事故に

いたらないように、設備側に安全装置を設置してください。 
 

▼一般産業用の三相誘導電動機以外の負荷には使用しないでください。（三相誘

導電動機以外に使用すると事故の原因となります。） 

 

■取扱全般について 

  警告 参照項目 

 

 

分解禁止 

・分解、改造、修理しないこと 

感電、火災、けがの原因となります。修理は販売店にご依頼ください。 

２. 

 

 

 

 

禁止 

・通電中は正面カバーをはずさない（盤扉をあけない）こと 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。 

・ケーブル配線口や冷却ファンカバーなどのすき間から指を入れないこと 

感電、けがの原因となります。 

・内部に物（電線くず、棒、針金など）を入れたり、差し込まないこと 

感電、火災の原因となります。 

・水などの液体をかけないこと 

感電、火災の原因となります。 

２.１ 

 

２. 

 

２. 

 

２. 

 

 

 

 

 

指示 

・正面カバーを取り付けてから（盤扉を閉めてから）、入力電源を投入（ＯＮ、入）すること

正面カバーを取り付けずに（盤扉を閉めずに）、入力電源を投入（ＯＮ、入）すると感電の

原因となります。 

・もし、煙が出ている、変なにおいがする、異常音がするなどの異常が発生した場合は、す

ぐに入力電源を遮断（ＯＦＦ、切）すること 

そのまま使用すると、火災の原因となります。販売店に修理をご依頼ください。 

・長時間運転しない場合でもほこりなどのリーク等により故障する可能性がありますので、

入力電源を遮断（ＯＦＦ、切）してください。 

万一そのまま通電していると、火災の原因となります。 

２.１ 

 

 

３. 

 

 

３. 
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I   注意 参照項目 

 
 

接触禁止 

・放熱フィン、放電抵抗器に触れないこと 
それらは高温になるので、やけどの原因となります。 

 

３. 

 
 

■運搬・据付について 

  警告 参照項目 

 
禁止 

・損傷したり、部品が欠けている場合は、据え付けて運転しないこと 
感電、火災の原因となります。販売店に修理をご依頼ください。 

・可燃物を近くに置かないこと 
もし、故障などで発火した場合に、火災の原因になります。 

・水などの液体のかかる場所に取り付けないこと 
感電、火災の原因となります。 

１.４.４ 
 
１.４.４ 
 
２. 

 
 

指示 

・取扱説明書に定められた環境条件で使用すること 
それ以外の条件で使用すると故障の原因になります。 

・金属板に取り付けること 
背面は高温になるので、可燃物に取り付けると、火災の原因となります。 

・正面カバーを取り外した状態で使用しないでください。 
盤内に収納しないと、感電の原因となります。 

・システム仕様に合わせた緊急停止装置を設けること（入力電源の遮断→機械ブレーキ動作
など） 
緊急停止装置を設けないと、インバータ側だけでは緊急停止できずに、けがの原因となり
ます。 

・オプション類は弊社指定品を使用すること 
それ以外を使用すると、事故の原因となります。 

１.４.４ 
 
１.４.４ 
 
１.４.４ 
 
１.４.４ 
 
 
 
１.４.４ 

 

  注意 参照項目 

 
 

禁止 

・運搬時、正面カバーをもたないこと 
カバーがはずれて本体が落下し、けがの原因となります。 

・振動の大きいところに取り付けないこと 
本体が落下し、けがの原因となります。 

２. 
 
１.４.４ 

 
 

指示 

・本体質量に耐えられるところに取り付けること 
耐えられないところに取り付けると、本体が落下し、けがの原因となります。 

・ブレーキング（モータ軸の保持）が必要な場合は、機械ブレーキを設けること 
インバータのブレーキ機能だけでは機械的保持ができずにけがの原因となります。 

１.４.４ 
 
１.４.４ 

 
 

■配線について 

  警告 参照項目 

 
 

禁止 

・出力（モータ側）端子（U/T1,V/T2,W/T3）に入力電源を接続しないこと 
インバータが壊れ、火災の原因となります。 

・直流端子（PA/+と PC/-間）には、抵抗器を接続しないこと 
火災の原因となります。 

・入力電源を遮断（ＯＦＦ、切）した後、１０分以内はインバータの電源側に接続されてい
る機器（ＭＣＣＢ）の配線を触らないこと 
感電の原因となります。 

２.２ 
 
２.２ 
 
２.２ 
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I   警告 参照項目 

 

 

指示 

・電気工事は専門家が行うこと 

専門知識のない方が入力電源を接続すると火災や感電の原因となります。 

・出力（モータ側）端子の相順は正しく接続すること 

誤った相順で接続するとモータが逆回転することがあり、けがの原因となります。 

・据え付けてから配線すること 

据え付ける前に配線すると、感電、けがの原因となります。 

・配線する前に、次の作業をすること 

①入力電源を遮断（OFF、切）する 

②１０分以上経過してから、チャージランプが消灯していることを確認する 

③直流電圧（DC８００V 以上）が測定可能なテスタ等を使用して、直流主回路電圧（PA/+

と PC/-間）が４５V 以下であることを確認する 

 これらの作業をせずに配線すると、感電の原因となります。 

・端子台ネジは指定の締め付けトルクで締めること 

指定の締め付けトルクで締めないと、火災の原因となります。 

・入力電源電圧が本体銘板に記載されている定格電源電圧の＋１０％、－１５％（連続使用：

１００％負荷時は±１０％）以内であることを確認すること 

入力電源電圧が定格電源電圧の＋１０％、－１５％（連続使用：１００％負荷時は±１０％）

以内でないと火災の原因となります。 

２.１ 

 

２.１ 

 

２.１ 

 

２.１ 

 

 

 

 

 

２.１ 

 

１.４.４ 

 

 

 

・アース線を確実に接続すること 

確実に接続しないと、故障、漏電のときに、感電、火災の原因となります。 

２.１ 

２.２ 

 

  注意 参照項目 

 

 

禁止 

・出力（モータ側）端子にはコンデンサを内蔵した機器（ノイズフィルタやサージ吸収器な

ど）を取り付けないこと 

火災の原因となります。 

２.１ 

 

 

■運転操作について 

  警告 参照項目 

 

 

禁止 

・モータが停止していてもインバータに通電しているときはインバータ端子に触れないこと

通電中にインバータ端子に触れると感電の原因となります。 

・ぬれた手でスイッチを操作したり、ぬれた布などでふかないこと 

感電の原因となります。 

・リトライ機能が選択してある場合は、アラーム停止時にモータに近づかないこと 

突然再始動し、けがの原因となります。 

モータにカバーを付けるなど、再始動しても安全性を確保できるように設計してください。

３. 

 

３. 

 

３. 

 

 

指示 

 

・正面カバーを取り付けてから入力電源を投入（ＯＮ、入）すること 

盤内収納時に正面カバーを外して使用する場合は、必ず盤扉を閉じてから電源を投入して

ください。正面カバーまたは盤扉を開けたまま電源を投入すると感電の原因となります。

・故障リセットをする前に、運転信号を切ること 

運転信号を切らずに故障リセットすると、モータが突然再始動し、けがの原因となります。

３. 

 

 

３. 

 

必ずアース線を 

接続せよ 
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I   注意 参照項目 

 

 

禁止 

・モータや機械の許容運転範囲（モータの取扱説明書などを参照）を守ること 

守らないと、けがの原因となります。 

３. 

 

 

瞬停時に再始動するシーケンスとした場合について（インバータの場合） 

  注意 参照項目 

 

 

指示 

・モータ、機械に近寄らないこと 

瞬時停電が発生し、一旦停止したモータ、機械が復電後（突然）始動します。 

思わぬけがの原因になります。 

・インバータ、モータ、機械に対し、瞬停再始動による注意書を貼付け、事故の未然防止の

対策を図ってください。 

６.１２.１ 

 

 

６.１２.１ 

 

 

リトライ機能を選択した場合について（インバータの場合） 

  注意 参照項目 

 

 

指示 

・モータ、機械に近寄らないこと 

リトライ機能を選択すると、アラーム発生後一旦停止したモータ、機械が選定した時間経

過後（突然）始動します。思わぬ怪我の原因となります。 

・インバータ、モータ、機械に対し、リトライ機能による注意書を貼付け、事故の未然防止

の対策を図ってください。 

６.１２.３ 

 

 

６.１２.３ 

 

保守点検について 

  警告 参照項目 

 

 

禁止 

・部品交換しないこと 

感電、火災、けがの原因となります。部品交換は、販売店にご依頼ください。 

１４.２ 

 

 

指示 

 

・日常点検すること 

保守点検しないと異常や故障を発見できずに事故の原因となります。 

・点検する前に、次の作業をすること 

①入力電源を遮断（ＯＦＦ，切）する 

②１０分以上経過してから、チャージランプが消灯していることを確認する 

③直流高電圧（ＤＣ８００Ｖ以上）が測定可能なテスタ等を使用して、直流回路電圧（PA/+

と PC/-間）が４５Ｖ以下であることを確認する。 

これらの作業をせずに、点検すると、感電の原因となります。 

１４. 

 

１４. 

 

 

502



 Ｅ６５８１３８０ 

6 

I 廃棄について 

  注意 参照項目 

 

 

指示 

・本ユニットを廃棄する場合は、専門の産業廃棄物業者(*)に依頼すること 

依頼せずに処理すると、コンデンサの爆発や有毒ガスの発生により、けがの原因となりま

す。 

(*)専門の廃棄物処理業者とは、「産業廃棄物収集運搬業者」、「産業廃棄物処分業者」をいいま

す。産業廃棄物の収集・運搬及び処分は認可を受けていない者が行うと、法律により罰せ

られます。（「廃棄物の処理並びに清掃に関する法律」） 

１6. 

 

 

注意ラベルの貼り付けのお願い 

インバータ、モータ、機械に対して、事故を未然に防止するための注意ラベル例です。 

「瞬停再始動機能」（⇒ 6. 12. 1 項を参照）、「リトライ機能」（⇒ 6. 12. 3 項を参照）を設定した場合には見え

やすい所に貼り付けてください。 

 
 

瞬停時に再始動シーケンスとした場合には、注意ラ

ベルを見えやすい所に貼り付けてください。

（注意ラベル例） 

 

リトライ機能を選択した場合には、注意ラベルを

見えやすい所に貼り付けてください。 

（注意ラベル例） 

    注意（瞬停再始動機能設定中）    注意（リトライ機能設定中）  

 モータ、機械に近寄らないでください。 

瞬時停電が発生し、一旦停止したモータ、機

械が復電後（突然）始動します。 

モータ、機械に近寄らないでください。 

アラーム発生後、一旦停止したモータ、機械

が設定した時間経過後（突然）始動します 
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1．まずお読みください 

このたびは、東芝産業用インバータ“TOSVERT ＶＦ－FＳ１”をお買い上げいただき、まことにありがとうご

ざいます。 
 

1．1 ご購入品の確認 

ご使用になられる前に御注文の製品かどうかご確認下さい。 
 

  注意 
 

 

指示 

適用される三相誘導電動機と電源の仕様に適したインバータをご使用ください。適さないイ

ンバータをご使用の場合、三相誘導電動機が正しく回転しないばかりでなく、過熱や焼損等

の重大事故になるおそれがあります。 
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

インバータ形式

定格出力容量

適用電源

定格入力電流

定格出力電流

形式表示ラベル

注意銘板

適用電源

適用モータ容量

ペットネーム

適用銘板 製品本体

梱包箱

定格銘板注意銘板

取扱説明書

本書です。

VF-FS1
3PH-200V-0.75kW

定格銘板

適用銘板
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1．2 形式の内容 

銘板上の形式について説明します。 

 
形  式 

 

 

 

 

Ｖ Ｆ Ｆ Ｓ １ － ４ ０ ０ ７ Ｐ Ｌ Ｅ － Ａ ２ ２    

機種名 

TOSVERT

VF-FS1 シリーズﾞ

適用電動機容量

004：  0.4kW

007：0.75kW

015：  1.5kW

022：  2.2kW

037：  3.7kW

055：  5.5kW

075：  7.5kW

110：  11kW

150：  15kW

185：18.5kW

220：   22kW

300：   30kW

追加機能Ⅰ 

L: EMC クラス A 

フィルタ内蔵 

M: 標準フィルタ内蔵

操作パネル

 
P:あり 

特殊仕様別コード 

A□□：□□は数字 

入力電圧 

2：200V～240V 

4：380V～480V 

追加機能Ⅱ 

 

なし:標準品 

 

 

 

 

注意）盤内に収納したインバータの定格銘板は、必ず電源を遮断してから確認するようにしてください。 

 

本インバータは、ＣＰＵバージョンが「Ｖｅｒ．１１8」以降の製品です。 

それ以前のバージョンでは、本取説に記載されている一部の機能が入っていない場合があります。 

なお、お断りなしにバージョンアップすることがありますので、ご了承ください。 
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1．3 各部の名称と機能 

1．3．1 外観 

 
 

［操作パネル］ 
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チャージランプ

カバー

インバータ内部に高電圧が残っ

ていることを表示します。点灯

中は危険ですので端子台カバー

を 開 け な い で く だ さ い 。

本体または端子台のカバー

です。

誤って端子台に触れないよ

うに、運転する前には必ず

閉じてください。

カバー用止めネジ

出荷時は、ロック状態にな

っています。その状態で、

左　へ 90°回すとロック解

除、右　へ 90°回すとロッ

ク状態になります。

多回転型ではありませんの

で、無理に回そうとしない

でください。無理な力を加

えますと、破損する恐れが

あります。

ロック解除マーク

止めネジの丸印が上側にあ

るとロック解除です。

ロックマーク

止めネジの丸印が下側にあ

るとロック状態です。

［正　面］  
 

上部注意銘板（シール）

注）
冷却ファン

通信用コネクタ

制御配線口

主回路配線口

通風スリット

定格銘板

［下　面］ ［右側面］
 

注）サイド・バイ・サイド設置する場合および周囲温度が４０℃以上の場合には、このシールを取り外してさらに出力電

流を低減する必要があります。 510
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上部注意銘板（シール）例 

 
 

 

1．3．2 主回路・制御回路端子台 

１）主回路端子台 

圧着端子を使用する場合には、圧着端子のカシメ部分に、必ず絶縁チューブをかぶせるか、絶縁タイプの圧着端子

を使用してください。 
 

ネジサイズ 推奨締付トルク 

Ｍ４ネジ １．３Ｎ・ｍ １０．７lｂ・ｉｎ 

Ｍ５ネジ ２．５Ｎ・ｍ ２２．３lｂ・ｉｎ 

Ｍ６ネジ ４．５Ｎ・ｍ ４０．１lｂ・ｉｎ 

Ｍ8 ネジ １２Ｎ・ｍ １０６lｂ・ｉｎ 

Ｍ12 ネジ ４１Ｎ・ｍ ３６０lｂ・ｉｎ 

 

・モニタ表示について 

操作パネルの表示器に使用している LED 文字は、動作・パラメータ等を表すために次のような記号を使用して

います。 

LED 文字（数字） 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 - 

LED 文字（アルファベット） 

Aa Bb C c Dd Ee Ff Gg H h I i Jj Kk Ll 

a b c w d e f g h k i } j  l 
 

Mm Nn O o Pp Qq Rr Ss Tt Uu Vv Ww Xx Yy Zz 

m n o x p q r s t u v   y  
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注）ノイズカットプレートはオプション対応です。 

VFFS1-4004～4055PL 

VFFS1-2004～2037PM 
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注）ノイズカットプレートはオプション対応です。 

VFFS1-2055，2075PM 

 -4075，4110PL 

VFFS1-2110～2185PM 

 -4150，4185PL 
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主回路端子部は、下図の形状となって

います。配線は図の A 部に接続してく

ださい。B 部は、裸線接続用となって

います。

A

B 穴

 
 

圧着端子を使用する場合には、圧着端子のカシメ部分に、必ず絶縁チューブをかぶせるか、絶縁タイプの圧着端子

を使用してください。 
 

注）ノイズカットプレートはオブション対応です。 

VFFS1-2220PM 

 -4220，4300PL 

VFFS1-2300PM 

（⇒A-10 ページ参照）

（⇒A-10 ページ参照）
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２）接地コンデンサ切離しスイッチおよびタップ 

 

  注意 
 

 

指示 

接地コンデンサ切離しタップには、保護カバーが取付けてあります。タップの接続切替え後

には、必ず保護カバーを再度取付けてください。 

取付けない場合、感電の恐れがあります。 

 

三相 400V 機種には、高減衰型のノイズフィルタを内蔵しており、コンデンサを介して接地されています。 

インバータからの漏れ電流低減のため、このコンデンサを接地から切離したい場合、スイッチまたはタップにて簡

単に切離しおよび再接続が可能です。ただし、切離しした場合、インバータ単体でのＥＭＣ指令の適合外となりま

すので、ご注意願います。切離しおよび接続作業を行なう場合には、必ず電源を切った状態で行なってください。 

注）三相 400V－5.5kW 以下の機種は、接地コンデンサを切離した場合、キャリア周波数（）を 6kHz

に設定して、モータ配線長 30m 以下でご使用ください。 

 

5.5kW 以下の場合：スイッチ 

 

 

 

 

7.5～18.5kW の場合：タップ 

 

 

 

 

 

 

押込むことによりコンデンサが接続し、接地されます。 

（標準出荷状態） 

引き上げることにより、コンデンサが切離されます。 

こちら側に接続することにより、コンデンサが切離されます。 

こちら側に接続することにより、コンデンサが接地されます。 

（標準出荷状態） 

515



 Ｅ６５８１３８０ 

A-10 

1 

22kW 以上の場合：スイッチ 

 

３）制御回路端子台 

制御回路端子台は全機種共通となっております。 

 

 
M3 ネジ 

推奨締付トルク 

0.5N・m 

 4.4ｌｂ・ｉｎ 

RS485 通信用 

コネクタ (RJ45) 

 
 

接続可能電線サイズ スライドスイッチの出荷時設定 

単 線：0.3～1.5（mm2） SW4 ：SINK 側 

より線：0.3～1.5（mm2） FM（SW2） ：V 側 

   （AWG 22～16） VIA（SW3）：V 側 

皮むき長さ：6（mm） 

 

ドライバ：小型－ねじ回し 

（刃先厚：０.６ｍｍ以下、刃先幅：３.５ｍｍ以下） 

 

⇒ 各端子機能の詳細は 2. 3. 2 項を参照 

大 小 

大 小 押し込むことにより、コンデンサ容量が 

小→大に切り換わります。（標準出荷状態） 

引き上げることにより、コンデンサ容量が 

大→小に切り換わります。 
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1．3．3 正面（端子台）カバーの開け方（18.5kW 以下） 

配線を行うために、正面下部のカバーを下記手順に従って開いてください。 

 

正面右側のカバー用止めネジを左 に 90°回して、
ロック解除マーク側（上側）にします。無理に力を
入れて 90°以上回さないでください。破損する恐れ
があります。

 

正面カバーを手前に引き上げて、
左側に開いてください。

 

 

正面カバーを手前に引き上げて、
取り外してください。

端子台カバー

 

配線口カバーを下側に取り外し、
配線穴に電線を通してから、端子
台への配線を行ってください。

配線口カバー

 

① ②

③ ④
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1．4．3 正面（端子台）カバーの開け方（22kW 以上） 

主回路端子台の配線を行うために、22kW 以上の機種はフロントカバーを取り外してください。 

取付ネジを外す

主回路端子台

制御回路端子台

制御回路端子台カバーを開けます。
※カバー右側の ＞ 部に指をかけて

引き上げます。
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1．4 適用上のお願い 

1．4．1 モータについてのお願い 

VF-FＳ1 とモータを組み合わせて使用する場合、次の事項に気を付けてください。 

  注意 
 

 

指示 

適用される三相誘導電動機と電源の仕様に適したインバータをご使用ください。適さないインバ

ータをご使用の場合、三相誘導電動機が正しく回転しないばかりでなく、過熱や焼損等の重大事

故になるおそれがあります。 

 

商用電源運転との比較 

“VF-FＳ1”インバータは正弦波 PWM 方式を採用しています。ただし、出力電圧，出力電流は完全な正弦波に

はならず、正弦波に近いひずみ波になります。このため、商用電源で運転した場合に比べて、モータの温度上昇、

騒音、振動が若干増加します。 

 

低速領域での運転 

汎用モータと組み合わせて低速で連続運転を行うと、モータの冷却効果が低下します。この場合は、定格負荷よ

りも出力を低減させて使用してください。 

低速の連続運転を定格トルクで行いたい場合には、当社推奨インバータ専用モータ”VF モートル”または”ゴール

ドモータ”をご使用ください。”VF モートル”と組み合わせて使用する場合は、インバータのモータ過負荷保護レ

ベルを“ＶＦモータ用（の設定）”に変更する必要があります。 

 

過負荷保護レベルの調整 

“VF-FＳ1”インバータは、過負荷検出回路(電子サーマル)により過負荷保護を行います。この電子サーマルの

基準電流値はインバータの定格電流値に設定してありますので、組合わせる汎用モータの定格電流に合わせて調

整する必要があります。 

 

60Hz 以上の高速運転 

60Hz を超える周波数で運転した場合、振動，騒音が大きくなります。また、モータ本体の機械的強度や、ベア

リングの使用上の限界を超える可能性がありますので、モータのメーカへお問い合わせください。 

 

負荷機械の潤滑方式 

オイル潤滑方式のギア減速機，およびギアモートルを運転する場合は、低速領域での潤滑効果が悪化します。使

用可能な変速領域について、減速機メーカへお問い合わせください。 

 

軽負荷，低慣性の負荷 

負荷率 50％以下の軽負荷や、負荷の慣性モーメントが非常に小さい場合には、異常振動や過電流トリップなど、

モータの不安定現象が発生することがあります。この場合には、キャリア周波数を下げることで対処してくださ

い。 
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不安定現象の発生について 

次のようなモータや負荷と組み合わせて使用する場合には、不安定現象が発生する場合があります。 

・インバータの推奨適用モータ定格を超えるモータとの組み合わせ 

・特殊モータとの組み合わせ 

以上のような場合には、インバータのキャリア周波数の設定を下げることで対処してください。 

・バックラッシュの大きなモータと負荷装置間カップリングとの組み合わせ 

上記のような場合は、Ｓ字加減速機能を設定したり、ベクトル制御時であれば速度制御応答／安定係数を調整す

るか、Ｖ／F 制御に切り替えるなどの対処をしてください。 

・ピストン運動を行うような回転変動の激しい負荷との組み合わせ 

上記のような場合は、適用しないでください。 

 

電源遮断時の制動方法 

電源を遮断したモータはフリーラン状態になり、すぐには停止しません。電源遮断とともに速やかにモータを停

止させたい時には、補助のブレーキ装置を設けてください。ブレーキ装置には電気式，機械式などがあります。

システムに合った適切なブレーキを選択してください。 

 

回生トルクを発生させる負荷 

インバータは、空調用インバータです。回生トルクを発生する負荷との組み合わせには適用しないでください。

インバータ側で過電圧保護や過電流保護が動作し、トリップすることがあります。但し、減速中に過電圧トリッ

プが発生する場合は、減速時間を延ばして使用してください。 

 

ブレーキモータ 

ブレーキモータを使用する場合、ブレーキ回路をそのままインバータの出力側に接続すると始動時に電圧が低く

なるためブレーキの開放ができなくなります。ブレーキモータを使用する場合は、下図のようにブレーキ回路を

インバータの電源側に接続してください。一般にブレーキモートルを使用した場合には、低速領域にて騒音が大

きくなることがあります。 

注）下図の回路の場合、端子ＲＹ－ＲＣに低速度検出信号の機能を割り付けてください。 

パラメータ＝ になっていることを確認してください。（標準出荷設定） 
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モータ端サージ電圧対策 

４００Ｖ級インバータでモータを運転するシステムでは、配線長・配線敷設方法・配線の種類によっては、過大

なサージ電圧が発生し、それが長時間、繰り返し印加されることによってモータの巻線の絶縁劣化を引き起こす

場合があります。対策としては下記の方法があります。 

（１） インバータのキャリア周波数を下げる。 

（２） パラメータ（キャリア周波数制御モード選択）をまたはに設定する。 

（３） 絶縁強化を施こしたモータを使用。 

（４） インバータとモータ間に、交流リアクトルまたはサージ電圧抑制フィルタを設置する。 

 

1．4．2 インバータについてのお願い 

インバータの過電流保護 

過電流保護機能が有ります。ただし、設定されている電流レベルはそのインバータの最大適用モータに合わせて

ありますので、容量の小さなモータを運転する場合には、過電流レベルや電子サーマル保護を再調整する必要が

有ります。 ⇒ 調整方法は 5. 12 項を参照 

 

インバータの容量 

軽負荷であっても、小さな容量(kVA)のインバータで大きな容量のモータを運転しないでください。電流リップ

ルにより、出力ピーク電流が高くなり、過電流トリップが起こりやすくなります。 

 

力率改善コンデンサ 

インバータの出力側に力率改善用のコンデンサを取り付けることはできません。力率改善用のコンデンサが付い

たモータを運転する場合は、コンデンサを取り外してください。インバータ故障トリップやコンデンサ破壊の原

因となります。 

力率改善コンデンサやサージアブソー

バは取り外してください。

力率改善コンデンサ

U/T1

W/T3

ＩＭ
インバータ

V/T2

 
定格電圧以外での使用 

銘板に記載されている定格電圧以外の電圧には接続できません。定格電圧以外の電源に接続しなければならない

場合は、トランス等を用いて、定格電圧へ昇圧または降圧してください。 
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選択遮断が必要な場合の複数台インバータの使用 

 

MCCB1

MCCBn＋1

MCCB3

MCCB2
INV1

INV2

INVn

(遮断ヒューズ)

 
インバータの選択遮断 

 

インバータの主回路にはヒューズが有りません。したがって、上図のように、同一の電源ラインで複数台のインバ

ータを使用している時には、インバータ内で短絡事故が起きても、MCCB2 だけがトリップして、MCCB1 がトリ

ップしないように遮断特性を選ぶことが必要です。特性を適切に選択できない時は、MCCB2 の後ろに遮断用ヒュ

ーズを設けてください。 

 

電源に歪がある場合 

インバータ電源側と同一の配電系統にサイリスタ機器などの歪波発生源や大容量のインバータが接続されていて、

電源歪が大きい場合、入力力率の改善、高調波低減または外来サージを抑制するために、入力リアクトルを設置

します。 

 

■インバータを破棄する場合のお願い 

ご不要になったインバータは必ず、産業廃棄物として処理してください。 

 

1．4．3 漏れ電流の影響と対策について 

 

  注意 
インバータの入出力配線およびモータの静電容量を通じて漏れ電流が流れ、周辺機器に悪影響を与えることがあ

ります。 

漏れ電流の値はキャリア周波数、入出力配線の長さなどによって作用されますので、下記の対策をご検討くださ

い。 

 

（１）大地間漏れ電流による影響 

漏れ電流はインバータの自系統だけでなく、接地線などを通じて他の系統へも流出することがあります。この漏れ

電流によって漏電遮断器や漏電リレー、地絡リレー、火災警報、センサー等が不要動作したり、ＣＲＴの画面にノ

イズが重畳したり、またＣＴを使用しての電流検出で異常検出量を示したりするなどの影響を与えることがありま

す。 
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電源

ELCB

インバータ

インバータ

Ｍ

Ｍ

ELCB

大地間漏れ電流の経路
 

 
 

対策： 
１． ラジオノイズ等の問題がない場合には、接地コンデンサ切離しスイッチまたはタップにて、内蔵ノイズフ

ィルタのコンデンサを切離します。 ⇒ 1. 3. 2 項の 2）を参照 

２． ＰＷＭキャリア周波数を低くします。 

ＰＷＭキャリア周波数の設定は、で行ないます。 

ただし、モータからの磁気騒音は増加しますので、ご注意ください。 

３． 漏電遮断器に高周波対策品を採用します。 

 
 

（２）線間の漏れ電流による影響 

電源
インバータ

サーマルリレー

ＣＴ

Ａ

Ｍ

線間の漏れ電流経路  
 

①サーマルリレー 

インバータ出力配線間の静電容量に流れる漏れ電流の高周波成分によって、電流実効値が増加し外部に接続し

たサーマルリレーが不要動作することがあります。配線長が長い（５０ｍ以上）場合や、モータの定格電流が

小さい（数Ａ以下）機種、特に４００Ｖクラスの小容量（５．５ｋＷ以下）機種では、モータの定格に対する

漏れ電流の割合が大きくなるため、外部に使用しているサーマルリレーの不要動作が発生しやすくなります。 
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対策： 

 

１． インバータ内蔵の電子サーマルを使用します。 

電子サーマルの設定は、、で行えます。 ⇒ 5. 12 項を参照 

２． インバータのＰＷＭキャリア周波数を低くします。ただし、モータ磁気騒音が増加します。 

ＰＷＭキャリア周波数の設定は、で行えます。 ⇒ 6. 11 項を参照 

３． サーマルリレーの各相の入出力端子に、０．１μ～０．５μＦ－１０００Ｖ程度のフィルムコンデンサを

取り付けることにより改善します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＣＴ、電流計 

インバータ出力電流を検出するために外部にＣＴと電流計を接続する場合、漏れ電流の高周波成分によって電

流計が焼損することがあります。配線長が長い（５０ｍ以上）場合や、モータの定格電流が小さい（数Ａ以下）

機種、特に４００Ｖクラスの小容量（５．５ｋＷ以下）機種では、モータの定格電流に対する漏れ電流の割合

が大きくなるため、外部に接続のＣＴを通じて電流計に高周波成分が重畳され、電流計の焼損が発生しやすく

なります。 

 

対策： 
 
１． インバータの制御回路のメータ出力端子を使用します。 

メータ出力端子（FＭ）で負荷電流を出力できます。メータを接続する場合は、 

１ｍＡｄｃフルスケールの電流計または７．５Ｖ（１０V）－１ｍＡフルスケールの電圧計をご使用くだ

さい。 

または、０－２０ｍＡｄｃ（４－２０ｍＡｄｃ）にも変更できます。 ⇒ 5. 4 項を参照 

２． インバータ内蔵のモニタ機能を使用します。 

インバータ内蔵のパネルのモニタ機能を使用し、電流値を確認します。 ⇒ 8. 1. 1 項を参照 
 
 

 

Ｕ／Ｔ１ 

Ｖ／Ｔ２ 

Ｗ／Ｔ３ 

ＩＭ

サーマルリレー
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1．4．4 取付けについて 

■設置環境について 

インバータ VF-FＳ1 は電子制御装置です。設置環境には十分配慮して使用してください。 

 

  警告 
 

 

禁止 

・可燃物を近くに置かないこと 

 もし、故障などで発火した場合に、火災の原因になります。 

 

 

指示 

・取扱説明書に定められた環境条件で使用すること 

 それ以外の条件で使用すると故障の原因になります。 

 

  注意 
 

 

禁止 

・振動の大きいところに取り付けないこと 

 本体が落下し、けがの原因となります。 

 

 

指示 

・入力電源電圧が本体銘板に記載されている定格電源電圧の＋１０％、－１５％（連続使用： 

１００％負荷時は±１０％）以内であることを確認すること 

入力電源電圧が定格電源電圧の＋１０％、－１５％（連続使用：１００％負荷時は±１０％）以

内でないと故障や火災の原因となります。 
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・高温、多湿、結露、凍結する場所、または、水のか

かる場所、塵埃、金属粉オイルミストの多い場所は

避けてください。 

・腐食性ガスや研削液などのない場所に設置してくだ

さい。 

 

 

・周囲温度は、－１０℃から６０℃の範囲で使用してください。ただし、４０℃を超える場合には、上部注意銘板

（シール）を外した上で、電流低減が必要です。 
 

5cm 5cm

5cm

測定位置

測定位置

 

注）インバータは発熱体です。盤内に収納するときは換気や盤内のスペースに注意してください。盤内に収納する

場合は、４０℃以下であっても上部注意銘板（シール）を外すことをおすすめします。 

 

・振動の大きい場所には設置しないでください。 

 

 

注）振動のある場所に設置する場合には、耐振動対策

が必要となります。 

弊社までご連絡ください。 

 

 

 

・インバータの近くに次のような機器を取り付ける場合には、誤動作を防止する処置を行ってください。 

 

ソレノイド：コイルにサージキラーをつける 

ブレーキ ：コイルにサージキラーをつける 

電磁接触器：コイルにサージキラーをつける 

蛍光灯  ：コイルにサージキラーをつける 

抵抗器  ：インバータより遠ざける 
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■据え付けかた 

  警告 
 

 

禁止 

・損傷したり、部品が欠けている場合は、据え付けて運転しないこと 

感電、火災の原因となります。販売店に修理をご依頼ください。 

 

 

指示 

・金属板に取り付けること 

背面は高温になるので、可燃物に取り付けると火災の原因となります。 

・正面カバーを取り外した状態で使用しないこと 

感電の原因となります。 

・システム仕様に合わせた緊急停止装置を設けること（入力電源の遮断→機械ブレーキ動作など） 

緊急停止装置を設けないと、インバータ側だけでは緊急停止できずに、けがの原因となります。 

・オプション類は東芝指定品を使用すること 

それ以外を使用すると、事故の原因となります。 

 

  注意 
 

 

指示 

・本体質量に耐えられるところに取り付けること 

耐えられないところに取り付けると、本体が落下しけがの原因となります。 

・ブレーキング（モータ軸の保持）が必要な場合は、機械ブレーキを設けること 

インバータのブレーキ機能だけでは機械的保持ができずにけがの原因となります。 

 

屋内の通風のよい場所を選び、縦長方向を上下にして、平らな金属板に取り付けてください。 

複数台のインバータを取り付ける場合は、基本的に各インバータを５ｃｍ以上離し、横並びになるようにしてください。 

インバータの左右をスペースなく横並びする場合（サイド・バイ・サイド設置）には、インバータ上部の注意銘板

（シール）を外して使用してください。40℃を超える場合、電流低減が必要です。 

・一般的な据え付け ・サイド・バイ・サイド設置

５ｃｍ以上 ５ｃｍ以上

１０ｃｍ以上

１０ｃｍ以上

上部注意銘板

（シール）を外す
ＶＦ-ＦＳ１ ＶＦ-ＦＳ１ ＶＦ-ＦＳ１ ＶＦ-ＦＳ１

１０ｃｍ以上

１０ｃｍ以上

 

上図のスペースは、最低限のスペースを表しています。風冷式の機種は、上面もしくは下面に冷却用のファンを内

蔵していますので、風の通り道となる上下のスペースは可能な限り広くとってください。 

 

注）高温多湿の場所、塵埃、金属粉、オイルミストの多い場所には設置しないでください。 
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■インバータの発熱量と必要換気量 

インバータが交流→直流→交流の電力変換を行うときに発生するエネルギー損失は定格の約５％です。この損失量

が熱損失となった場合の収納盤内部の温度上昇を抑えるために、盤内の換気、冷却を考慮する必要があります。 

 

モータ容量別の強制空冷必要換気量、密閉収納盤使用時の必要放熱面積量は次の通りです。 

 

注 1) 別置形オプション（ラジオノイズ低減フィルタなど）の熱損失は表内発熱量には含まれていません。 

注 2) 負荷率１００％で連続運転の場合です。 
 

発熱量（Ｗ） 
入力電圧
クラス 

適用 
モータ 
容量 

（ｋW） 

キャリア 
周波数 

8ｋＨｚ時 

キャリア 
周波数 

１２ｋＨｚ時 

強制風冷必要 
換気量 

(ｍ３／ｍｉｎ) 

密閉収納盤 
必要放熱 

面積 
（ｍ２） 

0.4 － 44 0.25 0.88 

0.75 － 63 0.36 1.26 

1.5 － 101 0.58 2.02 

2.2 － 120 0.68 2.4 

3.7 － 193 1.1 3.86 

5.5 － 249 1.42 4.98 

7.5 － 346 1.97 6.92 

11 － 459 2.62 9.18 

15 － 629 3.59 12.58 

18.5 698 － 3.98 13.96 

22 763 － 4.35 15.26 

三相 
200V 
クラス 

30 1085 － 6.18 21.7 

0.4 － 45 0.26 0.9 

0.75 － 55 0.31 1.1 

1.5 － 78 0.44 1.56 

2.2 － 103 0.59 2.06 

3.7 － 176 1.0 3.52 

5.5 － 215 1.23 4.3 

7.5 － 291 1.66 5.82 

11 － 430 2.45 8.6 

15 － 625 3.56 12.5 

18.5 603 － 3.44 12.06 

22 626 － 3.57 12.52 

三相 
400V 
クラス 

30 847 － 4.83 16.94 
 

■ノイズの影響を考慮した盤設計 

インバータは高周波ノイズを発生します。制御盤の設計にあたってはノイズを考慮した設計が必要になります。対

策例を次に示します。 

・主回路配線と制御回路配線は分離して配線してください。同一ダクトに入れたり、並行配線、結束などはしない

でください。 

・制御回路配線にはシールド線、ツイスト線を使用してください。 

・主回路配線の入力（電源側）配線と出力（モータ側）配線は分離してください。同一ダクトに入れたり、並行配

線、結束などはしないでください。 

・インバータの接地端子（ ）は必ず接地してください。 

・インバータの周囲で使用する電磁接触器やリレーのコイルには必ずサージキラーを設けてください。 
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・必要に応じてノイズフィルタを設置してください。 

・ オプションのノイズカットプレートを取付け、シールド線のシールド部をノイズカットプレートに固定して下さい。 

 

ノイズカットプレート
（オプション）

 

 

■複数台収納時の配置についてのお願い 

２台以上のインバータを１つの盤内に収納する場合は、次のことに注意してください。 

 

・左右のインバータの間を密着させるサイド・バイ・サイド設置が可能です。 

・ただし、サイド・バイ・サイド設置する場合には、上部の注意銘板（シール）をはがし、周囲温度 40℃以下で

使用して下さい。 

40℃超で使用する場合は、インバータ間を５ｃｍ以上離し、上部の注意銘板をはがし、電流低減が必要です。 

・上下のインバータの間を２０ｃｍ以上離して設置してください。 

・下側のインバータの発熱で、上側のインバータがあおられないように風切り板などを設けてください。 

 

換気ファン

インバータ

風切り板

インバータ
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2．機器の接続 

  警告 
 

 

分解禁止 

・分解、改造、修理しないこと 

感電、火災、けがの原因となります。修理は販売店に御依頼ください。 

 

 

禁止 

・ケーブル配線口や冷却ファンカバーなどのすき間から指を入れないこと 

感電、けがの原因となります。 

・内部に物（電線くず、棒、針金など）を入れたり、差し込まないこと 

感電火災の原因となります。 

・水などの液体をかけないこと 

感電火災の原因となります。 

 

  注意 
 

 

禁止 

・運搬時、正面カバーをもたないこと 

カバーがはずれて本体が落下し、けがの原因となります。 

 

2．1 配線上の注意事項 

  警告 
 

 

禁止 

・通電中は正面カバーを外さない（盤扉を開けない）こと 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。 

 

 
指示 

・正面カバーを取り付けてから(盤扉を閉めてから)、入力電源を投入(0N、入)すること 

正面カバーを取り付けずに(盤扉を閉めずに)、入力電源を投入(ON、入)すると、感電の原因とな

ります。 

・電気工事は専門家が行うこと 

専門知識のないかたが入力電源を接続すると火災や感電の原因となります。 

・出力(モータ側)端子の相順は正しく接続すること 

誤った相順で接続するとモータが逆回転することがあり、けがの原因となります。 

・据え付けてから、配線すること 

据え付ける前に配線すると、感電、けがの原因となります。 

・配線する前に、次の作業をすること 

①入力電源を遮断する(OFF、切)する 

②１０分以上経過してから、チャージランプが消灯していることを確認する 

③直流高電圧(DC800V 以上)が測定可能なテスタ等を使用して、直流主回路電圧(PA/+と PC/-

間)が４５Ｖ以下であることを確認する 

これらの作業をせずに配線すると、感電の原因となります。 

・端子台ネジは指定の締め付けトルクで締めること 

指定の締め付けトルクで締めないと、火災の原因となります。 
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  警告 
 

 

必ずアース線

を接続せよ 

・アース線を確実に接続すること 

確実に接続しないと、故障、漏電のときに、感電、火災の原因となります。 

 

  注意 
 

 

禁止 

・出力(モータ側)端子にはコンデンサを内蔵した機器(ノイズフィルタやサージ吸収器など)を取り

つけないこと 

火災の原因となります。 

 

■ラジオノイズの防止について 

ラジオノイズなどの電波障害などを防止するために、主回路の電源側端子（R/L1，S/L2，T/L3）への配線とモ

ータ側端子（U/T1，V/T2，W/T3）への配線は、別々に束線してください。 
 

■制御電源と主電源について 

ＶＦ－FS1 は制御電源と主回路電源が同一です。 

故障やトリップで主回路が遮断されたときは制御電源も遮断されます。故障やトリップ原因を確認する場合はパラ

メータのトリップ保持選択を設定してください。 ⇒ 6. 17. 3 項を参照 
 

■配線上のお願い 

・主回路端子台は間隔が狭いため、端子にはスリーブ圧着端子を使用してください。また、隣の端子に接近しない

ように整然と接続してください。 

・接地端子   は 10. 1 項の表の電線サイズ以上を使用し、必ず接地（電圧 200V クラス：D 種接地(旧第 3 種

接地)，400V クラス：C 種接地(旧特別第 3 種接地)）してください。 

 接地線はできるだけ太いものを使用し、インバータの近くで極力短く配線してください。 

・主回路配線用の電線サイズは、10. 1 項の表を参照してください。 

・10. 1 項の主回路電線サイズは、３０ｍ以下でご使用ください。３０ｍを超える場合には電線サイズのアップが

必要です。 
 

2．2 標準的な接続 

  警告 
 

 

禁止 

・出力（モータ側）端子（U/Ｔ1，V/Ｔ2，W/Ｔ3）に入力電源を接続しないこと 

インバータが壊れ、火災の原因となります。 

・直流端子（PA/+と PC/-間）には、抵抗器を接続しないこと 

火災の原因になります。 

・入力電源を遮断（ＯＦＦ，切）した後、１０分以内はインバータの電源側に接続されている機器

（ＭＣＣＢ）の配線を触らないこと 

 感電の原因となります。 
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2．2．1 標準接続図(1) 

標準的な主回路の配線の例を示します。 

 

シンク（コモン：ＣＣ）側での接続例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RS485

（1k～10kΩ）
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2．2．2 標準接続図(2) 

 
ソース（コモン：Ｐ２４）側での接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RS485

（1k～10kΩ）
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2．3 端子の説明 

2．3．1 主回路端子 

■主回路 

端子記号 端子の機能 

 

    （PE） 

インバータの接地端子です。３ヶ所あります。２ヶ所が端子台で、１ヶ所が冷却フｨンにあ

ります。 

R/L1 ， S/L2 ，

T/L3 

200V クラス：三相 200V～240V-50／60Hz 

400V クラス：三相 380V～480V-50／60Hz 

U/T1 ， V/T2 ，

W/T3 

モータ（三相誘導電動機）に接続してください。 

PA/+，PC/- 

PA/+端子は内部直流主回路のプラス電位端子です。 

PC/-端子は内部直流主回路のマイナス電位端子です。 

PA/+, PC/-端子間で直流電源入力できます。 

（２２ｋW 以上は、直流電源入力できません。） 

 

主回路端子台配列は、機種容量によって異なります。 

⇒ 端子台配列は 1. 3. 2 項の 1）を参照 

 

2．3．2 制御回路端子 

制御回路端子台は全機種共通となっております。 

各端子の機能と仕様については、次ページ以降の表を参照ください。 

⇒ 端子台配列は 1. 3. 2 項の 3）を参照 
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■制御回路端子 
端子 

記号 

入出力 

種別 
機   能 電気的仕様 インバータ内部回路 

Ｆ 入力 
F-CC 間の短絡で正転運転、開放で減速停

止します。（ST が常時 ON の場合） 

Ｒ 入力 
R-CC 間の短絡で逆転運転、開放で減速停

止します。（ST が常時 ON の場合） 

ＲＥＳ 入力 

多
機
能
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル

接
点
入
力 

ＲEＳ-CC 間の短絡でインバータ保護機能

動作時の保持リセットをします。なお、イ

ンバータ正常時に RES-CC 間を短絡して

も動作しません。 

無電圧接点入力

24Vdc-５mA 以下

 

 

＊SW4 にて 

シンク・ソースと

PLC を切換え可能

PLC 
入力 

（共通） 

外部 24Vdc 電源用入力です。 

ただし、ソースロジックの場合には、共通（コ

モン）端子を接続します。 

24Vdc 

（絶縁能力は DC50V です。）

 

CC 
入出力 

共通 
制御回路の等電位端子です。（2 ヶ所）   

PP 出力 アナログ入力設定電源出力です。 
10Vdc 

（許容負荷電流：１０ｍＡｄｃ）
 

ＶＩＡ 入力 

多機能プログラマブルアナログ入力です。 

標準出荷設定では 0～10Vdc 入力で、 

0～60Hz 周波数設定となります。 

スライドスイッチ VIA（SW3）をＩ側に切換え

ると、4～20mAdc（０-20mA）入力に変更

できます。 

 

また、パラメータ設定により、多機能プログラ

マブル接点入力端子として使用可能です。シン

クロジックで使用する場合、P24-VIA 間に抵抗

器（4.7kΩ-1/2W）を必ず接続して下さい。スラ

イドスイッチ VIA（SW3）は、V 側で使用して

ください。 

10Vdc 

(内部インピーダンス：30kΩ)

 

4-20mA 

(内部インピーダンス：250Ω)

 

ＶＩＢ 入力 

多機能プログラマブルアナログ入力です。 

標準出荷設定では 0～10Vdc 入力で、 

0～60Hz 周波数設定となります。 

外部抵抗を接続して PTC サーマル入力できま

す。 ⇒ 詳細は 6. 17. 15 項を参照 

10Vdc 

(内部インピーダンス：30kΩ)
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端子 入出力
機   能 電気的仕様 インバータ内部回路 

ＦM 出力

多機能プログラマブルアナログ出力です。標準

出荷設定では出力周波数です。 

スライドスイッチ FM（SW2）をＩ側に切換え

ると、0-20mAdc（4-20mA）に変更できま

す。 

1mA フルスケール

直流電流計または

7.5Vdc(10Vdc)

1mA フルスケール

直流電圧計 

 

0-20mA 

（4-20mA） 

直流電流計 

許容負荷抵抗 

：750Ω以下 

 

P24 出力 24Vdc 電源出力です。 24Vdc-50mA  

FLA 

FLB 

FLC 

出力

多機能プログラマブルリレー接点出力です。標準

出荷設定ではインバータの保護機能の動作を検出

します。 

FLA-FLC 間は保護機能動作で閉、FLB-FLC 間は

保護機能動作で開の接点です。 

250Vac-１A 

(cosφ=1) 

：抵抗負荷時 

30Vdc-0.5A 

250Vac-0.5A

(cosφ=0.4) 

 

ＲＹ 

ＲＣ 
出力

多機能プログラマブルリレー接点出力です。 

標準出荷設定では低速度信号を出力します。 

2 種類の機能を割付け可能な複合機能出力端子

です。 

250Vac-1A 

(cosφ=1) 

：抵抗負荷時 

30Vdc-0.5A 

250Vac-0.5A

(cosφ=0.4) 

 

* PTC：復帰型過電流保護用温度ヒューズ抵抗 

* 
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■シンク／ソースロジック（インバータ内部電源を使用する場合） 
通常制御入力端子は、電流が流れ出ることによってＯＮとなります。これをシンクロジックといいます。 

一方、欧州などでは、入力端子に電流が流れ込むことにより、ＯＮとなるソースロジックが一般的です。 

シンクロジックのことをマイナスコモン、ソースロジックのことをプラスコモンとも言います。 

また、ロジック用の電源として、インバータ内部電源を使用する場合と外部電源を使用する場合があり、それぞれ

接続が異なります。 

 

＜インバータ内部電源を使用する場合の接続例＞ 

 

ソースロジックシンクロジック

P24

Ｆ

コモン

出力

入力

24VDC

F

CCコモン

出力

入力
24VDC

インバータプログラマブル

コントローラ

インバータプログラマブル

コントローラ

スライドスイッチ SW4：SINK スライドスイッチ SW4：SOURCE
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■シンク／ソースロジック（外部電源を使用する場合） 
外部電源を使用したい場合、または他の入力端子や出力端子と絶縁したい場合には、端子 PLC を使用します。入

力端子に関しては、スライドスイッチ SW4 を PLC の位置にします。 

 

＜外部電源を使用する場合の接続例＞ 

 

 
ソースロジックシンクロジック 

スライドスイッチ SW4：PLC スライドスイッチ SW4：PLC 

PLC

Ｆ

コモン

出力

入力 
24VDC

F出力 

入力
24VDC 

インバータ プログラマブル

コントローラ 
インバータ プログラマブル 

コントローラ 

PLCコモン 

 
 

■VIA 端子のアナログ入力／接点入力切換え 

パラメータ（）で、VIA 端子のアナログ入力／接点入力の切換えができます。（標準出荷状態はアナログ入

力） 

接点入力端子としてシンクロジックで使用する場合、P24-VIA 端子間に抵抗器を必ず接続してください。（推奨抵

抗 4.7kΩ-1/2W） 

また、端子 VIA を接点入力端子として使用する場合、スライドスイッチ VIA（SW3）は必ず V 側にしてください。 

抵抗を接続しなかったり、スライドスイッチを V 側にしないと、接点入力が ON 状態のままとなり危険です。 

なお、アナログ入力／接点入力の切換えは、制御回路端子への配線を行う前に行ってください。配線を行なった後

に切換えを行うと、インバータおよび接続された機器が破損する恐れがあります。 

 

★ 入力端子 VIA を接点入力端子として使用する場

合の接続例を右図に示します。シンクロジックと

して使用する場合です 
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■ロジックの切換え／電圧－電流出力の切換え（スライドスイッチ） 

（１）ロジックの切換え 

ＳＷ4 で切換えます。 

ロジックの切換えは、電源を供給せずにインバータへの配線をする前に行なってください。切換え後の電源投入時

およびインバータへ電源が入っている状態で、シンク／ソース／PLC の切換えを行なうとインバータが破損する恐

れがあります。切換えが正しいことを確認してから電源を供給してください。 

 

（２）電圧―電流出力の切換え 

スイッチＦＭ（SW2）で切換えます。 

FM 端子の電圧／電流出力の切換えは、インバータへの配線を行なう前、または電源を供給しない状態で行なって

ください。 
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3．運転のしかた 

  警告 
 

 

禁止 

・モータが停止していてもインバータに通電しているときはインバータ端子に触れないこと 

通電中にインバータ端子に触れると感電の原因になります。 

・ぬれた手でスイッチを操作したり、ぬれた布などでふかないこと 

感電の原因になります。 

・リトライ機能が選択してある場合は、アラーム停止時にモータに近づかないこと 

突然再始動し、けがの原因になります。 

モータにカバーを付けるなど、再始動しても安全を確保できるように設計してください。 

 

 

指示 

・正面カバーを取り付けてから(盤扉を閉めてから)、入力電源を投入(ＯＮ，入)すること 

正面カバーを取り付けずに(盤扉を閉めずに)、入力電源を投入すると、感電の原因となります。 

・もし、煙が出ている、変なにおいがする、異常音がするなどの異常が発生した場合は、すぐに入

力電源を遮断(ＯＦＦ，切)すること 

そのまま使用すると、火災の原因になります。販売店に修理を依頼してください。 

・長時間運転しない場合は、入力電源を遮断(ＯＦＦ，切)すること 

・正面カバーを取り付けてから入力電源を投入(ＯＮ，入)すること 

盤内収納時に正面カバーを外して使用する場合は、必ず盤扉を閉めてから電源を投入してくださ

い。正面カバーまたは盤扉を開けたまま電源を投入すると感電の原因になります。 

・故障リセットをする前に、運転信号を切ること 

運転信号を切らずに故障リセットをすると、モータが突然再始動し、けがの原因になります。 

 

  注意 
 

 

接触禁止 

・放熱フィン、放電抵抗器に触れないこと 

それらは高温になるので、やけどの原因となります。 

 

 

禁止 

・モータや機械の許容運転範囲（モータの取扱説明書などを参照）を守ること 

守らないと、けがの原因となります。 
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3．1 ＶＦ－FS1 の簡単な運転のしかた 

運転周波数の設定と運転方法は下記方法から選択することができます。 

 

運転・停止 ： （１）操作パネルキーによる運転・停止 

 （２）端子台への外部信号による運転・停止 

（３）RS485 通信による運転・停止 

 

周波数の設定 ： （１）操作パネルによる設定 

 （２）端子台への外部信号による設定（０－１０Ｖdc，４－２０ｍＡdc） 

 （３）RS485 通信による設定 

 （４）外部設定による設定 
 

ローカルモードとリモートモード 

ローカルモード ：   キーによりローカルモードが選択されている場合には、操作パネルキーに

よる運転・停止また、操作パネルによる周波数設定になります。 

ローカルモードが選択されている時に LOC/REM キーランプが点灯します。 
 

リモートモード ：パラメータの（コマンドモード選択）、（周波数設定モード選択 1）

で選択された運転・停止方法と周波数設定方法になります。 

 

*1 標準出荷設定では運転中にローカルモードとリモートモードの切換ができます。   キーによるローカル／

リモートモード切換を禁止する場合には 6. 20. 1 項を参照してください。 

*2 標準出荷設定ではリモートモードからローカルモードに切換た場合、リモートモードの運転・停止状態と運転

周波数がローカルモードに移行します。ローカルからリモートモードに切換た場合、リモート側が運転状態の

場合にはすぐに運転します。この移行動作を禁止する場合には 6. 10 項を参照してください。 

*３ ローカル/リモートモードは電源の OFF でも状態を記憶しています。 

 

 

 

 

 

タイトル 機能 調整範囲 標準出荷設定値 

 コマンドモード選択 ０：端子台 

１：パネル 

２：RS485 通信 

０ 

 周波数設定モード選択 1 １：ＶＩＡ 

２：ＶＩＢ 

３：パネル 

４：RS485 通信 

５：外部接点アップダウン 

１ 

⇒ , の詳細については 5. 3 項を参照  

リモートモードの選択方法は基本パラメータの（コマンドモー

ド選択）、（周波数設定モード選択 1）で行います。 

LOC
REM

LOC
REM

LOC
REM
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3．1．1 運転・停止方法 

■設定手順例 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 
．

運転周波数を表示（停止中）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 

 

 基本パラメータの先頭の「ウィザード機能()」が表示されます。 

 

 



  △ または ▽ キーにより“”を選択します。 

 

 




 ENTキーを押すことにより、パラメータ値を読み出すことができます。

（標準出荷設定値は）。 

 

 



  △ キーにより、パラメータ値を(パネル)へ変更します。 

 

 
⇔ 

パラメータを書き込みます。とパラメータ値を交互に数回表示

されます。 
 

（１）操作パネルキーによる運転・停止（＝） 
 

操作パネル       キーにより運転・停止を行ないます。 

   ：運転開始 ：モータ運転停止 
 

★パラメータ（正転、逆転選択）をまたはに設定することによって、パネル操作にて正転、逆転を切換える

ことができます。 ⇒ ５. 6 項を参照 
 

（２）端子台への外部信号による運転・停止（＝）：シンクロジックの場合 

インバータ端子台への外部信号により運転・停止を行ないます。 

周波数

ON

OFFF-CC端子

減速停止Ｆ と　　　　　端子を短絡：正転運転

と　　　　　端子を開放：減速停止

ＣＣ

Ｆ ＣＣ

  

（３）フリーラン停止をする場合 

標準出荷設定は減速停止です。フリーラン停止す

る場合には、空いている入力端子に“１(ＳＴ)”
を割付けます。

＝に変更します。

左記の状態で停止時に ST-CC 間を開放すること

でフリーラン停止となります。この時インバータ

の表示は、となります。

モータ

回転速度

ON
OFF

ON

OFF

F-CC間

ST-CC間

フリーラン停止

 

MODE

ENT

ENT

STOPRUN

RUN STOP
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3．1．2 周波数設定方法 

■設定手順例 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 
．

運転周波数を表示（停止中）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 

 

 基本パラメータの先頭の「ウィザード機能()」が表示されます。 

 

 


  △ または ▽ キーにより“”を選択します。 

 

 



 ENT キーを押すことにより、パラメータ値を読み出すことができます

（標準出荷設定値は）。 

 

 



△ キーを数回押すことにより、パラメータ値を（パネル）へ変更し

ます。 

 

 ⇔
パラメータ値を書き込みます。とパラメータ値が交互に数回表

示されます。 

 

＊    キーを 2 回押すと、標準モニタモード（運転周波数表示）に戻ります。 
  

（１）操作パネルによる設定（＝） 

操作パネルから周波数の設定を行ないます。 
 

    ：周波数を上昇させます。 ：周波数を下降させます。 

 

■パネル運転操作例 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 


運転周波数を表示 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 . 運転周波数を設定します。 

 

 .⇔ 運転周波数を決定します。と周波数を交互に表示します。 

 

 
運転中でも△ または ▽ キーにより、運転周波数を変更することができ

ます。 

MODE

ENT

ENT

ENT

MODE
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（２）端子台への外部信号による設定（＝または） 

■周波数設定 

１）外部ボリウムによる周波数設定 

 

：ボリウムに 

よる周波数設定 

★ボリウム 

ボリウム（1k～10kΩ－1/4W）による周波数設定を

行います。 

⇒ 詳細調整は 6. 5 項を参照 

ＰＰ 

ＣＣ 

ＶＩＢ 

周波数

60Hz

0
MIN MAX

＊ 入力端子ＶＩＡも同様に使用することができます。 

＝の時、ＶＩＡが有効になり、＝の時、ＶＩＢが有効になります。 

⇒ 詳細は 6. 5 項を参照 

 
 

２）電圧入力(0～10V)による周波数設定 

★電圧信号

電圧信号（0～10V）による周波数設定を行います。

⇒ 詳細調整は 6. 5 項を参照

周波数

60Hz

0
0Vdc 10Vdc

＊ 入力端子ＶＩＢも同様に使用することができます。

　＝の時、ＶＩＡが有効になり、＝の時、ＶＩＢが有効になります。

　⇒ 詳細は 6. 5 項を参照
注）スライドスイッチＶＩＡ（ＳＷ３）をＶ（電圧）側に設定してください。

ＣＣ

ＶＩＡ＋

－

：電圧信号 0－10Vdc

 

 

３）電流入力(4～20mA)による周波数設定 

★電流信号

電流信号（4～20mA）による周波数設定を行います。

⇒ 詳細調整は6. 5項を参照

周波数

60Hz

0
4mAdc 20mAdc

＊パラメータの設定により０－２０ｍＡdc入力も可能です。

注）スライドスイッチＶＩＡ（ＳＷ３）をＩ（電流）側に設定してください。

ＣＣ

ＶＩＡ＋

－

：電流信号4－20mAdc
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3．2 VF－FS1 の運転方法について 

簡単な例にて運転方法の概要を説明します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモートモード選択時： 

操作パネルで運転周波数の設定、 

パネル操作で運転／停止する場合 
 

（１）配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パラメータ設定 

タイトル 機能 設定値 

 コマンドモード選択 １ 

 周波数設定モード選択１ ３ 

（３）操作 

運転停止 ：パネルの      キーで操作します。 

周波数設定：本体パネル            キーで設定します。 

設定周波数を記憶させたい時には    キーを押してください。 

と設定周波数が交互に点滅し、書込まれます。 

制御回路

モータ

IM

R/L1

S/L2
T/L3

U/T1
V/T2
W/T3

PC/-PA/+

主回路

G

MCCB

ノイズ

フィルタ

例１ 

STOPRUN

ENT
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リモートモード選択時： 

外部信号で運転周波数の設定、 

外部信号で運転／停止する場合 
 
（１）配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パラメータ設定 

タイトル 機能 設定値 

 コマンドモード選択 ０ 

 周波数設定モード選択１ １または２

（３）操作 

運転停止 ：F-CC 端子、R-CC 端子間の ON/OFF 入力により運転／停止します。 

（SW４がシンク設定の場合） 

周波数設定：VIA、VIB：０－１０Vdc（外部ボリウム） 

VIA：４－２０ｍＡdc を入力して設定します。 

 

＊ VIA の電圧／電流入力は、スライドスイッチ VIA（SW3）にて切換えます。 

電圧入力：Ｖ側 

電流入力：Ｉ側  

★LOC/REM キーランプが点灯しているときは、    キーを押して消灯してください。 

制御回路

モータ

IM

F

R/L1
S/L2

T/L3

U/T1
V/T2

W/T3

正転信号

R

PC/-PA/+

主回路

逆転信号

MCCB

CC
コモン

CC VIBVIA PP

電圧信号：0～10V, 電流信号：4～20mA

外部ボリウム
(または、VIA-CC 端子間に電圧信号：0～10V 入力)

ノイズ

フィルタ

例２ 

LOC
REM
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4．ＶＦ－FＳ1 の基本的な操作方法 

ＶＦ－FＳ1 には、次の 3 つの表示モードがあります。 
 

  標準モニタモード ：インバータの通常のモードです。インバータの電源を投入す

ると、このモードに入ります。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 設定モニタモード ：インバータのパラメータを設定するモードです。 
 パラメータ設定方法 ⇒ ４. 2 項参照 

 
 

 状態モニタモード ：インバータの各種の状態をモニタするモードです。 

設定周波数、出力電流／電圧、端子情報をモニタできます。 

 モニタの使い方  ⇒ ８. １項参照 
 

各モードへは、   キーを押すことで移行できます。 

標準モニタモード

状態モニタモード 設定モニタモード

MODE
MODE

MODE
 

 

 

このモードでは、出力周波数のモニタ、周波数指令値の設定を行います。また運転中の状態アラー

ムやトリップしたときの情報などを表示します。 

・周波数指令値の設定 ⇒ 3. 1. 2 項を参照 

・状態アラーム 

インバータに異常があったときには、LED ディスプレイにアラーム記号と周波数が交互に

点滅します。 

：過電流ストールレベル以上の電流が流れたとき 

：過電圧ストールレベル以上の電圧が発生したとき 

：過負荷積算量トリップ値の 50%以上に達したとき 

：過熱保護アラームレベルに達したとき 

MODE
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4．1 状態モニタモードのイメージ 

VF-FS1 のモニタの流れは下図の通りです。 

 

 

状態モニタモード 
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4．2 パラメータの設定方法 

出荷時に工場出荷パラメータとして設定されています。パラメータは大きく 5 つのグループに分かれています。変

更もしくは検索したいパラメータを選択してください。 

 

 基本パラメータ ：インバータご購入後まず設定が必要となる基本的なパラメー

タです。 ⇒ 4. 2. 1 項を参照 

 拡張パラメータ ：細かい設定や、特殊な設定をするためのパラメータです。 

⇒ 4. 2. 2 項を参照 

 ユーザパラメータ ：標準出荷設定値と異なるパラメータを表示します。設定後の

確認設定変更等に使用してください（パラメータ名：）。

⇒ 4. 2. 3 項を参照 

 ウィザードパラメータ ：使用頻度の多い 10 個のパラメータを設定します。 

自動的に形成されたウィザードパラメータグループを順番

に設定することで、インバータのセットアップが簡単に行え

ます。（パラメータ名：）。 

⇒ 4. 2. 4 項を参照 

 ヒストリパラメータ ：設定変更を行なったパラメータを新しい順に 5 つ表示します。

繰り返して、同じパラメータを使用してインバータを調整す

る際に便利な機能です（パラメータ名：）。 

⇒ 4. 2. 5 項を参照 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定モニタモード 

（変更設定検索） 

★パラメータ値の設定範囲について 

： 設定範囲の上限値を超えて値を設定しようとしました。または、他のパラメータが変更された結果、現在選

択しているパラメータの設定値が上限値を超えてしまいました。 

： 設定範囲の下限値を超えて値を設定しようとしました。または、他のパラメータが変更された結果、現在選

択しているパラメータの設定値が下限値を超えてしまいました。 

上記アラームが点滅した場合、以上、以下の設定はできません。 
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4．2．1 基本パラメータの設定方法 

全ての基本パラメータは、同じ手順で設定することができます。 

 

［基本パラメータのキー操作手順］ 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設定手順例（最高周波数を８0Hz から６0Hz に変更する場合） 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 


運転周波数を表示（停止中）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 
 基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示します。 

 

 
  △ または ▽ キーにより“”を選択します。 

 

 


 ENT キーを押すことにより、最高周波数を読み出すことができま

す。 

 

 
  ▽ キーにより、最高周波数を６０Hz へ変更します。 

 

 
⇔ 最高周波数を決定します。と周波数を交互に表示します。 

このあと、 

 

★出荷時には標準出荷設定値にパ

ラメータが設定されています。

★変更したいパラメータを「パラ

メータ一覧表」より選んでくだ

さい。      

★操作中、分からなくなった時は、

MODE キーを押すことで 

表示に戻すことができま

す。 

⇒ 基本パラメータの一覧は

11. 2 項を参照 

：変更するパラメータを選びます。 

：パラメータ設定値を読み出します。 

：パラメータ設定値を変更します。 

：パラメータ設定値を書き込みます。 

→同じパラメータ設定
値を表示します。

→状態モニタモード 
 の表示に移行します。

→他のパラメータ 

 名を表示します。 

ENT

ENT

MODE

MODE

ENT

ENT

ENT MODE
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4．2．2 拡張パラメータの設定方法 

本インバータの機能をさらに引き出すために、拡張パラメータが用意されています。 

拡張パラメータは全て、と３桁の数字で表されます。 
 

基本パラメータ内

 ～

MODE キーを一回押し、△/▽キーにより、基

本パラメータ内のを選択します

△/▽キーにより、変更したいパラメー

タを選択します。さらに、ENT キーを

押すことでパラメータ値を読み出すこ

とができます。

MODE

ENT

 
 

［拡張パラメータのキー操作手順］ 
 

：パラメータ設定モードに移ります。（表示） 

 

 

：基本パラメータの“ ”を選びます。 

 

 

：拡張パラメータの先頭の“ 低速度信号出力周波数（）”を表示します。 

 

 

：変更したい拡張パラメータを選択します。 

 

 

 

：設定変更したい拡張パラメータの設定値を読み出します。 

 

 

：拡張パラメータの設定値を変更します。 

 
 

：拡張パラメータの設定値を書き込みます。 

     キーの代わりに    キーを押すことでひとつ上位の操作レベルに戻ります。 

MODE

ENT

ENT

ENT

ENT MODE

⇒ 拡張パラメータの一覧は

11. 3 項を参照 
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■パラメータ設定例 

設定手順は以下のようになります。 

（瞬停再始動制御選択を０から１に変更する場合の設定例） 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 
運転周波数を表示（停止中）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 
 基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示します。 

 

 
 △ または ▽キーにより、パラメータ群へ変更します。 

 

 
 ENT キーを押すことにより、パラメータの頭出しができます。 

 

 
  △ キーにより、瞬停再始動制御選択へ変更します。 

 

 
 ENT キーを押すことにより、パラメータ値を読み出すことができます。 

 

 
  △キーにより、瞬停再始動制御選択をへ変更します。 

 

 
⇔

ENT キーを押すことにより、パラメータと設定値が交互に点滅して、

書き込むことができます。 

 

 

 

 

4．2．3 変更したパラメータの検索・再設定（） 

標準出荷設定値と異なる値が設定されているパラメータのみを自動的に検索して、ユーザパラメータグループ 

内に表示します。このグループ内でパラメータの設定を変更することもできます。 

 

操作の途中で分からなくなった場合は、      キーを何度か押して表示からやり直してください。 

操作上の注意 

・標準出荷設定値と同一の値に再設定した場合には、内には表示されなくなります。 
・なお、、～は、変更しても内には表示されません。 
・、f109、は、＝３（標準出荷設定（初期化））を実施しても内に表示されま

す。（５．５節も参照ください。） 

MODE

ENT

ENT

ENT

MODE
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■パラメータの検索・再設定の操作方法 

検索・再設定の操作方法は次の通りです。 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 


運転周波数を表示（停止中）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 
 基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示します。 

 

 
.   △ または ▽ キーによりを選択します。 

 

 


ENT キーを押すことにより、ユーザパラメータ設定変更検索モード

に入ります。 

 

 

または、 

 

 



（） 

↓ 



標準出荷設定値と異なるパラメータを検索してパラメータを表示し

ます。ENT キーまたは、△ キーを押すと、パラメータが変わります。

（▽ キーを押すことにより、逆方向に検索します。） 

 

 
. ENT キーを押すことにより、設定値が表示されます。 

 

 
.  △ ▽ キーにより、設定値を変更します。 

 

 
.⇔

ENT キーを押して、設定します。パラメータ名と設定値が交互に点

灯して書き込まれます。書き込み後は“”表示になります。 

    (     ) 


（） 

上段と同様に手順 △ ▽ キーにて検索または設定変更したいパラメ

ータを表示させて、確認・設定変更を行います。 

    (     ) .  . が再び表示したら検索終了となります。 

 

 

 

 

.  

↓ 



↓ 

.

MODE キーを押すことにより、検索を途中で中止させることができ

ます。検索中に１回押すとパラメータ設定モードの表示に戻ります。 

以降、MODE キーを押すことで状態モニタモードおよび標準モニタ

モード（運転周波数表示）に戻ることができます。 

 

 

 
 


操作の途中で分からなくなった場合は、     キーを何度か押して表示からやり直してください。 

MODE

ENT

ENT

ENT

MODE

ENT

MODE

MODE
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4．2．4 ウィザード機能（）によるパラメータの設定 





















 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 ウィザード機能 使用頻度の多い 10 個のパラメータを設定します。 － 



■ヒストリ機能の操作方法 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 


運転周波数を表示（停止中）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 


基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示し

ます。 

 

 


ENT キーを押すと、目的別ウィザードパラメータグループ

（下表参照）の先頭のパラメータが表示されます。 

    (   ) ＊＊＊＊

目的別ウィザードパラメータグループに移動したら、△ ▽

キーと ENT キーを使用して、パラメータ変更を行ってくだ

さい。 

     
が表示されたら、ウィザードパラメータグループは終

了です。 

 

 

 

 

パラメータ表示

↓


↓


↓


MODE キーを押すことにより、ウィザードパラメータグル

ープから抜けることができます。 

以降、MODE キーを押すことで状態モニタモードおよび標

準モニタモード（運転周波数表示）に戻ることができます。 

 
 

操作上の注意 

操作の途中で分からなくなった場合は、   キーを何度か押して表示からやり直し

てください。 

各ウィザード内のパラメータ先頭には、最後には表示します。 

ウィザード機能（）： 

使用頻度の多い 10 個のパラメータを設定します。 

自動的に形成されたウィザードパラメータグループを順番に設定することで、インバータのセ

ットアップが簡単に行えます 

MODE
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MODE

MODE

MODE

MODE
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■ウィザード機能により設定可能なパラメータ一覧 

タイトル 機 能 

 おまかせ加減速 

 加速時間 1 

 減速時間 1 

 下限周波数 

 上限周波数 

 モータ用電子サーマル保護レベル 1 

 接続メータ調整 

 V/F 制御モード選択 

 基底周波数 1 

 基底周波数電圧 1 
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4．2．5 ヒストリ機能（）による変更履歴検索 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

■ヒストリ機能の使い方 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 


運転周波数を表示（停止中）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 


基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示し

ます。 

 


△ または▽キーにより“ヒストリ機能()”を表示しま

す。 

 

 
 一番新しい設定・変更を行ったパラメータを表示します。 

 

 
 ENT キーを押すことにより、設定値が表示されます。 

 

 
  △ ▽ キーにより、設定値を変更します。 

 

 
⇔

ENT キーを押して、設定します。パラメータ名と設定値が

交互に点灯して書き込まれます。 

   (    ) ＊＊＊＊
上段と同様に手順 △ ▽ キーにて検索または設定変更し

たいパラメータを表示させて、確認・設定変更を行います。 

   (    ) 


（）

：履歴の先頭です。

：履歴の最後です。 

 

 

 

 

パラメータ表示

↓


↓


↓


MODE キーを押すことにより、パラメータ設定モードの

表示に戻ります。 

以降、MODE キーを押すことで状態モニタモードおよび標

準モニタモード（運転周波数表示）に戻ることができます。 

注）パラメータ（パラメータ書込み禁止選択）は、最新の変更であっても、には表示されませんので、

ご注意ください。 

操作上の注意 

・ヒストリ情報がない場合には、次のパラメータにスキップします。 

・ヒストリのパラメータ先頭には、最後には表示します。 

ヒストリ機能（）： 

ヒストリ機能は、設定・変更を行ったパラメータを新しい順から５個のパラメータを自動検索し

て、に表示させることができます。この内でパラメータの設定・変更を行なうこと

もできます。 

MODE

ENT

ENT

ENT

MODE

MODE

MODE
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4．2．6 運転中に変更できないパラメータ 

次のパラメータは安全のため、インバータの運転中に設定変更できないようにしています。運転を停止（表示

または表示）してから変更してください。 

 
［基本パラメータ］ 

, , *, *, , , , ,  

［拡張パラメータ］ 

～, ～, , , ～, , , ～

, ～, , , , , , , , ,  

～ 
 

上記以外のパラメータに関しては、運転中でも設定変更可能です。 

ただし、パラメータ書込み禁止選択（）＝（禁止）に設定されている場合は、設定／変更できません。 
 

＊, は、＝（許可）に設定することによって、運転中変更可能にすることができます。 
 

4．2．7 標準出荷設定値に戻す一括設定方法 

標準出荷設定パラメータ＝を設定すると、パラメータを一括して標準出荷設定値に戻すことができます。 

⇒ 標準出荷設定パラメータの詳細は 5. 5 項を参照 
 

操作上の注意 

・＝を設定すると、設定変更したパラメータが工場出荷設定値に戻りますので、変更したパラメータ

設定値を記録用紙などに書きとめておくことをお勧めします。 

・ただし、，，，～，は戻りませんので、ご注意ください。 
 

■標準出荷設定に戻す一括設定手順 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

  運転周波数を表示。（停止中に行います） 

 
  基本パラメータの先頭の“ウィザード機能（）”を表示します。 

 
  △ または ▽キーにより、へ変更します。 

 
   

ENT キーを押すことにより、パラメータ設定値が表示されます。

（の場合、読み出したときは常に右端に“（ゼロ）”が表示さ

れます。左端には前回の履歴が表示されます。） 
 
   

△ または ▽キーにより、設定値を変更します。 
工場出荷設定値に戻す場合には、“”に変更します。 

 
 

ENT キーを押すことにより、“”を表示して、すべてのパラ

メータを工場出荷設定値に戻しています。 

  元の表示に戻ります。 

 
 操作の途中で分からなくなった場合は、   キーを何度か押して表示からやり直してください。 
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ENT
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4．2．8 お客様設定値を記憶および呼出しする方法 

標準出荷設定パラメータ＝を設定すると、現在設定したパラメータを一括して記憶させることができます。 

また、＝を設定すると、＝で記憶したパラメータに一括して戻ります。（呼び出されます。） 

したがって、＝およびを利用することにより、お客様専用の初期設定（出荷時設定）用パラメータとして

使用することができます。 
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5．基本パラメータの説明 

お客様がインバータをお使いになる時、まず設定が必要となるパラメータが、基本パラメータです。 

 

5．1 加減速時間を設定する 

  ：おまかせ加減速 

  ：加速時間１ 

  ：減速時間１ 
 

 

 

 

 

 

5．1．1 おまかせ加減速 

負荷の大きさに合わせて、加速・減速時間を自動的に調整します。 

  ＝

＊インバータ定格電流以内で，の設定時間の１／８倍～８倍の間で自動調整を行います。 

  ＝

＊自動調整を加速時のみ行ないます。減速時は自動調整を行なわず、の設定にしたがって減速します。 
 

出力周波数(Hz)

減速時間加速時間



負荷が小さいとき

時間(s)
０

加速・減速時間→短くなる

減速時間加速時間



負荷が大きいとき出力周波数(Hz)

時間(s)
０

加速・減速時間→長くなる
 

 

 (おまかせ加減速)をまたはに設定します。 
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 おまかせ加減速 

０：なし（手動設定） 

１：自動設定 

２：自動設定（加速時のみ） 

0 

 

★加減速時間を自動設定にした場合、常に負荷に合わせて加減速時間は変更されます。負荷の変動によって加減速

時間は常に変化します。一定の加減速時間を必要な機械には手動設定（、）を使用してください。 

・機能 

１） 加速時間１は、インバータの出力周波数が 0Hz から最高周波数に到達するまでの時間を設

定します。 

２） 減速時間１は、インバータの出力周波数が最高周波数から 0Hz になるまでの時間を設定し

ます。 
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★あらかじめ、平均負荷に見合った加減速時間(,)を設定しておくと、さらに負荷変化に対応した最適な

設定が可能となります。 

★このパラメータは、実際にモータを接続してから使用してください。 

★変動の激しい負荷においては、加減速時間が追従できずにトリップに至ることがあります。 
 
■おまかせ加減速の設定方法 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 
 

運転周波数を表示。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 
 基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示します。 

  △ キーにより、パラメータをへ変更します。 

 

 
 ENT キーを押すことにより、パラメータ値を読み出すことができます。 

 

 
 △ キーにより、パラメータをまたはへ変更します。 

 

 
⇔

パラメータ値を書き込みます。とパラメータ値を交互に表示しま

す。 

 

5．1．2 手動による加速・減速時間の設定 

運転周波数が０（Ｈｚ）から最高周波数に到達するまでの「加速時間」と、運転周波数が最高周波数から０

（Ｈｚ）になるまでの「減速時間」を設定します。 

出力周波数（Hz）





時間（S）

０

＝（手動設定）

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 加速時間１ 0.０～３２００秒 
容量別 

（⇒ K-14 ページ参照） 

 減速時間１ 0.０～３２００秒 
容量別 

（⇒ K-14 ページ参照） 
 

注）加減速時間を0.0秒に設定すると、内部では0.05秒にて加減速を行ないます。 

★負荷の条件により決まる最適な加減速時間より短く設定した場合、過電流ストールや過電圧ストール機能により、

加減速時間が設定値より長くなる場合があります。また、更に短い加減速時間に設定すると、インバータ保護の

ため過電流トリップや過電圧トリップする場合があります。 ⇒ 詳細は 13. 1 項を参照 
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5．2 運転方法をパラメータで設定する 

  ：おまかせ機能設定 
 

 

 

 
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 おまかせ機能設定 

０：何もしない 

１：フリーラン停止 

２：３ワイヤー運転 

３：外部アップ／ダウン入力設定 

４：４－２０ｍＡ電流入力運転 

０ 

注）設定後、本パラメータを読出すと必ず（右側）を表示します。 

左側の数字は前回設定した値を表示します。 

 例    
 

自動的に設定される機能とパラメータ設定値 

関連パラメータ 標準出荷設定 １：フリーラン 
  停止 

２：３ワイヤー 
  運転 

３：外部アップ/ 
ダウン入力設定

４：4－20mA 
 電流入力運転 

 0：端子台 0：端子台 0：端子台 0：端子台 0：端子台 

 1：ＶＩＡ 1：ＶＩＡ 1：ＶＩＡ ５：外部接点 
アップダウン

1：ＶＩＡ 

（常時） 1：ＳＴ 0：機能なし 1：ＳＴ 1：ＳＴ 1：ＳＴ 
（Ｆ） 2：F 2：F 2：F 2：F 2：F 

（Ｒ） 3：R 1：ＳＴ 49：HD 41：UP 6：S1 
（ＲＥＳ）10：RＥS 10：RＥS 10：RＥS 42：DOWN 10：RＥS 

 0（％） － － － 20（%） 

⇒ 入力端子の機能一覧はＫ－１４ページ参照 
 

 

 

何もしません。＝に設定しても、標準出荷設定には戻りません。 

 

 

フリーラン停止するための設定です。端子 R に運転準備信号（ＳＴ）を割り付けるため、シンクロジックの場合、端子 R

－ＣＣ間ＯＮで運転準備完了、ＯＦＦでフリーラン停止となります。 

⇒ 詳細は 3. 1. 1 項の（3）または６. ３. 1 項を参照 

 

 

自動復帰の押しボタンスイッチで運転ができます。R 端子にＨＤ：運転保持を割り付けるため R 端子に停止スイッチ（ｂ接点）、

Ｆ 端 子 に 運 転 ス イ ッ チ （ ａ 接 点 ） を 接 続 す る こ と で イ ン バ ー タ 内 部 で 運 転 の 自 己 保 持 を し ま す 。 

 

・機能 

インバータの運転方法を選択することにより、機能に関連するパラメータを一括で自動設定します。 

代表的な機能が簡単に設定できます。 

何もしない（＝） 

フリーラン停止（＝） 

３ワイヤー運転（＝） 
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３ワイヤ運転（ワン・プッシュ運転） 
ON/OFF の押しボタンだけで運転可能です。 

接続例（正転の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力端子選択でＨＤ（運転保持）を選択

ＨＤ：ＯＮでワン・プッシュ運転可能、

ＯＦＦで停止 

：の設定では =（ST）、= （端

子台）に設定されます。 

また、入力端子 R にＨＤ（運転保持）を割付けるために、

パラメータ＝（運転保持）に設定されます。 

注１） 電源を入れる前に、各端子を ON している場合、電源 ON

時には、端子入力は無視されます。（突然動き出すと危険な

ため。）電源 ON 後に改めて、端子入力を ON して下さい。

注２） HD が OFF 時に、F を ON しても、無視されます。

注３）直流制動中に起動信号を入力しても、直流制動を継続します

ので、ご注意ください。 

 

 

 

逆転も同様に、例えば RES 端子に R（逆転）を割り付けることにより 3 ワイヤ運転が可能です。 

 

 

 

 

注４）HD がOFF 時にF またはR

をONしても無視されます。

R がON 時にHD をON し

ても運転しません。その状

態のまま、さらに F を ON

しても運転しません。一旦、

FおよびRをOFFしてから、

F または R を ON してくだ

さい。 

F 

R（HD） 

R ES 

CC 

P LC 

PP 

VIA 

VIB 

CC 

　

R

F

HD

電源

注１）

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

出力周波数

正転

逆転

０

注２, 注４）

周波数指令値

周波数指令値

STOPRUN
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外部接点の入力で周波数の設定ができます。数カ所から周波数を変更する場合に適用できます。 

R 端子にＵＰ：外部接点アップ周波数入力、RES 端子にＤＯＷＮ：外部接点ダウン周波数入力を割り付けるため R 端子、

RES 端子の入力により周波数変更ができます。 

アップダウン周波数をクリアする場合は、VＩＡ端子に CLR（外部接点アップ/ダウン周波数クリア）を別途割り付けて

ください。 

⇒ 詳細は６. ５. ３項を参照 

 

 

 

４－２０ｍＡｄｃの電流入力で周波数設定する場合に使用します。 

 
 

４－２０ｍＡ電流入力（＝） 

外部アップ／ダウン入力設定（＝）
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5．３ 運転方法の選択 

ローカルモードとリモートモード 
ローカルモード：   キーによりローカルモードが選択されている場合には、操作パネルキーに

よる運転・停止または操作パネルによる周波数設定になります。 

ローカルモードが選択されているときに LOC/REM キーランプが点灯します。 
 

リモートモード：パラメータの（コマンドモード選択）、（周波数設定モード選択 1）

で選択された運転・停止方法と周波数設定方法になります。 

 

コマンドモードと周波数設定モードの切り換え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LOC
REM

LOC
REM

コマンドモード選択 
  

端子台

パネル

入力端子機能番号：48 

(SC/LC) 

RS485通信優先解除

正転運転 
逆転運転 

周波数設定モード

選択1 



VIA

ローカルリモート 

内部周波数指令 

RS485通信

周波数設定モ

ード選択2 



パネル

RS485通信

外部接点アッ

プダウン

VIB

RS485通信

RS485通信

パネル

パネル

キー 

入力端子機能番号：38 

(FCHG) 

へ強制切換 

VIA

パネル

RS485通信

外部接点アッ

プダウン

VIB

LOC
REM
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 ：コマンドモード選択 

  ：周波数設定モード選択１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コマンドモード選択＞ 
タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 コマンドモード選択 

0:端子台 

1:パネル/延長パネル(オプション) 

2:RS485 通信 

0 

 

［設定値］ 

： 端子台運転  外部信号のＯＮ／ＯＦＦにより、運転／停止を行います。 

 

： パネル運転  操作パネルの      キーを押すことで運転／停止を行います。 


： 通信運転   外部からの通信コマンドにより、運転／停止を行います。 
 

 

＊で選択された入力先の指令に従う機能と、端子台入力指令のみに従う機能があります。 

⇒ 11 章の入力端子機能選択の表を参照 

＊通信や端子台からの優先指令がある場合、よりそちらを優先します。 

・機能 

リモートモードでインバータに指令を与える入力（パネル，端子台，RS485 通信）のうち、どの入力の運

転停止指令、または周波数設定（ＶＩＡ、ＶＩＢ、パネル、RS485 通信、外部接点アップダウン）が優先

されるかを設定します。 

なお、ローカルモードでは, の設定に関係なく、操作パネルキーによる運転・停止と周波数

設定が優先されます。 

STOPRUN
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＜周波数設定モード選択＞ 
タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 周波数設定モード選択１

１：VIA 
２：VIB 
３：パネル/延長パネル(オプション) 
４：RS485 通信 
５：外部接点アップダウン 

1 

 

［設定値］ 

： ＶＩＡ入力 外部信号（ＶＩＡ端子：０～１０Ｖdc、または 4～20ｍＡdc）により、周波数指令を

設定します。 
 

： ＶＩＢ入力 外部信号（ＶＩＢ端子：０～１０Ｖdc）により、周波数指令を設定します。 

 

： パネル入力 操作パネル、または延長パネル（オプション）の      キーを押して周波数設定

を行います。 
 

： 通信 外部からの通信により周波数設定を行います。 
 

： アップダウン周波数 端子からアップダウンによる周波数指令を設定します。 
 

 

★制御入力端子の下記の機能については、運転操作選択、速度指令選択がいかなる設定値において

も常に動作状態となっています。 

 ・リセット端子（標準出荷時はＲＥＳ，トリップ時のみ有効） 

 ・運転準備端子（プログラマブル入力端子機能で設定した場合） 

 ・外部入力トリップ停止端子指令（プログラマブル入力端子機能で設定した場合） 

★コマンドモード選択、周波数設定モード選択１の変更は、必ずインバータを一旦停止させて行な

ってください。 
 

■多段速運転の場合 
：(端子台)に設定してください。 

：どの設定値でも有効となります。  
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5．4 メータの設定・校正 

  ：接続メータ選択 

    ：接続メータ調整 
 

 

 

 

 

 
  

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 
＝の時

の仮想出力値 
標準出荷設定値 

 接続メータ選択 

０：出力周波数 
１：出力電流 
２：周波数設定値 
３：直流部電圧 
４：出力電圧指令値 
５：入力電力 
６：出力電力 
７：トルク 
８：トルク電流 
９：モータ積算負荷率 
１０：インバータ積算負荷率 
１１：－（選択しないでください） 
１２：周波数設定値（ＰＩＤ後） 
１３：VIA 入力値 
１４：VIB 入力値 
１５：固定出力１（出力電流１００％時） 
１６：固定出力２（出力電流５０％時） 
１７：固定出力３（＝17 の時の仮想

出力値） 
１８：RS485 通信データ 
１９：調整用（の値を表示） 

最高周波数（） 
定格電流の 1.85 倍 
最高周波数（） 
定格電圧の 1.5 倍 
定格電圧の 1.5 倍 
定格電力の 1.85 倍 
定格電力の 1.85 倍 
定格トルクの2.5 倍 
定格トルクの2.5 倍 
定格負荷率 
定格負荷率 

－ 
最高周波数（） 
最大入力値 
最大入力値 

－ 
－ 
－ 
 

FA51＝1000
－ 

０ 

 接続メータ調整 － － － 
 
■分解能：最大 1/１０００です。 
 
■４－２０ｍＡ出力設定例 

＝1、＝0 ＝1、＝20

   
出
力
電
流

出
力
電
流

内部計算値 内部計算値  

⇒ 詳細は 6. 19. 1 項を参照 

・機能 
ＦＭ端子からの出力信号は、アナログ電圧信号です。 
メータは、フルスケール 0～1mAdc の電流計、またはフルスケール 0～7.5Vdc（または 10Vdc）－1mA
の電圧計を使用してください。 
なお、スライドスイッチＦＭ（SW2）を、Ｉ側に設定することにより、０－２０ｍＡｄｃ（４－２０ｍＡ
ｄｃ）の電流出力に切換えることができます。４－２０ｍＡｄｃなどへの調整は、（アナログ出力
の傾き特性）と（アナログ出力バイアス）で調整してください。 
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注１）端子ＦＭを電流出力で使用する場合、外部負荷抵抗は 750Ω以下で使用してください。 

注２）＝（トルク）を選択した場合、データの更新間隔が 40ms 以上となりますので、ご注意ください。 

 

■目盛りの校正は、パラメータ（接続メータ調整）で行ってください。 
メ－タは、下図のように接続してください。 

ＦＭ

ＣＣ

メータ：周波数計

（標準出荷設定時）

ＶＦ－ＦＳ1

ＦＭ

ＣＣ

ＶＦ－ＦＳ1

目盛り校正中は

周波数計の振れ

が変化します。

メータ：電流計

（＝設定時）

目盛り校正中は

電流計の振れが

変化します。

＋

－

＋

－

★オプションで周波数計：ＱＳ－６０Ｔがあります。 ★電流計の目盛りの最大は、インバータ定格出力

　電流の 1.2 倍以上としてください。

＜周波数計の場合＞ ＜電流計の場合＞

 
 

■ＦＭ端子の周波数メータ校正方法例 
 

※零点調整は、メータの調整用ネジにて予め調整しておいてください。 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

－ . 
運転周波数を表示 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

  基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示します。 

 

   △ または ▽ キーにより“”を選択します。 

 

 


． ENT キーを押すことにより、運転周波数を読み出すことができます。 

 

 

 

 

 

．

 △ または ▽ キーによりメータを調整します。 

この時メータの指示は変わりますが、インバータのデジタルＬＥＤ

（モニタ）表示は変わりませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

  ⇔  メータの校正を完了します。と周波数を交互に表示します。 

        ＋ 


. 
もとの運転周波数表示に戻ります。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

[ポイント] 

数秒押しつづけると、調整し

やすくなります。 

MODE

ENT

ENT

MODE MODE
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■インバータ停止状態でのメータ調整方法 
①出力電流（＝）の調整 

出力電流のメータ校正をする際、調整時にデータの変動が大きく校正が困難な場合は、インバータが停止した

状態で調整を行なうことができます。 

＝：固定出力 1（出力電流 100%時）を設定するとインバータが 100%の電流（インバータ定格

電流）が流れていると仮定した状態の信号が、端子 FM から出力されます。この状態でパラメータ（接続

メータ調整）でメータ校正してください。 

同様に、＝：固定出力 2（出力電流 50%時）を設定するとインバータが５0%の電流（インバー

タ定格電流の半分）が流れていると仮定した状態の信号が、端子 FM から出力されます。 

メータ校正終了後には＝（出力電流）に設定しなおしてください。 
 

②その他（＝，～，）の調整 

＝：固定出力 3 を設定すると、その他（＝，～，）の値が 100%になってい

ると仮定した状態の信号が、端子 FM から出力されます。 

各項目の 100%基準は次の通りです。 

＝，，：最高周波数（）

＝， ：定格電圧の 1.5 倍

＝， ：定格電力の 1.85 倍

＝， ：定格トルクの 2.5 倍

＝， ：定格負荷率

＝， ：最大入力値 

＝ ：FA51＝1000 
 

5．5 標準出荷設定 

    ：標準出荷設定 
 

 

 

 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 標準出荷設定 

０：－ 

１：５０Hz 標準設定 

２：６０Hz 標準設定 

３：標準出荷設定（初期化） 

４：トリップ履歴のクリア 

５：累積稼動時間のクリア  

６：形式情報初期化 

７：客先設定パラメータの記憶 

８：客先設定パラメータの呼出し 
９：累積ファン運転時間のクリア 

０ 

★本パラメータを呼び出しますと常に右端に０が表示されます。左端の表示は前回の履歴です。 

例：   

★インバータ運転中は の設定はできません。必ず停止してから設定してください。 

・機能 

工場出荷設定等の全パラメータを一括して設定できます。 

ただし、、、、、、～、は戻りません。 
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［設定値］ 

 50Hz 標準設定 （＝）  
をに設定することで、次のパラメータが基底周波数 50Hz 用の設定になります。（その他のパラメータ設

定値は変更されません。） 

パラメータ, , , , , , は 50Hz に設定されます。 

パラメータは容量別に設定されます。 ⇒ K-14 ページ参照 

 

 60Hz 標準設定 （＝）  
をに設定することで、次のパラメータが基底周波数 60Hz 用の設定になります。（その他のパラメータ設

定値は変更されません。） 

パラメータ, , , , , , は 60Hz に設定されます。 

パラメータは容量別に設定されます。 ⇒ K-14 ページ参照。 

 

 標準出荷設定 （＝）  
をに設定することで、全てのパラメータを一括して標準出荷設定に戻します。 

⇒ 詳細は 4. 2. 7 項を参照 

★3 を設定した場合には、設定後しばらくを表示して一瞬表示が消えますが、その後表示になります。

なお、この場合、過去のトリップ履歴のデータはクリアされます。 
 

 トリップクリア （＝）  
をに設定すると、過去４回の記憶されている異常履歴情報を初期化します。 

＊パラメータは変更されません。 
 

 累積運転時間クリア （＝）  
をに設定すると、累積運転時間モニタを初期リセット（０［ゼロ］時間にクリア）できます。 

 

 形式情報初期化 （＝）  
形式エラーが発生したときにをに設定すると、トリップをクリアできますが、が発生しま

したら弊社までご連絡下さい。 
 

 客先設定パラメータの記憶 （＝）  
をに設定すると、現在のパラメータの状態がすべて記憶されます。 

⇒ 詳細は 4. 2. 8 項を参照 
 

 客先設定パラメータの呼出し （＝）  
をに設定すると、＝で記憶されたパラメータの状態に戻ります。（呼び出されます）

＊＝およびを利用することにより、お客様専用の初期設定パラメータとして使用することができます。

⇒ 詳細は 4. 2. 8 項を参照
 

 累積ファン運転時間のクリア （＝）  
をに設定すると、累積ファン運転時間をリセット（０［ゼロ］時間にクリア）できます。 

冷却ファンを交換する際などに設定してください。 
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5．６ 正転・逆転選択(パネル運転時) 

    ：正転・逆転選択（パネル運転時） 
 

 

 

 

 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 正転・逆転選択 

（パネル運転時） 

０：正転 

１：逆転 

２：正転（パネル正逆切換え可能） 

３：逆転（パネル正逆切換え可能） 

０ 

 

★＝または設定時に、標準モニタ表示中、   キーを押しながら   キーを押すと表示後、正

転運転に切換わります。 

また、   キーを押しながら   キーを押すと表示後、逆転運転に切換わります。 

 

★回転方向の確認は、状態モニタで行なってください。 ⇒ モニタのしかたは 8. 1 項を参照 

：正転 

：逆転 
 

★端子台運転をする場合にはＦ，Ｒ端子を使って正転・逆転を切換えますので、正転・逆転選択パラメータ は

無効になります。 

端子Ｆ－ＣＣ間短絡：正転 

端子Ｒ－ＣＣ間短絡：逆転 
 

★端子Ｆ－ＣＣ間と端子Ｒ－ＣＣ間を同時に短絡した場合、減速停止します。 
 

★本機能は＝（パネル）の時のみ有効となります。 

  

・機能 

運転停止を操作パネルの   キー、   キーで行なう時のモータ回転方向を設定します。 

（コマンドモード）＝（パネル）の時に有効です。 

STOPRUN

ENT

ENT
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5．７ 最高周波数 

    ：最高周波数 
 

 

 

 

 
周波数(Hz) =80Hz の場合

=60Hz の場合

80Hz

60Hz

0　　　　　　　　　　　　　100%　　周波数設定信号（%）

・最高周波数はモータ、負荷の定格

に合わせて値を決めます。

・運転中は最高周波数の調整はでき

ません。インバータを停止させ

て、調整してください。

 
★を大きくした場合、必要に応じて上限周波数も調整してください。 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 最高周波数 ３０.０～２００.０（Hz） 80.0 

 

5．８ 上限・下限周波数 

    ：上限周波数 

    ：下限周波数 
 

 

 

 

0　　　　　　　　　　　100%

出力周波数(Hz)





周波数設定信号

★ を超える周波数

は出力されません。

上限周波数

0　　　　　　　　　　　100%

出力周波数(Hz)





周波数設定信号

★ 出力周波数は以下

には設定できません。

下限周波数

 

 

・機能 

１）インバータが出力する周波数の範囲（最大出力値）を設定します。 

２）加減速時間設定の基準となる周波数です。 

・機能 

出力周波数の上限を決める上限周波数と、下限を決める下限周波数を設定します。 
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［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 上限周波数 ０.５ ～ （Hz） ６０.０ 

 下限周波数 ０.０ ～ （Hz） ０.０ 
 

5．９ 基底周波数 

       ：基底周波数１ 

       ：基底周波数電圧１ 
 

 

 

 

注）定トルク制御領域を決める重要なパラメータです。 

出
力
電
圧

基底周波数電圧
       

[Ｖ]

出力周波数（Hz）
０


 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 基底周波数１ ２５.０～２００.０（Hz） ６０.０ 

 基底周波数電圧１ 
２００Ｖクラス：５０～３３０（Ｖ）
４００Ｖクラス：５０～６６０（Ｖ）

２００（２００Ｖ級）／ 
４００（４００Ｖ級） 

 

5．10 制御モードの選択 

  ：Ｖ／Ｆ制御モード選択 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・機能 

モータの定格周波数、または、負荷の仕様に合わせて、基底周波数および基底周波数電圧を設定します。 

・機能 

“VF-FS1”は、下記のＶ／Ｆ制御を選択することができます。 

○Ｖ／Ｆ一定 

○二乗低減 

○自動トルクブースト制御 

○ベクトル制御 

○アドバンスト省エネモード 

○ＰＭモータ制御 
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［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 Ｖ／Ｆ制御モード選択 

０：Ｖ／Ｆ一定 

１：二乗低減 

２：自動トルクブースト制御 

３：ベクトル制御 

４：アドバンスト省エネモード 

５：－（選択しないでください） 

６：ＰＭモータ制御 

1 

 

設定手順は以下のようになります。 

（Ｖ／Ｆ制御モード選択＝（ベクトル制御）に設定する場合の設定例） 

 

 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 
運転周波数を表示（停止中に行ってください）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 
 基本パラメータの先頭の“ウィザード機能（）”を表示します。 

 

 
 △ キーにより、パラメータを（制御選択）へ変更します。 

 

 


 ENT キーを押すことにより、パラメータ値を読み出すことができま

す（標準出荷設定値は：二乗低減制御）。 

 

 
 △ キーにより、パラメータ値を（ベクトル制御）へ変更します。 

 

 
⇔ 

パラメータ値を書き込みます。とパラメータ値“”を交互に表示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

注意： 

Ｖ／Ｆ制御モード選択（）を～に設定する場合、少なくとも次のパラメータは、必ず設定してくだ

さい。 

（基底周波数） ：モータ銘板を見てください。

（基底周波数電圧） ：モータ銘板を見てください。

（モータ定格電流） ：モータ銘板を見てください。 

（モータ無負荷電流） ：モータのテストレポートを見てください。 

（モータ定格回転数） ：モータ銘板を見てください。 

他のトルクアップ調整用パラメータ（～）は、必要に応じて設定してください。 

MODE

ENT

ENT
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１）定トルク特性 

 Ｖ／Ｆ制御モード選択＝（Ｖ／Ｆ一定）の設定  
低い速度でも定格速度と同じトルクが必要な負荷に適用します。 

出力周波数(Hz)

出
力
電
圧

基底周波数電圧

 

(%)

基底周波数
０





 

◎さらにトルクを上げたい場合は、手動トルクブーストを上げてください。 ⇒ 詳細は 5. 11 項を参照 

２）ファン・ポンプ用の設定 

 Ｖ／Ｆ制御モード選択＝（二乗低減）の設定  
ファンやポンプ、ブロアのように、負荷の回転速度に対してトルクが二乗に比例する負荷特性に適用します。 

出
力
電
圧

基底周波数電圧



(%)

基底周波数

０
出力周波数(Hz)





 

３）始動トルクをアップする 

 Ｖ／Ｆ制御モード選択＝（自動トルクブースト制御）の設定  
全速度領域において、負荷電流を検出してインバータの出力電圧（トルクブースト）を自動的に調節します。トル

クが確実に得られ、安定した運転を行うことができます。 

：自動的にトルク

ブースト量を調

整する範囲です。

出
力
電
圧

基底周波数電圧

 

(%)

出力周波数(Hz)
基底周波数

０


 

575



 Ｅ６５８１３８０ 

E-18 

5 

注）負荷によっては本制御系と発振し不安定となる場合も考えられます。その場合は、V/F 制御モード選択 

＝（V/Ｆ一定）に設定し、手動にてトルクブーストを上げるようにしてください。 
 

★モータ定数の設定が必要です 

ご使用になっているモータが４Ｐの東芝標準モータで、インバータと同容量の場合はモータ定数の設定は基本的

に必要ありません。それ以外の場合は、パラメータ、、～を設定してください。 

（基底周波数）、（基底周波数電圧）、（モータ定格電流）および（モータ定格回転数）

は、モータ銘板を見て必ず設定してください。（モータ無負荷電流）は、テストレポートを見て設定して

ください。 

他のモータ定数の設定の方法は以下の 2 つがあります 

１）自動的にモータ定数の設定を行なうことができます(オートチューニング)。拡張パラメータ＝に設

定してください。 ⇒ 詳細は 6. 15. 1 項［選択 1］を参照 

２）個々のモータ定数を設定することができます。 ⇒ 詳細は 6. 15. 1 項［選択 2］を参照 

４）始動トルクアップと高精度な運転を実現－ベクトル制御 

 Ｖ／Ｆ制御モード選択＝３（ベクトル制御）の設定  
ベクトル制御を使用することにより、東芝標準モータの組合せで低速から高トルクが得られます。ベクトル制御を

使用する事で得られる効果を下記に示します。 
 

①大きい始動トルクが得られます。 

②低速から滑らかで安定した運転が必要な場合に効果があります。 

③モータのすべりによる負荷変動を無くしたい場合に効果があります。 
 

★モータ定数の設定が必要です 

ご使用になっているモータが４Ｐの東芝標準モータで、インバータと同容量の場合はモータ定数の設定は基本的

に必要ありません。それ以外の場合は、パラメータ、、～を設定してください。 

（基底周波数）、（基底周波数電圧）、（モータ定格電流）および（モータ定格回転数）

は、モータ銘板を見て必ず設定してください。（モータ無負荷電流）は、テストレポートを見て設定して

ください。 

他のモータ定数の設定の方法は以下の 2 つがあります 

１）自動的にモータ定数の設定を行うことができます(オートチューニング)。拡張パラメータ＝に設定

してください。 ⇒ 詳細は 6. 15. 1 項［選択 1］を参照 

２）個々のモータ定数を設定することができます。 ⇒ 詳細は 6. 15. 1 項［選択 2］を参照 

５）省電力を実現 

 Ｖ／Ｆ制御モード選択＝（アドバンスト省エネモード）の設定  
全速度領域において、負荷電流を検出して負荷に見合った最適な電流を流すことにより、省エネを図ることができ

ます。 
 

★モータ定数の設定が必要です 

ご使用になっているモータが４Ｐの東芝標準モータで、インバータと同容量の場合はモータ定数の設定は必要あ

りません。それ以外の場合は、パラメータ、、～を設定してください。 

（基底周波数）、（基底周波数電圧）、（モータ定格電流）および（モータ定格回転数）

は、モータ銘板を見て必ず設定してください。（モータ無負荷電流）は、テストレポートを見て設定して

ください。 

他のモータ定数の設定の方法は以下の 2 つがあります 
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１）自動的にモータ定数の設定を行うことができます(オートチューニング)。拡張パラメータをに設定

してください。 ⇒ 詳細は 6. 15. 1 項［選択 1］を参照 

２）個々のモータ定数を設定することができます。 ⇒ 詳細は 6. 15. 1 項［選択 2］を参照 

 

６）永久磁石モータを回す 

 Ｖ／Ｆ制御モード選択＝（PM モータ制御）の設定  
誘導電動機よりも小型で軽く、高効率の永久磁石モータ（PM モータ）をセンサレスで駆動することができます。 

ただし、必ず専用のモータが必要ですので、インバータをお買い上げになられました営業窓口にご相談ください。 

７）ベクトル制御に関する注意事項 
１）ベクトル制御を行なう場合には、基本パラメータ、及び拡張パラメータ～を設定して

ください。（基底周波数）、（基底周波数電圧）、（モータ定格電流）および（モータ

定格回転数）は、モータ銘板を見て必ず設定してください。（モータ無負荷電流）は、テストレポート

を見て設定してください。 

２）ベクトル制御の充分な特性が得られるのは、基底周波数（）以下です。基底周波数以上の領域では同様な

特性を得られません 

３）ベクトル制御時（＝）の基底周波数は４0 から 120Hz の間としてください 

４）モータ容量は、インバータ定格容量と同じか、１ランク下の容量までの汎用かご型モータをご使用してください。 

ただし、最小適用可能モータ容量は０．1ｋＷです。 

５）使用するモータの極数が２～８Ｐをご使用ください。 

６）必ず単機運転（インバータ１台にモータ１台の運転）の組合せで、ご使用ください。１台のインバータで複数

台のモータのベクトル制御はできません。 

７）インバータとモータ間の適用可能な最大配線長は３０ｍです。３０ｍを超える場合には、配線を接続した状態

で、通常のオートチューニングを設定してベクトル制御時の低速トルクの改善を行ってください。 

ただし、定格周波数付近でのモータ発生トルクは、電圧降下の影響により多少低下します。 

８）インバータとモータの間に、リアクトルやモータ端サージ電圧抑制フィルタを接続している場合には、モータ

発生トルクが低下することがあります。また、オートチューニングをしたときに、トリップ（）となり、

ベクトル制御できない場合があります。 

８）V/F 制御モード（）とモータの定数パラメータ 
●マークは設定が必要なパラメータです。 

○マークは詳細な調整パラメータです。必要により調整してください。 

―マークは制御に無効なパラメータです。 

⇒ 調整方法およびオートチューニングは 6. 15 項を参照 
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●/○ : 有効  ― : 無効 

パラメータ（V/F 制御モード選択） 
0 1 2 3 4 

タイトル 機 能 
V/F 一定 二乗低減 自動トルク

ブースト制御

ベクトル制御 自動省エネ 

 基底周波数 1 ● ● ● ● ● 

 基底周波数電圧 1 ● ● ● ● ● 

 トルクブースト量 1 ● ● ― ― ― 

 基底周波数 2 ○ ― ― ― ― 

 基底周波数電圧 1 ○ ― ― ― ― 

 トルクブースト量 2 ○ ― ― ― ― 

 オートチューニング ― ― ○ ○ ○ 

 すべり周波数ゲイン ― ― ― ○ ― 

 自動トルクブースト量 ― ― ● ● ● 

 モータ定格電流 ○ ○ ● ● ● 

 モータ無負荷電流 ― ― ○ ○ ○ 

 モータ定格回転数 ○ ○ ● ● ● 

 速度制御応答係数 ― ― ○ ○ ○ 

 速度制御安定係数 ― ― ○ ○ ○ 

 励磁電流係数 ― ― ○ ○ ― 

 失速防止制御係数 1 ○ ○ ○ ○ ○ 

 失速防止制御係数 2 ○ ○ ○ ○ ○ 

 モータ調整係数 ○ ○ ○ ○ ○ 

 最大電圧調整係数  ○ ○ ○ ○ ○ 

 波形切換え調整係数 ○ ○ ○ ○ ○ 

● : 設定が必要なパラメータ 

○ : 必要により調整するパラメータ 
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5．11 手動トルクブースト－低速時のトルクを上げる 

  ：トルクブースト量１ 
 

 

 

 

出
力
電
圧

基底周波数電圧

[Ｖ]／(％)

出力周波数（Hz）

基底周波数 



 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 トルクブースト量１ ０.０～３０.０（%） 
容量別 

（⇒ K-13 ページ参照） 

 

★＝(V/F 一定)および(二乗低減)の時有効です。 

注）インバータの容量ごとに最適値が設定されています。トルクブースト量を大き

くしすぎると、始動時に過電流トリップすることがありますので、ご注意ください。

・機能 

低速時のトルクが不足しているときには、トルクブーストを上げることでトルクアップが図れます。 
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５．12 電子サーマルの設定 

   ：モータ用電子サーマル保護レベル１ 

    ：電子サーマル保護特性選択 

  ：モータ用電子サーマル保護レベル 2 

  ：モータ用 150%過負荷トリップ検出時間 

  ：サーマルメモリ選択 
 

 

 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 モータ用電子サーマル保護レベル１ 10～100（%）／（A） 100 

設定値  過負荷保護 過負荷ｽﾄｰﾙ

0 ○ × 

1 ○ ○ 

2 × × 

3 

標準 
モータ

× ○ 

4 ○ × 

5 ○ ○ 

6 × × 


電子サーマル保護特性 

選択 

7 

VF 
モータ

(特殊モー
タ) 

× ○ 

０ 

 モータ用電子サーマル保護レベル 2 10～100（%）／（A） 100 


モータ用 150%過負荷トリップ検
出時間 

10～2400（s） 300 

 サーマルメモリ選択 
0：なし 

１：あり ０ 

 ○：適用する ×：適用しない 
 

１）電子サーマル保護特性選択    と 

モータ用電子サーマル保護レベル１   ，２   の設定 
電子サーマル保護特性選択の設定で、モータ過負荷トリップ（）と過負荷ストールの有無を選択します。 

ただし、モータ過負荷トリップ（）は、で選択できますが、インバータ過負荷トリップ（）は、

常時検出動作をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・機能 

モータの定格、特性に合わせて電子サーマルの保護特性を選択します。 

用語説明 
過負荷ストール：運転速度が下がると負荷電流が小さくなるファンやポンプ、ブロアなどの二乗低減トルク

特性の負荷に適用できます。 
インバータが過負荷を検出した場合、モータ過負荷トリップする前に自動的に出力

周波数を下げる機能です。この機能により、負荷電流がバランスする周波数で運転させる
ことにより、トリップせずに運転を継続させることができます。 
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［標準モータを使用する場合］ 
定格周波数以下の低周波域でモータを使用するときは、モータの冷却効果が減少します。これによるモータの過熱

を防ぐため、標準モータ使用時には過負荷検出動作の開始を早めています。 
 

■電子サーマル保護特性選択の設定 

設定値 過負荷保護 過負荷ｽﾄｰﾙ 

 ○ × 

 ○ ○ 

 × × 

 × ○ 

○：適用する。×：適用しない。 
 

■モータ用電子サーマル保護レベル１  の設定（  も同様です。） 

使用するモータ容量がインバータ容量より小さい場合や、モータの定格電流がインバータの定格電流より小さい場

合、モータの定格電流に合わせてモータ用電子サーマル保護レベル１を調整します 

 ＊％表示の場合、１００％＝インバータの定格出力電流（Ａ）を示します。 

注)モータ過負荷低減の開始レベルは 30Hz に固定されます。

×0.55

×1.0

出力周波数（Hz）

出力電流 低減率［％］／［Ａ］

０
30Hz

 

［設定例：VFFＳ1-2007PM で定格電流 2A の 0.4kW モータを運転する場合］ 

キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

 


運転周波数を表示（停止中に行ってください）。 

（標準モニタ表示選択＝［運転周波数］設定の場合） 

 

 
 基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示します。 

 

 
 △ ▽ キーにより、パラメータをへ変更します。 

 

 


ENT キーを押すことにより、パラメータ値を読み出すことができま

す(標準出荷設定は 100%)。 

 

 

 


△ キーにより、パラメータを 

 ％（＝モータ定格電流／インバータ出力定格電流×１００ 

      ＝2.0/4.8×100） 

 へ変更します。 

 

 
⇔

パラメータを書き込みます。とパラメータ値を交互に表示しま

す。 

注）インバータ出力定格電流は、パラメータ PWM キャリア周波数（）の設定に関係なく、定格電流値で
計算してください。 

MODE

ENT

ENT
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［VF モータ(インバータ用モータ)を使用する場合］ 
■電子サーマル保護特性選択の設定 

設定値 過負荷保護 過負荷ｽﾄｰﾙ 

 ○ × 
 ○ ○ 

 × × 
 × ○ 

○：適用する。×：適用しない。 
 
VF モータ（インバータ用モータ）を使用すると、標準モータよりも低周波数域で使用できますが、6Hz 以下にな

ると、モータの冷却効果が減少します。 
 
■モータ用電子サーマル保護レベル１ の設定（  も同様です。） 

使用するモータ容量がインバータ容量より小さい場合や、モータの定格電流がインバータの定格電流より小さい場

合、モータの定格電流に合わせてモータ用電子サーマル保護レベル１ を調整します。 

 ＊％表示の場合、１００％＝インバータの定格出力電流（Ａ）を示します。 
 

×1.0

出力周波数

出力電流低減率　[％]／[Ａ]

０

モータ過負荷開始レベルの設定

6Hz

×0.6

 
 

2）モータ用 150%過負荷トリップ検出時間   

 モータ負荷 150%の状態で過負荷トリップ（）するまでの時間を 10～2400（秒）の範囲で設定できます。 
 

3）インバータ過負荷特性 

 インバータ本体の保護のために設定されています。パラメータの設定で変更したり、ＯＦＦしたりすることはで

きません。 

インバータ過負荷トリップ（）が動作する場合は、ストール動作レベルを下げたり、加速時間

や減速時間を長く設定することで改善ができます。 

１０５％ １１０％
出力電流［％］

時 間［ｓ］

　６０

インバータ過負荷

０..25

１００％＝インバータ定格出力電流

１８５％０

 

インバータ過負荷保護特性 

＊ １１０％以上ではインバータ保護のため、短時間で過負荷トリップまたは過電流トリップします。 582
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4）サーマルメモリ選択   

主回路電源 OFF 時に電子サーマル演算値を記憶するか、記憶しないか選択することができます。 

 

：なしの場合 

主回路電源 OFF 時に電子サーマル演算値を記憶しません。 

電子サーマル演算値およびトリップ状態は常にリセット可能です。 

トリップ状態でのリセットを頻繁に行い運転すると装置、モータやインバータにダメージを与えますので行わない

でください。 

 

：ありの場合 

主回路電源 OFF 時に電子サーマル演算値を記憶します。 

トリップ状態は常にリセット可能ですが電子サーマル演算値はリセットできません。 

 

5．13 多段速運転（７段速度） 

 ～  ：多段速運転周波数１～７ 
 

 

 

 

 

［設定方法］ 

１）運転停止 

運転・停止は端子台から行います。 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 

 コマンドモード選択 

0：端子台 

１：パネル/延長パネル(オプション) 

２：RS485 通信 

０ 

注）多段速運転と合わせて、速度指令（アナログ信号またはデジタル設定入力）の切換えがある場合には、速度指

令選択にて選択してください。 ⇒ ３）項または、5. 3 項を参照 

 

２）多段速周波数設定 

必要な段数の速度（周波数）を設定します。 

 

１段から７段速までの設定 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 多段速運転周波数 1 ～（Hz） 15.0 

 多段速運転周波数 2 ～（Hz） 20.0 

 多段速運転周波数 3 ～（Hz） 25.0 

 多段速運転周波数 4 ～（Hz） 30.0 

 多段速運転周波数 5 ～（Hz） 35.0 

 多段速運転周波数 6 ～（Hz） 40.0 

 多段速運転周波数 7 ～（Hz） 45.0 

 

・機能 

外部からの接点信号を切り換えるだけで、最大 7 段の速度を選択できます。多段速の周波数は下限周波数

から上限周波数の範囲で任意に設定できます。 
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多段速接点入力信号例：スライドスイッチＳＷ４がシンク設定の場合 

○：ＯＮ －：ＯＦＦ （全てＯＦＦの場合には、多段速以外の速度指令が有効になります。） 

多 段 速 度 
端子 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

R-CC 間 ○ － ○ － ○ － ○

RES-CC 間 － ○ ○ － － ○ ○

 

VIA-CC 間 － － － ○ ○ ○ ○

 

★標準出荷設定では多段速指令は割付けされていませんので、入力端子機能選択で多段速指令を割り付けてくださ

い。 

端子 R ‥‥‥ 入力端子機能選択２（R） ＝ （多段速指令 1：SS1） 

端子 RES ‥‥‥ 入力端子機能選択３（RES） ＝ （多段速指令 2：SS２） 

端子 VIA ‥‥‥ 入力端子機能選択８（VIA） ＝ （多段速指令 3：SS３） 

アナログ/接点入力機能選択  ＝ 【VIA 接点入力（シンク）】 

 

★シンクロジック接続において、VIA 端子を接点入力端子として使用する場合、P24 端子との間に必ず抵抗を接続 

してください。（推奨値 1/2W－4.7kΩ） 

 

 

 

［接続図例］（ＳＷ4 がシンク設定の場合） 

P24

VIA

F(正転)

R

CC

RES

正転指令

多段速指令１（SS1）

多段速指令３（SS3）

多段速指令２（SS2）

コモンVIA
V

I

SW3

 

 

R 

RES 

VIA 

CC 
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３）他の速度指令との併用 

 

コマンドモード

選択 

 

０：端子台 １：パネル ２：通信 

周波数設定 

モード選択 1

 

１：ＶＩＡ 

２：ＶＩＢ 

５：アップ 

ダウン 

３：パネル ４：通信

１：ＶＩＡ

２：ＶＩＢ

５：アップ

ダウン

３：パネル ４：通信

１：ＶＩＡ

２：ＶＩＢ

５：アップ

ダウン

３：パネル ４：通信 

あり 多段速指令有効 注） 
端子 

指令有効
パネル

指令有効

通信指令

有効

端子 

指令有効
パネル 

指令有効 

通信指令

有効 多段速指

令 
なし

端子 

指令有効 

パネル

指令有効

通信指令

有効
  

   
 

注）その他の速度指令、多段速指令が同時に入力された場合には、常に多段速指令が優先されます。 

 

７段速運転例を下記に示します。 

 

ON

OFF

F-CC 間

R-CC 間

RES-CC 間

VIA-CC 間

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF















出力周波数
[Hz]

時間

[s]０

 

 

７段速度運転例 

 

（多段速指令は受け付けません） （多段速指令は受け付けません） 
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6．拡張パラメータの設定 

複雑な運転や細かい設定、特殊な用途などに使用するためのパラメータです。必要に応じて、パラメータを設定変

更してください。 ⇒ 拡張パラメータ一覧表 11 章を参照 
 

6．1 入出力パラメータ 

6．1．1 低速度信号 

  ：低速度信号出力周波数 

・機能

出力周波数がで設定された任意の周波数以上になるとON信号が出力されます。電磁ブレーキの励磁・

開放信号に使用できます。

また、＝０．０Ｈｚの場合、出力周波数が０．０Ｈｚを越えると、ＯＮ信号が出力されるため、運転

信号としても使用できます。

★リレー出力(２５０Ｖac－１Ａ（cosφ=1）、３０Vdc-０．５A、250Vac-０．５A（cosφ=0.4）。

端子ＲＹ－ＲＣ、ＦＬＡ－ＦＬＣ－ＦＬＢ間で出力。

 
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 低速度信号出力周波数 0.0～（Hz） 0.0 

出力周波数

時間［ｓ］

 

低速度信号出力
端子ＲＹ－ＲＣ間（標準出荷設定）
端子ＦＬＡ－ＦＬＣ－ＦＬＢ間

ON
OFF

低速度信号出力：反転 ON
OFF

［Ｈｚ］

０

　設定周波数
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リレー出力端子の接続例   

 

 

 
 

 
・出力端子の設定 

標準出荷設定では端子ＲＹ－ＲＣ間に低速度信号（ON信号）が出力されます。信号を反転させる場合、出力

端子機能の設定変更が必要になります。 

[パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 

 出力端子機能選択1Ａ(RY-RC) 

0～２５５ 

（⇒ K-17ページ参照）

４（低速度信号－ON信号） 

または 

５（低速度信号－OFF信号） 

 
 

 

6．1．2 指令周波数到達で信号を出力（加減速完了信号） 

  ：速度到達検出幅 

・機能

指令周波数±で設定された周波数になるとON、またはOFF信号が出力されます。
 

 

［指令周波数と検出幅のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 速度到達検出幅 0.0～（Hz） 2.5 

 

［出力端子のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 



出力端子機能 

選択１Ａ 

(RY－RC) 

0～２５５ 

（⇒ K-17 ページ参照） 

６：RCH(指令周波数-ON 信号) 

または 

７：RCHN(指令周波数-OFF 信号) 

注）端子 RY-RC に出力する場合は、端子 FLA-FLC-FLB に出力する場合はに設定します。 
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出力周波数［Ｈｚ］

時間［ｓ］

　指令周波数　 － 

ON
OFF

　指令周波数　＋ 

 　指令周波数

指令周波数到達信号
RY-RC端子間
FLA-FLC-FLB端子間

指令周波数到達信号：反転 ON
OFF

０

 
 

6．1．3 指定周波数速度到達で信号を出力（任意の固定周波数で出力） 

  ：速度到達指定周波数 

  ：速度到達検出幅 

・機能

出力周波数が±で設定された任意の周波数になるとON、またはOFF信号が出力されます。
 

 

［指令周波数と検出幅のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 速度到達指定周波数 0.0～（Hz） 0.0 

 速度到達検出幅 0.0～（Hz） 2.5 
 

［出力端子のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 


出力端子機能選択１Ａ 

(RY－RC) 

0～２５５ 

（⇒ K-17 ページ参照） 

８：RCHF 

(指定周波数-ON 信号) 

または 

９：RCHFN 

(指定周波数-OFF 信号) 

注）端子 FLA-FLC-FLB 間に出力する場合にはを機能番号８または９に設定します。 
 

検出幅＋指定周波数が指令周波数より低い場合 

指定周波数速度到達信号
端子RY-RC間
端子FLA-FLC-FLB間

指定周波数速度到達信号：反転

出力周波数［Ｈｚ］

時間［ｓ］

 －  

ON
OFF

 ＋  

 

ON
OFF

０
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6．1．４ 指定周波数速度以上で信号を出力（任意の固定周波数で出力） 

  ：速度到達指定周波数 

  ：速度到達検出幅 

 
・機能 

出力周波数がf101＋f102で設定された周波数になるとON、f101－f102にてOFFが出力されま

す。 

 

［指令周波数と検出幅のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

f101 速度到達指定周波数 0.0～fh（Hz） ０.0 

f102 速度到達検出幅 0.0～fh（Hz） 2.5 

 

［出力端子のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 



出力端子機能 

選択１Ａ 

(RY－RC) 

0～２５５ 

 

６6：RCHO(指定周波数以上出力-ON 信号) 

または 

６7：RCHON(指定周波数以上出力-OFF 信号) 

注）端子 RY-RC に出力する場合は、端子 FLA-FLC-FLB に出力する場合はに設定します。 

 
出力周波数［Hz］ 

時間［ｓ］

  ―    

ON
OFF

    ＋    

    

指定周波数以上出力信号 
RY-RC端子間 
FLA-FLC-FLB端子間 

指定周波数以上出力信号：反転 ON
OFF

０

 

 

589



 Ｅ６５８１３８０ 

F-5 

6

・機能

ＶＩＡ端子のアナログ信号入力と接点入力信号の機能切換えを行います。

6．2 入力信号選択 

6．2．1 ＶＩＡ端子機能を変更する 

 ：ＶＩＡ端子機能選択 
 
 
 
 
 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

０：ＶＩＡ -アナログ入力 

１：ＶＩＡ –接点入力(シンク) 

アナログ／接点入力機能

選択 

（ＶＩＡ端子） 
２：ＶＩＡ –接点入力(ソース) 

0 

＊シンクロジック接続において、ＶＩＡ端子を接点入力端子として使用する場合、Ｐ２４端子との間に必ず抵抗を

接続してください。（推奨値 4.7kΩ-1/2W） 

注）端子ＶＩＡを接点入力端子として使用する場合、スライドスイッチ VIA（SW3）は、必ずＶ側にしてください。 

 
★ 入力端子 VIA を接点入力端子として使用する場

合の接続例を右図に示します。シンクロジックと
して使用する場合です。 
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6．3 端子機能選択 

6．3．1 入力端子機能を常時ＯＮにする 

 ：常時動作機能選択 1 
 

 ：常時動作機能選択 2 
 
・機能

入力端子機能のうち、常に動作（ON）させる機能を選択します。2点設定可能です。
 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 常時動作機能選択 1 0～72（⇒ K-15 ページ参照） 0(割付け機能なし) 

 常時動作機能選択 2 0～72（⇒ K-15 ページ参照） １(運転準備) 
 

★フリーラン停止をする場合

標準出荷設定は減速停止です。フリーラン停止する場合には、空

いている入力端子に“１(ＳＴ)”を割付けます。

＝に変更します。

左記の状態で停止時に ST-CC 間を開放することでフリーラン停

止となります。この時インバータの表示は、となります。

モータ

回転速度

ON

OFF

ON

OFF

F-CC間

ST-CC間

フリーラン停止

 
 

6．3．2 入力端子の機能を変更する 

  ：入力端子機能選択１(F)   

  ：入力端子機能選択２(R)   

  ：入力端子機能選択３(RES)  

  ：入力端子機能選択８(VIA) 
 

・機能

外部のプログラマブルコントローラなどから制御入力端子に信号を送り、インバータの運転や設定を行うときに

使用します。

接点入力端子の機能は57個（0-71）の機能から選択することができます。システム設計する上で柔軟に対応す

ることができます。
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★VIA 端子はアナログ入力／接点入力の切換えがにて行なえます。 

標準出荷時、VIA はアナログ入力（電圧信号入力）に設定されているため、接点入力として使用する場合は、

を用途に合わせて 1, ２のいずれかに設定してください。 

 

■接点入力端子の機能設定 
端子記号 タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

－  常時動作機能選択 1 0 

－  常時動作機能選択 2 １(ＳＴ) 

Ｆ  入力端子機能選択１(Ｆ) ２(Ｆ) 

Ｒ  入力端子機能選択２(Ｒ) ３(Ｒ) 

RES  入力端子機能選択３(RES) 

0～72 

 

（⇒ K-15 ページ参照） 

１０(ＲＥＳ) 

VIA  入力端子機能選択８(VIA) 0～72 注 2） ６(ＳＳ１) 

注 1） および（常時動作機能選択）は、選択された機能が常時動作します。 

注 2） VIB、VIA を接点入力（シンクロジック）にて使用する場合、P24 端子との間に必ず抵抗を接続してくださ

い。（推奨値：4.7kΩ-1/2W） 

 スライドスイッチ VIA（SW3）は必ず V 側にしてお使いください。 

注３） （VIA）: ＝1，2 の時のみ、有効です。 

＝0 の時は無効であり、設定値の読出しもできません。 

 

■接続方法 

１）ａ接点入力の場合 

CC

入力端子

★入力端子とCC(コモン)を短絡させることで

動作します。正転・逆転，多段速等に使用

します。

インバータ
a接点スイッチ シンク設定の場合

 
２）トランジスタ出力による接続の場合 

★入力端子とCC（コモン）をプログラマブルコ

ントローラの出力（無接点スイッチ）と接続

して、制御できます。正転・逆転，多段速等

に使用します。トランジスタは、２４Ｖdc－

５ｍＡで動作するものを使用してください。CC

入力端子

インバータ プログラマブルコントローラ

 

 

592



 Ｅ６５８１３８０ 

F-8 

6 

※プログラマブルコントローラとのインターフェースについて 

 

注） オープンコレクタ出力のプログラマブルコントローラで制御する場合、端子 PLC を使用し、次図のよ

うな配線をすることにより回込み電流による誤動作を防止することができます。 

この場合、スライドスイッチ SW4 は、必ず PLC 側に設定してください。 
 

 

 

３）シンクロジック／ソースロジック入力 

シンクロジック／ソースロジック（入力端子の論理）切換えが可能です。 

⇒ 詳細は 2. 3. 2 項を参照 

 

6．3．3 出力端子の機能を変更する（基本） 

  ：出力端子機能選択 1Ａ(ＲＹ－ＲＣ)   

  ：出力端子機能選択 3(FLA，FLB，FLC) 
 

・機能

インバータから外部の機器へいろいろな信号を出力するときに使用します。

制御端子台のＲＹ－ＲＣ、ＦＬ（ＦＬＡ，ＦＬＢ、ＦＬＣ）用のパラメータを設定することで、58個の機能と

その組合せ機能を利用することができます。

ＲＹ－ＲＣ端子に、1機能のみを割付ける場合には、、を標準設定のままで、のみに機

能割付けを行なってください。
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■使用方法 

ＲＹ－ＲＣの機能：パラメータ,,で設定

FLA,B,C の機能 ：パラメータで設定

 
■出力端子に１種類の機能を割付ける。 

 
端子記号 タイトル 機   能 調整範囲 標準出荷設定値 

ＲＹ－ＲＣ  出力端子機能選択１Ａ ４(低速度検出信号) 
ＦＬ 

（Ａ，Ｂ，Ｃ） 


出力端子機能選択３ 
0～２５５ 

（⇒ K-17 ページ参照） １０（故障ＦＬ) 

 

★ＲＹ－ＲＣ端子に１種類の機能を割付ける場合には、のみ設定してください。 

パラメータ、は標準設定のままにしてください。 

（標準出荷設定：＝２５５、＝０） 

 

6．3．4 出力端子に２種類の機能を割付ける 

  ：出力端子機能選択 1Ａ(ＲＹ－ＲＣ)   

  ：出力端子機能選択 1Ｂ(ＲＹ－ＲＣ)   

  ：出力端子ロジック選択(ＲＹ－ＲＣ) 
 

・機能

制御端子台の出力端子ＲＹ－ＲＣには、２種類の機能を割付けることができます。

１個の出力端子に、５８個から選択した２種類の機能の論理積や論理和を信号出力できます。
 

 
（１）２種類の機能が同時にＯＮした時に、信号を出力する。 

 

端子記号 タイトル 機   能 調整範囲 標準出荷設定値 

ＲＹ－ＲＣ  出力端子機能選択１Ａ ４(低速度検出信号) 
ＲＹ－ＲＣ  出力端子機能選択１Ｂ

0～２５５ 
（⇒ K-17 ページ参照） ２５５（常時ＯＮ） 

ＲＹ－ＲＣ  出力端子ロジック選択
０： and 
１：  or   

０ 
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★端子ＲＹ－ＲＣには２種類の機能を割付けることができます。 

★パラメータが標準設定（＝０）の場合、２種類の機能が同時にＯＮした時に信号を出力する設

定となります。 

端子ＲＹ－ＲＣ：パラメータとで設定した機能が同時にＯＮした時に信号を出力します。 

 

★タイミングチャート 

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF





RY-RC 出力

 

★端子ＦＬＡ－ＦＬＢ－ＦＬＣには、１種類の機能のみの割付けとなります。 

 

（２）２種類の機能のどちらかがＯＮした時に、信号を出力する。 
★端子ＲＹ－ＲＣには２種類の機能を割付けることができます。 

★パラメータ＝1 に設定すると、２種類の機能のどちらかがＯＮした時に信号を出力する設定となります。 

端子ＲＹ－ＲＣ：パラメータとで設定した機能のどちらかがＯＮした時に信号を出力します。 

★タイミングチャート 

 

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF





RY-RC 出力

 

★端子ＦＬＡ－ＦＬＢ－ＦＬＣには、１種類の機能のみの割付けとなります。 

 

（３）信号出力のＯＮ状態を保持する。 
 

★出力端子ＲＹ－ＲＣに割付けられた機能の条件が合致して、信号出力が一度ＯＮ状態になると、条件が変わって

もＯＮ状態を保持させることができます。（出力端子ホールド機能） 

★空いている接点入力端子に、入力端子機能番号６２を割付けます。 
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■入力端子機能 

機能 

番号 
記号 機能 動作 

62 HDRY ＲＹ－ＲＣ端子出力ホールド 
ＯＮ：ＲＹ－ＲＣが 1 度ＯＮすると、ＯＮ状態を維持 

ＯＦＦ：ＲＹ－ＲＣは条件にしたがって、リアルタイムに変化 
 

☆上記機能（機能番号６２）を割付けられた接点入力端子がＯＮしている間に、出力端子ＲＹ－ＲＣが一度ＯＮす

ると、ＯＮ状態を保持します。 
 

6．3．5 出力信号をディレイ機能 

  ：RY-RC 出力ディレイ時間 

  ：FL 出力ディレイ時間 

 
・機能 

各出力端子の出力信号をディレイさせたいときに設定します。 

検出状態がディレイ時間を超えない場合、出力されません。 
 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 RY-RC 出力ディレイ時間 0.0～60.0（s） 0.0 

 FL 出力ディレイ時間 0.0～60.0（s） 0.0 

 

検出状態 ON 

OFF 

f146

RY_RC 出力 

＋ f146設定 

FL 出力 

＋f147設定 

f146

f147 f147

f146

f147

f146 f146 

f147 

ON 

OFF 

ON 

OFF 
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6．3．６ アナログ入力値検出 

 

  ：アナログ VIA 検出値 

  ：アナログ VIA 検出幅 

  ：アナログ VIB 検出値 

  ：アナログ VIB 検出幅 

 
・機能 

アナログＶＩＡ／ＶＩＢの入力レベルに従い、リレーをＯＮ／ＯＦＦできます。 

ＶＩＡの場合、入力量（％）がf160＋f161以上でON、f160－f161以下でOFFする出力端子機能

を62または63に設定します。また、ＶＩＢの場合、入力量（％）がf162＋f163以上でON、f162－

f163以下でOFFする出力端子機能を6４または6５に設定します。 

 

［アナログ検出値と検出幅のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

f160 アナログ VIA 検出値 0-100（％） ０ 

f161 アナログ VIA 検出幅 0-20（％） ３ 

f162 アナログ VIB 検出値 0-100（％） ０ 

f163 アナログ VIB 検出幅 0-20（％） ３ 

 

［出力端子のパラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 



出力端子機能 

選択１Ａ 

(RY－RC) 

0～２５５ 

 

６2：VIAD(アナログ VIA 検出-ON 信号)または 

６3：VIADN(アナログ VIA 検出-OFF 信号) 

６4：VIBD(アナログ VIB 検出-ON 信号)または 

６5：VIBDN(アナログ VIB 検出-OFF 信号) 

注）端子 RY-RC に出力する場合は、端子 FLA-FLC-FLB に出力する場合はに設定します。 

 

アナログVIA［％］

時間［ｓ］

  ―    

ON
OFF

    ＋    

    

アナログVIA検出信号 
RY-RC端子間 
FLA-FLC-FLB端子間 

アナログVIA検出信号：反転 ON
OFF

０
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6．3．７ 周波数指令値を比較する 

  ：周波数指令一致検出幅 

  ：周波数設定モード選択 1 

  ：周波数設定モード選択 2 

・機能

（または）で指定される周波数指令値とVIA, VIB端子からの周波数指令値が±以内に

一致すると、ONまたはOFF信号が出力されます。
 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 周波数指令一致検出幅 0.0～（Hz） 2.5 

 周波数設定モード選択 1 1 

 周波数設定モード選択 2 
1～5 

2 

注）RY-RC 間に出力する場合は、FLA-FLB-FLC 間に出力する場合にはを VIA 端子の場合に

機能番号 52 または 53、VIB 端子の場合に 60 または 61 に設定します。 

  

 
 

例）本機能は、例えば、PID 機能を使用している場合に、フィードバック量がプロセス量に一致したかどうかの

信号を出力させたい時などに使用します。 

PID 機能の説明は、6.14 項を参照ください。 

で指定されている 
周波数指令値 
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6．4 基本パラメータ２ 

6．4．1 端子入力からモータ特性を切り換える 

  ：基底周波数２ 

  ：基底周波数電圧２ 

  ：トルクブースト量２ 

  ：モータ用電子サーマル保護レベル２ 

  ：ストール防止動作レベル２ 
 

・機能

２種類のモータを１つのインバータで切換えて使用する場合や用途や運転方法によって、モータのＶ／Ｆ特性

（２種類）を切換えたい場合に設定します。

注）（Ｖ／Ｆ制御モード選択）は第1モータでのみ有効となります。

第2モータのＶ／Ｆ制御モードは、「Ｖ／Ｆ一定制御」のみになります。
 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 基底周波数２ ２５．０～２００．０（Hz） ６０．０ 

 基底周波数電圧２ 
200Ｖ級：５０～３３０（Ｖ）

400Ｖ級：５０～６６０（Ｖ）

２００（200Ｖ級）／ 

４００（400Ｖ級） 

 トルクブースト量２ ０．０～３０．０（％） 
容量別 

（⇒ K-14 ページ参照） 


モータ用電子サーマル保護レ

ベル２ 
１０～１００（％）／（A） １００ 

 ストール防止動作レベル２ １０～１１０（％）／（A） １１０ 
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■切換え用の端子の設定 

標準出荷設定では、第 2 モータ切換えの端子は割付けられていないので、設定する必要があります。使用してい

ない入力端子に下表の機能番号を割付けてください。 

また、入力端子選択の機能番号により切換えるパラメータが異なります。 

 

入力端子の機能番号 

５ 

AD2 

３９ 

VF2 

４０ 

MOT2

６１ 

OCS2 

使用パラメータ および 適用となるパラメータ 

OFF OFF OFF OFF 
標準出荷状態：、、、、、

、、、

ON OFF OFF OFF  → 、 → 、 → 

OFF OFF OFF ON 
 → 

OFF ON OFF OFF 
＝、 → 、 → 、

 → 、 →  

- - ON - 

＝、 → 、 → 、

 → 、 → 、 → 、

 → 、 → 、 →  

注）パラメータ，，，，は、運転中には切換わりません。停止してから切換えてくだ

さい。 

 

6．5 周波数の優先選択 

6．5．1 数種類の周波数指令を使い分ける 

  ：周波数設定モード選択１ 

  ：周波数優先選択 

  ：周波数設定モード選択２ 

 

・機能

２種類の周波数指令信号の切換えを設定します。

・ パラメータによる設定

・ 周波数による切換え

・ 端子台入力による切換え
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［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 周波数設定モード選択１

１：VIA 

２：VIB 

３：パネル 

４：RS485 通信 

５：外部接点アップダウン 

１ 

 周波数優先選択 
０：（端子入力によりに切換え可能）

１：（出力周波数 1.0Hz 以下は）
０ 

 周波数設定モード選択２

１：VIA 

２：VIB 

３：パネル 

４：RS485 通信 

５：外部接点アップダウン 

２ 

 

１）外部切換え（入力端子機能３８：ＦＣＨＧ有効） 

周波数優先選択＝
にて設定されている指令ととを、端子台からの外部入力によって切換えることができます。 

入力端子機能選択:３８（周波数指令強制切換え）をいずれかの入力端子台に割付けることによって切換え可能です。 

 割付けた入力端子台への指令がＯＦＦの時：にて設定されている指令を選択 

ＯＮの時：にて設定されている指令を選択 

 

２）指令周波数による自動切換え 

周波数優先選択＝ 
にて設定されている指令とを、指令周波数によって自動的に切換えます。 

 で設定された周波数指令値が、１Hz より大きい時：で設定された指令が選択されます。 

 で設定された周波数指令値が、１Hz 以下の時：で設定された指令が選択されます。 
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6．5．2 周波数指令の特性を設定する 

  ：VIＡ入力ポイント１設定 

  ：VIＡ入力ポイント１周波数 

  ：VIＡ入力ポイント２設定 

  ：VIＡ入力ポイント２周波数 

  ：VIB 入力ポイント１設定 

  ：VIB 入力ポイント１周波数 

  ：VIB 入力ポイント２設定 

  ：VIB 入力ポイント２周波数 

  ：通信指令ポイント１設定 

  ：通信指令ポイント１周波数 

  ：通信指令ポイント２設定 

  ：通信指令ポイント２周波数 

・機能

外部からのアナログ信号（０～１０Vdc電圧、４～２０ｍＡdc電流）および通信による周波数設定指令に対す

る出力周波数調整を行います。

 

★ VIA/VIB 入力において、周波数指令特性の微調整をしたい場合には、パラメータ～を調整し
てください。 ⇒ 6. 5. 4 項を参照 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 VIA ポイント１の設定 ０～１００（％） ０ 

 VIA ポイント１の周波数 ０．０～２００．０（Hｚ） ０．０ 

 VIA ポイント２の設定 ０～１００（％） １００ 

 VIA ポイント２の周波数 ０．０～２００．０（Hｚ） ６０．０ 

 VIB ポイント１の設定 ０～１００（％） ０ 

 VIB ポイント１の周波数 ０．０～２００．０（Hｚ） ０．０ 

 VIB ポイント２の設定 ０～１００（％） １００ 

 VIB ポイント２の周波数 ０．０～２００．０（Hｚ） ６０．０ 

 通信指令ポイント１の設定 ０～１００（％） ０ 

 通信指令ポイント１の周波数 ０．０～２００．０（Hｚ） ０．０ 

 通信指令ポイント２の設定 ０～１００（％） １００ 

 通信指令ポイント２の周波数 ０．０～２００．０（Hｚ） ６０．０ 

 

注）ポイント 1 とポイント 2 を同じ設定値にしないで下さい。同じ設定値にしますとが表示されます。 
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１）０～１０Ｖdc 電圧入力の調整（ＶＩＡ，ＶＩＢ） 

VIA 、 VIB 端子
・ポイントの設定により

電圧入力に対する出力
周波数の調整を行いま
す。

・傾きとバイアスが簡単
に設定できます。

／

 １００（％）

 １０V　電圧信号

／

０（ Hz）

／

０（％）

０

／
６０( Hz )

出
力
周
波
数

速度指令

 
 

２）４～２０ｍＡdc 電流入力の調整（ＶＩＡ：ｽﾗｲﾄﾞｽｲｯﾁ VIA（SW3）をＩ側に設定） 

ＶＩＡ端子
・ポイントの設定により電

流入力に対する出力周波

数の調整を行います。

・傾きとバイアスが簡単に
設定できます。

・０～２０ｍＡの電流入力

をする場合はを

に設定してください。


 １００（％）

 ２０ｍＡ　電流信号


０（ Hz）


　２０（％）

　　４


６０( Hz )

出
力
周
波
数

速度指令

 

 

6．5．３ 外部接点入力による周波数設定 

  ：外部接点入力－アップ応答時間 

  ：外部接点入力－アップ周波数ステップ幅 

  ：外部接点入力－ダウン応答時間 

  ：外部接点入力－ダウン周波数ステップ幅 

  ：アップダウン周波数初期値 

  ：アップダウン周波数初期値書換え 
 

・機能

外部からの接点信号により出力周波数の設定をします。
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タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 外部接点入力－アップ応答時間 ０.０－１０.０（ｓ） ０.１ 

 外部接点入力－アップ周波数ステップ幅 ０.０－ＦＨ（Ｈｚ） ０.１ 

 外部接点入力－ダウン応答時間 ０.０－１０.０（ｓ） ０.１ 

 外部接点入力－ダウン周波数ステップ幅 ０.０－ＦＨ（Ｈｚ） ０.１ 

 アップダウン周波数初期値 ＬＬ-ＵＬ（Ｈｚ） ０.０ 

 アップダウン周波数初期値書換え 

０：書換えしない。 

１：電源ＯＦＦ時に、 

を書換えする。

１ 

 

★本機能は、パラメータ（周波数設定モード選択１）＝、またはパラメータ（周波数設定モード

選択２）＝を設定した時に有効です。 

 

■連続信号でアップ／ダウンする場合（パラメータ設定例１） 

アップ／ダウン信号入力時間に比例して出力周波数をアップ／ダウンさせる場合は、次のようにパラメータを設定し

てください。 

パネル周波数増加傾き ＝ ／の設定時間 

パネル周波数減少傾き ＝ ／の設定時間 

パネル周波数指令のアップ／ダウンにほぼ同期して出力周波数をアップ／ダウンさせるためには、次のようにパラメ

ータを設定してください。 

  ＝  ＝ １ 

（／（または））≧（ ／の設定時間） 

（／（または））≧（ ／の設定時間） 

 

≪ 動作例１：連続信号でアップ／ダウンする場合の例≫ 

破線は加減速時間とパネルのアップダウン速度を合わせた時の出力周波数を示します
周波数　０Ｈｚ

下限周波数

傾き　／
傾き　／

上限周波数

ダウン信号

アップ信号

運転指令

設定周波数クリア信号

 

注）下限周波数を設定した場合、電源投入後の初回は周波数指令値が 0Ｈｚから上昇していきますので、下限周波数

へ到達するまでの間、出力周波数は上昇しません（下限周波数で運転）。 

この場合、を下限周波数に設定することで下限周波数到達までの時間が短縮できます。 

周波数指令値は、運転指令が入っていない状態では変更されません。 
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■パルス信号でアップ／ダウンする場合（パラメータ設定例２） 

1 パルス毎に周波数を階段状にアップ／ダウンさせる場合は、次のようにパラメータ設定してください。 

， ≦ パルスＯＮ時間 

， ＝ １パルスでアップ／ダウンする周波数 

＊、で設定した時間未満のパルスには応答しません。クリア信号は、12ms 以上としてくだ

さい。 

 

≪ 動作例２：パルス信号でアップ／ダウンする場合の例≫ 

 

 

  
■信号が同時に入力された場合 

・クリア信号とアップまたはダウン信号が同時に入力された場合、クリア信号が優先されます。 

・アップ信号とダウン信号が同時に入力された場合、アップレートとダウンレートによって周波数が変化します。 

 

■アップダウン周波数初期値の設定について 

電源投入後、0.0Hz 以外の固定周波数から設定を始めたい場合には、（アップダウン周波数の初期値）を 0.0Hz

以外の始めたい周波数に設定してください。 

 

■アップダウン周波数初期値の書換えについて 

電源をしゃ断する直前の周波数を記憶させ、次回電源投入時に、その記憶した周波数から始めたい場合には、

（アップダウン周波数初期値書換え）=1（電源 OFF 時に、を書換えする）に設定してください。 

電源しゃ断のたびにが書き換わるため、注意してください。 

 

■周波数設定範囲について 

０．０Ｈｚ～（最高周波数）が調整範囲です。入力端子から設定周波数クリア（機能番号：４３、４４）入力を

行なうと、下限周波数がすぐにセットされます。 

 

■設定最小単位について 

（フリー単位表示倍率）＝１.００の場合は０.０１Ｈｚ単位の設定が行なえます。 605
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6．5．４ 周波数設定信号の微調整 

  ：ＶＩＡ入力バイアス 

  ：ＶＩＡ入力ゲイン 

  ：ＶＩＢ入力バイアス 

  ：ＶＩＢ入力ゲイン 
 

・機能

アナログ入力端子、ＶＩＡ、ＶＩＢから入力される周波数設定信号と出力周波数との関係を微調整できます。

パラメータ～にておおまかな調整（粗調整）を行なった後に、本パラメータにて微調整をしま

す。

 

 
ＶＩＡおよびＶＩＢ端子に入力される周波数設定信号と出力周波数の特性は下図のとおりです。 
 

 

 
 

★ＶＩＡおよびＶＩＢ入力端子のバイアス調整（、） 

標準出荷設定では、ＶＩＡ／ＶＩＢ端子に多少の電圧/電流をかけて初めてインバータが出力を出すように余裕を

持たせた調整をしてあります。 

この余裕を小さくしたい時には、またはの値を大きくします。 

ただし、大きくしすぎると、周波数指令が０（ゼロ）の時でも出力周波数が出てしまいます。 
 

★ＶＩＡおよびＶＩＢ入力端子のゲイン調整（、） 

標準出荷設定では、ＶＩＡ／ＶＩＢ入力が最大電圧／電流未満で最高周波数に到達するように調整してあります。 

最大電圧／電流で最高周波数になるように調整したい時は、またはの値を小さくします。 

ただし、小さくしすぎると、最大電圧／電流を入力しても最高周波数に達しなくなります。 606
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6．6 運転周波数 

6．6．1 始動周波数 

  ：始動周波数設定 

・機能

で設定された周波数が運転開始後瞬時に出力されます。

加減速時間による始動トルクの応答遅れが影響する場合に使用します。0.5～3Hzに設定することを推奨しま

す。モータの定格すべり量以下にすることで、過電流を押さえることができます。
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 始動周波数設定 ０.５～10.０（Hz） ０.５ 

 

 

6．6．2 周波数設定信号による運転/停止 

  ：運転開始周波数 

  ：運転開始周波数ヒステリシス 

・機能

周波数設定信号だけで運転停止を制御することができます。
 

 

[パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 運転開始周波数 0.0～（Hz） 0.0 

 運転開始周波数ヒステリシス 0.0～（Hz） 0.0 
 

0 A B 100%　 周波数指令値

   ＋  

 

   －  

  周波数設定信号がＢ点に達してから、イ

ンバータは加速し始めます。

減速時は、周波数設定信号がＡ点未満に

なると減速し始めます。

出力周波数［Ｈｚ］

 607
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6．7 直流制動 

6．7．1 直流制動 

  ：直流制動開始周波数 

  ：直流制動量 

  ：直流制動時間 

・機能

モータに直流電流を印加し、大きな制動トルクを得ることができます。モータに印加する直流電流の大きさ、

印加時間、開始周波数を設定することができます。

 

[パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 直流制動開始周波数 0.0～（Ｈｚ） 0.0 

 直流制動量 0～100（%）／（A） ５０ 

 直流制動時間 0.0～20.0（秒） １.0 

 

時間[ｓ]

直流制動開始周波数  

直流制動量  

直流制動時間  

出力周波数［Ｈｚ］

直流制動停止

運転信号（FまたはR） ON

OFF

出力電流［Ａ］

０

０

設定周波数

 
注 1） 直流制動中は、インバータの過負荷保護の感度が上がっています。トリップ防止のため直流制動量を自動調

整することがあります。 

注 2） 直流制動中のキャリア周波数は、パラメータ（PWM キャリア周波数）の設定値に関わらず 6kHz

以下になります。 
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6．8 下限周波数連続運転時自動停止 

6．8．1 下限周波数連続運転時自動停止 

  ：下限周波数連続運転時自動停止 

  ：下限周波数連続自動停止ヒステリシス 

  ：自動停止回復偏差 

  ：自動停止回復フィードバック 
 

 
・機能 

で設定された時間、下限周波数()以下の周波数指令が継続した時、自動的に減速停止します。

パネルに“”が表示されます。（交互点滅） 

周波数指令値が下限周波数()＋を越えた時、または運転指令をＯＦＦした時、本機能による停止

は解除されます。 

ＰＩＤ制御が選択された状態で、、を設定することにより、偏差及びフィードバック量にて

本機能による停止は解除されます。 

 

 
[パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 下限周波数連続運転時自動停止時間
０．０：不動作 

０．１－６００．０(秒)
０．０ 


下限周波数連続自動停止ヒステリシ

ス 

０．０－６００．０(秒)
０．2 

 自動停止回復偏差 
０．０：不動作 

０．１－６００．０(秒)
０．０ 

 自動停止回復フィードバック 
０．０：不動作 

０．１－６００．０(秒)
０．０ 
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出力周波数［Ｈz］ 

 
 
 

+F391 

 

 

 

 

                                       時間［秒］ 

 

     

 

 ON 

運転信号（F-CC 間） OFF 

 

 

注）本機能は、運転開始時や正逆切換え動作中も有効です。 

 

 

 

LL 

ll+f391 

f256の自動停止時間経過で停止

周波数指令値・PID 制御量 

停止から回復 

PID 偏差 

偏差が正になります

が自動停止を維持。

停止から回復 

フィードバック量 

停止から回復 

f392 

f393 

ＰＩＤ制御でない場合も機能します。 ＰＩＤ制御の時にのみ機能します。 

f392=0 が必要です 

偏差>0 が必要です 
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6．9 ジャンプ周波数－共振周波数をジャンプさせる 

  ：ジャンプ周波数１ 

  ：ジャンプ幅１ 

  ：ジャンプ周波数２ 

  ：ジャンプ幅２ 

  ：ジャンプ周波数３ 

  ：ジャンプ幅３ 

・機能

機械系の固有振動数による共振を避けて運転したいときに、共振周波数をジャンプさせることができます。ま

た、ジャンプ中は、ジャンプ周波数に対しヒステリシスを持った特性となります。

 

ジャンプ幅１（）

ジャンプ幅２（）

ジャンプ幅３（）ジャンプ周波数３（）

ジャンプ周波数１（）

ジャンプ周波数２（）

出力指令周波数［Ｈｚ］

周波数設定信号
０

 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 ジャンプ周波数１ 0.0～（Hz） 0.0 

 ジャンプ幅１ 0.0～ 30.0（Hz） 0.0 

 ジャンプ周波数２ 0.0～（Hz） 0.0 

 ジャンプ幅２ 0.0～ 30.0（Hz） 0.0 

 ジャンプ周波数３ 0.0～（Hz） 0.0 

 ジャンプ幅３ 0.0～ 30.0（Hz） 0.0 

★ ジャンプ周波数設定範囲内が重なる設定はしないでください。 

★ 加速・減速中は運転周波数のジャンプは行ないません。 
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6．10 バンプレス操作 

  ：バンプレス操作選択 

LOC
REM

・ 機能

　　　キーにてリモートモードからローカルモードに切り換えた場合、リモートモードの運転・停止状態と運

転周波数がローカルモードに移行します。ローカルモードからリモートモードに切り換えた場合は、ローカル

モードの運転・停止状態と運転周波数はリモートモードに移行されません。

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 バンプレス操作選択 
0：なし 

1：あり 
1 

 
例：リモートモード（：端子台の場合） 

 
 

 

 

リモートモード ローカルモード

ON 
OFF 

キー

運転周波数

F 端子 

内部運転

コマンド 

ローカルモード リモートモード

リモートモード
の周波数指令 

リモートモードからローカルモ

ード切換時の運転周波数、運

転・停止状態がそのままローカ

ルモードに移行されます。 

左記例の場合、運転は継続され

ます。 

ローカルモードからリモート切

換時は、リモートモードの状態

により運転・停止、運転周波数

が決定します。 

左記例の場合、切換時に運転状

態であるため運転は継続されま

す。 

リモートモードの運転・停止状態、運転周波数をローカルモードに移行したくない場合は：（なし）

に設定してください。この場合、停止中のみ   キーを受け付けます。 

キー

運転周波数

F 端子 

内部運転

コマンド 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

LOC
REM

LOC
REM

LOC
REM

612
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6．11 ＰＷＭキャリア周波数 

  ：ＰＷＭキャリア周波数 

  ：まろやか制御 

  ：キャリア周波数制御モード選択 

・機能

１）PWMキャリア周波数を切り換えると、モータの磁気騒音の音色を変えることができます。また、負荷機械やモ

ータのファンカバーとの共振が発生した場合に、調整すると有効です。

２）インバータの発する電磁的なノイズを低減する効果もあります。この場合は、キャリア周波数を下げてくださ

い。注）電磁ノイズは小さくなりますが、モータの磁気騒音は大きくなります。

３）まろやか制御はキャリア周波数を下げた場合にキャリア周波数のパターンを変えて、モータ電磁音を軽減する

ことが可能です。
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 PWM キャリア周波数 ６.０～1６.０（kHz）（※） 
12.０または 8.0 

容量別 
（⇒ K-14 ページ参照） 

 まろやか制御 ０：なし、１：あり ０ 

 キャリア周波数制御モード選択

０： キャリア周波数自動低減なし。
１： キャリア周波数自動低減あり。
２： キャリア周波数自動低減なし、

400V クラス対応あり。 
３：キャリア周波数自動低減あり、

400V クラス対応あり。 

１ 

 
※ＰＷＭキャリア周波数を変更した場合、定格電流の低減が必要な機種があります。 

次図にしたがってください。 
※高キャリア時にキャリア周波数自動低減なしに設定すると、ありの時に比べて過電流などでトリップしやすく

なります。 
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定格負荷電流の低減 
[200V クラス IP20] 
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[400V クラス IP20] 
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★ 前図の電流値が、インバータ過負荷保護（）の計算の基準となっています。 
★ ＝またはに設定した場合、電流が増加してキャリア周波数自動低減レベルに達すると、トリ

ップが発生します。 
★ まろやか制御は、モータ磁気音が特に気になる運転周波数の低い領域で動作します。 

また、キャリア周波数（）を、7.1kHz 以上の高キャリア周波数に設定した場合は、モータ磁気音が
小さいため、まろやか制御は動作しません。 

★ キャリア周波数制御モード選択（）を 2 または３に設定した場合、キャリア周波数（）は、
6kHz に設定することをお勧めします。出力電圧が低下する恐れがあります。 

 

6．12 トリップレス強化設定 

6．12．1 瞬停再始動（モータフリーラン中の再始動） 

  ：瞬停再始動制御選択 
 

注 意 
 
 
 

指示 

・モータ、機械に近づかないこと 
瞬時停電が発生し、一旦停止したモータ、機械が復電後（突然）始動します。 
思わぬ怪我の原因になります。 

・インバータ、モータ、機械に対し、瞬停再始動による注意書を貼付け、事故の未然防止の対策を図ってくだ
さい。 

 

・機能

瞬時停電時フリーラン中のモータの回転数と回転方向を検出し、復電後再起動をスムーズに行うことができま

す（モータスピードサーチ機能）。また、商用運転からモータを止めることなくインバータ運転に切り換える

ことができます。

動作中は“”が表示されます。
 

 
タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 瞬停再始動制御選択 

０：なし 
１：瞬停再始動時 
２：ST-CC 入/切時 
３：瞬停再始動時または ST-CC 入/切時 
４：始動時 

０ 

＊リトライから再始動した場合には、本パラメータによらず、この機能が動作します。 
 

１）瞬停後の再始動（瞬停再始動機能） 

入力電圧

モータ回転速度

FまたはR間 ON

OFF  

★ ＝または：主回路電源が電圧不足を検出したあとの復電後に動作します。 616
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２）フリーラン中のモータの起動（モータスピードサーチ機能） 

モータ回転速度

FまたはR間
ON

OFF

ST-CC間
ON

OFF 

★ ＝または：ST-CC 間を開放し、再度短絡したときに動作します。 

注）端子機能 ST は、いずれかの入力端子にパラメータ～、にて割付ける必要があります。 

 

３）始動時に行なう 
＝に設定すると、毎回始動時にモータスピードサーチを行ないます。 

インバータでモータを運転していない間に外部の要因でモータが回転している場合に有効です。 

注意!!

・再始動時にモータの回転数を検出するため、３００ｍｓ程度の時間がかかります。

このため、通常よりも始動時間が遅くなります。

・本機能は１台のインバータに１台のモータを接続して運転する場合に使用してください。

１台のインバータに複数台のモータを接続して運転するシステムでは正常に動作しない場合があります。

 

6．12．2 瞬停フリーラン停止選択 

  ：瞬停フリーラン停止選択 
 

・機能

瞬停フリーラン停止　：運転中に瞬時停電が発生した場合、強制フリーラン停止します。停止中は、パネルに

“”表示されます。（交互点滅）

強制フリーラン停止後は、運転指令を一旦ＯＦＦするまで停止状態を持続します。
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 瞬停フリーラン停止選択 

0:なし 

1:－（選択しないでください）

2:フリーラン停止 

0 

 

[瞬時停電が発生した場合] 

モータ回転数

入力電圧
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6．12．3 リトライ機能 

  ：リトライ選択（回数） 
 

注 意 
 

 

 

指示 

・モータ、機械に近づかないこと 

リトライ機能を選択すると、アラーム発生後一旦停止したモータ、機械が選定した時間経過後（突然）始動

します。思わぬ怪我の原因になります。 

・インバータ、モータ、機械に対し、リトライ機能付きによる注意書を貼付け、事故の未然防止の対策を図っ

てください。 
 

・機能

インバータにアラームが発生した場合に、インバータを自動的にリセットします。リトライ中はモータスピー

ドサーチが必要に応じて自動的に作動し、モータのスムーズな立ち上げが可能になります。

 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 リトライ選択（回数） 0:なし，1～10 回 0 
 

トリップ原因とリトライプロセスを示します。 

トリップ原因 リトライプロセス 停止条件 

瞬時停電 

過電流 

過電圧 

過負荷 

過熱 

連続１０回までリトライ 

 １回目：トリップ発生より約１秒後 

 ２回目：トリップ発生より約２秒後 

 ３回目：トリップ発生より約３秒後 

        

１０回目：トリップ発生より約１０秒後 

リトライ中に瞬時停電や過電流、

過電圧、過負荷以外のトリップが

発生した場合。 

設定回数でリトライできなかった

場合。 

★以下のトリップ発生時にはリトライは行ないません。 

, , , , , , , , , , , , , , , 
, , , , , , , , ,  

★リトライ中は、保護動作検出リレー（ＦＬＡ，Ｂ，Ｃ端子）は出力されません。（標準出荷設定） 

★リトライ中にも、保護動作検出リレー（ＦＬＡ，Ｂ，Ｃ端子）を出力させたい場合には、に機能番号 36

または 37 を割付けてください。 

★過負荷（，）トリップの場合、仮想冷却時間を設けています。 

この時のリトライ動作は（仮想冷却時間＋リトライ時間）後となります。 

★過電圧（～）トリップの場合、直流部電圧が低下するまで、リトライ動作を待ちます。 

★過熱（）トリップの場合、インバータ内部が運転可能な温度に低下するまで、リトライ動作を待ちます。 

★トリップ保持選択(＝)を設定し、トリップ後に電源を再投入した場合は、を設定してもリトラ

イ動作を行なわないので、ご注意ください。 

★リトライ中は、表示と状態モニタ表示選択で設定されたモニタとの交互点滅となります。 

★リトライ回数のカウントは、リトライ成功後、一定期間トリップが発生しなければ、クリア（リトライ回数 0 回）

されます。 

リトライ成功とは、インバータ出力周波数が、トリップすることなしに指令周波数に達することです。 
 

 

… 
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6．1２．4 過電圧トリップを避ける 

  ：過電圧制限動作 

  ：過電圧制限動作レベル 
 

・機能
減速時または定速運転中に直流部の電圧が上昇した場合、過電圧トリップするのを防ぐために、出力周波数を
一時的に一定にしたり、上昇させたりします。過電圧制限動作時における減速時間は設定より長くなる場合が
ありますので注意してください。

 

過電圧制限動作レベル 

直流部
電圧

出力
周波数

  ：過電圧制限動作レベル

 

[パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 


過電圧制限動作選択 

（減速停止モード選択） 

０： あり 

１： なし 

２： あり（短時間減速） 

３： あり（ダイナミック短時間

減速） 

２ 

 過電圧制限動作レベル １００～１５０％ １４０％ 

★＝（短時間減速）に設定すると、減速中に過電圧制限動作レベルに達すると、モータに印加する電圧を

高くし（過励磁制御）、モータで消費するエネルギーを多くすることにより、通常の制御よりも速く減速できる可

能性があります。 

★＝（ダイナミック短時間減速）に設定すると、減速状態になるとすぐに、モータに印加する電圧を高く

し（過励磁制御）、モータで消費するエネルギーを多くすることにより、短時間減速制御よりもさらに速く減速で

きる可能性があります。 
 

6．12．5 出力電圧調整/電源電圧補正 

   ：基底周波数電圧 1 

  ：電源電圧補正（出力電圧制限） 

・機能
基底周波数電圧1
基底周波数１（）の電圧を設定します。また、それ以上の電圧が入力されても以上には出力させなくす
ることができます。（が０，１の時有効となります）
電源電圧補正
入力電圧が低下しても、V/Fの比を一定にします。低速時のトルクの低下を抑えます。

 
○電源電圧補正 入力電圧が変動してもＶ／Ｆ比を一定の値に保ちます。 

○出力電圧制限 基底周波数以上で電圧を制限します。誘起電圧の低い特殊モータを運転する場合に適用し

ます。  
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[パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 基底周波数電圧 1 
２００Ｖ機種：５０～３３０(Ｖ) 
４００Ｖ機種：５０～６６０(Ｖ) 

200V 機種：200V 
400V 機種：400V 


電源電圧補正 
（出力電圧制限） 

０：電源電圧補正なし・出力電圧制限あり
１：電源電圧補正あり・出力電圧制限あり
２：電源電圧補正なし・出力電圧制限なし
３：電源電圧補正あり・出力電圧制限なし

３ 

★＝，の場合、出力電圧は入力電圧に比例して変動します。 

★基底周波数電圧 1（）を入力電圧以上に設定しても、出力電圧が入力電圧を上回ることはありません。 

★モータ定格に合わせて電圧と周波数の比を設定できます。＝、に設定すると基底周波数以上の運転

がある場合、入力電圧の影響で出力電圧が高くならないようにすることができます。 

★パラメータＶ／Ｆ制御モード選択（）を～に設定すると、の設定にかかわらず「電源電圧補正

あり」となります。 

 

[０：電源電圧補正なし・出力電圧制限あり] [１：電源電圧補正あり・出力電圧制限あり] 

出
力
電
圧

入力電圧

[Ｖ]

出力周波数 

高い

低い

０



＊ Ｖ／Ｆ制御選択＝０，１の場合です。

＊ 入力電圧以上の出力はできません。

 



出
力
電
圧

[Ｖ]

出力周波数 
　０

入力電圧

 高い

 低い

 

 

[２：電源電圧補正なし・出力電圧制限なし] [３：電源電圧補正あり・出力電圧制限なし] 

出
力
電
圧

入力電圧

[Ｖ]

出力周波数  

高い

低い

０

＊ Ｖ／Ｆ制御選択＝０，１の場合です。

＊ 入力電圧以上の出力はできません。

 



出
力
電
圧
[Ｖ]

出力周波数 
０

入力電圧

高い

低い

＊に入力電圧以下の設定をしても基底周波数１
以上の出力周波数では以上の出力電圧が
発生しますので、ご注意ください。
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6．12．6 逆転運転を禁止する 

  ：逆転運転禁止選択 

・機能
運転信号の誤入力による正転／逆転運転を防止します。

 
 

[パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 逆転運転禁止選択 
0：正転・逆転許可 
1：逆転禁止 
2：正転禁止 

0 

 

6．1３ ドゥループ制御 

 

 ：ドゥループゲイン 

 ：ドゥループ不感帯トルク電流 
 

・機能
モータに負荷トルク電流に応じたすべり（垂下特性）をもたせる運転をする機能です。
不感帯トルクとゲインの調整を行ないます。

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 ドゥループゲイン 0～100% 0% 

 ドゥループ不感帯トルク電流 0～100% 10% 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ドゥループ制御は、トルク電流Ｔ1（％）の時に、指令周波数ｆ0（Hz）に対して、カ行時はドゥループ周波数Δ

ｆ（Hz）だけ低い周波数の運転周波数ｆ1（Hz）で運転する機能です。（上図参照） 

・ドゥループ周波数は、以下の計算式にて求められる値です。 

ドゥループ周波数Δｆ（Hz）＝基底周波数 ××（トルク電流Ｔ1－） 
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・不感帯トルク電流以上のトルク電流時に、周波数の減少（力行時）、または増加（回生時）を行います。 

上図は、力行時の例です。回生時は周波数が増加するような制御を行ないます。 

・ドゥループ制御は以上のトルク電流の領域で有効となります。 

・トルク電流の大きさによって、ドゥループ周波数Δｆが変化します。 
 

注）基底周波数が 100Hz を超える場合は、100Hz として計算します。 

始動周波数（）～最高周波数（）間で制御します。 

 

［計算例］ 

パラメータ設定：基底周波数＝60（Hz）、ドゥループゲイン＝10（％） 

ドゥループ不感帯トルク電流＝30（％） 

指令周波数ｆ0＝50（Hz）、トルク電流Ｔ1＝100（％）の時のドゥループ周波数Δｆ（Hz）および運転周波数 

ｆ1（Hz）は次のようになります。 

 ドゥループ周波数Δｆ（Hz）＝ ××（Ｔ1－） 

＝60（Hz）×10（％）×（100（％）－30（％）） 

＝4.2（Hz） 

 運転周波数ｆ1（Hz）＝ｆ0－Δｆ＝50（Hz）－4.2（Hz）＝45.8（Hz） 

 

6．14 ＰＩＤ制御を行う 

  ：ＰＩＤ制御開始待ち時間 

  ：ＰＩＤ制御 

  ：比例ゲイン 

  ：積分ゲイン 

  ：微分ゲイン 

  ：PID 正逆特性選択 
 

・機能

検出器からのフィードバック信号（４～２０ｍＡ、０～１０Ｖ）を入力して、風量、流量、圧力一定などのプ

ロセス制御が行えます。

 
 

 [パラメータ設定] 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 ＰＩＤ制御開始待ち時間 ０～２４００（秒） ０ 

 ＰＩＤ制御 

０：なし 

１：あり（フィードバック VIA）

２：あり（フィードバック VIB）

０ 

 比例ゲイン ０.０１～１００.０ ０.３０ 

 積分ゲイン ０.０１～１００.０ ０.２０ 

 微分ゲイン ０.００～２.５５ ０.００ 

 PID 正逆特性選択 0:正特性（標準）1:逆特性 ０ 
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１）外部接続 

 

２）ＰＩＤ制御インターフェースの種類 
ＶＦＦＳ1 のＰＩＤ制御時のプロセス量入力値（周波数設定）とフィードバック入力値は次の組合せが可能です。 

プロセス量入力値（周波数設定） フィードバック入力値 

内容 周 波 数 設 定 モ ー ド 選 択 1

/

PID 制御 



①外部アナログ設定 

VIA（DC：4～20mA/0～10V）


②外部アナログ設定 

VIB（DC：0～10V） 


③パネル入力設定 

④RS485 通信 

⑤外部接点アップダウン 

⑥内部多段速設定 －（＝０）

1：外部アナログ入力 

VIA（DC：4～20mA/ 

DC：0～10V） 

２：外部アナログ入力 

VIB（DC：0～10V） 

注 1）/の設定値について：フィードバック入力で使用する端子（VIA または VIB）をプロセス

量入力端子に使用しないでください。 

注 2）フィードバック量とプロセス量の一致（到達）信号を出力できます。空いている出力端子に VIA 端子の場

合に機能番号 52 または 53、VIB 端子の場合に 60 または 61 を割付けます。 

周波数一致検出幅（）も設定できます。 ⇒ 詳細は 6. 3. 5 項を参照。 


３）ＰＩＤ制御の設定を行う 
拡張パラメータ（ＰＩＤ制御）に“”あり（VIA）または“”あり（VIB）を設定してください。 

（１）パラメータ（加速時間），（減速時間）はシステムに合わせた時間に設定します。 

（２）出力周波数の制限が必要な場合には、パラメータ（上限周波数），（下限周波数）を設定します。た

だしプロセス量をパネルで設定する場合は、プロセス量の設定範囲が（上限周波数），（下限周波数）

で制限されます。 

（３）ＰＩＤ制御とオープンループ制御の切り換えに「ＰＩＤ制御禁止」端子入力（機能番号１４）を利用するこ

とができます。また、「ＰＩＤ制御積分量クリア」端子入力（機能番号６５）も利用できます。必要に応じて

設定してください。 

（４）パラメータ F380 または入力端子に「ＰＩＤの特性切換」（機能番号７２）を利用することで、ＰＩＤ入力

の特性を反転することができます。必要に応じて設定してください。両方、設定した場合、正特性となりま

す。 623
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４）ＰＩＤ制御のゲインを調整する 
プロセス量、フィードバック入力信号、制御対象にあわせてＰＩＤ制御のゲインを調整してください。 

ゲイン調整パラメータはつぎのものがあります。 

パラメータ 設定範囲 標準出荷設定値 

（Ｐゲイン） ０.０１～１００.０ ０.３０ 

（Ｉゲイン） ０.０１～１００.０ ０.２０ 

（Ｄゲイン） ０.００～２.５５ ０.００ 



（Ｐゲイン）について 

ＰＩＤ制御の比例ゲインです。偏差（周波数設定値とフィードバック量の差）に乗ずる係数で偏差に比例した補正

量を得る動作です。 

この値を大きくしますと応答性が速くなりますが必要以上に大きな値を入れますとハンチング等の不安定現象を起

こします。 

応答遅い（＝小）

応答速い

プロセス量設定値

時間

（＝大）

フィードバック量

 

 

（Ｉゲイン）について 

ＰＩＤ制御の積分ゲインです。比例動作で残る偏差（残留偏差オフセット）を０にします。 

この値を大きくしますと残留偏差が少なくなりますが必要以上に大きな値を入れますとハンチング等の不安定現象

をおこします。 

残留偏差

プロセス量設定値

時間

フィードバック量

＝小

＝大

 



★入力端子のいずれかに入力端子機能 65（PID 制御積分量クリア）を割付け、その入力端子を ON している間は、

積分量を常に 0（ゼロ）として計算させることができます。
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（Ｄゲイン）について 

ＰＩＤ制御の微分ゲインです。偏差（周波数設定値とフィードバック量の差）の急変に対応する応答をよくするた

めの動作をします。 

この値を必要以上に大きくすると出力周波数が大きくふらつく不安定現象をおこすことがあります。 

 

 



５）アナログ指令電圧を調整する 
外部アナログ設定（ＶＩＡまたはＶＩＢ）またはフィードバック入力（ＶＩＡまたはＶＩＢ）は必要により電圧の

スケーリング調整（入力ポイント設定）を行ってください。 ⇒ 詳細は 6. 5. 2 項を参照 

フィードバック入力値が小さい場合等ゲイン調整として使用することも可能です。 

 

ＶＩＢ端子設定例 ＶＩＡ端子設定例（電圧入力） ＶＩＡ端子設定例（電流入力） 



(60Hz)



(0Hz)

　０Ｖ



　０％

１０Ｖ



１００％

出
力
周
波
数

ＶＩＢ入力値  


(60Hz)



(0Hz)
０Ｖ



　０％

１０Ｖ



１００％

出
力
周
波
数

ＶＩＡ入力値  



(60Hz)



(0Hz) 　４mA



　２０％

２０mA



１００％

出
力
周
波
数

ＶＩＡ入力値  
 

６）ＰＩＤ制御を開始するまでの時間を設定する 
立上げ時などに、制御系が安定するまでの間、ＰＩＤ制御をさせたくない場合に、ＰＩＤ制御を開始するまでの待

ち時間を設定することができます。 

パラメータで設定する時間内は、フィードバック入力信号は無視し、プロセス量で指定される周波数で運転

し、設定時間経過後ＰＩＤ制御モードに移行します。 
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6．15 モータの定数を設定する 

6．15．1 モータの定数を設定する（基本） 
  ：オートチューニング 

  ：すべり周波数ゲイン 

  ：自動トルクブースト量 

  ：モータ定格電流 

  ：モータ無負荷電流 

  ：モータ定格回転数 

  ：速度制御応答係数 

  ：速度制御安定係数 

 
ベクトル制御、自動トルクブースト、自動省エネを使用するときは、モータ定数の設定（チューニング）が必要に

なります。設定方法には以下に示す 2 つがあります。 

１）制御モード()とオートチューニング()の設定を個別に行う方法。 

２）制御モード()と、手動設定によるチューニングを行う方法 

 

★ベクトル制御はインバータ定格とモータ容量の組合せが２枠以上異なると正常に動作しない場合があります。 

運転中に電流波形が振動する場合、速度制御安定係数（）を大きくしてください。振動を抑制することが

できます。 

★運転するモータの基底周波数（定格回転数）および基底周波数電圧（定格電圧）が、それぞれパラメータお

よびに一致していることを確認願います。異なる場合には、必ずパラメータの設定をお願いします。 

★インバータ容量に対して、枠下のモータを運転する場合には、モータ定格電流（）の設定をお願いします。 

 

［選択１：ベクトル制御とオートチューニングの個別設定］ 
べクトル制御および自動トルクブーストとオートチューニングを個別に設定します。 

省エネ制御、（制御選択）で制御モードを設定したあとで、オートチューニングを行います。 

 

オートチューニング ＝（オートチューニングする）に設定  
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 オートチューニング 

０：オートチューニングなし 

（内部データを使用） 

１：モータ定数（）の初期化（実行後 0）

２：オートチューニングの実行（実行後０） 

０ 
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（１） 少なくとも駆動モータ銘板の定格値を下記パラメータに設定してください。 
 
タイトル 機 能 調整範囲 

 基底周波数１ 25.0-200.0 (Hz) 

 基底周波数電圧１ 
200V クラス：50～330 (V) 

400V クラス：50～660 (V) 

 モータ定格電流 0.1～200.0 (A) 

 モータ定格回転数 100～15000 (min-1) 

 

（２） ＝を設定し運転してください。始動時にチューニングを行ないます。 
 

★オートチューニング時の諸注意

①オートチューニングは、モータを接続し、完全に停止した状態で行ってください。

運転停止直後に行うと残留電圧によりチューニングが正常に行われないことがあります。

②チューニング中のモータは、ほとんど回転しませんが、電圧を印加していますのでご注意ください。

チューニング中、パネル表示は“”となります。

③チューニングは、＝を設定した後の最初の始動時に行ない、通常３秒以下で完了します。異常が

ある場合には、トリップしモータ定数はセットされませんので、ご注意ください。

④高速モータや高すべりモータなどの特殊モータはオートチューニングできません。次項［選択2］に従い手

動によるチューニングを行ってください。

⑤チューニング中のモータトルク不足から失速落下する危険がありますので、注意してください。

⑥オートチューニング不可またはオートチューニングエラー（）が発生する場合には［選択2］のマ

ニュアルチューニングを行ってください。

⑦オートチューニング時、出力欠相（）トリップが発生する場合には、インバータとモータ間の配線

をご確認ください。オートチューニング時、出力欠相検出動作選択（）の設定にかかわらず、出力

欠相の検出を行ないます。

 
 

［選択２：ベクトル制御と手動チューニングの個別設定］ 
オートチューニング設定時にチューニングエラー“”が表示された場合や、ベクトル制御の特性を改善し

たい場合は、個別のモータ定数を設定することができます。 
 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 すべり周波数ゲイン ０～１５０（%） ５０ 
 自動トルクブースト量 ０.０～３０.０（%） 
 モータ定格電流 ０.１～2００.０（A） 

 モータ無負荷電流 １０～１００（%） 
 モータ定格回転数 １００～15０００（min-1） 

容量別 
（⇒ K-14 ページ参照） 

 速度制御応答係数 １～１５０ 4０ 
 速度制御安定係数 １～１００ 2０ 
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設定手順 下記パラメータを調整します。 
： モータのすべりに対する補償ゲインを設定します。大きくするとモータのすべりを小さくすることが

できます。を設定の上、にて微調整します。 

： モータの１次抵抗成分を調整します。オートチューニング値を使用してください。 

： モータの定格電流値を設定します。モータの銘板またはテストレポートを見てください。 

： モータの無負荷電流の定格電流に対する比率を設定します。モータのテストレポートから無負荷電流

値を見て、定格電流値で割った値を%で設定します。 

： モータの定格回転数を設定します。モータの銘板またはテストレポートを見てください。 

： とともに、周波数指令に対する実速度の応答を調整します。 

： とともに、周波数指令に対する実速度の応答を調整します。 
 

★負荷の慣性モーメントに対する調整の方法 

標準出荷設定では、負荷慣性モーメント（モータ軸を含む）の値を、モータ軸の 3 倍を想定して最適となるよ

うに設定しています。負荷慣性モーメントが 3 倍と異なる場合には, を負荷慣性モーメントの

比率で調整してください。 

以上の調整は、実際の応答を確認しながら、10%ずつ程度を目安に調整してください。 

との設定によっては、最短加速を行った場合、上限周波数を越えることがありますので、ご注

意ください。 

 

6．15．2 モータの定数を設定する（応用） 
  ：励磁電流係数   ：モータ調整係数 

  ：失速防止制御係数 1   ：最大電圧調整係数 

  ：失速防止制御係数 2   ：波形切換え調整係数 
 

★ほとんどの場合、前項で説明したパラメータの設定にて調整可能ですが、さらに詳細な設定が必要な場合、上記のパラメー

タを調整します。詳細はお問い合わせください。 
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6．16 加減速パターンおよび第 2 加減速 

6．16．1 加減速パターンの設定 

  ：加減速１のパターン 

  ：Ｓ字下限調整量 

  ：Ｓ字上限調整量 
 

・機能

用途に適した加速・減速パターンを選択できます。
 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 加減速１のパターン 0：直線，1：Ｓ字１，2：Ｓ字２ 0 
 Ｓ字下限調整量 0～50% 10% 
 Ｓ字上限調整量 0～50% 10% 

 

１）直線加減速 
一般的な加減速パターンです。 

通常はこの設定で使用できます。 

 

 

 

 

 

２）Ｓ字加減速１ 
60Hz 以上の高速域まで、短時間で加

速・減速する必要がある場合や、加減

速時のショックを和らげるとき使用

します。搬送機などに適しています。 

 

 

 

 

 

 

 

出力周波数［Ｈｚ］

 

最高周波数 

時間 ［ｓ］ 
０



実際の加速時間

最高周波数  

設定周波数

 × 

 ×  

時間 ［ｓ］ 

出力周波数［Ｈｚ］

０
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３）Ｓ字加減速２ 
モータの加速トルクが小さい界磁弱

め領域でゆっくり加速します。高速ス

ピンドル運転などに適しています。 

 

 

 

 

 

 

 

6．16．2 加減速1・2の切換え 

  ：加速時間２ 

  ：減速時間２ 

  ：加減速 2 のパターン 

  ：加減速時間 1･２選択 

  ：加減速 1･２切換え周波数 

 
 

・機能

加速・減速時間はそれぞれ2種類設定することができます。選択・切換えの方法は

　　1)パラメータによる選択

　　2)周波数による切換え

　　3)端子による切換え

の３つから選べます。

 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 加速時間２ 0.0～3200（秒） 10.0 
 減速時間２ 0.0～3200（秒） 10.0 

 加減速１･２選択 
：加減速 1 
：加減速２ 

1 

 

最高周波数  

設定周波数



実際の加速時間

出力周波数［Ｈｚ］

時間［ｓ］
０

基底周波数
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１）パラメータによる選択 

時間［ｓ］

出力周波数［Ｈｚ］

 

 

  

０

＝

＝

 
標準出荷設定では、加速・減速時間１が設定されています。を変更することで、加速・減速時間 2 を選択

できます。 

＝（パネル入力有効）の時有効となります。 

 

２）周波数による切換え－設定した周波数から加減速時間を自動的に切換える 
タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 加減速 1･2 切換え周波数 0.0～ 0.0 

 

 

①加速時間の傾きで加速 

②加速時間の傾きで加速 

 

③減速時間の傾きで減速 

④減速時間の傾きで減速 
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３）端子による切換え－外部端子により加減速時間を切換える 

 

①加速時間の傾きで加速 

②加速時間の傾きで加速 

 

③減速時間の傾きで減速

④減速時間の傾きで減速

 
 

■パラメータの設定方法 

a）運転方法は端子入力 

 運転操作選択をに設定します。 

 

b）空いている端子を切換え用に使用します。 

 

例）RES 加減速切換え信号に設定 

 

タイトル 機  能 調整範囲 設 定 値 

 入力端子選択 3（RES） 0～72 5(第 2 加減速選択) 
 

■加減速パターン 

加減速 1･2 でそれぞれ個別の加減速パターンが選択できます。 

１）直線加減速 

２）Ｓ字加減速１ 

３）Ｓ字加減速２ 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 加減速 1 のパターン 0 

 加減速 2 のパターン 

０：直線 
１：Ｓ字１ 
２：Ｓ字２ 0 

 

★Ｓ字下限調整量()，Ｓ字上限調整量()は全ての加減速S字1のパターンへ同時に適用されます。 

⇒ 加減速パターンの詳細は 6. 16. 1 項を参照 
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6．17 保護機能 

6．17．1 モータ用電子サーマル保護の設定 
  ：モータ用電子サーマル保護レベル１ 

  ：モータ用電子サーマル保護レベル 2 

  ：モータ用 150%過負荷トリップ検出時間 

  ：サーマルメモリ選択 

・機能

モータの定格、特性に合わせて電子サーマルの保護特性を選択します。
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 モータ用電子サーマル保護レベル１ 10～100（%）／（A） 100 
 モータ用電子サーマル保護レベル 2 10～100（%）／（A） 100 


モータ用 150%過負荷トリップ検出
時間 

10～2400（s） 300 

 サーマルメモリ選択 
０：なし 
１：あり 

0 

注）100％基準値は、銘板記載の定格出力電流値です。 

⇒ 詳細は 5. 12 項を参照 
 

6．17．2 電流ストールの設定 

  ：ストール防止動作レベル 1 

  ：ストール防止動作レベル 2 
 

注 意 
 
 
 

禁止 

・ストール防止動作レベル（）を極端に低く設定しないこと。 
ストール防止動作レベル（）をモータ無負荷電流付近もしくはそれより低い値に設定した場合、ス
トール防止機能が常に動作し、回生と判断すると周波数を上昇させます。 
通常の使用方法ではストール防止動作レベル（）を３０％以下にはしないで下さい。 

 

・機能

で設定したレベル以上の電流が流れた場合に、ストール防止動作が働き、出力周波数を調整します。
  

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 ストール防止動作レベル 1 
 ストール防止動作レベル 2 

10～110（%）／（A） 110 

 
[ストール防止動作中の表示] 

アラーム中（ストール防止動作レベル以上の電流が流れようとする時）は、出力周波数が変化すると同時にそ

の左に“”が点滅表示されます。 

表示例       633
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★からへは端子入力によって切換えることができます。 

⇒ 詳細は 6. 4. 1 項を参照 

注）100％基準値は、銘板記載の定格出力電流値です。 

 

6．17．3 インバータトリップ保持 

  ：トリップ保持選択 

・機能

インバータトリップ時にトリップの内容を保持します。この場合、電源をリセットしても記憶したトリップ内容を表

示させることができます。
 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 トリップ保持選択 
0：電源 OFF でクリア

1：電源 OFF でも保持
０ 

★ 状態モニタで過去４回までのトリップ原因を表示することができます。 

★ 電源を再投入すると、トリップ時の状態モニタのデータは保持できません。過去のトリップ履歴のモニタは保

持します。 

★ リトライ動作中に電源を切→入した場合も、トリップ保持状態となります。 
 

■=の場合の動作 
 

トリップ発生

パネルまたは

端子でリセット

電源切→入

によるリセット

リセット完了

トリップの要因が

残っている場合

トリップの要因が

解除されている場合

通常運転

再トリップ

・原因表示

・故障信号FL動作

トリップ状態保持

・原因表示

・故障信号FL不動作
 

 

6．17．4 非常停止 

  ：非常停止選択 

  ：緊急直流制動停止時間 

・機能

外部トリップ停止時の停止方法を設定します。停止すると、トリップ（表示）およびFLリレーも動作しま

す。また、を(緊急直流制動停止)とした場合は、（直流制動量），（緊急直流制動停

止時間）を設定してください。
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１）端子からの外部トリップ停止 
外部トリップ停止は、a 接点で行うことができます。下記手順に従って、外部停止用端子の割付と停止方法

を選択してください。 

 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 非常停止選択 

0:フリーラン停止 

1:減速停止 

2:緊急直流制動停止 

０ 

 緊急直流制動停止時間 0.0～２0.0（秒） １.０ 

 直流制動量 0～100（%） ５0 

 

（端子の割り当て例）ＲＥＳ端子にトリップ停止の機能を割り当てる場合 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 

 入力端子機能選択３（ＲＥＳ） 0～７2 
１１ 

(外部トリップ停止) 

注１） パネル運転中でも端子からの非常停止が行えます。 

注２） =２（緊急直流制動停止）を選択した場合で通常停止時に直流制動不要の場合には、直流制動開

始周波数（）＝０.０Ｈｚに設定してください。 
 

２）パネルからの非常停止 

パネル運転以外の時にパネルから非常停止可能です。 

パネルの   キーを２回押すことで非常停止が行なえます。 

①   キーを押す―――――― “”が点滅します。 

②もう一回   キーを押す――の設定に従い、トリップ停止します。 

“”を点滅表示し、故障検出信号が出力されます（FL リレー動作）。 

 

6．1７．5 出力欠相検出動作 

  ：出力欠相検出動作選択 

・機能

インバータ出力側の欠相検出を行います。１秒間以上欠相状態が続くとトリップ動作しＦＬ動作します。同時

にの保護表示を行います。

商用切換等でモータとインバータ間を開放する場合には＝に設定してください。

高速モータなどの特殊モータでは誤検出する場合があります。

 
 

STOP

STOP

STOP
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＝： 出力欠相トリップなし。 

＝： 電源投入後、初回の運転開始時に出力欠相を検出します。１秒間以上欠相状態が続くとトリップし

ます。 

＝： 運転開始時、毎回出力欠相を検出します。１秒間以上欠相状態が続くとトリップします。 

＝： 運転中に欠相検出します。1 秒間以上欠相状態が続くとトリップします。 

＝： 運転開始時および、運転中に欠相検出します。１秒間以上欠相状態が続くとトリップします。 

＝： 全相欠相を検出した場合、再接続時に再始動します。 

瞬停再始動時は検出しません。 

注）オートチューニング時は、本パラメータの設定にかかわらず出力欠相検出を行ないます。 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 出力欠相検出動作選択 

０：なし 

１：始動時（電源投入後 1 回目のみ）

２：始動時（毎回） 

３：運転中 

４：始動時＋運転中 

５：出力側しゃ断検出あり 

0 

 

6．17．6 入力欠相検出機能 

  ：入力欠相検出動作選択 

・機能

インバータ入力側の欠相検出を行います。主回路コンデンサ部のリップル電圧の異常値が一定以上続くとトリ

ップ動作しＦＬ動作します。したがって、必ずしも入力欠相を検出できるものではありません。

表示は、の保護表示を行います。

電源容量がインバータ容量に対して大きい場合（２００ｋＶＡ以上かつ１０倍以上）、誤検出することがあり

ます。この場合入力リアクトルを設置してください。

 
＝： トリップしません(故障信号 FL 不動作)。 

＝： 運転中欠相検出動作をします。主回路コンデンサ部のリップル電圧の異常値が一定以上続くとトリ

ップします。(故障信号 FL 動作)。 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 入力欠相検出動作選択 ０：なし，１：あり １ 
 

注） 入力欠相検出なし（＝）の場合、入力側欠相状態で重負荷運転を続けるとインバータの主回路コン

デンサを破損する恐れがあります。 

 

636
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6．17．7 低電流時の動作 

  ：低電流検出電流ヒステリシス 

  ：低電流トリップ／アラーム選択 

  ：低電流検出電流 

  ：低電流検出時間 

・機能

で設定された値以下の電流がで設定された時間以上流れた場合トリップさせることができます。

また、トリップありとした場合、トリップになるまでの検出時間を設定します。トリップ表示はです。

 

＝： トリップしません(故障信号 FL 不動作)。 

出力端子機能選択で低電流アラームを出力できます。 

＝： 運転中にで設定されたレベル以下の電流がで設定された時間以上検出されてから

トリップします(故障信号 FL 動作)。 
 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 低電流検出電流ヒステリシス 1～20（%） 10 

 低電流トリップ／アラーム選択 
０：アラームのみ 

１：トリップあり 
0 

 低電流検出電流 0～100（%）／（A） 0 

 低電流検出時間 0～255（秒） 0 
 

＜動作例＞ 
出力端子機能：２４（ＵＣ）低電流検出 

＝（アラームのみ） 
 

時間（ｓ）

＋



出力電流(%)

低電流

信号出力

未満 

ＯＮ

ＯFF OFF

 
 

★＝（トリップあり）を選択すると、で設定した時間だけ、低電流が検出されてからトリ

ップします。その後、低電流信号はＯＮのままです。  637
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6．17．8 出力短絡検出 

 ：始動時短絡検出選択 

・機能

インバータ出力側の短絡検出を行ないます。通常は標準パルス幅で検出可能ですが、高速モータなどインピーダ

ンスの低いモータを運転する場合には誤検出防止のため、短時間パルスを選択します。

 

＝：標準パルス幅で運転開始時に毎回検出を行ないます。 

＝：電源投入時またはリセット後最初の始動時に１回のみ標準パルス幅で検出を行ないます。 

＝：短時間パルスで運転開始時に毎回検出を行ないます。 

＝：電源投入時またはリセット後最初の始動時に１回のみ短時間パルスで検出を行ないます。 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 始動時短絡検出選択 

０：毎回（標準パルス幅） 

１：電源投入後1 回目のみ（標
準パルス幅） 

２：毎回（短時間パルス） 
３：電源投入後1 回目のみ（短

時間パルス） 

0 

 

6．17．9 過トルクトリップ 

  ：過トルクトリップ／アラーム選択 

  ：過トルク検出レベル 

  ：過トルク検出時間 

  ：過トルク検出レベルのヒステリシス 
 

・機能

で設定されたレベル以上のトルクを、で設定した時間以上連続して検出した場合にトリップ、

またはアラームを出力します。トリップ表示は“”です。

 
 

＝： トリップしません(FL 不動作)。 

出力端子機能選択で過トルクアラームを出力できます。 

＝： で設定されたレベル以上のトルク電流が、で設定された時間検出されてからトリッ

プします(FL 動作)。 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 過トルクトリップ／アラーム選択 
0：アラームのみ 
1：トリップあり 

0 

 過トルク検出レベル 0～2５０（%） 130 

 過トルク検出時間 0.0～10.0（秒） 0.5 

 過トルク検出レベルのヒステリシス 0～100（%） 10  638
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＜動作例＞ 
１）出力端子機能：１２（ＯＴ）過トルク検出 

＝（アラームのみ） 

 

時間（ｓ）

－



トルク電流(%)

過トルク

信号出力

未満 

ＯＮＯFF OFF

 
 

＝（トリップあり）を選択しますと、過トルクがで設定した時間検出されてからトリップ

します。その際、過トルク信号はＯＮのままです。 

 

２）出力端子機能：２０（ＰＯＴ）過トルク検出プリアラーム 
 

×0.7－

ＯFF ＯＮ ＯFF ＯＮ

×0.7

トルク電流(%)

過トルクプリアラーム

信号出力

時間（ｓ）  
 

639
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6．17．10 累積運転時間アラーム設定 

  ：累積運転アラーム時間 
 

・機能

インバータの累積運転時間がで設定された時間を経過すると、アラーム信号を出力することができま

す。

 
 

＊モニタ表示 0.1 が 10 時間に相当し、1 が 100 時間に相当します。 

例）モニタ表示 38.5＝3850（時間） 
 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 累積運転アラーム時間 0.0～999.9 610.0 

 

■出力信号の設定 

例）RY 端子を累積運転アラーム用出力として割付ける場合 
 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 

 出力端子選択 1A（RY-RC） 0～255 42（負論理は 43） 

 

6．17．11 過電圧制限動作レベル 

  ：過電圧制限動作レベル 
 
⇒ 詳細は 6. 12. 4 項を参照 

 

6．17．１2 不足電圧トリップ 

  ：不足電圧トリップ／アラーム選択 

・機能

不足電圧を検出した場合の動作を設定します。トリップ表示は“”です。

 

＝： インバータ停止。ただし、トリップしません(故障信号 FL 不動作)。 

定格電圧６０％以下でインバータ停止します。 

＝： インバータ停止。定格電圧６０％以下でトリップします(故障信号 FL 動作)。 

＝： インバータ停止。ただし、トリップしません(故障信号 FL 不動作)。 

定格電圧５０％以下が検出されてからインバータ停止します。 

入力リアクトルを必ず設置してください。 
 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 


不足電圧トリップ 

／アラーム選択

０：アラームのみ（検出レベル 60%以下）
１：トリップあり（検出レベル 60%以下）
２：アラームのみ（検出レベル 50%以下、

入力リアクトル必要） 

0 

 640
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6．17．13 ＶＩＡアナログ入力断線検出 

  ：ＶＩＡアナログ入力断線検出 

  ：ＶＩＡアナログ入力断線検出時の動作選択 

  ：フォールバック速度 

 
・機能 

設定値以下のＶＩＡ入力値が約０．３秒継続したとき、トリップまたはアラーム発生します。表示はトリップ

“”、アラーム“”です。 

 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 ＶＩＡアナログ入力断線検出 
０：なし 
１～１００％ 

0 

 
VIA ｱﾅﾛｸﾞ入力断線検出時の動作
選択 

0:ﾌﾘｰﾗﾝ停止(ﾄﾘｯﾌﾟ e-18) 
1:ﾌﾘｰﾗﾝ停止(ｱﾗｰﾑalos) 
2:ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ速度(ｱﾗｰﾑ alos) 
3:速度保持(ｱﾗｰﾑalos) 
4:減速停止(ｱﾗｰﾑalos) 

0 

 フォールバック速度 ０．０～fh 0.0 

注）アナログ検出データの振れ具合によっては、早く検出されることがありますので、ご注意ください。 

 

6．17．14 部品交換アラーム 

  ：年間平均周囲温度（部品交換アラーム用） 
 

・機能

インバータの電源ON時間、モータ運転時間、出力電流（負荷率）およびを基に、冷却ファン、主回路

コンデンサ、および基板上コンデンサの交換時期を計算し、交換時期に近づいたら、モニタ表示および出力端

子にアラームを出力することができます。
 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 


年間平均周囲温度 

（部品交換アラーム用） 

１：-10～+10℃ 

２：11～20℃ 
３：21～30℃ 

４：31～40℃ 
５：41～50℃ 

６：51～60℃ 

３ 

 

★部品交換アラームのモニタ表示 

状態モニタモードの部品交換アラーム情報（⇒ H-3 ページ参照）で確認することができます。 

表示例： m <> 
 

★部品交換アラームの信号出力 

出力端子に部品交換アラーム機能（機能番号 44 または 45 ⇒ K-17 ページ参照）を割付けます。 641
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設定例：端子 RY―RC に割付ける場合 

＝44 
 

注１）には、インバータ周囲の年間平均温度を設定してください。年間の最大温度ではありません。

注２）は、インバータ据付け時に設定し、稼動後は変更しないでください。部品交換アラームの計算に

支障をきたす可能性があります。 

6．17．15 モータのPTCサーマル保護 

  ：PTC サーマル選択 

  ：PTC 検出抵抗値 
 

・機能

モータに内蔵されたPTCによりモータの過熱保護をする場合に使用します。

トリップ表示は“OH2”です。

 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 PTC サーマル選択 
０：なし 
１：あり（トリップ） 
２：あり（アラーム） 

0 

 PTC 検出抵抗値（Ω） 100～9999 3000 

 

［接 続］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PP

P10V

VIB

CC

アナログ入力

外部抵抗

PTC

PP-VIB 間に 3.3kΩ-1/4W の外部抵抗

を接続してください。 

642
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6．17．16 過電圧・入力欠相トリップを回避する 

  ：電源補正フィルタ 

  ：抑制フィルタ 

  ：抑制ゲイン 

  ：電源補正ゲイン 
 

 
・機能 

入力リアクトル、電圧調整器が接続している場合や電源のインピーダンスが大きい場合に下記現象が発生す

ることがあります。 

・過電圧トリップ（, , ） 

・入力欠相トリップ（） 

・インバータから異音がする 

この様な現象が発生した場合、～を調整してください。 

また、駆動している機械の固有振動数によっては下記現象が発生することがあります。 

・機械が振動する。 

・機械や周辺機器から異音がする。 

このような現象が発生した場合、、を調整してください。 

 

 
 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 電源補正フィルタ 100～9999（μs） 0 
 抑制フィルタ 100～9999（μs） 442 
 抑制ゲイン 0.0～300.0％ 100.0 

 電源補正ゲイン 0.0～2.0 0.0 

 

★～の調整 

初めにの値を 442 以上に設定してください。を 1000 以上に設定しても効果が現れない場合、

,を大きく設定してください。 

 

★、の調整 

の値は０.５を目安に設定して下さい。 

には以下の値を設定してください。 

    電源電圧周波数が 50Hz 地域の場合：531 

    電源電圧周波数が 60Hz 地域の場合：442 

 

  注）に０.０以外を設定すると，は無効となります。 

 

643
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6．18 強制運転制御 

  ：強制運転制御選択 

  ：強制運転周波数 
 

・機能

強制運転制御は、緊急時に指定の周波数速度で運転する場合に使用します。この時、端子機能の割り付けに

より２種類の動作を行います。

・入力端子機能５２（FORCE） ：入力信号は一度ONされると自己保持されます。

で設定された周波数速度で運転します。

軽故障では運転を継続する強制運転を行います。

・入力端子機能５３（Fire） ：入力信号は一度ONされると自己保持されます。

で設定された周波数速度で運転します。

注）何れも運転を停止するためには主回路の電源OFFが必要です。

 
 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 強制運転制御選択 
０：なし 
１：あり 

0 

 強制運転周波数 LL～UL(Hz) 50.0 

 

パラメータの値を（あり）に設定する場合、   キーを押すと“”と表示されます。そのまま

２秒間   キーを押し続けることにより設定できます。 

 

［強制運転用入力端子（RES―CC）の設定］ 

制御端子 RES（標準出荷設定は「10：リセット信号」）を強制運転２端子に割り当てます。 
 

タイトル 機  能 調整範囲 設定値 

 入力機能端子選択 3（RES） ０～72 52（強制運転 2） 

 

ENT

ENT
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6．19 調整パラメータ 

6．19．1 アナログ出力の校正 

  ：アナログ出力の傾き特性 

  ：アナログ出力のバイアス 

・機能

ＦＭ端子からの出力信号は、アナログ電圧信号です。標準設定は０～７．５Ｖdc出力です。

インバータ本体のスライドスイッチFM（SW2）をI側に設定することにより０～２０ｍＡdc出力に切換えが

可能です。本パラメータの設定により、４～２０ｍＡdcまたは20～4mAdc出力に校正できます。
 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 アナログ出力の傾き特性 
０：マイナス傾き（右下がり）

１：プラス傾き（右上がり）
１ 

 アナログ出力のバイアス ０～１００％ 0 

注）０～２０ｍＡｄｃ（４～２０ｍＡｄｃ）への切換えはスライドスイッチ FM（SW2）を I 側に設定してください。 
 

■設定例 
＝1、＝0（％） ＝1、＝20（％） 

 

 

 

 

 
 

＝0、＝100（％） ＝0、＝100（％） 

 

 

 

 
 

★アナログ出力の傾きは、パラメータで調整します。 

645
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6．20 パネルパラメータ 

6．20．1 キー操作およびパラメータ設定を禁止する 

  ：パラメータ書込み禁止選択 

  ：パネル周波数設定禁止選択（FC） 

  ：パネルローカル／リモート操作禁止選択（LOC／REM キー） 

  ：パネル運転禁止選択（RUN／STOP キー） 

  ：パネル非常停止操作禁止選択 

  ：パネルリセット操作禁止選択 

・機能

パネル運転停止およびパラメータ設定の有効・禁止を選択します。また、誤操作を防止するために、各種キー

操作を禁止できます。

 
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 パラメータ書込み禁止選択 ０：許可、１：禁止 ０ 
 パネル周波数設定禁止選択（FC） ０：許可、１：禁止 ０ 


パネルローカル／リモート操作禁止選択（LOC／
REM キー） 

０：許可 
１：禁止 
２：許可（記憶有り）

０ 

 パネル運転禁止選択（RUN／STOP キー） ０：許可、１：禁止 ０ 

 パネル非常停止操作禁止選択 ０：許可、１：禁止 ０ 
 パネルリセット操作禁止選択 ０：許可、１：禁止 ０ 

 

■解除方法 

だけは設定値が１でも常に設定変更可になっています。 

 

6．20．2 単位表示(Ａ／Ｖ)に変える 

  ：電流電圧単位選択 

・機能

モニタ表示の単位を変更することができます。

％表示⇔A(アンペア)／V(ボルト)表示

 

 

646
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■設定例 
VFFS1-2037PM（定格電流 17.5A）を定格負荷（100%負荷）で使用中。 

 

１）％表示 ２）アンペア/ボルト表示 



.  

  

出力電流：

　 　1７.5A

直流部電圧：

　 　200V

（交流換算値）

直流部電圧：

　 　100%

出力電流：

　 　100%

%

%

 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 電流電圧単位選択 
0：％ 
1：A（アンペア）／V（ボルト） 

０ 

 

※で変換される値は以下の表示（パラメータ）です。
・A表示 電流モニタ表示

モータ用電子サーマル保護レベル１・２ ，
直流制動量 
ストール防止動作レベル１・２ ，
低電流検出電流 
脱調検出電流レベル（PMモータ用） 

・V表示 電圧モニタ表示
注）基底周波数電圧１・２（，）は常にV単位です。

 
 

6．20．3 モータ回転数やライン速度などを表示する 

  ：フリー単位表示倍率 

  ：周波数フリー単位対象選択 

  ：フリー単位表示の傾き特性 

  ：フリー単位表示のバイアス 

・機能

モニタ表示およびパラメータの周波数表示をモータ回転数または負荷装置の速度などに自由に変換することが

できます。

 
 

周波数表示にで設定された値をかけた値が表示されます。 

表示する値＝モニタ表示またはパラメータの周波数× 
 

 

 

 

 647
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１）モータ回転数表示  

標準出荷設定で、６０(Hz)表示を４Ｐモータ運転時の 1800(min-1)として表示させたい場合。 

 
 ＝

×.=

＝．

Hz

 
 

２）負荷装置の速度表示 

標準出荷設定で、６０(Hz)表示をコンベアの速度６(m/min-1)として表示させたい場合。 

  

＝．  ＝.

×.=.

Hz

 
 

注）本パラメータはインバータの出力周波数を正数倍した値を表示させる機能です。実際のモータ回転数やライ

ンスピードを正確に表示するものではありません。 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 フリー単位表示倍率 
0.00：フリー単位表示なし（周波数表示）
0.01～200.0 

0.00 

 周波数フリー単位対象選択
0:全周波数表示フリー単位変換 
1:PID 関連周波数フリー単位変換 

+範囲変更(0.0Hz～fh) 
0 

 フリー単位表示の傾き特性
0：マイナス傾き（右下がり） 
1：プラス傾き（右上がり） 

1 

 フリー単位表示のバイアス 0.00～ 0.00 
 

 ※～で変換される値は以下の表示 （パラメータ）です。 
・f703＝０ 周波数モニタ表示 ：運転周波数指令、運転周波数、ＰＩＤフィードバック量、 

周波数指令値（ＰＩＤ後）、トリップ時運転周波数指令 
 周波数関連パラメータ：，，，～，，，，，

，，，，，，，
，，，，～，，
，，，，

・＝１ 周波数モニタ表示 ：ＰＩＤフィードバック量、周波数指令値（ＰＩＤ後） 
 周波数関連パラメータ：，，，，，，，

 

注）F703＝１“FC 周波数設定範囲 0.0Hz～fh” f702 の変換前のデータが ul<fhの条件下で、使用くだ

さい。本設定時の出力周波数上限は、ulで設定ください。 

■設定例：＝80、＝10.00 の時 
＝1、＝0.00 ＝1、＝20.00 ＝0、＝80.00 
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6．20．4 パネル表示の変化ステップ幅を変更する 

 

注 意 
 
 
 

指示 

f707 に 0 以外の設定をして、パネルキーにて周波数を上げていく時に、もう一度パネルキーを押すと fh
（最高周波数）を越えるような場合、その手前でＨＩアラーム表示しそれ以上周波数は上がりませんので、ご
注意ください。 
同じく、パネルキーにて周波数を下げていく時に、もう一度パネルキーを押すと ll（下限周波数）を下回る
ような場合、その１つ前にＬＯアラーム表示し、それ以上周波数は下がりません。 
したがって、停止は接点信号で停止させるようにしてください。 

 

  ：変化ステップ幅設定 1（パネルキー1 回押し） 

  ：変化ステップ幅設定 2（パネル表示） 

 
・機能 

パネル周波数設定時の      キーを押すたびに変化するステップ幅を変えたり、標準モニタ出力周波数

のパネル表示の変化するステップ幅を変えることができます。 

 
 

注１）フリー単位表示倍率（）を使用している場合、本パラメータは機能しません。 
 

■＝0.00 以外、＝0（無効）の時 
通常   キーを押すたびにパネル周波数指令値は、0.1Hz ステップで変化します。を 0.00 以外に設定

すると、   キーを 1 回押した時にの値だけ増加します。   キーを 1 回押した時もの値だけ

減少します。 
 

この場合、標準モニタの出力周波数表示は、通常どおり 0.1Hz ステップで変化します。 
 

■＝0.00 以外、＝0 以外の時 
パネル表示もステップ的に変化させたい場合に使用します。 

標準モニタの出力周波数表示 ＝ 内部出力周波数 ×



 

 
タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 


変化ステップ幅設定 1 
（パネルキー1 回押し） 

0.00：無効 
0.01～（Hz） 

0.00 


変化ステップ幅設定 2 
（パネル表示） 

0：無効 
1～255 

0 
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■設定例 1 
＝10.00（Hz）に設定： 

   キーを 1 回押すたびに、パネル周波数設定値が 0.0→10.0→20.0→…→60.0（Hz）と 10.0 ごと

にステップ的に変化します。 

1Hz 単位、5Hz 単位、10Hz 単位など飛び飛びの周波数でしか運転しない場合には便利な機能です。 

 

■設定例 2 
＝1.00（Hz）、＝1 に設定： 

   キーを 1 回押すたびに、周波数設定値が 0→1→2→…→60（Hz）と 1Hz ごとにステップ的に変化

するとともに、パネル表示も 1 単位で変化します。小数点以下の数字を表示させたくない場合に使用します。 
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6．20．5 標準モニタの表示変更 

  ：標準モニタ表示選択 

・機能

電源ON時の表示を選択します。

 

■電源 ON 時の表示を変更する 

標準モニタモードは、電源 ON 時の“”表示、または“”表示のように運転周波数（標準出荷設定値）

を示していますがで任意のモニタ表示に変更することができます。この場合、頭文字(，など)は表示さ

れません。 
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 標準モニタ表示選択 

０：運転周波数（Hz/ﾌﾘｰ単位/ｽﾃｯﾌﾟ） 
１：周波数指令（Hz/ﾌﾘｰ単位/ｽﾃｯﾌﾟ） 
２：出力電流（％/A） 
３：インバータ定格電流（Ａ） 
４：インバータ負荷率（％） 
５：出力電力（kW） 
６：PID 制御後の周波数指令 

（Hz/ﾌﾘｰ単位/ｽﾃｯﾌﾟ） 
７：通信による任意表示 
８：出力速度 
９：通信カウンタ 
１０：正常通信カウンタ 

0 

★＝についての詳細は、「通信用取扱説明書」を参照ください。 

 
 

6．20．6 パネル停止パターンの選択 

  ：パネル停止パターン選択 

・機能

運転停止を操作パネルの　　　キー操作後、　　　キーで停止を行う時の停止方法を選択します。STOPRUN

 
 

１）減速停止 

（または）で設定された減速時間にしたがって、減速停止します。 

２）フリーラン停止 

インバータの出力を停止します。モータは惰性で回転し続けますがやがて停止します。負荷によっては、長時

間回転し続ける場合があります。 
 

［パラメータ設定］ 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 パラメータ停止パターン選択
：減速停止 
：フリーラン停止 

０ 
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6．20．7 ウィザード機能の選択 

  ：ウィザード機能選択 
 

・機能

ウィザード機能の選択をします。ウィザード機能を 1:なし にした場合は、ウィザードパラメータは表示

されず、先頭パラメータはヒストリパラメータが表示されます。

 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 ウィザード機能選択 
０：あり 
１：なし 

0 

 

 

6．20．8 積算電力 

  ：積算電力保存選択 

  ：積算電力単位選択 
 

・機能

主回路電源OFF時に積算電力値を記憶するか記憶しないか、また積算電力の単位を選択することができます。

 
 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 積算電力保存選択 
０：なし 
１：あり 

1 

 積算電力単位選択 

０：1＝1kWh 
１：0.1＝1kWh 
２：0.01＝1kWh 
３：0.001＝1kWh 

容量別 
（⇒ K-13 ページ参照） 
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6．21 通信機能（RS485） 

6．21．1 通信機能の設定 

  ：通信速度 

  ：パリティ 

  ：インバータ番号 

  ：通信エラートリップ時間 

  ：送信待ち時間 

  ：インバータ間通信設定

  ：通信指令ポイント 1 の設定

  ：通信指令ポイント 1 の周波数

  ：通信指令ポイント 2 の設定

  ：通信指令ポイント 2 の周波数

  ：通信プロトコル選択 

  ：通信断線時のインバータ動作選

択 

  ：通信用モータ極数 

  ：ブロック書込みデータ 1 

  ：ブロック書込みデータ 2 

  ：ブロック読出しデータ 1

  ：ブロック読出しデータ 2

  ：ブロック読出しデータ 3

  ：ブロック読出しデータ 4 

  ：ブロック読出しデータ 5 

  ：フリーメモ 




詳細は「通信用取扱説明書」を参照ください。 

・機能
VF－FS1シリーズは内蔵のRS485通信、またはオプションのUSB通信変換ユニットを接続し、上位計算
機、コントローラ（以降コンピュータ）等と接続してインバータとのデータ通信を行うネットワークが構成で
きます。
＜コンピュータリンク機能＞

コンピュータとインバータとの間でデータ通信を行います。
①インバータの状態監視（出力周波数・電流・電圧など）
②インバータへの指令　（運転・停止など）
③インバータのパラメータ設定の読み出し・変更・書き込み

＜USB通信＞
コンピュータとインバータの１：１でのデータ通信を行います。

＜RS485通信＞
コンピュータとインバータ複数台でのデータ通信を行います。

 

★通信オプションは次のものがあります。 

・USB 通信変換ユニット（形式：ＵＳＢ００１Ｚ） 

通信ケーブル（形式：ＣＡＢ００１１（１ｍ）、ＣＡＢ００１３（３ｍ）、ＣＡＢ００１５（５ｍ）） 

 

注）通信オプションとインバータ間は最大５ｍ以内としてください。 
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■通信機能パラメータ（通信オプション） 
パネル操作または通信により、通信速度、パリティ、インバータ番号、送信待ち時間、インバータ間通信設定、
フリーメモ、通信エラートリップ時間などの設定変更ができます。 

 

タイトル 機能 調整範囲 標準出荷設定 

 通信速度 ０：９６００bps 

１：１９２００bps 
１ 

 パリティ 

（RS485） 

０：NON（パリティなし） 

１：EVEN（偶数パリティ） 

２：ODD（奇数パリティ） 

１ 

 インバータ番号 ０～２47 ０ 

 通信エラートリップ時間 

 

０：不動作 （※） 

１～１００（ｓ） 
０ 

 送信待ち時間 ０．００：通常通信 

０．０１～２．００秒 

0.00 

 

 インバータ間通信時の 

親器／子器（マスタ／スレーブ）

設定 

０：子器（親器異常時、０Ｈｚ指令） 

１：子器（親器異常時、運転継続） 

２：子器（親器異常時、非常停止トリップ） 

３：親器（周波数指令を送信） 

４：親器（出力周波数を送信） 

０ 

 通信指令ポイント 1 の設定 ０～１００（％） 0 

 通信指令ポイント 1 の周波数 ０．０～2００．０（Hz） 0.0 

 通信指令ポイント 2 の設定 ０～１００（％） 100 

 通信指令ポイント 2 の周波数 ０．０～2００．０（Hz） 60.0 

 通信プロトコル選択 

０：東芝インバータプロトコル 

１：ModbusRTU プロトコル 

２：Metasys N2 プロトコル 

３：APOGEE FLN プロトコル 

４：BAC-net プロトコル 

0 

 通信断線時のインバータ動作選択

０：インバータ停止、通信コマンド・周波数

コマンド開放（, に従う） 

１：何もしない（継続運転） 

２：減速停止 

３：フリーラン停止 

４：通信異常（トリップ）またはネ

ットワーク異常（トリップ）

4 

 通信用モータ極数 

１：2 極 

２：4 極 

３：6 極 

４：8 極 

５：10 極 

６：12 極 

７：14 極 

８：16 極 

2 

 
 
 
 

 
 

654



 Ｅ６５８１３８０ 

F-70 

6 

タイトル 機能 調整範囲 標準出荷設定 

 ブロック書込みデータ 1 0 

 ブロック書込みデータ 2 

０：選択なし 

１：コマンド１ 

２：コマンド２ 

３：周波数指令 

４：端子台出力データ 

５：通信用アナログ出力 

６：回転速度指令 

0 

 ブロック読出しデータ 1 
0 

 ブロック読出しデータ 2 
0 

 ブロック読出しデータ 3 
0 

 ブロック読出しデータ 4 
0 

 ブロック読出しデータ 5 

０：選択なし 

１：ステータス情報 

２：出力周波数 

３：出力電流 

４：出力電圧 

５：アラーム情報 

６：PID フィードバック値 

７：入カ端子台モニタ 

８：出力端子台モニタ 

９：VIA 端子台モニタ 

10：VIB 端子台モニタ 

11：回転速度モニタ 
0 

 フリーメモ ０～６５５３５ ０ 

※：不動作…通信エラーが発生しても、トリップ動作しません。 
トリップ …通信タイムオーバが発生すると、トリップ動作します。 
パネルでは、「」点滅表示します。 
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6．21．2  RS485を使用する 

■通信機能の設定 

ローカルモードを除き通信によるコマンド・周波数設定は最優先されます。（パネル，端子台からの指令より優先

されます。）このためコマンドモード（）や周波数設定モード選択 1（）の設定に関係なく通信か

らのコマンド・周波数設定を有効にすることができます。 

ただし、インバータ間通信設定で、マスターインバータから送信される周波数をスレーブインバータが周波数指

令として有効にするためには、スレーブインバータは周波数設定モード選択 1（）を 4（RS485 通信）

に設定してください。詳細は「VF-FS1 通信用取扱説明書（E6581392）」を参照ください。 

 

ただし、入力端子機能選択で４８：SC/LC（通信からローカルへの強制切換え）を設定し、外部入力した場合に

はコマンドモード（）や周波数モード（）の設定で運転することが可能です。 

 

■伝送仕様 

項目 仕様 

伝送方式 2 線式半２重方式 

接続方式 セントラライズド制御方式 

同期方式 調歩同期 

伝送速度 初期設定：１９２００bps（パラメータ設定） 

９６００／１９２００bps 選択可 

伝送キャラクタ アスキーモード …ＪＩＳ Ｘ ０２０１ ８ビット固定（ＡＳＣＩＩ） 

バイナリーコード…バイナリーコード、８ビット固定 

ストップビット長 ＩＮＶ側受信：１ビット、ＩＮＶ側送信：２ビット 

誤り検出方式 パリティ 偶数／奇数／なし 選択（パラメータ設定）、チェックサム 

伝送キャラクタ形式 受信時１１ビット、送信時１２ビット 

ビット送出順位 低位ビット先行 

フレーム長 可変長（最長１７バイト） 

 

■RS485 通信を使用するときの接続例 

＜接続例＞ 

ホストコンピュータ

VF-FS1 VF-FS1 VF-FS1 VF-FS1

 

 

★通信機能の詳細は、別冊の取扱説明書「VF-FS1 通信用取扱説明書（E6581392）」を参照ください。 
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6．22 オプション用パラメータ 

  ：オプション用パラメータ１ 

  ：オプション用パラメータ２ 

  ：オブション用パラメータ３ 

  ：オプション用パラメータ４ 

  ：オプション用パラメータ５ 

  ：オプション用パラメータ 6 

  ：オプション用パラメータ 7 

  ：オプション用パラメータ 8 

  ：オプション用パラメータ 9 

  ：オプション用パラメータ 10 

 

オプションを取り付けた場合のみ機能します。 

 

6．23 永久磁石モータ 

  ：脱調検出電流レベル 

  ：脱調検出時間 

  ：高速トルク調整係数 
 

・機能

永久磁石モータ（PMモータ）が脱調状態となった場合、通常励磁電流が増加することから、励磁電流のレベ

ルがで設定した値以上で、で設定した時間以上連続して検出した場合、脱調と認識して、トリ

ップさせます。トリップ表示は“”です。
 

 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 

 脱調検出電流レベル 10～150（%）／（A） 100 

 脱調検出時間 
0.0：検出なし 
0.1～25.0（秒） 

0.0 

 高速トルク調整係数 0.00～650.0 0.00 

注１）永久磁石モータは、必ず専用のモータが必要ですので、インバータをお買い上げになられました営業窓口に

ご相談ください。 

注２）脱調検出につきましては、電気的に検出しているため、完全に脱調を検出できるわけではありません。機械

的に脱調を検出する装置を取りつけていただくことをお勧めします。 

注３）は特に調整の必要はありません。（弊社技術担当員の指示がある時以外は触らないでください。） 657
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7．応用運転したいとき 

周波数設定モードおよびコマンドモードの設定によりさまざまな運転が可能です。ただし、   キーによりロー

カルモードになっている場合（   キーの LED 点灯）、周波数設定モードおよびコマンドモードは、パネルキー

による設定に固定されます。 

以下の説明は、リモートモードの場合に適用されます。 

 

7．1 運転周波数の設定方法 

インバータの周波数設定を選択することにより応用運転ができます。この場合基本パラメータの周波数設定モード

選択 1（）、拡張パラメータの周波数優先選択（）、および周波数設定モード選択 2（）にて

設定してください。 

 

（１）パネルキー設定 （２）外部ボリウム設定 

F
R
RES
CC

PLC
PP
VIA
VIB
CC

F
R
RES
CC

PLC
PP
VIA
VIB
CC

VIA

V

SW3

STOPRUNSTOPRUN

 

：

：

パネルキーにて設定

   キーで記憶（書込み） 

：

：

～で調整 

 

LOC
REM

LOC
REM

ENT
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（３）電圧入力設定 1（０～１０Ｖdc） （４）電圧入力設定 2（０～１０Ｖdc） 

電圧信号

F

R

RES

CC

PLC
PP
VIA
VIB
CC

VIA

V

SW3

F
R
RES
CC

PLC
PP
VIA
VIB
CC

電圧信号
STOPRUN STOPRUN

 
：
：  
～で調整 

：
：  
～で調整 



（５）電流入力設定（４～２０ｍＡdc） （６）外部接点ｱｯﾌﾟ･ﾀﾞｳﾝ 

F

R

RES

CC

PLC
PP
VIA
VIB
CC

電流信号

F

R(UP)

RES(DOWN)

CC

PLC
PP
VIA(CLR)
VIB
CC

VIA

I

SW3

P24

STOPRUN STOPRUN

 
：
：  
～で調整 
  （：２０％） 

：、： 
～で調整 
：（電源ＯＦＦ時にを書換えする）
：（ＵＰの割付け） 
：（ＤＯＷＮの割付け） 
：（ＣＬＲの割付け） 
：（ＶＩＡ接点入力（シンク）） 
 ＊P24-VIA 間に外部抵抗（1/2W－4.7kΩ） 

の取付が必要です。  
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（７）多段速設定 （８）電圧／電流切換え設定１ 

F

R(SS1)

RES(SS2)

CC

PLC
PP

VIB
CC

F

R

RES(FCHG)
CC

PLC
PP

電圧信号

電流信号

CC

VIA
VIB

VIA

I

SW3

P24

VIA(SS3)

STOPRUN STOPRUN

 
：（端子台）

～：1～７段速 

端子 R, RES, VIA で７段速選択 

：（多段速指令 1：SS1） 

：（多段速指令 2：SS2） 

：（多段速指令 3：SS3） 

：（VIA 接点入力（シンク）） 
＊P24-VIA 間に外部抵抗（1/2W－4.7kΩ） 

の取付が必要です。 

：（ＦＣＨＧの強制切換え） 

：（ＦＣＨＧの割付け） 

：

：

～で調整

～で調整 
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（９）電圧／電流切換え設定２ （10）アナログと多段速の切換え設定 

F

R

RES
CC

PLC
PP

電圧信号

電流信号

CC

VIA
VIB

VIA

I

SW3

F

R(SS1)

RES(SS2)

CC

PLC

PP
VIA
VIB

CC
電圧信号

電圧／電流信号

STOPRUN STOPRUN

 
：（自動切換え）

：

：

～で調整

～で調整 

：（VIA）または（VIB）

：（端子台） 

：

外部 R, RES 入力で 多段速設定に切換え 

：（多段速指令 1：SS1） 

：（多段速指令 2：SS2）
   

（11）パネルからアナログ／端子の切換え設定 （12）通信による設定 

F

R

RES

PLC

PP
VIA
VIB

CC

通信コネクタ

F

R

PLC

PP
VIA

CC

RES(FCHG)

電圧信号

電圧／電流信号

VIB

CCCC

STOPRUN STOPRUN

 
：（パネル） 

：（FCHG の割付け）

外部 FCHG 入力で設定に切換え 

： 

：（VIA）または（VIB） 

：（RS485 通信） 
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（13）通信から端子台入力への切換え設定 

F

R

RES(SL/LC)

CC

PLC

PP
VIA
VIB

CC

通信コネクタ

STOPRUN

 

 

7．2 運転の設定方法 

インバータの運転を選択することにより応用運転ができます。この場合基本パラメータのコマンドモード選択

、入力端子選択にて設定してください。 

 

（１）パネル操作 （２）端子台運転 

F

R

RES

CC

PLC

PP
VIA
VIB

CC

F

R

RES

CC

PLC

PP
VIA
VIB

CCSTOPRUN STOPRUN

 
：（パネル） ：（端子台） 

  

通信コマンド FA00h 14bit : 1 

：または 

：（SC/LC の割付け）

通信運転中に外部ＳＣ／ＬＣ入力で端子台入力に切換

え 
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（３）通信で運転 （４）通信から端子台への切換え運転 

F

R

RES

CC

PLC

PP
VIA
VIB

CC

通信コネクタ

F

R

RES(SC/LC)

CC

PLC

PP
VIA
VIB

CC

通信コネクタ

STOPRUN STOPRUN

 

：（RS485 通信） 

 

 

：（端子台） 

：（SC/LC の割付け） 

通信コマンド FA00h 15bit : 1 

設定にて通信運転中に外部ＳＣ／ 

ＬＣ入力で端子台運転に強制切換え  
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８．運転状態をモニタする 

VF-FS1 のモニタ構成のイメージは、D-2 ページを参照ください。 
 

8．1 状態モニタモード 

8．1．1 通常の状態モニタ 

インバータの状態をモニタすることができます 。 

通常運転中（「標準モニタモード」の時）に、状態モニタを表示させるためには、 
 

   キーを２回押すことで状態モニタ表示することができます。 
 

設定手順は以下のようになります。（例：６0Hz で運転中） 

表示内容 キー操作 ＬＥＤ表示 通信番号 動   作 

  .
運転周波数を表示（６０Ｈｚ運転中）。（標準モニタ表示選択

＝０［運転周波数］設定の場合） 

パラメータ

設定モード 

 

 


 
基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示しま

す。 

回転方向 
 

 
 FE01 回転方向を表示します(：正転，：逆転) 

運転周波数

指令 

 

 
 FE02 運転周波数指令値（Hz/フリー単位）を表示します。 

負荷電流値 
 

 
 FE03 インバータ出力電流（負荷電流）（%/A）を表示します。 

入力電圧   FE04 インバータ入力（直流部）電圧（％/V）を表示します。 

出力電圧 
 

 
 FE05 インバータ出力電圧（％/V）を表示します。 

トルク   FE18 トルク（%）を表示します。 

トルク電流   FE20 トルク分電流（%/A）を表示します。 

インバータ

負荷率
  FE27 インバータの負荷率（%）を表示します。 

入力電力  k FE29 インバータの入力電力（kW）を表示します。 

出力電力   FE30 インバータの出力電力（kW）を表示します。 

（次ページにつづく） 

注 2 

注 3 

注 1 

MODE

MODE

MODE
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（前ページのつづき） 

表示内容 キー操作 ＬＥＤ表示 通信番号 動   作 

運転周波数   FD00 インバータの出力周波数（Hz/フリー単位）を表示します。 

入力端子   FE06 制御入力端子(F,R,RES,VIA)の ON/OFF の状態をビット表示

します。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

 

 

出力端子    FE07 制御出力端子(RY, FL)のON/OFF の状態をビット表示します。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

 

ＣＰＵ１バ

ージョン 

 

 
 FE08 ＣＰＵ１バージョンを表示します。 

ＣＰＵ２バ

ージョン 

 

 
 FE73 ＣＰＵ２バージョンを表示します。 

メモリバー

ジョン 

 

 
 FE09 メモリのバージョンを表示します。 

PID フィー

ドバック量
  FE22

PID 制御時のフィードバック量（Hz／フリー単位）を表示しま

す。 

周波数指令

値(PID 後) 
  FE15 PID 演算後の周波数指令値（Hz／フリー単位）を表示します。 

入力積算電

力 
 k FE76 インバータの入力積算電力（kWh）を表示します。 

出力積算電

力 
  FE77 インバータの出力積算電力（kWh）を表示します。 

定格電流値   FE70 インバータの定格電流値（A）を表示します。 

出力速度   FE90 出力周波数を極数から速度（min-1）に演算して表示します。 

通信カウン

タ 
  FA15 ネットワークからの通信回数をカウントし表示します。 

正常通信カ

ウンタ 
  FA16

ネットワークからの通信に対して正常に処理した通信回数をカ

ウントし表示します。 

（次ページにつづく） 

注 4 



VIA F 

R 

RES 

  

RY-RC FL

注５ 

注５ 
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（前ページのつづき） 

表示内容 キー操作 ＬＥＤ表示 通信番号 動   作 

過去のトリ

ップ１表示 
  ⇔ FE10 過去のトリップ１（交互点滅） 

過去のトリ

ップ２表示 
   ⇔ FE11 過去のトリップ２（交互点滅） 

過去のトリ

ップ３表示 
  ⇔ FE12 過去のトリップ３（交互点滅） 

過去のトリ

ップ４表示 
  ⇔ FE13 過去のトリップ４（交互点滅） 

部品交換ア

ラーム情報 

   FE79 冷却ファン、制御基板コンデンサ、主回路コンデンサの部品交

換アラームおよび累積稼働時間の ON/OFF の状態をビット表

示します。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

 

 

 

累積稼働時

間表示 
  FE14

累積稼働時間を表示します。 

（０.0１＝１時間、1.00＝100 時間） 

標準設定 

モード

 

 


 
運転周波数を表示（60Hz 運転中）。 

 
 

注８ 

注６ 

注７ 

注６ 

注６ 

注６ 

 

冷却ファン 累積稼働時間
制御基板コンデンサ 
主回路コンデンサ 

MODE
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8．1．2 過去のトリップ履歴の詳細モニタ表示 

 状態モニタモードにおいて、過去のトリップ 1～4 を表示している時に、   キーを押すと下表のように、より詳

細な情報を見ることができます。 

8. 2. 2 項「トリップ時の詳細モニタ表示」と異なり、電源を切ったり、リセットした後でも見ることができます。 

表示内容 キー操作 ＬＥＤ表示 動   作 

過去のトリ

ップ 1 
 ⇔ 過去のトリップ 1（交互点滅） 

連続トリッ

プ回数 
    同じトリップが連続で発生した回数を表示します。（単位：回） 

運転周波数   トリップ時の運転周波数を表示します。 

回転方向  
トリップ時の回転方向を表示します。 

（：正転、：逆転） 

運転周波数

指令 
  トリップ時の運転周波数指令値を表示します。 

負荷電流値   トリップ時のインバータ出力電流（%／A）を表示します。 

入力電圧   トリップ時のインバータ入力（直流部）電圧（%／V）を表示します。 

出力電圧   トリップ時のインバータ出力電圧（%／V）を表示します。 

入力端子   トリップ時の制御入力端子(F,R,RES,VIA)の ON/OFF の状態をビット表示

します。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

 

 

 

出力端子    トリップ時の制御出力端子(RY, FL)の ON/OFF の状態をビット表示しま

す。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

累積稼働時

間 
 

トリップ時の累積稼働時間を表示します。 

（０.0１＝１時間、1.00＝100 時間） 

過去のトリ

ップ 1 
 ⇔ 過去のトリップ 1 に戻ります。 

 

注 10 

注 1 

注 2 

注 3 

注 4 

注 5 

注 8 



VIA F 

R 

RES 

  

RY-RC FL

ENT

ENT

MODE
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8．2 トリップ時の表示 

8．2．1 トリップ時の原因表示 

インバータがトリップすると、そのトリップ内容を表示します。また、状態モニタモードではトリップしたときの

状態を保持していますので、トリップ時の情報を見ることができます。 

⇒ トリップ時の原因表示の種類は 13. 1 項を参照 

 

8．2．2 トリップ時のモニタ表示 

トリップ時、電源を切ったり、リセットする前であれば、8. 1. 1 項「通常の状態モニタ」と同等の情報を下表の

通りトリップ時のモニタ表示として見ることができます。 

なお、一旦電源を切ったり、リセットした後は、8. 1. 2 項「過去のトリップ履歴の詳細モニタ表示」にて、見る

ことができます。 

 

■トリップ情報の読み出し例 

表示内容 キー操作 ＬＥＤ表示 通信番号 動   作 

トリップ 

原因 
 

状態モニタモード（トリップ点滅表示） 

モータはフリーラン状態となります。 

パラメータ

設定モード 
 

 
基本パラメータの先頭の“ウィザード機能()”を表示しま

す。 

回転方向 
 

 
 FE01

トリップ時の回転方向を表示します 

(：正転，：逆転)。 

運転周波数

指令 

 

 
 FE02

トリップ時の運転周波数指令値（Hz/フリー単位）を表示しま

す。 

負荷電流値 
 

 
 FE03 トリップ時のインバータ出力電流（%/A）を表示します。 

入力電圧   FE04
トリップ時のインバータ入力（直流部）電圧（%/V）を表示し

ます。 

出力電圧   FE05 トリップ時のインバータ出力電圧（%/V）を表示します。 

トルク   FE18 トリップ時のトルク（%）を表示します。 

トルク電流   FE20 トリップ時のトルク分電流（%/A）を表示します。 

インバータ

負荷率
  FE27 トリップ時のインバータの負荷率（%）を表示します。 

（次ページにつづく） 

注 1 

注 2 

注 3 

MODE

MODE
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（前ページのつづき） 

表示内容 キー操作 ＬＥＤ表示 通信番号 動   作 

入力電力  k FE29 トリップ時のインバータの入力電力（kW）を表示します。 

出力電力   FE30 トリップ時のインバータの出力電力（kW）を表示します。 

運転周波数   FE00
トリップ時のインバータの出力周波数（Hz/フリー単位）を表

示します。 

入力端子   FE06 トリップ時の制御入力端子(F,R,RES,VIA)の ON/OFF の状態

をビット表示します。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

 

 

 

 

出力端子    FE07 トリップ時の制御出力端子(RY,FL)の ON/OFF の状態をビッ

ト表示します。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

 

ＣＰＵ１バ

ージョン 

 

 
 FE08 ＣＰＵ１バージョンを表示します。 

ＣＰＵ２バ

ージョン 

 

 
 FE73 ＣＰＵ２バージョンを表示します。 

メモリバー

ジョン 

 

 
 FE09 メモリのバージョンを表示します。 

PID フィー

ドバック量
  FE22

トリップ時の PID 制御時のフィードバック量（Hz／フリー単

位）を表示します。 

周波数指令

値(PID 後) 
  FE15

トリップ時の PID 演算後の周波数指令値（Hz／フリー単位）を

表示します。 

入力積算電

力 
 k FE76 トリップ時のインバータの入力積算電力（kWh）を表示します。 

出力積算電

力 
  FE77 トリップ時のインバータの出力積算電力（kWh）を表示します。 

（次ページにつづく） 

注 4 



VIA F 

R 

RES 

  

RY-RC FL
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（前ページのつづき） 

表示内容 キー操作 ＬＥＤ表示 通信番号 動   作 

定格電流値   FE70 トリップ時のインバータの定格電流値（A）を表示します。 

出力速度   FE90 トリップ時の出力速度（min-1）を表示します。 

通信カウン

タ 
  FA15

ネットワークからの通信カウンタ値を表示します。ただしトリ

ップ時の値ではなく現在値になります。 

正常通信カ

ウンタ 
  FA16

ネットワークからの正常通信カウンタ値を表示します。ただし

トリップ時の値ではなく現在値になります。 

過去のトリ

ップ１表示 
  ⇔ FE10 過去のトリップ１（交互点滅） 

過去のトリ

ップ２表示 
    ⇔ FE11 過去のトリップ２（交互点滅） 

過去のトリ

ップ３表示 
  ⇔ FE12 過去のトリップ３（交互点滅） 

過去のトリ

ップ４表示 
  ⇔ FE13 過去のトリップ４（交互点滅） 

部品交換ア

ラーム情報 

   FE79 冷却ファン、制御基板コンデンサ、主回路コンデンサの部品交

換アラームおよび累積稼働時間の ON/OFF の状態をビット表

示します。 

 

ON の時 ： 

OFF の時： 

 

 

 

 

累積稼働時

間表示 
  FE14

累積稼働時間を表示します。 

（０.0１＝１時間、1.00＝100 時間） 

標準設定 

モード

 

 
  トリップ原因を表示します。 

 

注１）       キーを押すと、各モニタモード内で表示が変わります。 
 

注２） パラメータ（電流電圧単位選択）で、％表示および A（アンペア）／V（ボルト）表示を切換えるこ

とができます。 

注３） V（ボルト）表示の入力（直流部）電圧は、入力電圧を整流した後の直流電圧の１／ ２ 倍を示します。 

注 4） パラメータ（アナログ／接点入力機能選択）の設定により、表示されるバーの数が異なります。VIA

のバーは、接点入力機能が割付けられている時のみ表示されます。 

＝の時 ：VIA のバーは、表示されません。 

＝またはの時 ：VIA のバーは、表示されます。 

注 6 

注 6 

注 6 

注 6 

注 7 

注 8 

 

冷却ファン 累積稼働時間
制御基板コンデンサ 
主回路コンデンサ 

MODE
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注 5） 入力積算電力および出力積算電力は、電源 OFF 時または入力端子機能 CKWH（入力端子機能番号 51）を

ON または表示中に   キーを 3 秒以上押し続けることによって、値がリセットされます。 

注 6） 過去のトリップ表示は、1（直前）⇔2⇔3⇔4（最も古い）の順番です。 

過去にトリップしていない場合はが表示されます。 

過去のトリップ 1～4 を表示している時に、   キーを押すと、「過去のトリップ履歴の詳細モニタ」を表

示させることができます。 ⇒ 詳細は 8. 1. 2 項を参照 

注 7） 部品交換アラームは、にて設定される年間平均周囲温度、通電時間、運転時間、および負荷電流から

計算されます。あくまでも推定ですので、目安としてお使いください。 

注 8） 累積運転時間は、運転中のみ加算されます。 

注 9） トリップ時のモニタ値は、検出時間の関係で、必ずしも最大値を記憶するものではありません。 

注 10） 過去にトリップしていない場合は、が表示されます。 

 

★モニタ表示で表示される項目のうち単位が％である項目の基準値を以下に示します。 

・負荷電流値 ：モニタ電流を表示します。銘板記載の定格出力電流値が 100％です。A（アンペア）表示

にも切換えられます。 

・入力電圧 ：直流部電圧を検出し、その値を入力交流電圧に換算して表示します。100％基準値は、

200V クラスは 200V、400V クラスは 400V です。V（ボルト）表示にも切換えられ

ます。 

・出力電圧 ：出力電圧の指令値を表示します。100％基準値は、200V クラスは 200V、400V クラ

スは 400V です。V（ボルト）表示にも切換えられます。 

・トルク ：駆動モータの発生トルクを表示します。100％基準値は、インバータと同容量のモータの

定格トルクです。 

・トルク電流 ：負荷電流からベクトル演算でトルク分電流を計算します。その値を表示します。100％基

準値は、負荷電流値が 100％の時の値です。 

・インバータ負荷率 ：銘板記載の定格出力電流値に対して、PWM キャリア周波数（）などの設定によっ

ては、定格電流が低減されます。その時点での（低減後の）定格電流値を 100％として、

それに対する負荷電流値の割合を％で表示します。過負荷トリップ（）の計算にも

用います。 

ENT

ENT
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9．各種規格への対応 

9．1 CE 対応について 

ヨーロッパにおいて 1996 年からＥＭＣ指令が、また 1997 年から低電圧指令が施行され、対象となる製品には

指令に準拠していることを示すＣＥマークの表示が必要になります。インバータは、それ自体が単独で機能するも

のではなく、制御盤内に設置し、他の機器と組み合わせて機械・装置の制御をすることを目的に設計されたコンポ

ーネントです。したがって、ＥＭＣ指令に関しては直接の対象品ではないと考えていますが、低電圧指令に関して

は対象品になります。このため、インバータ自体には低電圧指令についてＣＥマークの貼り付けを行います。 
 

しかし、インバータが組み込まれた最終の機械・装置はＥＭＣ指令、低電圧指令の対象になり、ＣＥマークを貼る

必要があります。また、その機械・装置が最終的な製品であれば、更に機械指令の対象になる場合もあります。 

ＣＥマークの貼り付けは最終的な製品として組み立てるお客様の責任になります。このため、インバータを組み込

んだ機械・装置でＥＭＣ指令、低電圧指令に適合できるよう本書にて据え付け方法、ＥＭＣ対策内容を推奨いたし

ます。 
 

弊社では、本書の据え付けに基づく環境下で、ＥＭＣ規格への適合性について代表機種において確認試験を実施し

ていますが、お客様の使用状態での適合性確認はできません。ＥＭＣはインバータを組み込んだ制御盤の構成、組

み込まれた他の電機品との関係、配線状態、配置状態等により変化しますので、お客様にて機械・装置全体として

ＥＭＣ適合性を確認してください。 
 

9．1．1 EMC指令について 

インバータ単体は CE マーキング対象外です    

お客様の供給する機械がインバータとモータを組み合わせた最終生産物ならば、ＣＥマーキングの対象となります。

ＶＦ－ＦＳ1 シリーズのインバータは、弊社の推奨するＥＭＩフィルタを設置し、適切な配線を行うことによって、

ＥＭＣ指令に適合することができます。 

 

ＥＭＣ規格にはイミュニティおよびエミッションの２種類があり、それぞれ使用環境により分類されますが、イン

バータは産業用機器として、工業環境下での使用となりますので、ＥＭＣ指令の内容を分類すると第１表のように

なります。最終的な機械・装置として要求される規格・試験の内容もほぼ同様と考えます。 
 

第 １ 表 （ＥＭＣ規格） 
 

区 分 名   称 製品規格 試験法を定めた規格 

放射ノイズ CISPR11(EN55011) 
エミッション 

伝導ノイズ CISPR11(EN55011) 

静電気放電 IEC61000-4-2 

放射性無線周波電磁界 IEC61000-4-3 

ファーストトランジェント・バースト IEC61000-4-4 

雷サージ IEC61000-4-5 

無線周波数誘導伝導妨害 IEC61000-4-6 

イミュニティ 

電圧ディップ/電源中断 

IEC61800-3 

IEC61000-4-11 
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9．1．2 EMC対策について 

ＥＭＣについての具体的な対策を示します。 

（１）インバータの入力側にＥＭＩフィルタを挿入ください。伝導ノイズおよび入力配線からの放射ノイズを減衰させる

効果があります。 

ノイズフィルタは第２表に示す推奨品をご使用ください。伝導ノイズの適合性の評価はこの組み合わせで行ってい

ます。また、国内での使用においては、ＮＦシリーズをお奨めいたします。 

第２表にインバータに対する推奨フィルタ形式を示します。 

 

第２表 インバータとＥＭＩフィルタの組み合わせ 
 

３相２００Ｖクラス 

インバータとフィルタの組合わせ 

伝導ノイズ 

EN61800-3, 1st Environment, C2
インバータ形式 

適合フィルタ形式 
モータ配線

電線長(m)

VFFS1-2004PM EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-2007PM EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-2015PM EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-2022PM EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-2037PM EMFS11-4025CZ 20 

VFFS1-2055PM EMFS11-4047DZ 20 

VFFS1-2075PM EMFS11-4047DZ 20 

VFFS1-2110PM EMFS11-2083EZ 20 

VFFS1-2150PM EMFS11-2083EZ 20 

VFFS1-2185PM EMFS11-2083EZ 20 

VFFS1-2220PM VW3A 4406 20 

VFFS1-2300PM VW3A 4408 20 
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３相４００Ｖクラス 

インバータとフィルタの組合わせ 

伝導ノイズ 

EN61800-3, 1st 

Environment, C2 

伝導ノイズ 

EN61800-3, 1st 

Environment, C3 

伝導ノイズ 

EN61800-3, 2nd 

Environment, C1 インバータ形式

適合フィルタ形式 
モータ配線

電線長(m)
適合フィルタ形式

モータ配線

電線長(m)
適合フィルタ形式 

モータ配線 

電線長(m) 

VFFS1-4004PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-4007PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-4015PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-4022PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4015BZ 20 

VFFS1-4037PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4025CZ 20 

VFFS1-4055PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4025CZ 20 

VFFS1-4075PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4047DZ 20 

VFFS1-4110PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4047DZ 20 

VFFS1-4150PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4049EZ 20 

VFFS1-4185PL 本体内蔵 5 - - EMFS11-4049EZ 20 

VFFS1-4220PL - - 本体内蔵 5 VW3A 4406 100 

VFFS1-4300PL - - 本体内蔵 5 VW3A 4406 100 

 

（２）インバータ出力線などの動力線や制御信号線はシールドします。その際、配線長はできるだけ短くします。また、

動力線と制御信号線、動力線の入力と出力はできるだけ離し、並行配線や束ね配線をしないでください。やむを得

ない場合は、交差させてください。 
 

（３）フィルタ及びインバータは同一金属板上に設置してください。インバータを密閉された金属の制御盤内に設置して

いただくと、いっそう放射ノイズを抑制することができます。また、金属板および制御盤本体はできるだけ太く短

い電線で動力線から離して、確実に接地してください。 
 

（４）ＥＭＩフィルタの入力線、出力線は極力離して配線してください。 
 

（５）ケーブルからの放射ノイズを抑えるために、シールドケーブルをノイズカットプレートに接地してください。 

シールド接地はインバータ側、操作盤側、フィルタ側のそれぞれ近くで（１０ｃｍ以内）で接地するのが有効です。

また、シールドケーブルにフェライトコアを挿入しますと、いっそう放射ノイズを抑制することができます。 
 

（６）インバータの出力線に零相リアクトル、また金属板および制御盤の接地線にフェライトコアを挿入しますと、いっ

そう放射ノイズを抑制することができます。 
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【設置例】 

 
 

 

注）シールドケーブルは下図に示すように加工し接地してください。 

 

ケーブルの表面を剥ぎ、シールド部を市販の電気

工事用金属サドル相当品で金属板に固定します。

シールドケーブル

 

 

9．1．3 低電圧指令について 

低電圧指令は機械・装置の安全性についての指令です。弊社インバータは低電圧指令規格として EN/IEC 

61800-5-1 に基づきインバータにＣＥマークを貼りつけています。お客様の機械に組み込んで、安心してヨーロ

ッパへ輸出することができます。 

適合規格：EN/IEC 61800-5-1 

    Adjustable speed electrical power drive system 
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9．1．4 低電圧指令対策について 

お客様で弊社インバータを機械・装置に組み込んで御使用になる場合は、低電圧指令に適合するために下記対策を

行ってください。 

 

（１）インバータは盤内収納とし、筐体接地を行なってください。またメンテナンスを行なう際、インバータの機種・容

量によっては配線口より充電部へ指などが触れることがありますので、ご注意ください。 

 

（２）インバータ主回路端子のアース端子には、２本以上の配線は行わないでください。この場合、２本以降のアース配

線はインバータを取り付けてある金属板上にアース端子を設け接続するか、ノイズカットプレートをインバータに

取付け、ノイズカットプレートのアース端子に接続して下さい。接地用電線サイズは１０.１項の表を参考して選定

ください。 

 

（３）インバータの入力側にはノーヒューズしゃ断器またはヒューズを設置してください。 

 

9．2 UL 規格および CSA 規格への対応について 

ＶＦ－ＦＳ１ではＵＬ／ＣＳＡ規格を取得しており、取得したインバータについては、定格銘板にＵＬ／ＣＳＡマ

ークが貼付けてあります。 

 

9．2．1 据付けについての注意 

本インバータは盤内に収納することを前提にＵＬ規格を取得しています。このため、盤内に収納し、インバータの

周囲温度（収納盤内部の温度）を仕様温度範囲内となるようにしてください。 

⇒ 1. 4. 4 項を参照 

 

9．2．2 配線についての注意 

インバータの入力端子（Ｒ／Ｌ１，Ｓ／Ｌ２，Ｔ／Ｌ３）および出力端子（Ｕ／Ｔ１，Ｖ／Ｔ２，Ｗ／Ｔ３）に接

続する配線にはＵＬ認定（導体最高許容温度７５℃以上の銅電線）の電線に丸形圧着端子を取付けて使用してくだ

さい。推奨電線サイズについては、次ページの表をご参照ください。 

アメリカ合衆国内に設置する場合は分岐線の保護は、National Electrical Code 及び現地の規格に従って実施して

ください。 

カナダ国内に設置する場合は分岐線の保護は、Canadian Electrical Code 及び現地の規格に従って実施してくだ

さい。 
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9．2．3 周辺機器についての注意 

インバータの入力側にヒューズを設置してください。ヒューズはＵＬ認定品を使用してください。 

また、本インバータは電源しゃ断電流（電源短絡が発生した場合に流れる電流）条件にてＵＬ試験を実施していま

す。機種により電源しゃ断電流、ヒューズ電流値が異なりますので、次ページの表をご参照ください。 

 
入力電圧クラス 適用モータ出力 電源しゃ断電流及び最大入力電圧 

３．７ｋW 以下 
このインバータは, class-J ヒューズ設置状態にて 5kArms 以下の正弦波電

流、最大 240V が供給可能な電源での使用に適合しています。 
200V 

５．５ｋW 以上 
このインバータは、class-J ヒューズ設置状態にて 22kArms 以下の正弦波

電流、最大 240V が供給可能な電源での使用に適合しています。 

３．７ｋW 以下 
このインバータは、class-J ヒューズ設置状態にて 5kArms 以下の正弦波電

流、最大 480V が供給可能な電源での使用に適合しています。 
400V 

５．５ｋW 以上 
このインバータは、class-J ヒューズ設置状態にて 22kArms 以下の正弦波

電流、最大 480V が供給可能な電源での使用に適合しています。 
 

 

 

677



 Ｅ６５８１３８０ 

I-7 

9

 

■電源しゃ断電流、ヒューズ電流および推奨電線サイズ 
 

電圧クラス 
適用モータ 

（kW） 
インバータ形式

電源しゃ断電

流 

（Ａ）ＡＩＣ

ヒューズ 

クラスと 

電流値（Ａ）

最大入

力電圧

（V）

主回路入力

電線サイズ

AWG 

主回路出力 

電線サイズ 

AWG 

接地線 

AWG 

0.4 VFFS1-2004PM AIC 5000A J 3A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

0.75 VFFS1-2007PM AIC 5000A J 6A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

1.5 VFFS1-2015PM AIC 5000A J 10A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

2.2 VFFS1-2022PM AIC 5000A J 15A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

3.7 VFFS1-2037PM AIC 5000A J 25A max. 240 AWG 12 AWG 10 AWG 12 

5.5 VFFS1-2055PM AIC 22000A J 35A max. 240 AWG 10 AWG 8 AWG 10 

7.5 VFFS1-2075PM AIC 22000A J 45A max. 240 AWG 8 AWG 8 AWG 10 

11 VFFS1-2110PM AIC 22000A J 70A max. 240 AWG 6 AWG 6 AWG 10 

15 VFFS1-2150PM AIC 22000A J 90A max. 240 AWG 4 AWG 4 AWG 10 

18.5 VFFS1-2185PM AIC 22000A J 100 A max. 240 AWG 4 AWG 3 AWG 8 

22 VFFS1-2220PM AIC 22000A J 125A max. 240 AWG 2 AWG 2 AWG 8 

三相 200V 

クラス 

30 VFFS1-2300PM AIC 22000A J 175A max. 240 AWG 1/0 AWG 1/0 AWG 6 

0.４ VFFS1-４00４PL AIC ５000A J ３A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

0.75 VFFS1-４007PL AIC ５000A J 3A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

1.5 VFFS1-４015PL AIC ５000A J 6A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

2.2 VFFS1-４022PL AIC ５000A J 10A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

3.7 VFFS1-４037PL AIC ５000A J 15A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

5.5 VFFS1-４055PL AIC 22000A J 20A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

7.5 VFFS1-４075PL AIC 22000A J 25A max. 480 AWG 12 AWG 12 AWG 14 

11 VFFS1-４110PL AIC 22000A J 35A max. 480 AWG 10 AWG 10 AWG 10 

15 VFFS1-４150PL AIC 22000A J 45A max. 480 AWG 8 AWG 8 AWG 10 

18.5 VFFS1-４185PL AIC 22000A J 60A max. 480 AWG 8 AWG 8 AWG 10 

22 VFFS1-４220PL AIC 22000A J 70A max. 480 AWG 6 AWG 6 AWG 10 

三相 400V 

クラス 

30 VFFS1-４300PL AIC 22000A J 90A max. 480 AWG 4 AWG 4 AWG 10 

 

9．2．4 モータ過負荷保護 

モータ過負荷保護として本インバータの電子サーマル機能を使用する場合は、適用するモータ仕様に合わせてパラ

メータ設定をしてください。 ⇒ 5. 12 項を参照 

複数台のモータを１台のインバータで運転する場合はモータごと個別に過負荷継電器を設置してください。 
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10．周辺機器の選定 

  警告 
 

 

指示 

・配線器具及びオプションを使用する場合は、盤内に収納すること 

 盤内に収納しないと、感電の原因となります。 

 

 

 

・アース線を確実に接続すること 

 確実に接続しないと、故障、漏電の時に、感電、火災の原因となります。 

 

 
 

10．1 配線機器の選定 

電線サイズ 注 4） 
主回路 (mm2) 注 1) 接地線 (mm2) 

電 圧 
クラス 

適用モータ 
(kW) 

インバータ形式 日本国内向け
(JEAC8001-

2005) 

IEC 準拠の場合
(IEC60364-5-

52/54, 
IEC60204-1)

日本国内向け
(JEAC8001-

2005) 

IEC 準拠の場合 
(IEC60364-5- 

52/54, 
IEC60204-1) 

0.4 VFFS1-2004PM 2 1.5 2 2.5 

0.75 VFFS1-2007PM 2 1.5 2 2.5 

1.5 VFFS1-2015PM 2 1.5 2 2.5 

2.2 VFFS1-2022PM 2 1.5 2 2.5 

3.7 VFFS1-2037PM 2 2.5 2 2.5 

5.5 VFFS1-2055PM 3.5 4 3.5 4 

7.5 VFFS1-2075PM 5.5 6 3.5 6 

11 VFFS1-2110PM 14 10 5.5 10 

15 VFFS1-2150PM 14 16 5.5 16 

18.5 VFFS1-2185PM 22 25 8 16 

22 VFFS1-2220PM 38 25 8 16 

三相 
200V 
クラス 

30 VFFS1-2300PM 38 50 14 25 

0.4 VFFS1-4004PL 2 1.5 2 2.5 

0.75 VFFS1-4007PL 2 1.5 2 2.5 

1.5 VFFS1-4015PL 2 1.5 2 2.5 

2.2 VFFS1-4022PL 2 1.5 2 2.5 

3.7 VFFS1-4037PL 2 1.5 2 2.5 

5.5 VFFS1-4055PL 2 1.5 2 2.5 

7.5 VFFS1-4075PL 2 1.5 2 2.5 

11 VFFS1-4110PL 3.5 4 3.5 4 

15 VFFS1-4150PL 5.5 6 3.5 6 

18.5 VFFS1-4185PL 5.5 6 5.5 6 

22 VFFS1-4220PL 8 10 5.5 10 

三相 
400V 
クラス 

30 VFFS1-4300PL 14 16 5.5 16 

注 1) 入力側Ｒ／Ｌ１，Ｓ／Ｌ２，Ｔ／Ｌ３，出力側Ｕ／Ｔ１，Ｖ／Ｔ２，Ｗ／Ｔ３の電線サイズを示しています。 
配線距離は３０m 以下を想定しています。 
UL 規格対応が必要な場合は、9 章記載の電線サイズを適用ください。 

注 2) 制御回路の電線は、0.75ｍｍ２以上のシールド線を使用してください。 
注 3) 接地線用電線サイズは表の電線サイズ以上の電線を使用してください。 
注 4) 日本国内向け電線サイズは、周囲温度４０℃にて、ＨＩＶ電線（絶縁物の最高許容温度７５℃の銅電線）を使用した

場合であり、IEC 準拠の電線サイズは、周囲温度４０℃にて、ＰＶＣ電線（絶縁物の最高許容温度７０℃の銅電線）
を使用した場合です。 

必ずアース線を 

接続せよ 
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■配線機器の選定 

入力電流（A） 
ノーヒューズ遮断器 (MCCB)

漏電遮断器 (ELCB) 
電磁接触器 

(MC) 
電圧 

クラス 
適用モータ 

(kW) 200Vクラス: 200V
400Vクラス: 380V

200Vクラス: 240V
400Vクラス: 480V

定格電流
（A） 

MCCB形式 
(ELCB形式) 

注1） 

形式 
  注1） 

0.4 1.9 1.6 3 

0.75 3.3 2.7 5 

1.5 6.1 5.1 10 

2.2 8.7 7.3 15 

3.7 15.7 13.0 30 

NJ30E 
(NJV30E) 

LC1D096 

5.5 20.8 17.3 40 LC1D186 

7.5 27.9 23.3 50 

NJ50EB 
(NJV50EB) LC1D256 

11 42.1 34.4 75 LC1D326 

15 56.1 45.5 100 

NJ100FB 
(NJV100FB) C50J 

18.5 67.3 55.8 125 C50J 

22 80.4 66.4 125 C65J 

三相 
200V 
クラス 

30 113.3 89.5 175 

NJ225FB 
(NJV225FB)

C80J 

0.4 1.0 0.8 3 

0.75 1.7 1.4 3 

1.5 3.2 2.5 5 

2.2 4.6 3.6 10 

3.7 8.1 6.4 15 

LC1D096 

5.5 10.9 8.6 20 LC1D126 

7.5 14.7 11.7 30 

NJ30E 
(NJV30E) 

LC1D186 

11 21.1 16.8 40 LC1D186 

15 28.5 22.8 50 

NJ50EB 
(NJV50EB) LC1D256 

18.5 34.8 27.8 60 LC1D326 

22 41.6 33.1 75 C50J 

三相 
400V 
クラス 

30 56.7 44.7 100 

NJ100FB 
(NJV225FB)

C50J 

注 1) 東芝産業機器システム（株）製品の形式を示します。 
注 2) 入力 200V／400V－50Hz で東芝標準 4 極モータを使用した場合の選定です。 
注 3) MCCB の選定は、入力電源容量によります。UL と CSA 規格に適合するには、ヒューズが必要となります。 
注４) 商用電源でモータ駆動する場合、AC－3 クラスのモータ定格電流に適した電磁接触器をご使用ください。 
注５) 電磁接触器、リレーの励磁コイルにはサージキラーを取り付けてください。 
注６) 電磁接触器 MC の補助接点 2a のものを制御回路に使用する場合は、2a 接点を並列に使用して接点の信頼

性を上げてください。 
 

 

10．2 電磁接触器の設置について 

一次側電磁接触器(MC)を設置しないでインバータを使用する場合は、インバータ保護回路動作時の一次側回路の開
放を MCCB で行ってください(電圧引き外し装置付き)。 

 

■一次側電磁接触器 

次のような場合に電源側とインバータを切り離すため、電源とインバータの間に電磁接触器（一次側電磁接触器）
を設置してください。 

(1) モータの過負荷継電器が作動した場合 

(2) インバータ内蔵の保護検出器（FL）が作動した場合 

(3) 電源が停電した場合（自動再始動防止） 
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一次側電磁接触器（MC）を設置しないでインバータを使用する場合は、一次側電磁接触器の代わりに電圧引き外

しコイル付きのノーヒューズしゃ断器を設置して、上記の保護継電器の接点でノーヒューズしゃ断器がトリップす

るようにしてください。停電の検出は不足電圧継電器などを使用してください。 
 

 
 

 

一次側電磁接触器設置時の接続例 
 

配線上のお願い 

・運転、停止を頻繁に繰り返す場合は、一次側電磁接触器でＯＮ－ＯＦＦしないでください。 

運転、停止は制御端子Ｆ－ＣＣ間（正転）または R－ＣＣ間（逆転）で行なってください。 

・電磁接触器（ＭＣ）の励磁コイルにはサージキラーを付けてください。 
 

■二次側電磁接触器 

インバータ停止中の制御モータの切換えや、電源の切換えのために二次側電磁接触器を設けることができます。 

配線上のお願い 

・商用電源がインバータ出力端子に印加されないように、必ずインターロックをとってください。 

・インバータとモータの間に電磁接触器（ＭＣ）を設置した場合は、運転中のＯＮ－ＯＦＦを避けてください。運

転中にこの二次側電磁接触器をＯＮ－ＯＦＦすると、インバータに突入電流が流れて故障の原因となります。 

 

10．3 過負荷継電器の設置について 

１）インバータＶＦ－ＦS1 は、電子サーマルによる過負荷保護機能を内蔵しています。 

ただし、次のような場合には、モータ用電子サーマル保護レベル（）の調整や使用するモータに適した

過負荷継電器をインバータとモータの間に設置してください。 

・東芝汎用モータと定格電流値が異なるモータを使用する場合 

・標準仕様の適用モータ出力より小さなモータを単独で運転する場合。または、複数台同時に運転する場合。 

２）インバータＶＦ－ＦS1 は、定トルクモータ「東芝ＶＦモータ」を運転する場合は、電子サーマルの保護特性

（）をＶＦモートル用に調整してください。 

３）モータを低速運転する場合の保護を十分に行なうために、モータ巻線埋め込み形のサーマルリレー付きモータ

の使用をお勧めします。 
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10．4 別置形オプションについて 

インバータＶＦ－ＦS1 には次のような別置形オプションが用意されています。 

 

 

⑦延長パネル 

⑧USB 通信変換ユニット 

⑨操作盤、周波数計 

⑩応用制御装置 
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11．パラメータ一覧表／データ 

11．1 ユーザパラメータ 

 

タイトル 機能 単位
最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 パネル運転周波数 Hz 0.1/0.01 －

注）f703=1 設定時, 0.0 –  fh

0.0  ３．２ 

 

11．2 基本パラメータ 

 

タイトル 
通信

番号
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 
項目 

 － ウィザード機能 ― ― 使用頻度の多い 10 個のパラメー

タを設定します。 

-  4.2.4 

6.20.7 

 － ヒストリ機能 ― ― 設定変更を行なったパラメータの

新しい順から５個を一つのグルー

プとして表示。 

（編集も可能） 

-  4.2.5 

 0000 おまかせ加減速 － － ０：なし（手動設定） 

１：自動設定 

２：自動設定（加速時のみ） 

0  5.1.1 

 0040 おまかせ機能設定 － － ０：なし 

１：フリーラン停止 

２：３ワイヤー運転 

３：外部アップ/ダウン入力設定

４：4-20mA 電流入力運転 

0  ５．2 

 0003 コマンドモード選択 － － ０：端子台 

１：パネル 

２：RS485 通信 

0  ５．3 

７．２ 

 0004 周波数設定モード 

選択１ 

－ － １：VIA 

２：VIB 

３：パネル 

４：RS485 通信 

５：外部接点アップダウン 

1  ５．3 

6.5.1 

７．１ 
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タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0005 接続メータ選択 － － ０：出力周波数 
１：出力電流 
２：周波数設定値 
３：直流部電圧 
４：出力電圧指令値 
５：入力電力 
６：出力電力 
７：トルク 
８：トルク電流 
９：モータ積算負荷率 
１０：インバータ積算負荷率 
１１：－（選択しないでください）
１２：周波数設定値（ＰＩＤ後）
１３：VIA 入力値 
１４：VIB 入力値 
１５：固定出力１ 

（出力電流１００％時） 
１６：固定出力２ 

（出力電流５０％時） 
１７：固定出力３ 

（＝17 の時の仮想
出力値） 

１８：RS485 通信データ 
１９：調整用（の値を表示）

０  ５．4 

 0006 接続メータ調整 － － － －   

 0007 標準出荷設定 － － ０：－ 

１：５０Hz 標準設定 

２：６０Hz 標準設定 

３：標準出荷設定（初期化） 

４：トリップ履歴のクリア 

５：累積稼動時間のクリア  

６：形式情報初期化 

７：客先設定パラメータの記憶 

８：客先設定パラメータの呼出し

９：累積ファン運転時間のクリア

０  4.2.7 

4.2.8 

５．5 

 0008 正転・逆転選択 

（パネル運転時） 

－ － ０：正転 

１：逆転 

２：正転（パネル正逆切換え可能）

３：逆転（パネル正逆切換え可能）

０  ５．6 

 0009 加速時間１ ｓ 0.1/0.1 ０．０－３２００ ＊1  5.1.2 

 0010 減速時間１ ｓ 0.1/0.1 ０．０－３２００ ＊1   

 0011 最高周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 ３０．０－２００．０ 80.０  ５．7 

 0012 上限周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．５－  60.0  5．8 

 0013 下限周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－  0.0   

 0014 基底周波数１ Ｈｚ 0.1/0.01 ２５．０－２００．０ 60.0  5.9 

 0409 基底周波数電圧１ V 1/0.1 ２００Ｖクラス：５０－３３０ 

４００Ｖクラス：５０－６６０ 

200/

400

 ５.9 

6.12.5 
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タイトル 
通信

番号
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0015 Ｖ／Ｆ制御モード選

択 

－ － ０：Ｖ／Ｆ一定 

１：二乗低減 

２：自動トルクブースト制御 

３：ベクトル制御 

４：アドバンスト省エネモード

５：－（選択しないでください）

６：ＰＭモータ制御 

1  5.10 

 0016 トルクブースト量１ ％ 0.1/0.1 ０．０－３０．０ ＊1  5.11 

 0600 モータ用電子サーマ

ル保護レベル１ 

％

(A)

１/1 １０－１００ 100  5.12 

6.17.1 

 0017 電子サーマル保護特

性選択 *2 

－ －  

 

 

 

 

 

０  5.12 

 0018 多段速運転周波数１ Ｈｚ 0.1/0.01 － １５．０  

 0019 多段速運転周波数２ Ｈｚ 0.1/0.01 － ２０．０  

 0020 多段速運転周波数３ Ｈｚ 0.1/0.01 － ２５．０  

 0021 多段速運転周波数４ Ｈｚ 0.1/0.01 － ３０．０  

 0022 多段速運転周波数５ Ｈｚ 0.1/0.01 － ３５．０  

 0023 多段速運転周波数６ Ｈｚ 0.1/0.01 － ４０．０  

 0024 多段速運転周波数７ Ｈｚ 0.1/0.01 － ４５．０  

5.13 

 － 拡張パラメータ ― ―    ― － － 4.2.2 

 － 変更設定検索 － －    － － － 4.2.3 

*1：容量ごとにパラメータの値が異なります。 ⇒ K-13 ページの表を参照 

*2：○：適用する。×：適用しない。 

設定値
過負

荷保護

過負荷

ストール

0 ○ × 

1 ○ ○ 

2 × × 

3 

標準

モータ

× ○ 

4 ○ × 

5 ○ ○ 

6 × × 

7 

VF

モータ

× ○ 
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11．3 拡張パラメータ 

 ・入出力パラメータ１ 

タイトル 
通信 
番号 

機能 単位
最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準
出荷

お客様 
設定値 

参照 
項目 

 0100 低速度信号出力周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ０．０  6.1.1 

 0101 速度到達指定周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ０．０  6.1.3 

 0102 速度到達検出幅 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ２．５  6.1.2 

 0108 常時動作機能選択 1 ― ― ０－７１（機能なし） 0  6.3.1 

 0109 アナログ／接点 

入力機能選択 

（VIA 端子） 

－ － ０：VIA -アナログ入力 

１：VIA -接点入力（シンク）

２：VIA -接点入力（ソース）

０  6.2.1 

 0110 常時動作機能選択 2 － － ０－７2（ST） 1  6.3.1 

 0111 入 力 端 子 機 能 選 択 １

（Ｆ） 

－ － ０－７2（Ｆ） ２  6.3.2 

 0112 入 力 端 子 機 能 選 択 ２

（Ｒ） 

－ － ０－７2（Ｒ） ３   

 0113 入 力 端 子 機 能 選 択 ３

（ＲEＳ） 

－ － ０－７2（ＲEＳ） 10   

 0118 入力 端子 機能 選 択 8

（VIA） 

－ － ０－７2（ＳＳ１） ６   

 0130 出力端子機能選択１A 

（ＲＹ－ＲＣ） 

－ － ０－２５５（ＬＯＷ） 4  6.3.3 

 0132 出力端子機能選択３ 

（ＦＬ） 

－ － ０－２５５（ＦＬ） 10   

 0137 出力端子機能選択１Ｂ 

（ＲＹ－ＲＣ） 

－ － ０－２５５（常時ＯＮ） 255  6.3.4 

 0139 出力端子ロジック選択 

（ＲＹ－ＲＣ） 

－ － ０： and  

１： or   

0   

 0146 RY-RC 出力ディレイ

時間 
s 0.1/0.1 0.0-60.0 0.0

 6.3.5 

 0147 FL 出力ディレイ時間 s 0.1/0.1 0.0-60.0 0.0   
 0160 アナログ VIA 検出値 % 1/1 0-100 0  6.3.6 
 0161 アナログ VIA 検出幅 % 1/1 0-20 3   

 0162 アナログ VIB 検出値 % 1/1 0-100 0   
 0163 アナログ VIB 検出幅 % 1/1 0-20 3   

 0167 周波数指令一致検出幅 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ２．５  6.3.7 

 0170 基底周波数２ Hz 0.1/0.01 ２５．０－２００．０ 60.0  6.4.1 

 0171 基底周波数電圧２ V １/0.1 ２００Ｖクラス：５０－３３０

４００Ｖクラス：５０－６６０

200/

400

  

 0172 トルクブースト量２ % 0.1/0.1 ０．０－３０．０ ＊1   

 0173 モータ用電子サーマル

保護レベル２ 

%

(A)

１/1 １０－１００ 100  5.12 

6.4.1 

 0185 ストール防止動作レベ

ル２ 

%

(A)

１/1 １０－１１０ 110  6.4.1 

6.17.2 

*1：容量ごとにパラメータの値が異なります。 ⇒ K-13 ページの表を参照 
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・周波数パラメータ 

タイトル 
通信
番号

機能 単位
最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準
出荷

お客様 
設定値 

参照 
項目 

０：（端子入力により 

に切換え可能） 

 0200 周波数優先選択 － － 

１：（指令周波数 1.0Hz

以下でに切換え） 

０  6.5.1 

7．1 

 0201 ＶＩＡ入力ポイント１

の設定 

％ １/1 ０－１００ ０  6.5.2 

 0202 ＶＩＡ入力ポイント１の

周波数 
Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－２００．０ ０．０   

 0203 ＶＩＡ入力ポイント２の

設定 
％ １/1 ０－１００ 100   

 0204 ＶＩＡ入力ポイント２の

周波数 
Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－２００．０ 60.0   

 0207 周波数設定モード 

選択２ 

－ － １：VIA 

２：VIB 

３：パネル 

４：RS485 通信 

５：外部接点アップダウン 

２  6.3.7 

6.5.1 

7．1 

 0210 ＶＩＢ入力ポイント１の

設定 
％ １/1 ０－１００ ０  6.5.2 

 0211 ＶＩＢ入力ポイント１の

周波数 
Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－２００．０ ０．0   

 0212 ＶＩＢ入力ポイント２の

設定 
％ １/1 ０－１００ 100   

 0213 ＶＩＢ入力ポイント２の

周波数 
Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－２００．０ 60.0   

 0240 始動周波数設定 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．５－１０．０ ０．５  6.6.1 

 0241 運転開始周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ０．０  6.6.2 

 0242 運転開始周波数ヒステ

リシス 

Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ０．０   

 

 0250 直流制動開始周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ０．０  6.7.1 

 0251 直流制動量 ％(A) １/1 ０－１００ 5０   

 0252 直流制動時間 s 0.1/0.1 ０．０－２０．０ １．０   

 0256 

 

下限周波数連続運転時

自動停止時間 

ｓ 0.1/0.1 ０．０：不動作 

０．１－６００．０ 

０．０  ６．８ 

 0264 外部接点入力－アップ

応答時間 

s 0.1/0.1 ０．０－１０．０ ０．１  6.5.3 

 0265 外部接点入力－アップ

周波数ステップ幅 

Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ０．１   

 0266 外部接点入力－ダウン

応答時間 

s 0.1/0.1 ０．０－１０．０ ０．１   

 0267 外部接点入力－ダウン

周波数ステップ幅 

Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－ ０．１   

 0268 アップダウン周波数初

期値 

Ｈｚ 0.1/0.01  0．０   
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タイトル 
通信 

機能 単位
最小単位

調整範囲 
標準 お客様 参照 

 0269 アップダウン周波数初

期値書換え 

－ － ０：書換えしない 

１：電源 OFF 時に、

を書換えする 

1  6.5.3 

 0270 ジャンプ周波数１ Ｈｚ 0.1/0.01 0.．0－ ０．０  ６.9 

 0271 ジャンプ幅１ Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－３０．０ ０．０   

 0272 ジャンプ周波数２ Ｈｚ 0.1/0.01 0．0－ ０．０   

 0273 ジャンプ幅２ Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－３０．０ ０．０   

 0274 ジャンプ周波数３ Ｈｚ 0.1/0.01 0．0－ ０．０   

 0275 ジャンプ幅３ Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－３０．０ ０．０   

 0294 強制運転周波数 Ｈｚ 0.1/0.01 － 50．0  6.18 

 

 0295 バンプレス操作選択 － － ０：なし 

１：あり 

1  6.10 

 

 ・運転モードパラメータ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0300 ＰＷＭキャリア周波数 kHz 0.1/0.1 ６．0 － １６．０ ＊1  6.11 

 0301 瞬停再始動制御選択 － － ０：なし 

１：瞬停再始動時 

２：ST－CC 入/切時 

３：瞬停再始動時または ST 端

子入/切時 

４：始動時 

０  6.12.1 

 0302 瞬停フリーラン停止選

択 

－ － ０：なし 

１：－（選択しないでください）

２：フリーラン停止 

０  6.12.2 

 0303 リトライ選択（回数） 回 １/1 ０：なし 

１－１０ 

０  6.12.3 

 0305 過電圧制限動作選択 

（減速停止モード選択） 

－ － ０：あり 

１：なし 

２：あり（短時間減速） 

３：あり（ダイナミック短時間

減速） 

２  6.12.4 

０：電源電圧補正なし・ 

出力電圧制限あり 

１：電源電圧補正あり・ 

出力電圧制限あり 

２：電源電圧補正なし・ 

出力電圧制限なし 

 0307 電源電圧補正 

（出力電圧制限） 

－ － 

３：電源電圧補正あり・ 

出力電圧制限なし 

3  6.12.5 

 0311 逆転運転禁止選択 － － ０：正転・逆転許可 

１：逆転禁止 

２：正転禁止 

０  6.12.6 
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タイトル 
通信

機能 単位
最小単位

調整範囲 
標準 お客様 参照 

 0312 まろやか制御 － － ０：なし 

１：あり 

０  6.11 

０：キャリア周波数自動低減なし

１：キャリア周波数自動低減あり

２：キャリア周波数自動低減なし、

400V クラス対応あり 

 0316 キャリア周波数制御モー

ド選択 

－ － 

３：キャリア周波数自動低減あり、

400V クラス対応あり 

１   

 0320 ドゥループ・ゲイン ％ １/1 ０－１００ 0  6.13 

 0323 ドゥループ不感帯トルク電流 ％ １/1 ０－１００ 10   

 0359 ＰＩＤ制御開始待ち時間 ｓ 1/1 ０－２４００ 0  6.14 

 0360 ＰＩＤ制御 － － ０：なし 

１：あり(フィードバック VIA)

２：あり(フィードバック VIB)

０   

 0362 比例ゲイン － 0.01/0.01 ０．０１－１００．０ 0.30   

 0363 積分ゲイン － 0.01/0.01 ０．０１－１００．０ 0.20   

 0366 微分ゲイン － 0.01/0.01 ０．００－２．５５ 0.00  

 0380 PID 正逆特性選択 - 1/1 0:正特性（標準） 

1:逆特性 

0  

 

 0391 下限周波数連続自動停

止ヒステリシス 

Hz 0.1/0.01 0.0-fh 0.2  

 0392 自動停止回復偏差 Hz 0.1/0.01 0.0：不動作 

0.1-fh 

0.0  

 0393 自動停止回復フィード

バック 

Hz 0.1/0.01 0.0：不動作 

0.1-fh 

0.0  

6.8.1 

*1：容量ごとにパラメータの値が異なります。 ⇒ K-13 ページの表を参照 
 

 ・トルクアップパラメータ１ 

タイトル 
通信

番号
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

０：オートチューニングなし

１：の初期化 

（実行後０） 

 0400 オートチューニング － － 

２：オートチューニングの実行

（実行後０） 

０  5.10 

6.15.1 

 0401 すべり周波数ゲイン % １/1 ０－１５０ ５０   

 0402 自動トルクブースト量 % 0.1/0.1 ０．０－３０．０ ＊１   

 0415 モータ定格電流 A 0.1/0.1 ０．１－２００．０ ＊１   

 0416 モータ無負荷電流 ％ １/1 １０－１００ ＊１   

 0417 モータ定格回転数 min-1 １/1 １００－１５０００ ＊１   

 0418 速度制御応答係数 － １/1 １－１５０ ４０   

 0419 速度制御安定係数 － １/1 １－１００ ２０   

*1：容量ごとにパラメータの値が異なります。 ⇒ K-13 ページの表を参照 689
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 ・入出力パラメータ２ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0470 ＶＩＡ入力バイアス － － ０－２５５ １２8  6.5.4 

 0471 ＶＩＡ入力ゲイン － － ０－２５５ １４8   

 0472 ＶＩＢ入力バイアス － － ０－２５５ １２8   

 0473 ＶＩＢ入力ゲイン － － ０－２５５ １４8   

 ・トルクアップパラメータ２ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0480 励磁電流係数 ％ 1/1 １００－１３０ 100  5.10 

       6.15.2 

 0481 電源補正フィルタ － 1/1 ０―９９９９ 0  6.17.16 

 0482 抑制フィルタ － 1/1 ０―９９９９ 442   

 0483 抑制ゲイン － 0.1/0.1 ０.１－３００.０ 100.0   

 0484 電源補正ゲイン － 0.1/0.1 0.0：不動作 

0.1～2.0 

0.0   

 0485 失速防止制御係数１ － １/1 １０－２５０ 100  5.10 

 0492 失速防止制御係数２ ― １/1 ５０－１５０ 100  6.15.2 

 0494 モータ調整係数 ― １/1 ０－２００ ＊１   

 0495 最大電圧調整系数 ％ １/1 ９０－１２０ 104   

 0496 波形切換え調整係数 kHz 0.1/0.1 ０.１－１４.０ 14.0   

*1：容量ごとにパラメータの値が異なります。 ⇒ K-１3 ページの表を参照。 
 

 ・加減速時間パラメータ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0500 加速時間２ s 0.1/0.1 ０．０－３２００ ＊1  6.16 

 0501 減速時間２ s 0.1/0.1 ０．０－３２００ ＊1   

 0502 加減速１のパターン － － ０   

 0503 加減速２のパターン － － 

０：直線 

１：Ｓ字１ 

２：Ｓ字２ 
０   

 0504 加減速１・２選択 － － １：加減速１ 

２：加減速２ 

1   

 0505 加減速１・２切換え周波数 Ｈｚ 0.1/0.０1 ０．０－ ０．０   

 0506 Ｓ字下限調整量 ％ 1/1 ０－５０ 10   

 0507 Ｓ字上限調整量 ％ 1/1 ０－５０ 10   

*1：容量ごとにパラメータの値が異なります。 ⇒ K-13 ページの表を参照 
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 ・保護パラメータ 

タイトル 
通信

番号
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0601 ストール防止動作レベル１ ％(A) １/1 １０－１１０ 110  6.17.2 

 0602 トリップ保持選択 － － ０：電源ＯＦＦでクリア 

１：電源ＯＦＦでも保持 

０  6.17.3 

 0603 非常停止選択 － － ０：フリーラン停止 

１：減速停止 

２：緊急直流制動停止 

０  6.17.4 

 0604 緊急直流制動停止時間 s 0.1/0.1 ０．０－２０．０ １.０   

 0605 出力欠相検出動作選択 － － ０：なし 

１：始動時（電源投入後 1 回のみ）

２：始動時（毎回） 

３：運転中 

４：始動時＋運転中 

５：出力側しゃ断検出あり 

０  6.17.5 

 0607 モータ用１５０％過負荷

トリップ検出時間 

s 1/1 10－２４００ 300  6.17.1 

 0608 入力欠相検出動作選択 － － ０：なし，１：あり １  6.17.6 

 0609 低電流検出電流ヒステリシス ％ 1/1 １－２０ １０  6.17.7 

 0610 低電流トリップ／アラー

ム選択 

－ － ０：アラームのみ 

１：トリップあり 

０   

 0611 低電流検出電流 ％

(A)

1/1 ０－１００ ０   

 0612 低電流検出時間 s 1/1 ０－２５５ ０   

 0613 始動時短絡検出選択 ― ― ０：毎回（標準パルス幅） 

１：電源投入後 1 回目のみ

  （標準パルス幅） 

２：毎回（短時間パルス） 

３：電源投入後 1 回目のみ

  （短時間パルス） 

０  6.17.8 

 0615 過トルクトリップ／アラ

ーム選択 

－ － ０：アラームのみ 

１：トリップあり 

０  6.17.９ 

 0616 過トルク検出レベル ％ 1/1 ０－２５０ 130   

 0618 過トルク検出時間 s ０.1/０.1 ０．０－１０．０ ０.５   

 0619 過トルク検出レベルのヒ

ステリシス 

％ 1/1 ０－１００ １０   

 0621 累積運転アラーム時間 100

時間

0.1/0.1

(=10 時間)

０．０－９９９．９ 610.0  6.17.10 

 0626 過電圧制限動作レベル ％ 1/1 １００－１５０ １４０  6.12.4 

 0627 不足電圧トリップ／アラ

ーム選択 

－ － ０：アラームのみ 

  （検出レベル６0%以下）

１：トリップあり 

（検出レベル６0%以下）

２：アラームのみ 

（検出レベル 50%以下、

   入力リアクトル必要）

０  6.17.12 
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タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0632 サーマルメモリ選択 － ― ０：なし 

１：あり 

０  6.17.1 

 0633 ＶＩＡアナログ入力断線

検出 

％ 1/1 ０：なし、 

１－１００ 

０  6.17.13 

 0634 年間平均周囲温度 

（部品交換アラーム用） 

－ ― １：－１０～＋１０℃ 

２：１１～２０℃ 

３：２１～３０℃ 

４：３１～４０℃ 

５：４１～５０℃ 

６：５１～６０℃ 

３  6.17.14 

 0644 VIA ｱﾅﾛｸﾞ入力断線検出

時の動作選択 

- 1/1 0:ﾌﾘｰﾗﾝ停止(ﾄﾘｯﾌﾟ e-18)

1:ﾌﾘｰﾗﾝ停止(ｱﾗｰﾑ alos)

2: ﾌ ｫ ｰ ﾙ ﾊ ﾞ ｯ ｸ 速 度 ( ｱ ﾗ ｰ ﾑ

alos) 

3:速度保持(ｱﾗｰﾑ alos) 

4:減速停止(ｱﾗｰﾑ alos) 

0  6.17.13 

 0645 PTC サーマル選択 － ― ０：なし 

１：あり（トリップ） 

２：あり（アラーム） 

０  6.17.15 

 0646 PTC 検出抵抗値 Ω 1/1 100－９９９９ 3000   

 0649 フォールバック速度 Hz 0.1/0.01 0.0-fh 0.0  6.17.13 

 0650 強制運転制御選択 － ― ０：なし 

１：あり 

０  6.18 


 ・出力パラメータ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0691 アナログ出力の傾き特性 － － ０：マイナス傾き（右下がり）

１：プラス傾き（右上がり） 

1  6.19.1 

 0692 アナログ出力バイアス ％ 1/1 0－100 ０   

 

 ・パネルパラメータ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0700 パラメータ書込み禁止選

択 

－ － ０：許可 

１：禁止 

０  6.20.1 

 0701 電流電圧単位選択 － － 0：％ 

１：A（アンペア）／Ｖ（ボルト）

０  6.20.2 

 0702 フリー単位表示倍率 倍 0.01/0.01 ０．００：フリー単位表示なし

（周波数表示） 

０．０１－２００．０ 

0.00  6.20.3 

 0703 周波数フリー単位対象選

択 

- 1/1 0:全周波数表示フリー単位変

換 

1:PID 関連周波数フリー単位変

換 +fc 範 囲 変 更 (0.0Hz ～

fh) 

0   
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タイトル 
通信

番号
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0705 フリー単位表示の傾き特

性 

－ － ０：マイナス傾き（右下がり）

１：プラス傾き（右上がり） 

1  6.20.3 

 0706 フリー単位表示のバイアス Ｈｚ 0.01/0.01 ０．００－ 0.00   

 0707 変化ステップ幅設定 1 

(パネルキー1 回押し) 

Ｈｚ 0.01/0.01 ０．００：無効 

０．０１－ 

0.00  6.20.4 

 0708 変化ステップ幅設定 2 

（パネル表示） 

－ 1/1 ０：無効 

１－２５５ 

0   

 0710 標準モニタ表示選択 － － ０：運転周波数（Hz/フリー単

位/ステップ） 

１：周波数指令（Hz/フリー単

位/ステップ） 

２：出力電流（％/A） 

３：インバータ定格電流（A）

４：インバータ負荷率（％） 

５：出力電力（kW） 

６：ＰＩＤ制御後の周波数指令

  （Hz/フリー単位/ステップ）

７：通信による任意表示 

８：出力速度 

９：通信カウンタ 

10：正常通信カウンタ 

０  6.20.5 

 0721 パネル停止パターン選択 － － ０：減速停止 

１：フリーラン停止 

０  6.20.6 

 0730 パネル周波数設定禁止選

択（） 

－ － ０：許可 

１：禁止 

０  6.20.1 

 0732 パネルローカル／リモー

ト操作禁止選択 

－ － ０：許可 

１：禁止 

2:許可[記憶なし] 

０   

 0733 パネル運転禁止選択 

（RUN／STOP キー）

－ － ０：許可 

１：禁止 

０   

 0734 パネル非常停止操作禁止

選択 

－ － ０：許可 

１：禁止 

０  

 0735 パネルリセット操作禁止

選択 

－ － ０：許可 

１：禁止 

０  

 

 0738 ウィザード機能選択 － － ０：あり 

１：なし 

０  6.20.7  

 0748 積算電力保存選択 － － ０：なし 

１：あり 

1  6.20.8  

 0749 積算電力単位選択 － － ０：1＝1kWh 

１：0.1＝1kWh 

２：0.01＝1kWh 

３：0.001＝1kWh 

＊1   

*1：容量ごとにパラメータの値が異なります。 ⇒ K-13 ページの表を参照 
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 ・通信パラメータ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0800 通信速度 － － ０：9600bps  

１：19200bps  

１  6.２1 

 0801 パリティ － － ０：NON（パリティなし） 

１：EVEN（偶数パリティ） 

２：ODD（奇数パリティ） 

１   

 0802 インバータ番号 － １/1 ０－２４７ ０   

 0803 通信エラートリップ時間 s １/1 ０：不動作 

１－１００ 

０   

 0805 送信待ち時間 ｓ 0.01/0.01 ０. ０0：通常通信 

０.０１-２.００ 

0.00   

 0806 インバータ間通信時の 

親器／子器設定 

（マスタ／スレーブ設定）

― ― ０：子器（親器異常時、0Hz 指

令） 

１：子器（親器異常時、運転継

続） 

２：子器（親器異常時、非常停

止トリップ） 

３：親器（周波数指令を送信）

４：親器（出力周波数を送信）

０   

 0811 通信指令ポイント１の設

定 

％ １/1 ０－１００ ０  6.5.2 

6.２1 

 0812 通信指令ポイント１の周

波数 

Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－２００．０ ０.０   

 0813 通信指令ポイント２の設

定 

％ １/1 ０－１００ 100   

 0814 通信指令ポイント２の周

波数 

Ｈｚ 0.1/0.01 ０．０－２００．０ 60.0   

 0829 通信プロトコル選択 ― ― ０：東芝インバータプロトコル

１：Modbus RTU プロトコル

２：Metasys N2 プロトコル

３：APOGEE FLN プロトコル

４：BAC-net プロトコル 

０  6.２1 

 0851 通信断線時のインバータ 

動作選択 

― ― ０：インバータ停止、通信コマ

ンド・周波数コマンド開放

（, に従う）

１：何もしない（継続運転） 

２：減速停止 

３：フリーラン停止 

４：通信異常（トリップ）

またはネットワーク異常

（トリップ） 

４  6.２1 
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タイトル 
通信

機能 単位
最小単位

調整範囲 
標準 お客様 参照 

 0856 通信用モータ極数 ― ― １：2 極 

２：4 極 

３：6 極 

４：8 極 

５：10 極 

６：12 極 

７：14 極 

８：16 極 

2  6.２1 

 0870 ブロック書込みデータ１ ― ― ０   

 0871 ブロック書込みデータ２ ― ― 

０：選択なし 

１：コマンド１ 

２：コマンド２ 

３：周波数指令 

４：端子台出力データ 

５：通信用アナログ出力 

６：回転速度指令 

０   

 0875 ブロック読出しデータ１ ― ― ０   

 0876 ブロック読出しデータ２ ― ― ０   

 0877 ブロック読出しデータ３ ― ― ０   

 0878 ブロック読出しデータ４ ― ― ０   

 0879 ブロック読出しデータ５ ― ― 

０：選択なし 

１：ステータス情報 

２：出力周波数 

３：出力電流 

４：出力電圧 

５：アラーム情報 

６：ＰＩＤフィードバック値 

７：入力端子台モニタ 

８：出力端子台モニタ 

９：ＶＩＡ端子台モニタ 

１０：ＶＩＢ端子台モニタ 

１１：回転速度 

０   

 0880 フリーメモ ― １/1 ０－６５５３５ ０   

 0890 オプション用パラメータ１ ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０  6.２2 

 0891 オプション用パラメータ２ ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0892 オプション用パラメータ３ ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0893 オプション用パラメータ４ ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0894 オプション用パラメータ５ ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0895 オプション用パラメータ 6 ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0896 オプション用パラメータ 7 ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0897 オプション用パラメータ 8 ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0898 オプション用パラメータ 9 ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   

 0899 オプション用パラメータ 10 ― １/1 ０－６５５３５ *1 ０   
 

*1：f829設定値により変化します。 
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・ＰＭモータパラメータ 

タイトル 
通信 

番号 
機能 単位

最小単位

パネル/通信
調整範囲 

標準

出荷

お客様 

設定値 

参照 

項目 

 0910 脱調検出電流レベル ％

(Ａ)

1/1 １０－１５０ 100  6.２3 

 0911 脱調検出時間 ｓ 0.1/0.1 ０．０：検出なし 

０．１－２５．０ 

0.0   

 0912 高速トルク調整係数 － 0.01/0.01 ０．００－６５０．０ 0.00   

 

 

■インバータ容量別標準出荷設定 

 
加速時間 

減速時間 

トルク 

ブースト量 

PWM キャリア

周波数 

自動トルク

ブースト量

モータ

定格電流

モータ

無負荷電流

モータ定格 

回転数 

モータ 

調整係数 

積算電力 

単位選択 

 
(min-1)

インバータ形式 ,  
,  
, 
 

/ 
(%)

 
(kHz)


(%)


(A)


(%) 標準出荷および

TYP: 2 設定時
TYP: 1 設定時

 

VFFS1-2004PM 10 6.0 12.0 6.2 2.0 65 1680 1400 90 0 

VFFS1-2007PM 10 6.0 12.0 5.8 3.4 60 1690 1408 80 0 

VFFS1-2015PM 10 6.0 12.0 4.3 6.2 55 1690 1408 70 0 

VFFS1-2022PM 10 5.0 12.0 4.1 8.9 52 1680 1400 70 0 

VFFS1-2037PM 10 5.0 12.0 3.4 14.8 48 1690 1408 70 1 

VFFS1-2055PM 10 4.0 12.0 3.0 21.0 46 1730 1441 70 1 

VFFS1-2075PM 10 3.0 12.0 2.5 28.2 43 1730 1441 70 1 

VFFS1-2110PM 10 2.0 12.0 2.3 40.6 41 1730 1441 60 1 

VFFS1-2150PM 10 2.0 12.0 2.0 54.6 38 1730 1441 50 1 

VFFS1-2185PM 30 2.0 8.0 2.0 68.0 36 1750 1458 50 1 

VFFS1-2220PM 30 2.0 8.0 1.8 80.0 34 1750 1458 50 1 

VFFS1-2300PM 30 2.0 8.0 1.8 108.0 32 1745 1454 50 1 

VFFS1-4004PL 10 6.0 12.0 6.2 1.0 65 1680 1400 90 0 

VFFS1-4007PL 10 6.0 12.0 5.8 1.7 60 1690 1408 80 0 

VFFS1-4015PL 10 6.0 12.0 4.3 3.1 55 1690 1408 70 0 

VFFS1-4022PL 10 5.0 12.0 4.1 4.5 52 1680 1400 70 0 

VFFS1-4037PL 10 5.0 12.0 3.4 7.4 48 1690 1408 70 1 

VFFS1-4055PL 10 4.0 12.0 2.6 10.5 46 1730 1441 70 1 

VFFS1-4075PL 10 3.0 12.0 2.3 14.1 43 1730 1441 70 1 

VFFS1-4110PL 10 2.0 12.0 2.2 20.3 41 1730 1441 60 1 

VFFS1-4150PL 10 2.0 12.0 1.9 27.3 38 1730 1441 50 1 

VFFS1-4185PL 30 2.0 8.0 1.9 34.0 36 1750 1458 50 1 

VFFS1-4220PL 30 2.0 8.0 1.8 40.0 34 1750 1458 50 1 

VFFS1-4300PL 30 2.0 8.0 1.8 54.0 32 1745 1454 50 1 
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■入力端子機能一覧１ 

機能 

番号 
記号 機能 動作 

0 － 割付機能なし 動作なし 

1 ST 運転準備 ON：運転準備完了、OFF：フリーラン停止（ゲートオフ） 

2 F 正転運転指令 ON：正転、 OFF：減速停止 

3 R 逆転運転指令 ON：逆転、 OFF：減速停止 

5 AD2 第 2 加減速選択 ＯＮ：第 2 加減速、ＯＦＦ：第 1 または、第３加減速 

6 SS1 多段速指令１ 

7 SS2 多段速指令２ 

8 SS3 多段速指令３ 

ＳＳ１～ＳＳ３の３ビットで７段速の選択 

10 RES リセット指令 
ON：リセット受付け 

ON→OFF：トリップリセット 

11 EXT 外部入力トリップ停止指令 ＯＮ：トリップ停止 

13 DB 直流制動指令 ON：直流制動動作  

14 PID PID 制御禁止  
ＯＮ：ＰＩＤ制御禁止 

ＯＦＦ：ＰＩＤ制御動作許可 

15 PWENE パラメータ編集許可 
ＯＮ：パラメータ編集許可 

ＯＦＦ：パラメータ編集禁止（＝の時） 

16 ST+RES 運転準備とリセット指令の組合せ ＯＮ：ＳＴとＲＥＳの同時入力（Ｎｏ．１＋１０） 

20 F+AD2 正転運転と第 2 加減速選択の組合せ ＯＮ：ＦとＡＤ２同時入力（Ｎｏ．２＋５） 

21 R+AD2 逆転運転と第 2 加減速選択の組合せ ＯＮ：ＲとＡＤ２同時入力（Ｎｏ．３＋５） 

22 F+SS1 正転運転と多段速指令１の組合せ ＯＮ：ＦとＳＳ１同時入力（Ｎｏ．２＋６） 

23 R+SS1 逆転運転と多段速指令１の組合せ ＯＮ：ＲとＳＳ１同時入力（Ｎｏ．３＋６） 

24 F+SS2 正転運転と多段速指令２の組合せ ＯＮ：ＦとＳＳ２同時入力（Ｎｏ．２＋７） 

25 R+SS2 逆転運転と多段速指令２の組合せ ＯＮ：ＲとＳＳ２同時入力（Ｎｏ．３＋７） 

26 F+SS3 正転運転と多段速指令３の組合せ ＯＮ：ＦとＳＳ３同時入力（Ｎｏ．２＋８） 

27 R+SS3 逆転運転と多段速指令３の組合せ ＯＮ：ＲとＳＳ３同時入力（Ｎｏ．３＋８） 

30 F+SS1+AD2 
正転運転、多段速指令１、第 2 加減

速選択の組合せ 
ＯＮ：Ｆ、ＳＳ１、ＡＤ２同時入力（Ｎｏ．２＋５＋６） 

31 R+SS1+AD2 
逆転運転、多段速指令１、第 2 加減

速選択の組合せ 
ＯＮ：Ｒ、ＳＳ１、ＡＤ２同時入力（Ｎｏ．３＋５＋６） 

32 F+SS2+AD2 
正転運転、多段速指令２、第 2 加減

速選択の組合せ 
ＯＮ：Ｆ、ＳＳ２、ＡＤ２同時入力（Ｎｏ．２＋５＋７） 

33 R+SS2+AD2 
逆転運転、多段速指令２、第 2 加減

速選択の組合せ 
ＯＮ：Ｒ、ＳＳ２、ＡＤ２同時入力（Ｎｏ．３＋５＋７） 

34 F+SS3+AD2 
正転運転、多段速指令３、第 2 加減

速選択の組合せ 
ＯＮ：Ｆ、ＳＳ３、ＡＤ２同時入力（Ｎｏ．２＋５＋８） 

35 R+SS3+AD2 
逆転運転、多段速指令３、第 2 加減

速選択の組合せ 
ＯＮ：Ｒ、ＳＳ３、ＡＤ２同時入力（Ｎｏ．３＋５＋８） 

38 FCHG 周波数指令強制切換え 
ＯＮ：（＝の時） 

ＯＦＦ： 

39 VF2 第 2Ｖ／Ｆ設定切換え 

ＯＮ：第 2Ｖ／Ｆ設定 

（＝０，，，，）

ＯＦＦ：第１Ｖ／Ｆ設定

（の設定値，，，，）  
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■入力端子機能一覧２ 

機能 

番号 
記号 機能 動作 

40 MOT2 

第 2 モータ設定切換え 

（AD2＋VF2＋ＯＣＳ２） 

（Ｎｏ．５＋３９＋６１） 

ＯＮ：第 2 モータ設定 

（＝０，，，，，，

 ，，）

ＯＦＦ：第１モータ設定

（の設定値，，，，，，，

 ，） 

41 UP 外部接点アップ周波数入力 ＯＮ：周波数設定上昇 

42 DOWN 外部接点ダウン周波数入力 ＯＮ：周波数設定下降 

43 CLR 外部接点アップ/ダウン周波数クリア OFF→ON：外部接点アップ/ダウン周波数設定のリセット 

44 CLR+RES 
外部接点アップ/ダウン周波数クリア

とリセット指令の組合せ 
ＯＮ：ＣＬＲとＲＥＳの同時入力（Ｎｏ．１０＋４３） 

45 EXTN 外部入力トリップ停止指令反転 ＯＦＦ：トリップ停止（Ｎｏ．１１の反転） 

46 OH 外部サーマルトリップ入力 ＯＮ：トリップ停止 

47 OHN 外部サーマルトリップ入力反転 ＯＦＦ：トリップ停止（Ｎｏ．４６の反転） 

48 SC/LC 通信からローカルへ強制切換え 

通信運転中に有効 

ＯＮ：ローカル（，，の設定） 

ＯＦＦ：通信 

49 HD 運転保持 ( 3 ワイヤ運転の停止 )
ＯＮ：Ｆ（正転運転）、Ｒ（逆転運転）保持、３ワイヤ運転 

ＯＦＦ：減速停止 

51 CKWH 積算電力量（kWh）表示のクリア ＯＮ：積算電力量（kWh）モニタ表示のクリア 

52 FORCE 強制運転２（工場出荷設定要） 

ＯＮ：軽故障では運転を継続する強制（強制運転周波数）

運転。本機能を有効にするためには工場出荷設定必要。 

ＯＦＦ：通常運転 

53 FIRE 強制運転１ 
ＯＮ：強制運転（強制運転周波数） 

ＯＦＦ：通常運転 

54 STN フリーラン停止（ゲートオフ） ＯＮ：フリーラン停止（ゲートオフ） 

55 RESN ＲＥＳ反転（Ｎｏ．１０の反転） 
ＯＦＦ：リセット受付け 

ＯＦＦ→ ＯＮ: トリップリセット 

56 F＋ST 正転運転と運転準備の組合せ ＯＮ：ＦとＳＴの同時入力（Ｎｏ．１＋２） 

57 R＋ST 逆転運転と運転準備の組合せ ＯＮ：ＲとＳＴの同時入力（Ｎｏ．１＋３） 

61 OCS2 
ストール防止動作レベル２への強制

切換え 

ＯＮ：の値で動作

ＯＦＦ：の値で動作 

62 HDRY ＲＹ－ＲＣ端子出力ホールド 
ＯＮ：ＲＹ－ＲＣが 1 度ＯＮすると、ＯＮ状態を維持 

ＯＦＦ：ＲＹ－ＲＣは条件にしたがって、リアルタイムに変化 

64 PRUN パネル運転時運転指令解除（クリア）
ＯＮ：パネル運転指令解除（クリア） 

ＯＦＦ：運転指令継続 

65 ICLR ＰＩＤ制御積分量クリア 
ＯＮ：ＰＩＤ制御の積分量を常に０（ゼロ）にする 

ＯＦＦ：ＰＩＤ制御動作許可 

66 ST＋F＋SS1
運転準備、正転運転、多段速指令１

の組合せ 
ＯＮ：ＳＴ、Ｆ、ＳＳ１同時入力（Ｎｏ．１＋２＋６） 

67 ST＋R＋SS1
運転準備、逆転運転、多段速指令１

の組合せ 
ＯＮ：ＳＴ、Ｒ、ＳＳ１同時入力（Ｎｏ．１＋３＋６） 

68 ST＋F＋SS2
運転準備、正転運転、多段速指令２

の組合せ 
ＯＮ：ＳＴ、Ｆ、ＳＳ２同時入力（Ｎｏ．１＋２＋７） 
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■入力端子機能一覧 3 

機能 

番号 
記号 機能 動作 

69 ST＋R＋SS2 
運転準備、逆転運転、多段速指令２

の組合せ 
ＯＮ：ＳＴ、Ｒ、ＳＳ２同時入力（Ｎｏ．１＋３＋７） 

70 ST＋F＋SS3 
運転準備、正転運転、多段速指令３

の組合せ 
ＯＮ：ＳＴ、Ｆ、ＳＳ３同時入力（Ｎｏ．１＋２＋８） 

71 ST＋R＋SS3 
運転準備、逆転運転、多段速指令３

の組合せ 
ＯＮ：ＳＴ、Ｒ、ＳＳ３同時入力（Ｎｏ．１＋３＋８） 

72 ＰＩＤＳＷ ＰＩＤの特性切換 
ＯＮ：f380選択の反転特性 

ＯＦＦ：f380選択の特性 

注）機能番号 1, 10, 11, 16, 38, 41～47, 51～55, 62, 64 が割付けられた入力端子は、パラメータコマンドモード選択

＝1（パネル）の場合でも、有効です。 

 

■出力端子機能一覧１ 

機能 

番号 
記号 機能 動作 

0 LL 周波数下限リミット 
ＯＮ：出力周波数が設定値超

ＯＦＦ：出力周波数が以下

1 LLN 周波数下限リミット反転 ＬＬの反転出力

2 UL 周波数上限リミット 
ＯＮ：出力周波数が設定値以上

ＯＦＦ：出力周波数が未満

3 ULN 周波数上限リミット反転 ＵＬの反転出力

4 LOW 低速度検出信号 
ＯＮ：出力周波数が以上

ＯＦＦ：出力周波数が未満

5 LOWN 低速度検出信号反転 ＬＯＷの反転出力

6 RCH 指令周波数到達信号（加減速完了）
ＯＮ：出力周波数が指令周波数設定値以内

ＯＦＦ：出力周波数が指令周波数±設定値を越える

7 RCHN 
指令周波数到達信号反転（加減速完了

反転） 
ＲＣＨの反転出力 

8 RCHF 指定周波数到達信号 
ＯＮ：出力周波数が±設定値以内

ＯＦＦ：出力周波数が±設定値を超える

9 RCHFN 指定周波数到達信号反転 ＲＣＨＦの反転出力

10 FL 故障信号（トリップ出力） 
ＯＮ：インバータトリップ時

ＯＦＦ：インバータノートリップ時

11 FLN 故障信号反転（トリップ出力反転） ＦＬの反転出力

12 OT 過トルク検出 

ＯＮ：トルク電流が設定値以上を設定値時間以上

継続

ＯＦＦ：トルク電流が（－）設定値以下

13 OTN 過トルク検出反転 ＯＴの反転出力 

14 RUN 運転／停止 
ＯＮ：運転周波数出力中または直流制動動作()時 

ＯＦＦ：停止中 

15 RUNN 運転／停止反転 ＲＵＮの反転出力 

16 POL ＯＬプリアラーム 
ＯＮ：過負荷保護動作演算値の５０％以上 

OFF：過負荷保護動作演算値の５０％未満 
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■出力端子機能一覧２ 

機能 

番号 
記号 機能 動作 

17 POLN ＯＬプリアラーム反転 ＰＯＬの反転出力 

20 POT 過トルク検出プリアラーム 
ＯＮ：トルク電流が設定値の７０％以上 

ＯＦＦ：トルク電流が（７０％－）未満 

21 POTN 過トルク検出プリアラーム反転 ＰＯＴの反転出力 

22 PAL プリアラーム 

ＯＮ：ＰＯＬ，ＰＯＴ，ＭＯＦＦ，ＵＣ，ＯＴ，ＬＬ停止，ＣＯ

Ｔ，瞬停フリーラン停止の何れかがＯＮ 

   または、、の何れかがアラーム時 

ＯＦＦ：ＰＯＬ，ＰＯＴ，ＭＯＦＦ，ＵＣ，ＯＴ，ＬＬ停止，Ｃ

ＯＴ，瞬停フリーラン停止の何れもＯＦＦ 

    および、、の何れもノーアラーム時 

23 PALN プリアラーム反転 ＰＡＬの反転出力 

24 UC 低電流検出 
ＯＮ：出力電流が設定値以下を設定値時間継続

ＯＦＦ：出力電流が（＋１０％）以上

25 UCN 低電流検出反転 ＵＣの反転出力

26 HFL 重故障 

ＯＮ：トリップ（、、、、、

、、～、、

、、、、）時

ＯＦＦ：上記トリップ時以外

27 HFLN 重故障反転 ＨＦＬの反転 

28 LFL 軽故障 
ＯＮ：トリップ（～、～、、～）

OFF : 上記トリップ時以外 

29 LFLN 軽故障反転 ＬＦＬの反転 

30 RDY1 運転準備完了（ＳＴ／ＲＵＮ含む）
ＯＮ：運転準備完了（ＳＴ、ＲＵＮも ON） 

ＯＦＦ：上記以外 

31 RDY1N 運転準備完了反転（ＳＴ／ＲＵＮ含む）ＲＤＹ１の反転 

32 RDY2 運転準備完了（ＳＴ／ＲＵＮ含まず）
ＯＮ：運転準備完了（ＳＴ、ＲＵＮは含まず） 

ＯＦＦ：上記以外 

33 RDY2N 
運転準備完了反転（ＳＴ／ＲＵＮ含ま

ず） 
ＲＤＹ２の反転 

34 FCVIB 周波数ＶＩＢ選択 
ＯＮ：周波数指令としてＶＩＢが選択 

ＯＦＦ：周波数指令としてＶＩＢ以外が選択 

35 FCVIBN 周波数ＶＩＢ選択反転 ＦＣＶＩＢの反転 

36 FLR 故障信号（リトライ時も出力） 
ＯＮ：インバータトリップ時およびリトライ時

ＯＦＦ：インバータノートリップ／ノーリトライ時

37 FLRN 故障信号反転（リトライ時も出力） ＦＬＲの反転

38 OUT0 指定データ出力１ 
ＯＮ：通信からの設定データＦＡ５０：ＢＩＴ０＝１ 

ＯＦＦ：通信からの設定データＦＡ５０：ＢＩＴ０＝０ 

39 OUT0N 指定データ出力１反転 ＯＵＴ０の反転 

42 COT 累積運転時間アラーム 
ＯＮ：累積運転時間が以上

ＯＦＦ：累積運転時間が未満 

43 COTN 累積運転時間アラーム反転 ＣＯＴの反転 

44 LTA 部品交換アラーム 

ＯＮ：（冷却ファン、制御基板コンデンサ、または主回路コンデ

ンサのいずれか 1 つでも）部品交換時期を経過した

ＯＦＦ：部品交換時期に達しない 
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■出力端子機能一覧３ 

機能

番号 
記号 機能 動作 

45 LTAN 部品交換アラーム反転 ＬＴＡの反転 

48 LI1 Ｆ端子入力信号 
ＯＮ：Ｆ端子に入力される信号がＯＮ 

ＯＦＦ：Ｆ端子に入力される信号がＯＦＦ 

49 LI1N Ｆ端子入力信号反転 ＬＩ１の反転 

50 LI2 Ｒ端子入力信号 
ＯＮ：Ｒ端子に入力される信号がＯＮ 

ＯＦＦ：Ｒ端子に入力される信号がＯＦＦ 

51 LI2N Ｒ端子入力信号反転 ＬＩ２の反転 

52 PIDF 周波数指令一致信号（VIA） 

ＯＮ：またはで指定される周波数指令とＶＩＡの

周波数指令が一致 

ＯＦＦ：またはで指定される周波数指令とＶＩＡ

の周波数指令が不一致 

53 PIDFN 周波数指令一致信号反転（VIA） ＰＩＤＦの反転 

54 MOFF 不足電圧検出 
ＯＮ：不足電圧検出中 

ＯＦＦ：不足電圧以外 

55 MOFFN 不足電圧検出反転 ＭＯＦＦの反転出力 

56 LOC ローカル／リモート切替え 
ＯＮ：ローカルモード 

ＯＦＦ：リモートモード 

57 LOCN ローカル／リモート切替え反転 ＬＯＣの反転 

58 PTC PTC サーマルアラーム 
ＯＮ：PTC 保護値の 60％以上 

ＯＦＦ：正常 

59 PTCN PTC サーマルアラーム反転 ＰＴC の反転 

60 PIDFB 周波数指令一致信号（VIB） 

ＯＮ：またはで指定される周波数指令とＶＩB の

周波数指令が一致 

ＯＦＦ：またはで指定される周波数指令とＶＩB

の周波数指令が不一致 

61 PIDFBN 周波数指令一致信号反転（VIB） ＰＩＤＦB の反転 

62 VIAD アナログＶＩＡ検出 
ＯＮ：ＶＩＡ入力量が f160 + f161以上になった場合 

ＯＦＦ：ＶＩＡ入力量が f160 –  f161以下になった場合 

63 VIADN アナログＶＩＡ検出反転 ＶＩＡＤの反転 

64 VIBD アナログＶＩＢ検出 

ＯＮ：ＶＩＢ入力量が f162 + f163以上になった場合 

ＯＦＦ：ＶＩＢ入力量が f162 –  f163以下になった場

合 

65 VINDN アナログＶＩＢ検出反転 ＶＩＢＤの反転 

66 RCHO 指定周波数以上出力 

ＯＮ：出力周波数が f101 + f102 以上になった場合 

ＯＦＦ：出力周波数が f101 - f102 以下になった場

合 

67 RCHON 指定周波数以上出力反転 ＲＣＨＯの反転 

68-

253 
無効 無効な設定、常にＯＦＦ 無効な設定、常にＯＦＦ 

254 AOFF 常にＯＦＦ 常にＯＦＦ 

255 AON 常にＯＮ 常にＯＮ 
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12．機器の仕様 

12．1 機種及び主な標準仕様 

■機種別標準仕様 

項  目 内   容 

入 力 電 圧 ク ラ ス            三相２００Ｖ入力クラス 

適用モータ出力（ｋＷ） 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 

形 ＶＦＦＳ1 

式 2004PM 2007PM 2015PM 2022PM 2037PM 2055PM 2075PM 2110PM 2150PM 2185PM 2220PM 2300PM 

容量（kVA）注１） 1.1 1.8 2.9 4.0 6.7 9.2 12.2 17.6 23.2 28.5 33.5 44.6 

定 格 出 力 電 流          

（A）注２） 
2.8 4.6 7.5 10.6 17.5 24.2 32 46.2 61

74.8 

(67.3) 

88.0 

(79.2) 

117.0 

(105.3) 

出 力 電 圧 注３） 三相 200V～240V 

機

器

定

格 

過 負 荷 電 流 定 格          110％－１分、180%－2 秒（反限時特性） 

電 圧 ・ 周 波 数          三相 200Ｖ～240V－50/60Hz 電
源 許 容 変 動          電圧＋10％、－15％ 注４）、周波数±5％ 

保 護 構 造            閉鎖形 IP20 
開放形 

IP00 注 5） 

冷 却 構 造            強制風冷 

塗 色            マンセル 5Y-8/0.5 

内 蔵 フ ィ ル タ            標準フィルタ 

 

項  目 内   容 

入 力 電 圧 ク ラ ス            三相 400V 入力クラス 

適用モータ出力（ｋＷ） 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 

形 VFＦS1 

式 4004PL 4007PL 4015PL 4022PL 4037PL 4055PL 4075PL 4110PL 4150PL 4185PL 4220PL 4300PL 

容量（kVA）注１） 1.1 1.6 2.8 3.9 6.9 9.1 12.2 17.1 23.2 28.2 33.2 44.6 

定 格 出 力 電 流          

（A）注２） 
1.4 2.2 3.7 5.1 9.1 12.0 16.0 22.5 30.5

37.0 

(33.3) 

43.5 

(39.2) 

58.5 

(52.7) 

出 力 電 圧 注３） 三相 380V～480V 

機

器

定

格 

過 負 荷 電 流 定 格          110％－１分、180%－2 秒（反限時特性） 

電 圧 ・ 周 波 数          三相 380Ｖ～480V－50/60Hz 電
源 許 容 変 動          電圧＋10％、－15％ 注４）、周波数±5％ 

保 護 構 造            閉鎖形 IP20 
開放形 

IP00 注 5） 

冷 却 構 造            強制風冷 

塗 色            マンセル 5Y－8/0.5 

内 蔵 フ ィ ル タ            EMI フィルタ 

注１） 定格出力容量は、出力電圧が 200V クラスで 220V、400V クラスで 440V の場合を示します。 

注２） （ ）内の定格出力電流は PWM キャリア周波数（パラメータ）が 12kHz の場合の値です。 

注３） 最大出力電圧は、入力電源電圧と同じになります。 

注４） 連続使用（100％負荷）時は、±10％となります。 

注５） 22kW 以上は配線口カバーがなく、大きく開口しており、ユニット内部には外部ケーブルの曲げスペースを設けて

おりません。盤外取付けする場合は、オプションの配線口カバーをご使用ください。 702
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■共通仕様 

項   目 内   容 

制御方式 正弦波 PWM 方式 

定格出力電圧 電源電圧補正で 50～660V の範囲で設定可能（入力電圧以上不可） 

出力周波数範囲 0.5～200.0Hz、出荷時は 0.5～80Hz に設定、最高周波数（30～200Hz）調整可能 

周波数設定分解能 0.1Hz：アナログ入力（最高周波数 100Hz 時）、0.01Hz：操作パネル入力および通信指令 

周波数精度 ディジタル設定：最高出力周波数の±0.01%以内（－10～＋60℃） 

アナログ設定 ：最高出力周波数に対して±0.5%以内（25℃±10℃） 

電圧／周波数特性 V/F 一定、二乗低減トルク、自動トルクブースト、ベクトル演算制御、自動省エネ、ＰＭモータ制

御。オートチューニング機能。基底周波数（25～200Hz）1・2 調整、トルクブースト量（0～

30%）1・2 調整、始動周波数（0.5～10Hz）調整。 

周波数設定信号 外部ボリウム（1～10kΩ定格のボリウム接続可能）、0～10Vdc（入力インピーダンス：VIA/VIB

＝30kΩ）、4～20mAdc（入力インピーダンス：250Ω）。 

端子台基準周波数入力 2 ポイントの設定で任意特性に設定可能。アナログ入力（VIA，VIB）、通信指令の計３種類に個別

設定可能。 

周波数ジャンプ ３ヶ所設定可能。ジャンプ周波数および幅の設定。 

上限下限周波数 上限周波数：0～最高周波数、下限周波数：0～上限周波数 

PWM キャリア周波数 6.0～16.0kHz で調整可能（標準出荷設定：8 または 12kHz） 

主

な

制

御

機

能 

ＰＩＤ制御 比例ゲイン、積分ゲイン、微分ゲイン、制御開始待ち時間の設定。プロセス量とフィードバック量

の一致検出。 

加速・減速時間 0.0～3200 秒、加減速時間 1・2 の切換え、おまかせ加減速機能、S 字 1・2 加減速パターンお

よびＳ字量の調整、強制短時間減速、ダイナミック短時間減速制御 

直流制動 制動開始周波数（0～最高周波数）、制動量（0～100%）、制動時間（0～20 秒）調整、緊急直流

制動停止 

入力端子機能（プログラマブ

ル設定） 

正転／逆転信号、運転準備信号、多段速運転信号、リセット信号、等、 

57 種類の機能から選択し、4 個の入力端子に割付け可能。シンク／ソース切換え可能。 

出力端子機能（プログラマブ

ル設定） 

周波数上限／下限リミット信号出力、低速度検出信号出力、指定速度到達信号出力、故障信号出力、

等、58 種類の機能から選択し、FL リレー出力、RY 出力に割付け可能。 

正転／逆転 パネル上の RUN キー押しで正転、STOP キー押しで停止。パネル操作で正転／逆転切換え可能。

端子台からの接点入力および通信による正転／逆転運転も可能。 

多段速運転 端子台からの 3 個の接点入力の組合せにより、基本設定周波数＋7 段速度運転が可能。 

リトライ運転 保護動作が働いた場合主回路素子をチェック後、自動再始動可能。最大 10 回（パラメータにて設

定）まで設定可能。 

各種操作禁止設定 パラメータの書込み禁止やパネル周波数設定、パネル運転、パネル非常停止、パネルリセット、の

禁止を設定可能 

瞬停再始動運転 フリーラン中のモータの回転数を読込み回転速度に合った周波数を出力することによりスムーズ

に再始動させます。商用運転切換えにも本機能を使用します。 

ドゥループ機能 負荷トルクに応じたすべり（垂下特性）をもたせる運転をする機能です。 

運

転

仕

様 

故障検出信号 1c 接点の出力（250Vac－0.5A－cosφ＝0.4） 

＜次ページにつづく＞ 
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＜前ページからのつづき＞ 

項   目 内   容 

保護機能 ストール防止、カレントリミット、過電流、出力短絡、過電圧、過電圧制限、不足電圧、地絡、電

源欠相、出力欠相、電子サーマルによる過負荷、始動時アーム過電流、始動時負荷側過電流、過ト

ルク、低電流、過熱、累積稼働時間、寿命アラーム、非常停止、各種プレアラーム 

電子サーマル特性 標準モートル／定トルク用 VF モートル切換え、モータ 1・2 の切換え、過負荷トリップ時間の設

定、ストール防止レベル 1・2 の調整、過負荷ストールの選択 

保

護

機

能 

リセット 1a 接点“閉”にてリセット。または、パネルもしくは電源 OFF によるリセット。トリップ状態の

保持とクリアの設定。 

警報表示 運転中のストール防止、過電圧制限、過負荷、不足電圧、設定異常、リトライ中、上限／下限リミ

ット 

故障原因 過電流、過電圧、過熱、負荷側短絡、地絡、インバータ過負荷、始動時アーム過電流、始動時負荷

側過電流、CPU 異常、EEPROM 異常、RAM 異常、ROM 異常、通信異常、（以下は、選択可能：

非常停止、不足電圧、低電流、過トルク、モータ過負荷、出力欠相） 

モニタ機能 運転周波数、運転周波数指令、正転／逆転、出力電流、直流部電圧、出力電圧、トルク、トルク電

流、インバータ負荷率、入力電力、出力電力、入力端子情報、出力端子情報、CPU1 バージョン、

CPU2 バージョン、メモリバージョン、PID フィードバック量、周波数指令値（PID 後）、入力積

算電力、出力積算電力、定格電流値、出力速度、通信カウンタ、正常通信カウンタ、過去のトリッ

プ原因 1～4、部品交換アラーム情報、累積稼動時間 

過去のトリップ時の 

モニタ機能 

連続トリップ回数、運転周波数、回転方向、運転周波数指令、負荷電流値、入力電圧、出力電圧、

入力端子情報、出力端子情報、累積稼働時間をそれぞれ 4 回分記憶 

周波数計用出力 アナログ出力（1mAdc フルスケールの直流電流計、または、7.5Vdc フルスケールの直流電圧計

／整流形交流電圧計、225%電流 MAX-1mAdc、7.5Vdc フルスケール）、4～20mA、0～20mA

出力） 

4 桁 7 セグメント LED 周波数表示：インバータ出力周波数 

警報表示： 運転中ストール警報“C”、過電圧警報“P”、過負荷警報“L”、過熱警報“H” 

状態表示： インバータ状態（周波数、保護機能動作原因、入出力電圧、出力電流、など）と各設定

パラメータ 

フリー単位表示：出力周波数に対して任意の単位表示（回転数など） 

表

示

機

能 

点灯表示 RUN ランプ、MON ランプ、PRG ランプ、％ランプ、Hz ランプ、LOC/REM キーランプ、△/

▽キーランプ、RUN キーランプでインバータの運転状態などを点灯にて表示、また、チャージラ

ンプで主回路コンデンサの充電を LED 表示 

使用環境 屋内、標高 1000m 以下、直射日光や腐食性、爆発性ガスのないこと／振動は 5.9m/S２以下（10

～55Hz） 

周囲温度 －10～60℃ 注１） 注２） 

保存温度 －20～＋65℃ 

環

境 

相対湿度 5～95%（結露および蒸気のないこと） 

注１） 周囲温度が 40℃を超える場合：上部シールを取り外して、さらに定格出力電流を低減して使用してください。 

注２） サイド・バイ・サイド設置（密着設置）の場合：上部シールを取り外して使用してください。 

ただし、周囲温度が 40℃を超える場合、上部シールを取り外して、さらに定格出力電流を低減して使用してくだ

さい。 
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12．2 外形寸法と質量 

■外形寸法と質量 

寸法（mm） 入力電圧 

クラス 

適用モータ容量

（kW） 
インバータ形式 

W H D W1 H1 H2
外形図

概略質量

（kg） 

0.4 VFFS1-2004PM

0.75 VFFS1-2007PM

1.5 VFFS1-2015PM

2.2 VFFS1-2022PM

107 130 150 93 121.5 13 A 1.2 

3.7 VFFS1-2037PM 142 170 150 126 157 14 B 2.1 

5.5 VFFS1-2055PM

7.5 VFFS1-2075PM
180 220 170 160 210 12 C 4.3 

11 VFFS1-2110PM

15 VFFS1-2150PM
8.6 

18.5 VFFS1-2185PM

245 310 190 225 295 19.5 D 

8.9 

22 VFFS1-2220PM 240 420 214 206 403 - E 16.4 

三相 200V 

30 VFFS1-2300PM 320 630 290 280 605 - F 38.0 

0.4 VFFS1-4004PL

0.75 VFFS1-4007PL

1.5 VFFS1-4015PL

2.2 VFFS1-4022PL

107 130 150 93 121.5 13 A 1.4 

3.7 VFFS1-4037PL

5.5 VFFS1-4055PL
142 170 150 126 157 14 B 2.4 

7.5 VFFS1-4075PL

11 VFFS1-4110PL
180 220 170 160 210 12 C 4.7 

15 VFFS1-4150PL

18.5 VFFS1-4185 PL
245 310 190 225 295 19.5 D 9.0 

22 VFFS1-4220 PL

三相 400V 

30 VFFS1-4300 PL
240 420 214 206 403 - E 15.4 
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■外形寸法 

  

Ａ図  B 図 

   

  

C 図  D 図 

107

142

M5 
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E 図  F 図 

 

注１) 各図で共通の寸法の箇所は、見やすくするために記号ではなく数値を記入しています。 

記号の示す寸法の箇所の意味は次の通りです。 

W ：幅 

H ：高さ 

D ：奥行き 

W1 ：取付寸法(幅方向) 

H1 ：取付寸法(高さ方向) 

H2 ：ノイズカットプレート取付部 

 

注２) オプションのノイズカットプレートの形式は次の通りです。 

A 図、B 図 ：EMP004Z（概略質量：0.1kg） 

C 図 ：EMP005Z（概略質量：0.3kg） 

D 図 ：EMP006Z（概略質量：0.3kg） 

 

注 3) A 図の機種は、左上および右下の 2 点留めです。 
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13．サービスコールをする前に－トリップ情報とその対策 

13．1 トリップの原因表示および警報表示の内容と対策 

異常が発生した場合は、サービスコールの前に、下表に従って故障の診断を行ってください。 

その結果、部品交換が必要になった場合、またはこのトリップ内容に対する対策だけで、解決しない場合は、イン

バータのご購入先にご連絡ください。 

 

［トリップ情報］ 

表 示 故障コード 内 容 予 想 原 因 対   策 





0001 

0025 

加速中過電流 

加速中素子過電流

・加速時間が短い。 

・V/F が不適当です。 

・瞬停等発生時、回転中のモータに

対して始動をかけた。 

・特殊モータ(インピーダンス小)を

使用していませんか。 

・地絡の可能性があります。 

・加速時間を長くしてください 

・V/F パラメータをチェックしてくださ

い。 

・瞬停再始動、瞬停フリーラン停

止を使用してください。 

・キャリア周波数を変更してみて

ください。 

・キャリア周波数制御モード選択

を 1 または 3（キャリア周波数自動低

減あり）にしてみてください。 





0002 

0026 

減速中過電流 

減速中素子過電流

・減速時間が短い。 

・地絡の可能性があります。 

・減速時間を長くしてください。 

・キャリア周波数制御モード選択

を 1 または 3（キャリア周波数自動低

減あり）にしてみてください。 





0003 

0027 

定速運転中過電流

運転中素子過電流

・負荷が急変しました。 

・負荷が異常です。 

・地絡の可能性があります。 

・負荷の変動を少なくしてください。 

・負荷装置のチェックをしてください。 

・キャリア周波数制御モード選択

を 1 または 3（キャリア周波数自動低

減あり）にしてみてください。 







0025 

0026 

0027 

地絡トリップ 

始動時アーム過電

流 

過熱 

・出力ケーブルまたはモータが地絡

しました。 

・主回路素子が異常です。 

・M-3 ページの”OH”トリップを参

照下さい。（200V-11～

18.5kW，400V-15，18.5kW）

・配線や機器が地絡していないかチェッ

クしてください。 

・サービスコールしてください。 

・M-3 ページの”OH”トリップを参照下

さい。 

 0004 過電流(始動時負荷

側過電流) 

・出力主回路配線、モータの絶縁が

不良です。 

・モータのインピーダンスが小さ

い。 

・200V-11～18.5kW，400V-

15，18.5kW 機種で、出力ケー

ブルまたはモータが地絡した状

態で始動した。 

・配線及び絶縁状態をチェックしてくだ

さい。 

・200V-11～18.5kW，400V-15，

18.5kW 機種では、配線や機器が地絡

していないかチェックしてください。 

 0005 始動時ｱｰﾑ過電流 ・主回路素子が異常です。 

・地絡の可能性があります。 

・サービスコールしてください。 

（次ページにつづく） 
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（前ページのつづき） 

表 示 故障コード 内 容 予 想 原 因 対   策 

＊ 



0008 入力欠相 ・主回路入力側が欠相しています。

・内部部品が異常です。 

・入力電圧が異常変動しました。

・入力主回路配線など入力側が欠相して

いないかチェックしてください。 

・入力欠相検出パラメータにて選

択ができます。 

・サービスコールしてください。 

＊ 



0009 出力欠相 ・主回路出力側が欠相しています。 ・出力主回路配線および電動機など出力

側が欠相していないかをチェックをし

てください。 

・出力欠相検出パラメータにて選

択ができます。 

 000A 加速中過電圧 ・入力電圧が異常変動しました。

①電源インピーダンスが高い。 

②力率改善用コンデンサの開閉が

あった。 

③サイリスタ使用の装置が同一電

源ラインに接続されている。 

・瞬停発生時、回転中にモータに対

して始動を駆けた。 

・出力欠相の可能性があります。

・サービスコールしてください。 

・瞬停再始動，瞬停フリーラン停

止を使用してください。 

・出力主回路電線および電動機など出力

側が欠相していないかをチェックして

ください。 

 000B 減速中過電圧 ・減速時間が短い（回生エネ

ルギーが大きすぎる）。 

・過電圧制限動作が OFF。

・入力電圧が異常変動しました。

①電源インピーダンスが高い。 

②力率改善用コンデンサの開閉が

あった。 

③サイリスタ使用の装置が同一電

源ラインに接続されている。 

・出力欠相の可能性があります。

・減速時間を長くしてください。 

・過電圧制限動作を設定してくだ

さい。 

・サービスコールしてください。 

・出力主回路電線および電動機など出力

側が欠相していないかをチェックして

ください 

 000C 定速運転中 

過電圧 

・入力電圧が異常変動しました。

①電源インピーダンスが高い。 

②力率改善用コンデンサの開閉が

あった。 

③サイリスタ使用の装置が同一電

源ラインに接続されている。 

・モータが負荷側の力でインバータ

出力周波数以上に回され回生状

態となった。 

・出力欠相の可能性があります。

・サービスコールしてください。 

・出力主回路電線および電動機など出力

側が欠相していないかをチェックして

ください 

 

 

 

 

 000D インバータ過負荷 ・急加速をしている。 

・直流制動量が大きすぎる。 

 

・Ｖ/F が不適当。 

・瞬停等発生時、回転中にモータに

対して始動をかけた。 

・負荷が大きすぎる。 

・加速時間を長くしてください。 

・直流制動量，直流制動時間

を小さくしてください。 

・V/F パラメータをチェックください。 

・瞬停再始動、瞬停フリーラン停

止を使用してください。 

・本体定格を大きくしてください。 

＊パラメータにてトリップの有り・無しの選択ができます。 

（次ページにつづく） 709
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（前ページのつづき） 

表 示 故障コード 内 容 予 想 原 因 対   策 

 000E モータ過負荷 ・V/F 不適当です。 

・モータ拘束状態が発生。 

・低速領域での連続運転。 

・モータの過負荷運転。 

・V/F 設定パラメータをチェックしてく

ださい。 

・負荷装置のチェックをしてください。 

・モータ低速領域過負荷耐量にあわせ、

を調整してください。 

＊ 



0020 過ﾄﾙｸトリップ ・運転中に過ﾄﾙｸ検出レベルに負荷

ﾄﾙｸが達しました。 

・過トルクトリップ選択パラメータ 

にて選択ができます。 

・システムに異常がないかチェックして

ください。 

 0010 過熱 ・冷却ファンが動作していない。

・周囲温度が高すぎる。 

 

 

・ファンの通風口が塞がれている。

・他の発熱体が近接している。 

 

・ユニット内のサーミスタが断線し

ている。 

・インバータユニットが冷えてから故障

リセットして再運転してください。 

・運転時ファンが動作しない場合は、フ

ァンの交換が必要です。 

・インバータ取付スペースを確保してく

ださい。 

・インバータの近くには発熱体を置かな

いでください。 

・サービスコールしてください。 

 002E 外部サーマル 

トリップ 

・外部からサーマルトリップ入力さ

れました。 

・PTC 保護動作 

・外部サーマル入力を確認してください。 

・モータの PTC を確認してください。 

 0011 非常停止 ・自動運転中及び遠方運転中にパネ

ルまたは外部入力で停止をして

います。 

・リセットしてください。 

 

 0012 EEPROM 異常 1 ・各種データの読み込み時にエラー

が発生しました。 

・電源を再投入してください。復帰しな

い場合はサービスコールしてくださ

い。 

 0013 EEPROM 異常 2 ・実行中に電源がしゃ断され、

書込みが中止されました。 

・電源を再投入して、再度を実行し

てください。 

 0014 EEPROM 異常 3 ・各種データの読み込み時にエラー

が発生しました。 

・電源を再投入してください。復帰しな

い場合はサービスコールしてくださ

い。 

 0015 本体 RAM 異常 ・制御用のＲＡＭが異常です。 ・サービスコールしてください。 

 0016 本体 ROM 異常 ・制御用のＲＯＭが異常です。 ・サービスコールしてください。 

 0017 CPU 異常 1 ・制御用のＣＰＵが異常です。 ・サービスコールしてください。 

＊



0018 通信異常 ・通信運転中,異常が発生しました。 ・通信機器,配線等チェックしてくださ

い。 

 001A 電流検出器異常 ・電流検出器が異常です。 ・サービスコールしてください。 

 001B ネットワーク異常 ・ネットワーク運転中、異常が発生

しました。 

・ネットワーク機器、配線等チェックし

てください。 

＊パラメータにてトリップの有り・無しの選択ができます。 
（次ページにつづく） 
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（前ページのつづき） 

表 示 故障コード 内 容 予 想 原 因 対   策 

＊



001D 低電流運転状態 

トリップ 

・運転中に、低電流検出レベルに出

力電流が低下しました。 

・低電流検出パラメータにて選択

ができます。 

・システムにあった検出レベルに調整さ

れているかチェックしてください 

（、）。 

・設定に異常がなければサービスコール

してください。 

＊ 



001E 不足電圧トリップ 

(主回路) 

・運転中に入力電圧(主回路)が不足。

 

・入力電圧をチェックしてください。 

・不足電圧検出パラメータにて選

択ができます。 

・不足電圧検出後、瞬停対策をする場合

には、瞬停フリーラン停止、瞬

停再始動制御を設定してくだ

さい。 

 0022 地絡トリップ ・出力ｹｰﾌﾞﾙまたはﾓｰﾀが地絡しまし

た。 

・配線や機器が地絡していないかチェッ

クしてください。 

 0054 オートチューニン

グエラー 

・モータ用パラメータ～をチェックしてください。 

・基底周波数及び基底周波数電圧をチェックしてください。 

・インバータ容量より２ランク以下のモータを使用していませんか？ 

・インバータ出力ケーブルに極端に細いものを使用していませんか？ 

・モータが回転していませんか？ 

・三相誘導電動機以外のものを接続していませんか？ 

 0029 インバータ 

形式エラー 

・制御基板を入れ替えましたか？

(または主回路／ドライブ基板) 

・サービスコールしてください。 

＊



0032 アナログ信号断線 ・VIA の入力信号がの設定

値以下になっています。 

・VIA の信号線が断線していないかチェ

ックしてください。また、入力信号値

またはの設定値をチェックし

てください。 

 0033 本体 CPU 通信異

常 

・制御用 CPU 間の通信異常です。 ・サービスコールしてください。 

 0034 トルクブースト値

過大 

・トルクブースト値が大き

すぎます。 

・トルクブースト値が大きすぎ

ます。 

・モータのインピーダンスが小さ

い。 

・再度オートチューニングを実行して

を設定してください。 

・再度オートチューニングを実行して

を設定してください。 

・トルクブースト値、を小さ

くしてください。 

 0035 CPU 異常 2 ・制御用のＣＰＵが異常です。 ・サービスコールしてください。 

 002F 脱調 

(PM モータ専用) 

・モータの軸が拘束されています。

・出力 1 相が欠相状態になっていま

す。 

・インパクト負荷がかかりました。

・モータ軸のロック状態を解除してくだ

さい。 

・モータとインバータ間の配線をチェッ

クしてください。 

＊パラメータにてトリップの有り・無しの選択ができます。 
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［アラーム情報］以下はメッセージです。トリップは発生しません。 

表 示 内  容 予  想  原  因 対   策 

 運転準備機能 

OFF 

・運転準備機能を割り付けた端子と

CC 間が開放されています。 

・運転準備機能を割り付けた端子と CC 間を

閉じてください。 

 主回路不足電圧 ・主回路電源 R、S、T 間の電圧が不

足しています。 

・主回路電源電圧を測定してください。 

正常であれば修理が必要です。 

 リトライ中表示 ・リトライ動作中です。 

・瞬停が発生しました。 

・数十秒待って再起動すれば正常です。 

自動的に再始動します。機械が急に動き出す

場合ありますので注意ください。 

 周波数のポイント設定異

常アラーム 

・周波数設定信号のポイント１とポ

イント２の設定が近すぎます。 

・周波数設定信号のポイント１とポイント２の

設定値を離して設定してください。 

 クリア受付可能 

表示 

・トリップ表示後 STOP キーを押す

とこの表示が出ます。 

・もう一度 STOP キーを押すとリセットで

きます。 

 非常停止受付可能 

表示 

・自動運転及び遠方運転中にパネル

で停止の操作をしています。 

・STOP キーを押すと非常停止します。 

中止する場合は他のキーを入力してくだ

さい。 

／



設定値異常警報 

エラー表示とデータを交

互 2 回表示 

・データの読み出し時及び書き込み

時に設定値に異常がありました。

・設定値に異常がないかチェックしてくださ

い。 



／

先頭および最後尾データ

の表示 

・グループ内の先頭および最後

尾データです。 

・MODE キーを押すとグループ内から抜け

ることができます。 

 直流制動時表示 ・直流制動中です。 ・数十秒待って消えれば正常です。注) 





パネル表示桁オーバーフ

ロー 

・周波数等のパネル表示桁数が 4 桁

を超えています。 

（数字は上位桁を優先して表示し

ています。） 

・周波数表示の場合、フリー単位表示倍率

を小さくしてください。 

 瞬停フリーラン停止機能

動作表示 

・（瞬停フリーラン停止）の

瞬停フリーラン停止機能が動作し

ました。 

・リセットもしくは運転信号の再投入で再始

動します。 

 下限周波数連続運転時自

動停止動作表示 

・の自動停止機能が動作して

います。 

・周波数指令値が下限周波数（LL）＋ヒステ

リシス（）以上になった時、また

は運転指令が OFF になった時解除されま

す。 

 パラメータ初期化中 ・パラメータを標準出荷設定に初期

化中です。 

・数秒から数十秒待って消えれば正常です。 

 パネルキー異常 ・同一キーが連続して 20 秒以上入力

されています。 

・キーが故障しています。 

・操作パネルをチェックしてください。 

 オートチューニング中 ・オートチューニング中です。 ・数秒待って消えれば正常です。 

 アナログ信号断線アラーム ・VIA の入力信号がf633の設定以

下で、f644 の設定が１以上にな

っています。 

・VIA の信号線が断線していないかチェック

ください。また、f633、f644 の設定

値をチェックしてください。 

k入力積算電力 入力積算電力が 999.99kW を越え

ています。 

入力端子機能 CKWH 機能を ON または表示

中に、ENT キーを 3 秒以上押し続けます。 

 出力積算電力 出力積算電力が 999.99kW を越え

ています。 

入力端子機能 CKWH 機能を ON または表示

中に、ENT キーを 3 秒以上押し続けます。 

注）入力端子選択で直流制動（ＤＢ）にＯＮ／ＯＦＦ機能を選択しているときは、その端子とＣＣ間を解放して表

示“”が消えれば正常です。 
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［プリアラーム表示］ 







過電流アラーム 

過電圧アラーム 

過負荷アラーム 

過熱アラーム 

（過電流）と同様 

（過電圧）と同様 

と（過負荷）同様 

（過熱）と同様 

各アラーム表示において、同時に複数の現象が発生した場合には、次の表示が点滅します。

，，

点滅表示は、，，，の順に左つめで表示されます。

 

 

13．2 トリップ原因のリセット方法 

故障、異常などでトリップしているインバータのリセットは、トリップ原因が取り除かれてから行ってください。

トリップ原因が取り除かれていないと再トリップします。十分ご注意ください。 
 

トリップ状態のリセットは、 

（１）電源を切る（ＬＥＤディスプレイが消灯するまで）

注）インバータトリップ保持選択　⇒ 6. 17. 3 項を参照

（２）外部信号（制御端子台　ＲES－ＣＣ間短絡→開放）

（３）パネルによる操作

（４）通信によるトリップクリア（詳細は「通信用取扱説明書」を参照ください。）

 

のいずれかで行います。 
 

パネルリセットは以下の通りです。 

１．   キーを押して  表示が出ることを確認してください。 

２．さらに   キーを押すことにより、トリップ原因が取り除かれていればリセットされます。 

 

★過熱（）の場合、インバータ内部にて温度を検出していますので内部の温度低下を十分時間をおいて、リ

セットをしてください。 
 

～注意！～

緊急にて即リセットをしたい場合には、電源を一旦切ってリセットして対応することも可能ですが、頻繁に行

うと装置やモータにダメージを与えることになりますので、ご注意ください。

 

STOP

STOP
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13．3 トリップ表示がないのにモータが回らないときは｡｡｡ 

トリップ表示がないのにモータが運転できない場合には、以下の手順でチェックしてください。 

モータが回らない

７セグメントＬＥＤディスプレイ

が点灯していますか？

入力電源，ＭＣＣＢをチェックしてください。

入力電源は正常ですか？

電源を正常に入力

してください。

サービスコールしてください。

が点灯していますか？ ･ＳＴ－ＣＣ間が開放しています。制御端子台上のＳＴ（運転準備）機能に割り付けた

端子とＣＣ間を閉じてください。

･常時動作機能選択（）の設定を確認してください。　⇒ ６.3.１項を参照

故障表示が点灯してしますか？

⇒ 13. 1項を参照

故障原因を調査して故障要因を取り除いてからリセットをしてください。

⇒ リセット方法は13. 2項を参照

と故障表示が交互に点

灯していますか？

リトライ中です。停止、非常停止操作または、電源ＯＦＦすることでリトライ機能は

停止します。

表示していますか？

ＲＵＮキーランプが点灯してい

ますか？

ＲＵＮキーランプが消灯してい

ますか？

･周波数設定信号がゼロになっていないかチェックしてください。

･周波数設定信号のパラメータの設定内容をチェックしてくだ

さい。　⇒ 6. 5項を参照

･周波数設定信号のポイント１･２の設定をチェックしてください。　⇒ 6. 5項を参照

･運転開始周波数の設定が運転周波数より大きくなっていないかチェックしてください。

　⇒ 6. 6項を参照

･周波数設定（多段速運転周波数など）がゼロになっていないかチェックしてください。

･モータにかかる負荷が大きいすぎないか、拘束されていないかをチェックしてください。

 →負荷を少なくしてください。

パラメータ表示、モニタ表示などから表示内容を確認してください。

⇒ パラメータ表示一覧表は11章、モニタ表示は8章を参照

･パネル運転の場合　…ＲＵＮキーをＯＮすることで運転可能です。

･パネル運転周波数が設定されているかチェックしてください。　⇒ ３. 1. ２項を参照

･その他の運転の場合…運転操作選択を設定変更します。　⇒ 5. 3項を参照

･パネル運転の場合　…運転操作選択を１に設定変更します。　⇒ 5. 3項を参照

･入力端子の状態は、モニタでも確認できます。　⇒ 8. 1項を参照

･その他の運転の場合…外部運転指令が入力されているかチェックしてください。

ＹＥＳ：

ＮＯ　：
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13．4 その他の異常現象のチェック方法 

その他の異常現象の原因およびその対策を下記に示します。 

 

異常現象 原因と対策 

モータの回転方向が逆で
ある 

・出力端子Ｕ，Ｖ，Ｗの相順を入れ換えてください。 
・外部運転信号の正転、逆転信号入力を入れ換えてください。 

⇒ 6. 3 項を参照 
・パネル運転の場合、パラメータを変更してください。 

モータは回転するが、速度
が変化しない 

・負荷が重過ぎる 
負荷を少なくしてください。 

・過負荷ストール機能が動作している。 
過負荷ストール機能をＯＦＦしてください。 ⇒ 5. 12 項を参照 

・最高周波数、上限周波数の設定値が低い。 
最高周波数、上限周波数の設定値を上げてください。 

・周波数設定信号が低い。 
信号入力値、回路、配線などのチェックをしてください。 

・周波数設定信号の設定特性（ポイント１、ポイント２設定）をチェックしてください。 
⇒ 6. 5 項を参照 

・低速時の場合、トルクブースト量が大きすぎて、ストール防止警報が働いていないかチェッ
クしてください。 
トルクブースト量（）、加速時間（）の調整をしてください。 
⇒5. 1 項、5. 11 項を参照 

モータの加速／減速がス
ムーズでない 

・加減速時間（）および減速時間（）の設定が短い。 
加減速時間（）および減速時間（）の設定を長くしてください。 

モータの電流が大きい ・負荷が重過ぎる。 
負荷を少なくしてください。 

・低速時の場合、トルクブースト量が大きすぎていないかチェックしてください。 
⇒ 5. 11 項を参照 

モータの回転が高い、また
は低い 

・モータの電圧仕様が不適切。 
モータの電圧仕様をあわせてください。 

・モータの端子電圧が低い。 
基底周波数電圧（）の設定値をチェックしてください。⇒ 6. 12. 5 項を参照 
ケーブル配線を太くしてください。 

・ギヤなどの増減速比が正しくない。 
ギヤなどの増減速比が正しくしてください。 

・出力周波数の設定が正しくない。 
出力周波数範囲の設定をチェックしてください。 

・基底周波数を合わせてください。 ⇒ 5. 9 項を参照 

運転中モータ回転速度が
変動する 

・負荷が重過ぎたり、または軽過ぎたりしている。 
負荷変動を小さくしてください。 

・負荷に対してインバータ、モータの定格値が合っていない。 
インバータおよびモータの定格値を大きいものにしてください。 

・周波数設定入力信号が変化していないかチェックしてください。 
・Ｖ／Ｆ制御選択＝の設定の場合、ベクトル制御の設定値および条件などをチェックし

てください。 ⇒ 5. 10 項を参照 

パラメータの変更が 
できない 

パラメータ設定禁止選択が（禁止）場合には、（許可）に変更します。 
※安全のため運転中に設定変更できないパラメータがあります。 

⇒ 4. 2. 6 項を参照 
 

パラメータ設定上で問題が起こったときの対処方法 

いくつかのパラメータを
変更したが、変更したパラ
メータがわからない 

変更したパラメータの検索・再設定ができます。 
⇒4. 2. 3 項を参照 

変更したすべてのパラメ
ータを標準出荷設定値に
一括して戻したい 

変更したすべてのパラメータを一括して標準出荷設定値に戻すことができます。 
⇒4. 2. 7 項を参照 
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14．ぜひ保守点検を 

  警告 
 

 

 

指示 

・日常点検をすること 

保守点検しないと異常や故障を発見できずに、事故の原因となります。 

・点検する前に、次の作業をすること 

①入力電源を遮断(ＯＦＦ，切)する 

②10 分以上経過してから、チャージランプが消灯していることを確認する 

③直流高電圧(DC800V 以上)が測定可能なテスタ等を利用して、直流主回路電圧(PA/+と PC/-間)が

45V 以下であることを確認する。 

 これらの作業をせずに、点検すると、感電の原因になります。 

温度、湿度、塵埃、振動など、使用環境の影響や使用部品の経年変化、寿命などによる故障を未然に防止するため、

日常的な点検や、定期的な点検を行ってください。 
 

14．1 日常点検 

電子部品は熱を嫌います。できるだけ周囲の温度が低く、通風が良く、長期間使用しても塵埃などが堆積しない環

境に設置することが、装置を長く使用するポイントです。 

日常の点検の目的は、環境の保持と、運転異常の兆候の有無を運転データの記録と比較によって故障前に知ること

です。 

点検要領 
点検対象 

点検項目 周期 点検方法 
判定基準 

1.室内環境 

1)埃，温度，ガス 

2)水その他液体の滴下

3)室温 

随時

随時

随時

1)目視，温度計，臭覚 

2)目視 

3)温度計 

1)雰囲気の悪いところは改善する。 

2)痕跡にも注意する。 

3)最高は 60℃ 

2.構成機器お

よび部品 
1)振動，騒音 随時 箱外面の感触 

異常があるときはある時は扉を開い

てトランス，リアクトル，接触器，

継電器，冷却ファンなどを調べる。

必要によって運転を停止する。 

3.運転データ 

（出力側） 

1)負荷電流 

2)電圧(＊) 

3)温度 

随時

随時

随時

可動鉄片形交流電流計 

整流形交流電圧計 

温度計 

定格以内のこと。 

正常データとの大きな変化のない

こと。 

＊） 使用する測定器によって、電圧が異なる場合があります。点検には同一のテスタや電圧計を使用し、指示値を

記録しておいてください。 

■チェックポイント 

１．設置場所の環境に異常はないか 

２．冷却系統に異常はないか 

３．異常振動、異常音はないか 

４．異常過熱、変色はないか 

５．異臭はないか 

６．モータの異常振動、異常音、過熱はないか 

７．異物（導電物）の付着や堆積はないか 716
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■清掃上の注意 

インバータの清掃は、柔らかい布で汚れた部分を軽くふき取る程度とし、インバータ表面のみとしてください。 

よごれが取れない場合は、中性洗剤またはエタノールを布にしみ込ませ、軽くふき取るようにしてください。 

なお、下表の薬品・溶剤は、インバータ成形品（プラスチックカバー、ユニット等）の破損や塗装のはがれの原因

になりますので、使用しないでください。 

 

アセトン 塩化エチレン テトラクロロエタン 

ベンゼン 酢酸エチル トリクロロエチレン 

クロロホルム グリセリン キシレン 

 

14．2 定期点検 

使用状況に応じて、３ヶ月から６ヶ月ごとに定期点検を行ってください 
 

  警告 
 

 

 

指示 

・点検する前に、次の作業をすること 

①入力電源を遮断(ＯＦＦ，切)する 

②10 分以上経過してから、チャージランプが消灯していることを確認する 

③直流高電圧(DC800V 以上)が測定可能なテスタ等を利用して、直流主回路電圧(PA/+と PC/-間)が

45V 以下であることを確認する。 

 これらの作業をせずに、点検すると、感電の原因になります。 

 

 

 

禁止 

・部品交換しないこと 

感電、火災、けがの原因となります。部品交換は販売店に御依頼ください 

 

■点検箇所 

１．配線端子のネジ止め箇所に緩みがないか。ドライバで増し締めしてください。 

２．配線端子カシメ場所にカシメ不良がないか。カシメ箇所の過熱の後はないかを目視で確認してください。 

３．電線、ケーブルの損傷はないか。目視で確認してください。 

４．ゴミ、ホコリの掃除を行います。ゴミ、ホコリは電気掃除機で吸い取ってください。掃除の際には、通風口、

プリント基板などに気を付けてください。ゴミ、ホコリが付着すると思わぬ事故が生じることがありますから、

清潔にするよう心がけてください。 

５．インバータに使用されている電解コンデンサは、無通電状態で長時間放置すると特性が劣化します。 

長期間にわたり使用しない場合は、２年に一度の割合で５時間以上通電し、電解コンデンサの特性を回復させ

てください。同時にインバータの動作を確認してください。インバータに商用電源を直接入力せず、スライダ

ック等を使用して徐々に入力電圧を上げて通電することをお奨めいたします。 

６．絶縁試験を行う場合は、500V メガで主回路端子台だけを対象に行ってください。主回路以外の制御端子やプ

リント基板上の回路端子には、絶縁試験を絶対に行わないでください。モータの絶縁試験を行う場合は、出力

端子Ｕ，Ｖ，Ｗの接続を外し、モータ単体で行ってください。また、モータ以外の周辺回路に絶縁試験を行う

ときでもインバータに接続されている全ての配線を外して、インバータに試験電圧がかからないようにしてく

ださい。 
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注）主回路端子台に接続されている配線は必ず取り外し、インバータ単体で実施してください 

５００Ｖ

メガ

Ｒ/Ｌ１ Ｓ/Ｌ２ Ｔ/Ｌ３ Ｕ/Ｔ１ Ｖ/Ｔ２ Ｗ/Ｔ３

 
 

７．耐圧試験は内部の部品を破損することがありますので、行わないでください。 

８．電圧および温度チェック 

推奨電圧計 

入力側－可動鉄片形電圧計（ ） 

出力側－整流形電圧計（ ） 

始動時、運転中、停止時のインバータの周囲温度を常時測定しておくと、異常の発見に有効です。 

 

■寿命部品の交換 

インバータは、半導体素子をはじめ多数の電子部品から構成されています。次に示す部品については、構成上ある

いは物性上、経年変化が生じます。放置すると、インバータの性能低下、故障につながりますので、予防保全のた

め定期的に点検する必要があります。 

 

注）部品の寿命時間は、周囲温度と使用条件に影響されることがあります。次に示す部品の寿命時間は通常の環

境条件下で使用した場合のものです。 

 

１）冷却ファン 

発熱部品を冷却する冷却ファンの寿命は、約３万時間（連続運転で約２～３年）です。異常音、異常振動が生

じた場合にも交換が必要です。 
 

２）平滑コンデンサ 

・主回路 

本インバータの主回路直流部の平滑用コンデンサはフィルムコンデンサです。設計寿命は 15 年ですが、通

常環境条件下で使用した場合は、10 年での交換をお勧めします。プリント基板に実装されているため、プ

リント基板ごと平滑コンデンサを交換する必要があります。 

・制御回路 

平滑用アルミ電解コンデンサは、リップル電流等の影響により特性が劣化します。設計寿命は 15 年ですが、

通常環境条件下で使用した場合は、10 年での交換をお勧めします。プリント基板に実装されているため、

プリント基板ごと平滑コンデンサを交換する必要があります。 

＜点検事項の外観判断基準＞ 

・液漏れはないか 

・ケースに異常はないか 
 

注）稼働時間をチェックすることで、各部品の交換時期の目安を立てることができます。交換については、この取

扱説明書の裏面に記載のサービスネットワーク、または東芝産業機器システム株式会社の各支社店、営業所に

連絡してください。安全のためお客様での部品交換は、絶対に行なわないでください。（部品交換アラームをモ

ニタしたり、信号出力をすることも可能です。 ⇒6. 17. 14 項を参照） 718
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■主要部品の標準交換年数 

一般的に正常な使用環境・条件（周囲温度、通風条件、通電時間）における部品交換の目安は下表のようになりま

す。この交換年数は、部品の寿命ではなく、この時間以上でご使用になった場合での故障率が増してくる年数を基

準にしています。 

 

部品名 標準交換年数 交換方法・その他 

冷却ファン ２～３年 新品と交換 

主回路平滑用コンデンサ １０年 新品と交換 

リレーコンタクタ － 調査の上決定 

プリント板上アルミ電解コンデンサ １０年 新品基板と交換 

注）年間の平均周囲温度を 40℃とした場合の交換年数です。部品の寿命は、使用環境によって大きく変わります。 

 

14．3 サービスコールするときは 

東芝サービスネットワーク（裏表紙）をご利用ください。万一の不具合時にはご購入ルートを経由して担当窓口に

ご連絡してください。 

ご連絡の時には、インバータの本体右側面に張り付けてある定格銘板の内容、オプションの有無等を不具合内容と

ともにお知らせください。 

 

14．4 保管する場合は 

ご購入後、一時保管、または長期保管する場合は次の点に注意してください。 

 

１．高温、多湿の場所、塵埃、金属粉の多い場所は避け、換気の良い場所に保管してください。 

 

２．プリント基板に帯電防止カバー（黒色）をかぶせているインバータについては、保管中にこのカバーを取り外

さないでください。なお、通電時は、必ずこのカバーを取り外してください。 

 

３．インバータに使用されている電解コンデンサは、無通電状態で長時間放置すると特性が劣化します。 

長期間にわたり使用しない場合は、２年に一度の割合で５時間以上通電し、電解コンデンサの特性を回復させ

てください。同時にインバータの動作を確認してください。インバータに商用電源を直接入力せず、スライダ

ック等を使用して徐々に入力電圧を上げて通電することをお奨めいたします。 

719
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15．保証について 

下記の内容により、無償で修理および調整いたします。 

 

１．保証範囲は、インバータ本体部分に限ります。 

２．正常な使用状態で、故障または損傷が生じた場合には、納入後１２ヶ月間は無料で修理いたします。 

３．保証期間内についても、次のような場合は有償修理となります。 

・ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障および損傷 

・お買い上げ後の落下、および運送上の事故による故障および損傷 

・火災、塩害、ガス害、地震、風水害、落雷、電圧異常およびその他の天変地異を原因とする故障および損傷 

・インバータとしての機能（用途）以外に使用した場合の損傷 

４．本品についての出張調査は実費で申し受けます。なお、別に定める保証契約がある場合は、そちらの契約が優

先されます。 

 

 

720
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16．廃棄についてのお願い 

  注意 
 

 

指示 

・本ユニットを廃棄する場合は、専門の産業廃棄物業者(*)に依頼すること 

依頼せずに処理すると、コンデンサの爆発や有毒ガスの発生により、けがの原因となります。 

(*)専門の廃棄物処理業者とは、「産業廃棄物収集運搬業者」、「産業廃棄物処分業者」をいいます。

産業廃棄物の収集・運搬及び処分は認可を受けていない者が行うと、法律により罰せられます。

（「廃棄物の処理並びに清掃に関する法律」） 

 

ご使用になったインバータを廃棄する場合は、専門の産業廃棄物業者に依頼してください。 

依頼せずに処理すると、コンデンサの爆発や有毒ガスの発生により、けがの原因となります。 
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Appendix 
Compliance with UL Standard and CSA Standard 

 
The VF-FS1 models that conform to the UL Standard and CSA Standard have the UL/CSA mark on the 
nameplate. 

 

1 General 
 

The following steps must be performed before wiring and servicing. 
(1) Turn off all input power. 
(2) Wait at least ten minutes and check to make sure that the charge lamp is no longer lit. 
(3) Use a tester that can measure DC voltage (800VDC or more), and check to make sure that the voltage to 

the DC main circuits (across PA/+ and PC/-) is 45V or less. 
 If these steps are not properly performed, the wiring will cause electric shock. 

 

2 Compliance with Installation 
 

The VF-FS1 inverter must be installed in a panel, and used within the ambient temperature specification.  

 •Standard installation 

5 cm or more 5 cm or more

10 cm or more

10 cm or more

VF-FS1 

 
z Environments 

Use environments Indoor, altitude: 1000m (Max.), not exposed to direct sunlight, corrosive gas, explosive gas or 
vibration (less than 5.9m/s2) (10 to 55Hz) 

Ambient temperature -10 to +60°C  
Above 40°C: Remove the seal from the top of the inverter and use the inverter with the rated 
output current reduced. 

Storage temperature -20 to +65°C 
Relative humidity 5 to 95% (free from condensation and vapor). 
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3 Compliance with Connection 
 

Use the UL conformed cables (Rating 75 °C or more, Use the copper conductors only.) to the main circuit 
terminals (R/L1, S/L2, T/L3, U/T1, V/T2, W/T3). Refer to the table of next page about wire sizes. 
For instruction in the United States, Integral solid state short circuit protection does not provide branch circuit 
protection. Branch circuit protection must be provided in accordance with the National Electrical Code and any 
additional local codes. 
For instruction in the Canada, Integral solid state short circuit protection does not provide branch circuit protection. 
Branch circuit protection must be provided in accordance with the Canadian Electrical Code and any additional 
local codes. 
Use the UL listed fuses at connecting to power supply. 
Short circuit test is performed under the condition of the power supply short-circuit currents in below. 
These interrupting capacities and fuse rating currents depend on the drive motor capacities. 
 

 
Input voltage  Drive motor Power supply short-circuit and maximum input voltage 

Up to 4.0kW 
Suitable For Use On A Circuit Capable Of Delivering Not More Than 5,000A rms 
Symmetrical Amperes, 240 Volts Maximum When Protected by J Class Fuses. 

200V 
5.5kW and over 

Suitable For Use On A Circuit Capable Of Delivering Not More Than 22,000A rms 
Symmetrical Amperes, 240 Volts Maximum When Protected by J Class Fuses. 

Up to 4.0kW 
Suitable For Use On A Circuit Capable Of Delivering Not More Than 5,000A rms 
Symmetrical Amperes, 480 Volts Maximum When Protected by J Class Fuses. 

400V 
5.5kW and over 

Suitable For Use On A Circuit Capable Of Delivering Not More Than 22,000A rms 
Symmetrical Amperes, 480 Volts Maximum When Protected by J Class Fuses. 
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  AIC, Fuse and Wire sizes 
Voltage 
class 

Capacity of  
drive motor 

(kW) 
Inverter model

AIC (A) 
(Interrupting 

capacity) 

Fuse class and 
current (A) 

Maximum 
voltage (V)

Input wire 
sizes of 
power 
circuit

Out put 
wire sizes 
of power 

circuit 

Earth 

0.4 VFFS1-2004PM AIC 5000A J 3A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

0.75 VFFS1-2007PM AIC 5000A J 6A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

1.5 VFFS1-2015PM AIC 5000A J 10A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

2.2 VFFS1-2022PM AIC 5000A J 15A max. 240 AWG 14 AWG 14 AWG 14 

4.0 VFFS1-2037PM AIC 5000A J 25A max. 240 AWG 12 AWG 10 AWG 12 

5.5 VFFS1-2055PM AIC 22000A J 35A max. 240 AWG 10 AWG 8 AWG 10 

7.5 VFFS1-2075PM AIC 22000A J 45A max. 240 AWG 8 AWG 8 AWG 10 

11 VFFS1-2110PM AIC 22000A J 70A max. 240 AWG 6 AWG 6 AWG 10 

15 VFFS1-2150PM AIC 22000A J 90A max. 240 AWG 4 AWG 4 AWG 10 

18.5 VFFS1-2185PM AIC 22000A J 100 A max. 240 AWG 4 AWG 3 AWG 8 

22 VFFS1-2220PM AIC 22000A J 125A max. 240 AWG 2 AWG 2 AWG 8 

Three-phase 
200V class 

30 VFFS1-2300PM AIC 22000A J 175A max. 240 AWG 1/0 AWG 1/0 AWG 6 

0.4 VFFS1-4004PL AIC 5000A J 3A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 
0.75 VFFS1-4007PL AIC 5000A J 3A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 
1.5 VFFS1-4015PL AIC 5000A J 6A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 
2.2 VFFS1-4022PL AIC 5000A J 10A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 
4.0 VFFS1-4037PL AIC 5000A J 15A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 
5.5 VFFS1-4055PL AIC 22000A J 20A max. 480 AWG 14 AWG 14 AWG 14 
7.5 VFFS1-4075PL AIC 22000A J 25A max. 480 AWG 12 AWG 12 AWG 14 
11 VFFS1-4110PL AIC 22000A J 35A max. 480 AWG 10 AWG 10 AWG 10 
15 VFFS1-4150PL AIC 22000A J 45A max. 480 AWG 8 AWG 8 AWG 10 

18.5 VFFS1-4185PL AIC 22000A J 60A max. 480 AWG 8 AWG 8 AWG 10 
22 VFFS1-4220PL AIC 22000A J 70A max. 480 AWG 6 AWG 6 AWG 10 

Three-phase 
400V class 

30 VFFS1-4300PL AIC 22000A J 90A max. 480 AWG 4 AWG 4 AWG 10 
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z This diagram shows a standard wiring of the main circuit. 
 

 

RS485 

(1k～10kΩ)
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z Power circuit  
Terminal symbol Terminal function 

 
Grounding terminal for connecting inverter. There are 3 terminals in total. 2 terminals in 
the terminal board, 1 terminal in the cooling fin. 

R/L1,S/L2,T/L3 
200V class: three-phase 200 to 240V-50/60Hz 
400V class: three-phase 380 to 480V-50/60Hz 

U/T1,V/T2,W/T3 Connect to a (three-phase induction) motor. 

PA/+, PC/- 
PA/+ terminal: Positive potential terminal for the internal DC main circuit 
PC/- terminal: Negative potential terminal for the internal DC main circuit 

The arrangement of power circuit terminals are different from each range. 
 
z Control circuit terminals 

The control circuit terminal board is common to all equipment. 
Regarding to the function and specification of each terminal, please refer to the following table. 

Terminal 
symbol Input/output Function Electrical  

specifications 

F Input Shorting across F-CC causes forward rotation; open 
causes slow-down and stop. (When ST is always ON) 

R Input Shorting across R-CC causes reverse rotation; open 
causes slow-down and stop. (When ST is always ON) 

RES Input M
ul

tif
un

ct
io

n 
pr

og
ra

m
m

ab
le

 
co

nt
ac

t i
np

ut
 

This inverter protective function is disabled if RES are 
CC is connected. Shorting RES and CC has no effect 
when the inverter is in a normal condition. 

No voltage 
contact input 

24Vdc-5mA or less 
 
 
*Sink/Source/PLC selectable 
using SW4 

PLC Input 
(common) 

External 24Vdc power input  
When the source logic is used, a common terminal is connected. 

24VDC 
(Insulation resistance: 

DC50V) 

 CC Common to 
Input/output Control circuit's equipotential terminal (2 terminals)  

PP Output Analog power supply output 
10Vdc 

(permissible load current: 
10mA) 

VIA Input 

Multifunction programmable analog input. 
Factory default setting: 0~10Vdc/0~60Hz (0~50Hz) frequency 
input.  
The function can be changed to 4~20mAdc (0~20mA) current 
input by flipping the VIA (SW3) dip switch to the I position.  
By changing parameter setting, this terminal can also be used as 
a multifunction programmable contact input terminal. When using 
the sink logic, be sure to insert a resistor between P24-VIA (4.7 
kΩ-1/2 W). Also move the VIA (SW3) dip switch to the V position. 

10Vdc 
(internal impedance: 30kΩ) 

 
4-20mA 

(internal impedance: 250Ω) 

VIB Input 
Multifunction programmable analog input. 
Standard default setting: 0~10Vdc/0~60Hz (0~50Hz) frequency 
input. 
 

10Vdc 
(internal impedance: 30kΩ) 

FM Output 

Multifunction programmable analog output. Standard default 
setting: output frequency. 
The function can be changed to 0-20mAdc (4-20mA) current 
output by flipping the FM (SW2) slide switch to the I position. 

1mAdc full-scale ammeter or 
7.5Vdc (10Vdc)1mA full-
scale voltmeter 
 
0-20mA (4-20mA) DC 
ammeter 
 
Permissible load resistance:  
750Ω or less 
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Terminal 
symbol Input/output Function Electrical  

specifications 
P24 Output 24Vdc power output 24Vdc-50mA 

FLA 
FLB 
FLC 

Output 

Multifunction programmable relay contact output.  
Detects the operation of the inverter's protection function.  
Contact across FLA-FLC is closed and FLB-FLC is opened during 
protection function operation. 

250Vac-1A 
(cosφ=1) 
: at resistance load  
30Vdc-0.5A 
250Vac-0.5A 
(cosφ=0.4) 

RY 
RC Output 

Multifunction programmable relay contact output. 
Standard default settings detect and output low-speed signal output 
frequencies.  
Multifunction output terminals to which two different functions can be 
assigned. 

250Vac-1A 
(cosφ=1) 
: at resistance load  
30Vdc-0.5A 
250Vac-0.5A 
(cosφ=0.4) 

 
 

4 Motor overload protection 
 

VF-FS1 has the motor thermal protection as the overload protection. 
Selects the electronic thermal protection characteristics that fit with the ratings and characteristics of the motor. In 
case of multi motor operation with one inverter, thermal relay should be connected to each motor. 
       Parameter 
                    thr : Motor electronic thermal protection level 1 
                    olm : Electronic-thermal protection characteristic selection. 
 
 
 
 

 

727



E6581380

1

I 

2 

3
4 VF-FS1

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

©Toshiba Schneider Inverter Corporation 2006

All rights reserved.

TOSVERTTM  VF-FS1
200V    0.4 30kW
400V    0.4 30kW

2009 Ver. 118/119

TO
S

V
E

R
T

 V
F

-F
S

1

728



729



730



731



732



733



734



735



736


